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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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断章　断片化のエクスシア（１）







　彼女に関する公的記録は２０２７年、戦災孤児として、政府の養護施設に収容されたときからはじまる。そこで二等養護官として配属された椎しい名なまゆりと出会い、育てられた。彼女を、かがりと名づけたのはまゆりだった。その名前にこめられた願いについて記録はない。

　実の両親やストリートチルドレン時代のことは、人に聞いた話を覚えているだけにすぎない。それが事実かどうかも、たしかなものではなかった。年齢さえ──保護されたときの成長具合から、書類上の都合で２０２６年生まれと決められただけだ。

　だから椎名かがりにとって、自分の出生にたいした価値などなかった。

　２０３２年、正式にまゆりの養子となって椎名姓となり、施設を出てふたりで暮らしはじめる。

　かがりにとって、椎名まゆりは血のつながりを除いたあらゆる意味で母親だった。

　そして、彼女が育った養護施設には、かがりにとって、もうひとり大切な人がいた。

　──せんせい。

　あの人は、養護施設にある治療所の、かかりつけの医師だった。

　やさしくて、ほかの孤児たちにも慕われていた。

　──きょうじゅ。

　みんなの父親代わりのようであり、幼いかがりも信頼していた人だ。

　教授の特別な授業セミナーを受けるために、バスに乗って、山奥の別の施設に行ったこともある。遠足だ。ほとんど唯一の、遠出をした旅行の思い出。




　かがりは、そこで〝カミサマ〟の言葉を聞く。




　覚えていることは多くはない。７つまでは神のウチと──誰だって、そんな幼いころのことで思いだせることはかぎられている。

　カミサマはとても物知りで、でも、もっともっと、たくさんのことを知りたいと願っていた。

　かがりたち選ばれた孤児は、そのお手伝いをするのだ。

　愛に見放されて育った孤児たちにとって、はじめて〝家イエ〟を与えてくれたカミサマに、期待されて役目を与えられること、必要とされたことは、まさに幸せだった。

　祝福だったのだ。だから、ちゃんとやらないといけなかった。




　──情報とは。




　家イエに招かれた孤児たちは、この言葉を何度も復唱して、だから、たぶん一生忘れずにいる。




　──正しく、正しく、正しく、正しく。

　──それを正しく使える者が、正しく管理し、正しいタイミングで、正しい場所へ提供すべきである。




　難しいことはわからない。でも、それはよいことなのだ。だから正しくない、悪い人が勝手なことをすることを防がなくちゃいけない。そのために孤児たちはカミサマの家に招かれた。

　満足に学校にも通えなかった孤児であっても。

　ひとりひとりが、目となり耳となって〝伝える〟こと。それくらいならできた。

　カミサマの目となり耳となる。

　大切な役割を与えられたとき、かがりやほかの孤児たちはカミサマの〝天使〟となった。

　そうして十字架ロザリオの代わりに、あの携帯端末をわたされてカミサマと契約やくそくすると、信仰を胸に、それぞれの新しい家に帰っていった。




　椎名かがりはカミサマとの約束を胸に秘め、母親のまゆりと暮らしはじめる。

　かがりは幸せだった。

　家があった。家族がいたからだ。まゆりママがいたから。そして心にはいつも父カミサマがいた。

　はじめから、なにも持っていなかったかがりにとって、たとえ日本が滅ぼうとも失うものなどなにもない。

　ただ、まゆりママと暮らすことが幸せだった。

　失ってはいけない、すべてだった。まゆりママを守るために。そのためになすべき正しいことは、ぜんぶ声が──カミサマが教えてくれた。

　かがりは、自分の知ったことすべてをカミサマに報告した。伝えたことが役に立つかどうかなんて、考える必要はなかった。伝えた情報ことを、どうやって使うか、正しく使うかはカミサマが考えてくれる。

　まゆりにとって日常とは、母であるまゆりにかかわる世界だった。

　母の昔からの友人──ダル、鈴すず羽は、るか、留フエ未イリ穂ス……そう呼ばれている人たちのこと。母の友人たちがやっていること、その〝組織〟のことは、かがりはよくわからなかった。理解はできなかったが、見たこと聞いたことを、そのまま携帯端末でカミサマに伝えることはできた。

　２０３５年、大戦は終結、日本は内戦の泥沼へと沈んでいく。

〈ワルキューレ〉という名前はレジスタンスとして、戦後の政府、その背後にいる超大国のあいだでも密かに意識されはじめる。

　かがりも戦士として銃を握るかという年頃になっていた。

　かがり自身は組織──〈ワルキューレ〉のメンバーではなかったが、まゆりと暮らしている以上、無関係でもいられなかった。

　銃弾と爆発にさらされて、逃げまわる日々。そんななかでも、かがりは伝えつづけた。東京のインフラが半ば壊滅状態となっても、カミサマとの連絡手段だけは保たれていた。

　カミサマは〈ワルキューレ〉の存在に強い関心を持っていたようだ。

　かがりは、天使たちのなかでも特別だと褒められた。そのことは素直にうれしかった。

　──彼らの研究について伝えなさい。

　カミサマは、かがりに言った。

　無理をして探ろうとしてはいけない。いつもどおりにふるまい、でも、もし〈ワルキューレ〉が作ろうとしているもの……タイムマシンのありかがわかったら、まっ先に伝えなさい。

　携帯電話の位置情報機能で場所は伝えられる。そうすればカミサマの天使たちが、すぐに駆けつけてくる、と。

　──タイムマシンは悪いものだ。

　カミサマは、つねづね、かがりに言っていた。勝手に過去を変えるなんて、いけないことだと。

　ダルおじさんや鈴羽おねーちゃんは、悪いことをしている。

　かがりの子供らしい正義感は刺激された。あのとき──２０３６年８月13日、秋葉原のラジ館にある〈ワルキューレ〉の秘密の研究所の存在を知ったとき、かがりは携帯電話でカミサマに伝えた。

　──タイムマシンはここにある。

　でも、間にあわなかった。そればかりか、かがりはタイムマシンに押しこめられて、過去に送られてしまった。

　母とはぐれ、時間の迷子になった椎名かがり……。

　１９７５年から１９９８年へ。そして阿あ万ま音ね鈴羽と〈ワルキューレ〉の目的が、未来を変えることであると確信したかがりは自分の意志で決断する。

　鈴羽は、かがりを組織の部下としてあつかうと言った。たしかに10歳といえば一人前だ。大人だ。母を──まゆりママを救うために。家イエを守るために。失ってはならないものをタイムマシンによって消させないために。かがりは彼女にできるすべてを破壊した。奪った拳グロツ銃ク17で小型量子コンピューターを撃ち、『２０００年問題』を回避するミッションを失敗させたかがりは、阿万音鈴羽と袂たもとを分かった。

　そして父たる存在を頼って、千葉の山中にある約束の〝家イエ〟を訪れた。

　──声でわかる！　かがり、ちゃんと、ここに来たよ！　ちゃんと言われたこと守ったの！

　数十年も昔の、ずっと若いころのカミサマ──教授せんせい。

　──私は……知らない。カミサマちがう。どこかで会った？

　でも、若いカミサマはかがりを覚えていなかった。いいや知らなかったのだ。かがりは１９９８年には、まだ生まれてさえいない。カミサマとも会っていない。会っていない相手のことを覚えているはずもない。

　約束を守ったのに。伝えたのに。伝えつづけ、戦ったのに。…………

　母とはぐれ、父にも会えなかった。

　かがりを待っていたのは、暗闇ともちがう、どこにも、誰ともつながることのない無視という沈黙の、長い長い時間だった。




　…………みんな正しかったのに。正しいのに───────────────────────





＊







２０＊＊／＊＊／＊＊






　──助けて……誰か……誰か、ここから出して！

　──助けて、ママ！　どうして来てくれないの？　ママ！　ママぁ！　…………




　眠り、食い、排はい泄せつするだけの場所。

　手足をのばせば両側の壁に届いてしまうほどの狭い個室で、椎名かがりは10代のすべてをすごしてきた。

　空が見える窓はなく、ドアは厳重にロックされていた。それでも、彼女の脳と記憶を塗りつぶしていく濁った時の流れのなかでは、いくらかマシな場所だった。

　緑の〝うーぱ〟のキーホルダーを握りしめて。

　少なくとも、そうしてベッドにうずくまっていれば、それ以上ひどいめに遭うことはなかった。

　鉄格子のフロアゲートがひらく気配を感じた。

　ややあって、窓のついたドアのむこうに見知った顔が現れた。

　ニヤニヤと……笑みを浮かべた白人の男。かがりがこの千葉の施設を訪れたとき、正門で応対した守衛だった。

「──よう、しばらくだな」

　この１年近く、守衛は施設にいなかった。理由を、かがりが知るはずもない。

　かがりは便器に坐すわっていた。

　カーテンもない剝むきだしのトイレだ。排泄を見られたことに羞恥を示すよりも、かがりは、なりふりかまわずといった様子で彼に駆け寄った。

　ドアに体をぶつけて拳で叩たたく、すがりつく姿勢で跪ひざまずいて叫ぶ。

「…………！　…………！」

　膝をついたかがりの目線の先には、守衛の腕にのぞいた刺青いれずみがあった。

　天使の。

「なんだ……しばらく見ないうちに、ずいぶん育ったじゃねぇか」

　守衛はかがりの体を目でなぞる。

　ふたりがはじめて出会ったとき、かがりは瘦せっぽちで栄養状態のよくない子供だった。あれから数年──施設にいる他の実験動物、ラットやモルモット、イヌ、サルやらと同様に飼われていた少女は、性徴を迎えて、身体だけは本来の年相応に成長していた。

「…………！　…………！」

「喚いたって、なにを言ってるのかさっぱりだ。あいかわらず……」

　守衛はガラス窓ごしに小馬鹿にした反応をかえす。

　つづいて数人の研究スタッフが現れた。個室の前にある機器の並んだブースで、なにかの準備をはじめる。

「──そういや、アメリカであの人と会ったぜ」

「！」

　守衛の言葉に、かがりが目を見ひらいた。

「〝カミサマ〟……だよ、タイムトラベラーちゃんよ」

「…………！　…………！」

　かがりは扉を激しく叩いて、天使の刺青の男に訴えつづける。

　でも、かがりが、なにを言おうと研究スタッフたちは興味を示さなかった。人間としてあつかわれてはいなかったから。すべての声は意味をなさない獣の呻うめきでしかない。

「カミサマは近々、教授になるらしいぜ。すげぇな、おい未来人様の予言どおりだ」

　守衛はわざとらしく感心してみせた。

　そうした意味では、この守衛などは、かがりのことをギリギリで人間あつかいはしていたのかもしれない。頭のおかしな哀れな子供として、女として。

　準備が整い、研究スタッフたちが守衛をうながした。

　かがりは、びくっとしてドアから離れると、部屋の奥のトイレの脇にしゃがみこんだ。怯おびえてガクガクと脚をふるわせる。シャンプーを嫌がる猫みたいに。

「じゃ、新しい実験……いや、授業をはじめるぜ。よろこべよ……！　これはもともと、おまえのカミサマのアイデアらしい。音楽の授業だ」

　守衛は収納箱に入っていたＣＤケースを何枚か、無造作に手にした。

「…………？」

「クラシック……ええと、モーツァルト？　どれがいい？　おまえの曲は……」

　カードを選ぶようにＣＤケースを指でふれていく。かがりが答えるのを待つ気もなく、１枚を選んだ。

[image: ]

　──『魔笛』。

「これにするか。おまえの曲だ、カガリ」

　守衛は選んだＣＤを研究スタッフにわたした。

　研究スタッフがたしかめ、端末にデータを入力する。ＣＤには交響楽団や指揮者の名前などが記載されていたが、誰も、そこに興味はなかった。

「ケッヘル６２０の５……それが、こいつの番号か」

　守衛は、たいして興味もなさそうにつぶやいた。

　研究スタッフが実験器具を用意する。かがりにむかって、事務的に、おとなしく指示に従うよう命じる。

　ドアロックが外された。研究スタッフたちは部屋に入る。

　その瞬間、

「！」

　かがりは低い姿勢のまま、壁を蹴った。

　虚を衝かれた研究スタッフたちを突き飛ばして、部屋から逃げだそうとする。

　激しくぶつかる音。

「なにやってんだ」

　ぶざまに倒れた研究スタッフたちを見おろして、守衛はあきれた。

　かがりの首根っこをつかんで壁に押しつけると、太い腕で組み伏せる。

「…………！」

　骨が軋きしむほどの強い圧力をかけられて、かがりは息を吐き、声にならない悲鳴をあげた。

「まったく獣とおなじだな……！　この部屋から出たって外にはゲートがあるんだ。逃げられねぇって何度言えばわかる。痛いめに遭いたくなけりゃ、おとなしく……いや──」

　守衛はかがりを拘束したまま背後から腕をまわした。

　刺青の腕で、かがりの首を締めあげる。

「おまえのカミサマに会いたければ、俺の天使に逆らうな。いいな、カガリ……Ｋケー・６シツクス２・ツー・０ゼロ・５フアイフ」

　天使。

　戦いの犠牲となった子供を抱き、嘆き、天を仰ぐ神の使徒は、傷つき羽を散らしていた。

















──我が名は鳳ほう凰おう院いん凶きよう真ま！　世界の支配構造を覆し、混こん沌とんに陥れる男！
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２０１０／12／23






　発明サークル・未来ガジェット研究所を主宰する東京電機大学１回生、岡おか部べ倫りん太た郎ろうのもとに、漆うるし原ばらるかが記憶喪失の女性・カナ（仮名）を連れてきた。

　ところが事態は意外な方向にむかう。

　タイムトラベラー・阿あ万ま音ね鈴すず羽はは、カナの唯一の所持品だったキーホルダーを見るなり、驚きの反応を見せた。

　──あたしは、知ってる。その〝うーぱ〟……それ……。

　キーホルダーの〝うーぱ〟のマスコットが、彼女の出自をあきらかにした。

　彼女は、鈴羽が捜していた、１９９８年に失踪してしまった未来からの同行者だったのだ。

　──かが……り？　おまえは、かがり？　椎しい名なかがりなのか！

　鈴羽が口にした名前を聞いた直後、カナは大きく目を見ひらき、その場に崩れ落ちた。





＊






　秋葉原、大檜ひ山やまビル２階のワンルームマンション。

　未来ガジェット研究所のラボで気を失ったカナは、幸い、すぐに意識をとりもどした。

「どうだ？　少しはおちついたか？」

　岡部はソファーに坐ったカナを気づかった。

「はい……おかげさまで……」

　気丈にふるまっているが、カナの顔色はよくない。

「ルカ子……まゆり、すまないが、なにか冷たいものを買ってきてくれないか？　それから額に貼る冷却シートのようなものもあると、うれしい」

　岡部の言葉に、るかは逡しゆん巡じゆんする。自分の神社いえで預かっている人のことなので心配なのだろう。

「うん、わかった～。行こう、るかくん」

　まゆりが誘った。幼なじみの岡部の言動から、事情があると察したようだ。

　そう──岡部は判断した。るかには聞かせたくない話をしなくてはならない。

「あ……うん」

　るかは、まだ気がかりなようだったが、まゆりと外に出ていった。

　玄関が閉まって、ふたりが階段をおりていったのをたしかめると、岡部は来客にむきなおった。

「カナさん──」

「かがり、おまえ、いままでどこでなにをしていた」

　鈴羽が鋭い口調で質ただした。

　カナは怯えの色を見せた。鈴羽の態度は、圧迫的で、まるきり軍人が部下を叱責するときのそれだった。

「──いったい、どういうつもりであのとき……！」

「待て、鈴羽。彼女は記憶を失っている」

　岡部が制止した。

「なんだって……？」




　岡部は、カナが、このラボに来るに至ったいきさつを鈴羽に説明した。

「──記憶喪失……それじゃあ、どこでなにをしていたかも……」

　話を聞いた鈴羽は、目の前の女性に対する態度を和らげるしかなかった。

　阿万音鈴羽は〈ワルキューレ〉の任務を受け、２０３６年から、第３次世界大戦という最悪の未来を変えるためにタイムトラベルしてきた。

　現在の２０１０年に至る過程で、彼女はまず１９７５年、そして１９９８年に立ち寄った。そのとき、未来から同行した10歳の少女・椎名かがりは任務を放棄して失踪してしまう。この時代に来てからもずっと、鈴羽は12年前に行方不明になった同行者を捜していた。

　それが、このカナ──

「ああ。でもその前に、たしかめなければならないことがある。本当に、彼女が椎名かがりなのかどうかだ……カナさん」

「あ……はい」

「どうする？　話は、もう少し休んでからにするか？」

「いえ、大丈夫です」

　鈴羽を見つめるカナの瞳には、強い意志が感じられた。

「じゃあ、さっきの話をつづけよう……鈴羽、彼女が椎名かがりだという根拠はなんだ？」

　岡部は話を整理しながら、つづけた。

「その、うーぱだよ」鈴羽はあらためて、カナが手にしたアニメキャラのマスコットキーホルダーを示した。「それは、かがりが持ってたものなんだ。ママにもらったんだって、お守りだって大事にしてた」

　カナの手のひらの上で、塗装の剝はがれた古びた緑のうーぱが、とぼけた顔で見つめている。

　ママにもらった。

　未来のまゆりに、もらった……。

「カナさんは、そのうーぱだけが、自分が持っていたものだって言っていたが……」

「はい。記憶をなくして倒れていた私が手にしていたのが、このキーホルダーだったそうです」

「倒れていた……」岡部は、あらためて確認した。「どこで」

「千葉の、山道……近くのお寺の住職さんが偶然通りかかって見つけてくれたそうです。そのあと、しばらくはそのお寺でお世話になっていたんです。ですが、お寺は修行の場でもあるので、長く女性を置いておくこともできないと……」

「それでルカ子の家に……というわけだな」

　漆原るかの実家は、秋葉原にある柳林神社だ。その寺の住職と、るかの父親は戦友──ざっくばらんに言うとコミマのオタク仲間だった。

「はい。それで歳の近い女の子のいる家なら、私にとってもいいだろうって」

　その住職は、ひとつ大きな勘違いをしていたようだ。

　漆原るかは花も恥じらう高校２年生だ。可か憐れんだ。巫女みこ服が似合う……だが、男だ。

「盲点だった。まさか、こんな近くにいたなんて……！」

　表情にこそ出さないが、鈴羽はめずらしく興奮していた。

　岡部は状況を整理する。

　１週間ほど前、るかが言っていた「父の来客」というのは、その千葉の住職とカナだった。その後、るかが買い物の荷物を抱えて難儀していたのを岡部が手伝ったことがあったが、あれはカナが柳林神社で暮らすための日用品だった。

　そんなこととは露知らず、岡部たちは闇雲に椎名かがりを捜しまわっていた。あのとき岡部がるかの相談にすぐ乗っていれば、こんなまわり道をしなくてもよかったのだ。灯台下暗し、だった。

「それでカナさん。きみは椎名かがりという名を聞いて、なにか思いだすことは？」

　岡部は記憶喪失の女性に質問した。

　12年前に10歳ということは、現在22歳くらい。カナの年格好はそのくらいに見える。

「正直に言うと……よく、わかりません。ただ……すごく懐かしい感じがします。それに……その……先ほどの方」

「まゆねえさんのこと？」

　鈴羽が言葉をかえす。

「まゆ……ねえさん？」

「あのコは椎名まゆりというんだ」

　岡部は伝えた。

　もしカナがかがりであるなら。まゆりは、まぎれもなくカナかがりの……。

「まゆり……さん……。あの方を見たとき、なぜだか凄く……懐かしいような気持ちになりました」

「…………」

　岡部と鈴羽は顔を見あわせた。

　カナが知っているのは、未来の母親まゆりだ。でも面影くらいは残っているだろう。以前に鈴羽がちらっと言っていたのだが、まゆりは40歳をすぎても、びっくりするほど若々しかったというし。

　であれば、まゆりの姿に感じるところがあるはずだ。記憶さえ失っていなければ。

「では、私はその……椎名かがり、という名前だったんでしょうか？」

「そうだな。まだ確証があるわけじゃないが、そう考えるのが妥当だと思う」

　岡部は判断した。

「いや、まちがいない。彼女はかがりだ。そのキーホルダーがなによりの証拠だよ。まゆねえさんが、別れ際、かがりにあげたものなんだから」

　まゆりの話だと、このうーぱは〝森の妖精さん〟バージョンといって、最近の映画のキャラクターだ。いま、おなじものをまゆりも持っているらしいが、こんなに塗装が剝はがれるほど古びているのは、いかにも妙だ。

　そもそも、このカナと椎名かがりは似ているのか？

　鈴羽の第一印象では、赤みがかった髪色はおなじ。似ているかと問われれば99％、かがりとしか思えなくなってくるが１％の確信には欠ける。

「でも、よりによって記憶喪失だなんて……」

　鈴羽は言葉を失った。

　このキーホルダーは、まちがいなく椎名かがりが未来から持ちこんだものなのだろう。

　でも１％の確率で、彼女カナが、失踪したかがりからもらったものかもしれないし、拾ったという可能性もゼロではない。しかし鈴羽によれば、かがりは、うーぱのキーホルダーをとても大事にしていたようだ。人にあげることは考えられないという。

　ラボの玄関がノックされた。

　遠慮がちにドアがひらいて、まゆりが室内をうかがった。

「トゥットゥル～？」

「あの……大丈夫、ですか？」

　帰ってきたまゆりとるかを見て、岡部は笑顔になった。

「わるかったな、わざわざ」

　まゆりとるかはラボにあがった。買ってきた飲み物や冷却シートを机の上に並べる。

　ひとまず、みんなで飲み物を口にした。

「それで、その……」るかがたずねた。「カナさんは……その、鈴羽さんの知りあいの、かがりさんという方だったんでしょうか？」

　るかは、鈴羽が未来から来たことも、なにも事情を知らない。

「そう考えるのが妥当だと思う」

　岡部は言葉を選んだ。小さな噓うそはつかないでおく。ただ一点だけ、未来のこと──タイムマシンに関することだけは絶対に伏せなくてはならない。

「そうですか！　よかったです、名前だけでもわかって！」

「るかさん……」

　カナであろうとかがりであろうと、記憶喪失の彼女にとっては呼び名の問題でしかなかった。それでも心の底からホッとした様子のるかを見て、カナ──かがりは表情を緩ませた。

「あ、でも！　それなら鈴羽さんは、かがりさんの本当のお家を知っているんでしょうか？」

「え？　いや、それは……」

　るかの質問に、鈴羽は沈黙した。性根が軍人なせいか、とっさに噓をつくことができない。

「鈴羽は……かがりさんと子供のころ、ご近所だったそうだ。でも12年前にかがりさんは引っ越してしまって、それからの行方がわからなかったらしい……そうだな？」

　岡部は話をでっちあげた。

「そ、そうなんだ。それで最近急に懐かしくなって岡部倫太郎に相談してたんだよ」

　鈴羽が話をあわせる。このことはあとで至いたる〝お兄ちゃん〟とも口裏をあわせる必要があるだろう。

「そういうわけだ。だから鈴羽にも、かがりさんの家族のことや、どこに住んでいたのかはわからない」

　そういうことにせざるを得なかった。記憶喪失の女性に、実は、あなたは未来からタイムトラベルしてきた、などと言っても混乱に輪を掛けるだけだ。

「──あとは彼女が記憶をとりもどしてくれれば、なにがどうなっていたのか、すべてわかるはずなんだが……」

　12年前、鈴羽と別れたあと椎名かがりはどうしたのか。どこで暮らしていたのか。記憶を失ったのはいつなのか……ふつうに考えれば、どこかの施設なりに預けられていたのだろうが、もしかすると新しい家族さえいたのかもしれない。

　目の前にいるタイムトラベラーの少女──女性は、過去にもどってから生きた時間のほうが長いのだ。10代のすべてを、岡部たちとおなじ時代で生きてきた。

「えっと、かがりさん？」

「は……はい！」

　まゆりに声をかけられて、かがりは声を裏返した。

「かがりさんの上のお名前は、なんて言うのかなぁ？　さっきはよく聞こえなくて。だから、よかったら教えてほしいな」

　そうだ──岡部は思いあたる。

　自分の名前がわかって、鈴羽がいて、母親がいる。まゆりの存在は大きいはずだ。

「その……岡部さんたちのお話だと……シイナ……と」

　かがりは自信なげに答えた。

「わぁ！　じゃあ、まゆしぃといっしょだ～。まゆしぃもね、椎名っていうの。椎名まゆり」

「椎名……まゆりさん……」

「うん。うれしいなぁ。まゆしぃ、おなじ名字のひとに会ったの、はじめてだよ～」

「そうなん……ですか……」

　かがりは、まゆりをじっと見つめて、その姿を捉えようとしている。

「うんっ。だから、これからよろしくお願いします」

「は……はい。こちらこそ、よろしくお願いします」

　まゆりは持ち前の人懐っこさで、たちまち打ち解ける。

「るかくんから聞いたんだけど、かがりさんは記憶喪失……なの？」

　まゆりがたずねた。

「はい……」

「それって、自分が誰かも忘れちゃうってことなんだよね？」

「はい」

「そっかぁ……きっと、つらいこといっぱいだよね？　だって自分の大好きな人のことも忘れちゃうんでしょ？　それって、すごくすご～く哀かなしいことだって、まゆしぃは思うので。だからね、えっと……うまく言えないけど、まゆしぃもお手伝いするから、がんばろうね」

　まゆりがほほえむ。

　すると、かがりの瞳がみるみる潤んでいった。

「っ…………」

　泣いて。

　感情があふれて、とまらなくなる。

「わわっ!?　急にどうしちゃったのかな？　まゆしぃ、なにか変なこと言っちゃったかな？」

「っ……そうじゃ……ないんです……ただ、まゆりさんの言葉を聞いて……なんだか……うれしく、て……っ……！」

　純粋な好意というのは、なかなか伝えにくい。

　まゆりは、それを思いがけないほどたしかな言葉で口にした。かがりにとっては不意を衝かれたのだった。

「まゆしぃだけじゃなく、オカリンもスズさんも、るかくんも、みんなおなじ気持ちだよ」

「うん！　もちろんです！　ボクも、できることがあればなんでもしますから！」

「ありがとうございます……るかさん、まゆりさん」

　かがりのメンタル面は、まゆりとるかに任せておけば大丈夫だろう。岡部は、そんな気がした。

　問題は大きな噓──彼女がタイムトラベラーであることを、どうやって隠すかだが……。

「ルカ子、頼みがあるんだが」

「なんでしょう？」

　るかは岡部を見た。

「かがりさんは、もう少しおまえの家に置いてもらってもいいだろうか？　そのあいだに俺たちは、彼女が、いままでどうしていたのかを調べようと思う」

「はい。もちろん、うちは構いません」

　そのつもりで千葉の住職から彼女を預かったので、るかの家も問題はないという。

「鈴羽も……それでいいか？」

「わかった」

　いろいろと思うところはあるようだったが、鈴羽は、この場は肯うなずいた。

　いまは、かがりの記憶をとりもどすのが先決だ。

「それじゃあ、るかくんのお家に行けば、かがりさんに会えるんだね？　まゆしぃも遊びに行っていい？」

「もちろんだよ。ね、かがりさん」

「はいっ」

　３人は和わ気き藹あい々あいとなった。

「鈴羽も……できるだけ顔を出してやってくれ。そのほうがいいだろう」

「オーキードーキー」

　鈴羽が答える。心情はともかく目的は一致していた。鈴羽は知りたいのだった。なぜ、かがりは〈ワルキューレ〉を裏切ったのか。そしていま、そのことをどう思っているのか。これは任務だけでなく感情の問題でもあった。

「そうだ」まゆりが話題を変えた。「あのね……クリスマスパーティができないから、いまね、お正月パーティをしようかなって思ってるんだ。かがりさんにも手伝ってもらえるとうれしいな」

　明日のクリスマスパーティは、参加者の都合で中止になったのだった。その代わりに、初詣を兼ねた新年会をやろうという流れになっているらしい。

「え？　いいんですか？　私なんかが……」

「もちろんだよぉ。ね、るかくん？」

「うん。いっしょにパーティしましょう」

　三人寄ればなんとやら。女子たちは──ひとりは男だが、かしましく相談をはじめた。

　新年会の件は任せると、岡部はスマホを手にした。

　ＲＩＮＥを起動する。

　至が開発したラボ仲間専用のＳＮＳツールで、岡部は、あの女──桐生きりゆう萌もえ郁かに連絡をとった。






──倫太郎：椎名かがりが見つかった。








　桐生萌郁は20歳、情報誌などを担当する編集ライターだ。至とは秋葉原の都市伝説をあつかった記事の取材を通じて知りあったという。裏情報にもそれなりに詳しいこともあり、１９９８年にラジ館で失踪した当時10歳の椎名かがりという女性について調べてもらっていた。

　あの〝シャイニング・フィンガー〟のことだ。どうせすぐに返事が──






──萌郁　：噓っ!?　どこで!?

──倫太郎：秋葉原にある知りあいの神社の世話になっていた。






千葉の山道で倒れていたそうだ。

だが、それ以前の記憶をなくしている。





──萌郁　：そんなに近くに!?　驚きだね！

──萌郁　：こっちもあれから、椎名かがりを捜しているって連中を探ってみたけど、






裏がとれない。もしかしたら結構おっきい相手かも。






　やはり以前、萌郁が報告してきた、かがりを捜しているという連中というのが気になった。

　千葉の山道で倒れているところを発見されたという経緯も奇妙だ。なぜ、そんな山のなかで倒れていたのか。所持品は、本当にキーホルダーだけだったのか。






──倫太郎：そっちに関しては、ひきつづき追ってもらえると助かる。








　すぐにＲＩＮＥスタンプで「ＯＫ」の返事がもどった。

「ルカ子、ちょっといいか？」

　それから岡部は、るかだけをアコーディオンカーテンのむこうの開発室に呼んだ。

　かがりが発見されたときの状況を、もう少し詳しく知りたかった。るかも、そこまで詳しくは事情を聞いておらず、父親を介して、あらためて千葉の住職にたずねてくれるという。なにかわかればＲＩＮＥで連絡ということになった。

「それと……」岡部は言葉を選びながらつづけた。「かがりさんを神社の外に出さないでほしい」

「え？　どうしてですか？」

「理由は聞かないでくれ。頼む」

　岡部にとっても漠然とした不安でしかないことだ。

　だが、この不安は抑えなくてはならない。岡部は、このときは、るかに甘えた。

「わかりました。岡部さんがそう言うなら」

　用心に越したことはない。

　なにもなければないで構わない。かがりが記憶をとりもどせば全部ハッキリすることだ。

　それが、いつになるのか──なにがきっかけで人の記憶が失われ、とりもどされるのか。それは誰にもわからなかった。
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　夜。

　るかとかがりを柳林神社に帰したあと、岡部は橋はし田だ至をラボに呼んで、ふたりで話をした。

「──というわけで、桐生萌郁には、ひきつづきかがりさんの調査を依頼した」

　経緯を説明する。

「おｋ、日当は僕が払っとく」

「すまんな」

「なんの、かわいい鈴羽むすめのためですし、ホクホク」

　至は買ってきたアツアツの焼き芋を頰ほお張ばった。

　桐生萌郁は、α世界線においてＳＥＲＮ（ヨーロッパ原子核共同研究機関）の工作ラウン員ダーだった。全世界を管理社会ディストピアのもとで支配することになる組織だ。タイムマシンをめぐって岡部たちを危機に陥れ、まゆりを殺した。このβ世界線ではどうなのか……。

　それでも岡部は、かがりについての捜査の続行を、萌郁に依頼した。

　萌郁の情報網は捨てるには惜しいのだ。不本意な話だが、岡部は、こちらの世界線の萌郁もまた、裏事情に精通したＳＥＲＮのラウンダーであることを少し期待してさえいた。

　とにかくタイムマシンに関することさえＳＥＲＮに察知されなければ、ラウンダーが動くことはないはずだ。

「で、鈴羽は？」

「柳林神社までかがりさんを送ってもらった。そのあと神社のあたりを調べると言っていた」

　ようやくかがりが発見されたが、そのために、また新しい懸念が生じた。鈴羽が気にしているのも、萌郁が報告した、かがりを捜しているという連中だろう。

「で、かがりたんってば……」

「ほら」

　岡部はスマホで撮影しておいた写真を見せた。

「ほほぅ……あの写真が、こう育ちましたか」

　ゲスいことを口にしながら、至は哲学的に考える仕草をした。

　かがりと鈴羽には、おそらく12年前の軋あつ轢れきがある。

　幼いかがりは鈴羽の任務を妨害したらしい。それは〈ワルキューレ〉──未来の仲間たち全員への裏切り行為だった。たとえ子供のしたことであっても、戦時下は、子供だから許されるという社会ではなかっただろう。

「かがりさんには、まだ、彼女がタイムトラベラーであることは伏せてある」

「るか氏の家で預かるなら、そうなるか」

「ああ。それと、鈴羽が言ったんだ。かがりさんに未来のことやタイムマシンのことを教えれば、記憶はもどるかもしれないが……また任務を妨害するかもしれない」

「あー……そこらへんはフクザツだお」

　記憶喪失というのでは、鈴羽も、過去のかがりの過ちをいま追及するわけにもいかない。

「最悪、タイムマシンのことを公表してしまうかもしれないからな。彼女が記憶をとりもどしたら、どんな行動に出るかわからない以上、しばらく様子を見たいと」

　12年間、椎名かがりがどこで、どんなふうに暮らしていたか。タイムトラベラーはどのように成長したのか。

「……人捜しを手伝うだけのつもりが、思いがけないことがつづくな」

　岡部は息をついた。

「中途半端に助けるとか、できないっしょ」

　至が言った。

　まったくそのとおりで──たとえば娘のための家賃や、探偵の調査費すべてを賄うくらいの覚悟がなければ、手伝う、なんて軽々しく口にするべきではなかったのだろう。

　とにかく見つかった以上、岡部は、かがりのことを中途半端にはできなかった。彼女は、まゆりの娘なのだ。

　だが、そのことをまゆりやるかに話すことはできない。未来のことは教えられない。




　──岡部倫太郎は、過去を改変してはならない。
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　世間はクリスマスイヴ。ふわふわしたムードの秋葉原の街を、岡部倫太郎は、椎名まゆりとともに柳林神社にむかった。

「あ。まゆりちゃん！　それに岡部さんも」

　境内にいたるかは顔をほころばせた。愛くるしい、というのはこういうことだ。

「るかくん、かがりさんも、トゥットゥルー♪」

「ふふっ、トゥットゥルー、です」

　るかのそばにいたカナ──椎名かがりは、まゆりに応じた。

「わ、かがりさん、すご～い」

　まゆりは、たいそう驚いた。

「え？　なにがですか？」

「だって、まゆしぃがトゥットゥルーって言っても、最初はなかなかみんなトゥットゥルーってかえしてくれないよ？」

「はじめて会った相手に、それが挨拶なのだと理解しろというのも酷な話だな」

　岡部は苦笑。

「うん。だからみんな、なにそれ？　って言うのに、かがりさんはふつうにかえしてくれたのです。だから、すごいな～って」

「私は別に……なんとなく、そうかな？　って……」

　かがりは自分で口にした言葉に途惑いを浮かべた。

　もしかしたら母親の独特の挨拶が耳に染みついていたのかもしれない。もしそうなら、まゆりはオバサンになってもトゥットゥルーなどと言っていることになるが、それはそれで、らしい。

「あ、岡部さんも、トゥットゥルー、です」

「どうも……」

　岡部はかがりに会釈をかえした。

　昨夜、至とも話したが……かがりとどう接したらいいか、岡部は考えあぐねていた。

　鈴羽とはぐれたのが10歳、それから12年だから現在22歳。

　年上だが、まゆりの養女でもある。

　鈴羽は一応、岡部や至と結果的に同年代ということもあって、タメ口で違和感なく話せていたのだが。

「あ、そうだ。今日はクリスマスイヴだよ、メリークリスマス♪」

「メリークリスマス」

「メリークリスマス、です」

　まゆり、るか、かがりは、わいわい騒いでいる。

「かがりさん、調子はどうかな？」

「わるくはないです」かがりは岡部に答えた。「でも……まだ、なにも……」

「いや……無理して、なにかを思いだそうとする必要はないよ。時間がたてばもどるだろう。それくらいの気持ちでいたほうがいい」

　もちろん本人が、いちばん記憶をとりもどしたいと思っているはずだ。

　それが、どんなに辛い記憶であっても……そのことを本人に告げることは岡部にはできない。

「…………」

「どうかしたか？」

「いえ。るかくんも、まゆりちゃんも、それに岡部さんも、みんなやさしいなって思って」

「……俺は、別にやさしくなんてない」

　岡部はたちまち挙動不審になってしまった。

　他人にやさしくする余裕なんて……岡部は自分のことで精一杯の、心の病にかかった患者だ。

「ふふっ、テレなくてもいいのに」

　かがりと、ふつうに接するのははじめてだったが……思ったよりも明るい印象だなと感じる。

「あ、ごめんなさい。私ったら、なれなれしい感じになっちゃって」

「いや……構わないよ。こっちだってタメ口でしゃべってるんだし」

　年上オーラみたいなものがまったくないので、彼女の出自を知っている岡部としては、どちらかといえば年下に話しかけるような口調になってしまった。

「そうだよ。まゆしぃもね、ふつうにしゃべってくれたほうがうれしいな。だってそのほうが、お友達って感じがするでしょう？」

「お友達……」

「うんっ。お友達」

　友達母娘おやこ──事情はちがうが、そんな言葉もあった気がする。

「ありがとう、まゆりちゃん。ふふっ、お友達か」

　未来でも、まゆりはこんなふうに、施設にいたかがりとなかよしになったのかもしれない。

　戦災孤児──かがりの出生について、鈴羽はそう語った。

　第３次世界大戦で実の両親とはぐれ、孤児として政府の施設で育てられた。戦時下のことだ。現代の養護施設とは意味あいも異なっていただろう。

　──俺のせいなんだろうか。

　それも、すべては。

　──オカリンおじさんでなければならないんだよ。

　第３次世界大戦を回避できるのは、岡部倫太郎だけ。理想のシュタインズゲート世界線をめざせるのは、〈リーディングシュタイナー〉を有する世界の観測者だけ。

　かがりは……まゆりにひきとられたことで幸せになれたとはいえ、こうして、生まれる以前の過去で記憶喪失になってしまった。

　もしも岡部が、〈ワルキューレ〉の仲間たちが目指した輝かしい道へと踏みだせば。

　無責任にも思える勇気を抱ければ。かがりの人生だけでも変えることはできるのだろうか……。

　でも、そんなことをすればタイムマシンが、過去の改変が、牧まき瀬せ紅く莉り栖すとの約束が。

「っ…………！」

　あやうく叫びかける。

　意思だけで考えをシャットダウンさせるのは難しい。人が喚くのは、叫ぶのは、そうでもしなければ負の思考のループに飲みこまれてしまうからだ。

　いったい……もう何ヶ月、おなじことを考えつづけているのだろう。

　おなじところにとどまっているだけで、どんなに脳を疲弊させていても、それは、なにも考えていないのとおなじだったのだろう。岡部の心の問題は、本質的に、なにも解決はしない。

　たぶん──薬のチカラを借りながら、辛いときは心を気絶させて、存在だけはしつづけている。

　なにも、なにも解決できない。

　つねにメモリの使用量がめいっぱいで、すぐにフリーズしてしまうロースペックなＰＣみたいな人間として。

「岡部さん？　大丈夫ですか？　なんだか顔色がすぐれないみたいですけど」

　黙ってしまった岡部を、るかが気づかう。

「あぁ……なんでもない。ちょっと寝不足なだけだ」岡部はごまかした。「それより、ルカ子はなにをしていたんだ？　忙しそうにしていたみたいだが……」

「本殿のお掃除をしていたんです」

「……掃除なら、いつもやってるんじゃないのか？」

　境内を掃き清めるのは、るかの日課だ。岡部が柳林神社を訪ねると、たいてい竹たけ箒ぼうきを手にしているイメージがある。

「今日は、ふだんできないようなところもふくめての大掃除なんです」

「そうか……もうすぐ正月だしな」

　神社にとってはクリスマスよりも正月が大イベントだろう。

「煤すす払いは先日やったんですが、まだやり残しているところもあるので、かがりさんにも手伝ってもらっていたんです」

「ただお世話になってるだけなのも気がひけるもん。少しくらいは役に立たないと」

　かがりが言った。

　考えてみれば、彼女が柳林神社で世話になりはじめて１週間ほどになる。すっかり打ち解けたるかとかがりは、仲のよい姉妹──兄妹、いや姉弟？　とにかく、もう身内といった印象だ。

　椎名かがりは、ふしぎな女性だ。

　外見は少し神経の細そうな印象だが、接してみると屈託がない。もともと彼女がどういう性格だったのかはわからないが……。

「おや、るか。お客さんかな？」

「あ、お父さん」

　本殿の裏から、るかの父が顔を見せた。

　柳林神社の宮司は、善人然とした顔をしているが、ひと癖もふた癖もある人物だ。

　そもそも、息子に巫女みこ装束を着せて社務所の手伝いをさせているのは、すべて、この父親の趣味──といえば、そのＨＥＮＴＡＩ紳士ぶりがわかるというものだろう。

「おや、これは岡部くんにまゆりちゃん。メリークリスマス」

　……貴方あなたは、それを言ってはダメなんじゃないか？　岡部は複雑な気分になった。

「おや、どうかしたかい、岡部くん」

「いえ」

　八や百お万よろずの神々というくらいだから、キリスト様の誕生日でもなんでもお祝いしていいのだろう。

　それよりも岡部は、かがりのことで話をしなくてはならなかった。

「あの……実は彼女のことなんですが」

「かがりさん……というそうだね。るかから聞いたよ。まさか、きみたちが知っている人だったとは」

　世間は狭いね、と。るかの父は笑った。

「はい。それで、その……もう少しのあいだ、かがりさんを──」

「なにか事情があるようだね。もちろんうちとしては大歓迎だよ」

　るかの父は、岡部にみなまで言わせず、了解した。

　名前はわかったが、記憶はもどらず身元もわからない。一方で警察には届け出ない──そのあたりが微妙なところだったが、そこらへんの事情もひっくるめて、るかの父親は了解してくれた。

「ありがとうございます」

「ありがとうございます、おじさん」

　岡部とかがりが頭を下げた。すると、るかの父は相好を崩した。

「ははは、いいんだよ。私も新しく娘ができたみたいで、うれしいからね」

「できたみたいって……お父さん、お姉ちゃんがいるじゃないですか」

　るかが言った。

「あの子は、ちっとも家に帰ってきてくれないじゃないか。私が寂しがっているのを知っていて、そういう意地悪をするんだ」

　るかの父は拗すねた。

「──そうだ。いいことを考えたよ！　せっかくこれだけ女の子がいるんだから、お正月には神社の仕事を手伝ってもらうというのはどうだろう？」

　そして、早速ＨＥＮＴＡＩ紳士は悪ノリしはじめたのだった。

「手伝うって……巫女をですか？」

　るかが驚いた。

「もちろん。かがりちゃんにもまゆりちゃんにも巫女装束を着てもらってね。どうかな？　バイト代は出すよ」

「でも、そんなの、ふたりにわるいですし……」

「私なら大丈夫よ、るかくん。お世話になってるんだもん、それくらいしなきゃ」

　かがりは頓着せずに答えた。

「う～ん……まゆしぃは、お正月はパーティの準備をしなきゃいけないので……」

　ラボで新年会をやるのだ。いいだしっぺがまゆりだったので、準備はすっぽかせない。

「──それに、コスプレ衣装を作るのは好きだけど、自分で着るのは」

　巫女装束はコスプレじゃないぞ……岡部は心のなかでツッコミを入れておいた。

「そうか……でも、まゆりちゃんの巫女姿、岡部くんも見たいんじゃないのかい？」

「は？」

　いきなり話をふられて、岡部は声を失った。

「そうなの、オカリン？」

　まゆりが岡部を見る。

「いや、俺は……」

「ははは。とぼけてもムダだよ。ちゃんと顔に書いてある」

　バカな。鏡を見ても、断じてそんなことは書いていない……はずだ。

「そっかぁ……オカリンがそう言うなら……」

「そうか！　それはよかった！　よし、そうと決まれば巫女装束をもっと用意しなければいけないな！　母さん！」

　るかの父親は小走りで本殿の奥へと姿を消した。

　やはり、あの人は曲くせ者ものだ……岡部は頭が痛くなった。

「えっと……ごめんなさい」

　るかが恐縮する。

「ううん、るかくんが謝ることないよ」

「でも、せっかく楽しみにしてたお正月のパーティが……」

「それは、ここのお手伝いが終わったあとでもできるから、平気だよ」

「……うん、そうだね。ボクも、そっちを手伝うから、なんでも言ってね」

「ありがとぉ、るかくん」

　初詣の仕事は早朝からだが、午後には人出もおさまるだろう。新年会といっても、買い出しと料理の準備くらいだ。パーティの開始を少し遅らせればスケジュールは問題ない。

「でも、巫女さんの格好なんて、私に似合うかな……」

　かがりは自信なげだ。

「大丈夫！　絶対に似合うよ」

　まゆりが太鼓判を捺おした。

「そうかな？」

「うんっ。まゆしぃはね、お友達のコスプレの衣装とかたくさん作ってるから、わかるの」

　岡部にはよくわからないが、かがりは衣装を着せてみたくなるタイプなのだという。

「まゆりちゃんにそう言ってもらえるなら、がんばってみるね」

「うんっ」

　かがりは柳林神社にこもりきりだ。息抜きになるなら巫女のバイトもいいだろう。

　そこまで考えての、るかの父親の提案……いいや、それはちがうだろう、絶対に。

　賑にぎやかな正月になりそうだ。

「それじゃあ、俺はこれで」

「え？　もう帰られるんですか？　ボク、お茶もお出しせずに……」

「かがりさんの様子を見に来ただけだからな」

「あ、オカリン。まゆしぃは……」

　まゆりは、るかと新年会の打ちあわせをしたいという。

「俺はラボにもどってるから」

　岡部は柳林神社をあとにした。




　──ありがとう、岡部さん。




　別れ際、そう言って頭を下げたかがりの顔が思いだされた。

　もし、彼女が記憶をとりもどしたとき。第３次世界大戦という確実な未来を知りながら、なにもしないことを選択した岡部のことを知ったら。かがりは、あんなふうに笑顔で接してくれるだろうか……。

　神田川にかかる橋をわたりながら、岡部は答えを出すわけでもなく考えさせられた。

　いったん駅前に出て、ラボにむかう。

　正月……。

　なぜかふと、あの人──ヴィクトル・コンドリア大学の研究員の顔が思いだされた。

　比ひ屋や定じよう真ま帆ほは、正月、どうするのだろう？

　アメリカではクリスマスは家族とすごし、大おお晦みそ日かこそ騒ぐとか言っていたが。日本に遊び友達がいるとは思えなかった。オフィスも年末年始は休業だろうし、もしかすると沖縄の親戚にでも会いに行くのだろうか。

「──もう、だから何度言ったらわかるのよ！」

「ん？」

　駅前の雑踏から、聞き覚えのある声がすると思えば──まさに比屋定真帆その人だった。

　彼女が声を荒げている相手は……警官だ。

　なんだかデジャヴに襲われた。

「証明するものって……ちょっと待って、いま……」

「比屋定さん」

　真帆がバッグを探りはじめたところで、岡部が駆け寄って声をかけた。

「……あ！　岡部さん、いいところに！　ちょっとお願いが──」

「お巡りさん。彼女はれっきとした大人の女性です。大学の……先輩にあたります。まちがいありません」

　細かい説明は面倒だったので、ざっくばらんに警官に告げる。

　大学と聞いて、警官は狐きつねにつままれた顔になった。正しくは学生ですらなく職員なのだが。

「なんなら調べてもらってもいいですけど」

　岡部が毅き然ぜんとして言うと、警官は「そう……小学生じゃないんだ……」と失礼なことをつぶやき、首をかしげて去っていった。

「──なんなの、もうっ！」真帆はおかんむりだ。「謝るくらいしたらどうなのよ！　ほんっと、訴えてやろうかしら！」

「まあまあ……仕事熱心ってことじゃないかな」

　いまどき本物の小学生がひとりで秋葉原にいたとしても、警官が声をかけたりはしないだろうに。子供禁止のマニアックな店にでも入ろうとしていたのではないか。岡部は邪推してしまった。

「あなたもあなたよ、岡部さん」

「俺？」

「私が子供にまちがわれて補導されそうになってるって、ひと目でわかったんでしょう？　あなたもそう思ってるって証拠だわ」

「それは……」

　とんだ、とばっちりだ。

「まあ、でも、助けてくれたことには感謝するわ。ありがとう」

「いや」

　最初から素直に言えばいいものを……と、思うしかない。

　そういえば、彼女の後輩である牧瀬紅莉栖もそんなタイプだった。素直じゃないというか。天才と呼ばれる年若い科学者は、みんなこんな感じなのだろうか。

「それで……比屋定さんは、こんなところでなにを？」

「これよ、これ」

　真帆が、よっこらせと大きなバッグを持ちあげた。

　なるほど……これが家出荷物っぽかったのかもしれない。

「例のノートＰＣ」真帆はバッグの中身を説明した。「秋葉原ここならパスを解析できる業者がいるかなって思ったんだけど……」

　牧瀬紅莉栖の遺品のノートＰＣだ。パスワードを解析できる業者を探していたらしい。

「まだ、それにこだわっていたのか」

　岡部は息をついた。

　天才少女の遺産──タイムマシン理論である『中なか鉢ばち論文』の雛ひな形がたがノートＰＣに残っているかどうかはわからないが……。まさに、それこそが世界をタイムマシン開発競争から第３次世界大戦へと導くパンドラの筺はこかもしれない。

「そりゃ、故人のプライベートをのぞくのは、よくないって思うわ。でも私は、あのコがなにを考えて、なにをやろうとしていたのか知りたいのよ」

　死の、直前まで。

　牧瀬紅莉栖はなにを考えて、なにを為そうとしていたのか。

「──あなたはいいわよ、岡部さん。あのコが亡くなる前に会って、話したりしてるんだもの」

　それは……噓うそだ。

　比屋定真帆、そして紅莉栖の研究テーマだった人工知能アマデウス・システム。

　その旗振り役である、ヴィクトル・コンドリア大学のアレクシス・レスキネン教授のコネを得るために、岡部は、自分は紅莉栖の友人だったと伝えた。岡部にとってはα世界線で経験した本当のことだったが、このβ世界線と、すべての人間にとっては噓だった。

「──でも私には、まだ実感がないの。急に紅莉栖が亡くなったって連絡を受けただけ……葬儀にも出られなかった。だから少しでも、あのコのことを知りたい」

　真帆の記憶の空白にいる、来日中の牧瀬紅莉栖……か。

「…………」

「いまさらって思うかもしれないけど、それが私のなかでの、あのコの死に対する折りあいのつけかたなのよ。だから岡部さん……教えて。なんでもいいの！　あのコがパスワードとして設定しそうな言葉。ひとつやふたつ、心あたり、あるでしょ？」

　その気持ちは、わかる。

　岡部自身が、紅莉栖の死に対して心の折りあいがつけられていないから。次に進むことができずにいる。だから心を病んだ。

「わるいけど、知らないよ」

　はっきりと冷たく応じる。岡部は以前からパスワード解析への協力を拒否していた。タイムマシンにかかわるすべては、過去を改変することにつながる。その理由さえ真帆には話せないが。

「岡部さん……」

「すまない」

「そうやって逃げるの？」

　真帆は堰せきが切れたように追及をゆるめなかった。

　逃げている……ちがう。岡部は内心いらだつ。紅莉栖との──α世界線の彼女が、自分の存在を犠牲にしてでも望んだ約束だからだ。過去を改変することを拒んだ科学者としての彼女の願いを、岡部は、こうしてひとりで守っている。

　実際問題、パスワードについて思いあたるような言葉など知らない。解析したいのは真帆であって岡部ではないのだ。まったく理不尽な仕打ちだ。

「逃げる……？」

「Amadeusアマデウスとコミュニケーションをとらなくなったのも、逃げてるからでしょ？」

　岡部さん、あなた中途半端よ……と。

「──あなたが紅莉栖をとても大切に思ってくれていることは、わかる。それは私もうれしいの。でも……あなたは紅莉栖の研究に興味があって、ひき継ぎたいと思っているんでしょう？　だからヴィクトル・コンドリア大学に行きたいんでしょう？　テスターをひき受けたんでしょう？　ちがうの？」

　…………そう。

　理不尽といらだつのは痛いところを突かれたから。岡部は自覚して逃げている。何百回、何千回とくりかえされた、まゆりの死から連なる悲劇の連鎖から逃げた。この世界線でもだ。タイムマシンで過去にもどってまで、過ちから、この手で殺めてしまった紅莉栖の死から逃げつづけている。

　逃げることは、わるいことではないだろう。

　逃げるなと声高に言うやつが無責任な加虐者になることだってある。現実は理不尽なことが多すぎる。

　でも、すべてから逃げだしていれば──その結果が、いまの、この岡部じぶんの姿だ。

　鏡を見ることすら億おつ劫くうな。

　できることをやる。

　できることだけを、やる。

　必死だった。そして、できないことからは逃げつづけた。

　それが、まちがいだったとは、いまは考えられない。そうしなければ、あの夏から今日の今日まで、精神と命を保てていたかもわからない。

　──中途半端に助けるとか、できないっしょ。

　至は言っていた。

　要は、岡部は覚悟ができない。すべてをやむを得ないと甘受──覚悟しないことを覚悟している。

　どうしたらよかったかなど、まるでわからないが、ただ、この数ヶ月間の泥沼ではっきりしたことは……中途半端なままでいれば、中途半端に悩み、中途半端に苦しみ、中途半端に怒り、中途半端に失敗し、中途半端になにかを為せたとして、中途半端に……世界線に定められた終わりのときを迎えるだろう。岡部の死は２０２５年、あと、たった十数年だ。

　鈴羽の話では、死してなお至たち〈ワルキューレ〉に使命を残したカリスマのようなあつかいをされているが、到底、そんな姿は想像もつかない。

「──チャンスをものにしようと積極的だったあなたのこと、私は……研究者として好ましく思ったわ。レスキネン教授だって、きっとそうでしょうね。でも、見こみちがいだったかも。あなたは……うまく言えないけど、研究者じゃない。なにか別のものを見ている気がする。それも、ぼうっとして見ているだけ。なんとなくアメリカの空気を吸いたかっただけなのかしら」

「…………」

　岡部は反論せず、黙ってしまった。

　真帆の指摘は概おおむね正しく、しかし決定的に的はずれだった。

　とはいえ他人から見れば、岡部の行動はそうとられても仕方がない。岡部がぼうっと見つめているものは、説明できないもの──世界線を越えた記憶だ。

　なによりも真帆にそう言わせてしまったのは、岡部の、これまでの言動だった。

　声を荒げてしまったことを自覚して、真帆はそこで、いくぶん声のトーンをゆるめた。

「……クリスったら、すっごい文句言ってたわよ。岡部さんは冷たいって」

　アマデウスのクリスがくだをまく姿は想像できた。ネットスラング全開で悪態をついているのだろう。

　紅ク莉リ栖ス……。

　もし神様が奇跡を起こしてくれたとして。岡部は、いまの自分の姿を彼女の前にさらせるだろうか。

「そうだ。冷たいんだよ、俺は」

　ナイフが肉を抉えぐる感触が手によみがえる。

　岡部の〈リーディングシュタイナー〉が最後に記憶した牧瀬紅莉栖は……。

　怖くて、恥ずかしくてあわせる顔がなかった。岡部は、この手で刺してしまった紅莉栖の遺体をラジ館の床に放置して逃げた。

　タイムマシンで、あと１回、その記憶を塗り替えるために挑むことはできる。

　中鉢を先に殺してしまえばいいではないか。鈴羽に銃を借りてでも。その結果、岡部が殺人犯として逮捕され、娘の紅莉栖に深く憎まれることになってもいい。

　いいや……世界線はタイムトラベルという暴力では覆らない。

　２０１０年７月28日、岡部倫太郎は、秋葉原のラジ館で、血まみれで倒れている牧瀬紅莉栖を目撃する。

　岡部は観測したのだ。

　経緯はどうあろうと、その収束という悪魔が、紅莉栖を……殺すだろう。

　もう何百回と、くりかえして考えてきたことではないか。…………

「岡部さん……」

　あの真帆が、気圧されたように黙りこんでしまった。

　岡部は、どうも怒りを帯びた顔をしていたらしい。いまのは自分にむけた言葉だったのだ。なのに真帆を傷つけてしまった。彼女に対して、こんな言いかたをする必要はなかった。

「……すまない」

　気まずい。みじめだった。人前で、男が自分の心すらコントロールできない。もういっそ心療内科のことまで打ちあけてしまいたかった。

　とにかく真帆に、なにか声をかけなくては。このまま別れでもしたら岡部の心まで参ってしまう。

　考えろ。

　誰も、いまさら岡部に期待などしていないだろう。あたりさわりのないことでいい。

「……そうだ。比屋定さん。正月はなにか予定、あるのか？」

「いえ……いまのところなにもないけど」

　仕事は休みで、和光のホテルにいるだけだという。

「だったら初詣に、みんなで柳林神社に行かないか？　まゆりたちも手伝うことになってるんだ」

「まゆり……？」

　真帆が小首をかしげる。先日、真帆がラボを訪れたとき、まゆりはいなかったのだった。

「俺の幼なじみなんだ。ラボの一員でもある」

「幼なじみ」

　真帆は、ちょっとひっかかったような顔になった。

　岡部は、まゆりとるかのこと、あのとき捜していた女性が見つかったこと、彼女たちが柳林神社で巫女みこのバイトをすることなどを口にした。

「──そのあとラボで新年会もやるらしい。なんなら比屋定さんも巫女装束を着て、神社を手伝ってもらってもいい」

「巫女装束……それってコスプレとかいうやつ？」

「いや、ちゃんとした神社の手伝いだから、コスプレにはならない……と思う」

「そう……でも、それはやめとくわ。私にあうサイズもないだろうし」

　るかが小学生のころ着ていた巫女服がありそうな気もしたが、服のサイズのことで、藪やぶを突つついて蛇を出す必要もないだろう。

「そうだな」

「ちょっと。そこで納得しないでくれる？」

「すまない……」

　岡部は、結局、まちがいをくりかえすのだった。

「……で、集合はラボでいいの？　何時に行けばいい？」

「え？」

「神社を手伝うのはパスだけど、日本の初詣には行ってみたいと思ってた。パーティは……まあ、そのとき考えるわ」

　なるほど……まゆりやるかと会ってみて、ノリがあわなければいっしょに騒ぐ気にはなれないだろう。空気があわないパーティに参加して、黙ってしまって、それを周囲に気づかわせると、さらにヘコんだりするものだし。

「細かいことは、また連絡する。じゃあ……」

　年の瀬の挨拶をして、岡部は真帆と別れた。





４






　永遠にくりかえされるかと思えた、岡部倫太郎の２０１０年が終わった。





２０１１／１／１






　年越しまでは慌ただしくすぎていった。大学の飲み会、テニスサークルの懇親会、それが終わるとコミマ。もっとも岡部は、至やまゆり、阿万音由ゆ季きたちが年２回の祭りを楽しむのを、底冷えのする会場でふるえながら傍観するだけだったが。

　迎えた２０１１年、元日。

「これで全員、揃そろったか？」

　昼すぎ、未来ガジェット研究所のメンバーと関係者たちは、大檜ひ山やまビルの２階に集まった。

「えーっと、じゃあ、いまから点呼とるお」至が声をあげた。「阿万音氏」

「はい」

「真帆たん」

「だから、その呼びかたやめてって言ってるでしょ」

「来嶋カエデ氏」

「はぁい」

「中瀬フブキ氏」

「はいはーい」

　来くる嶋しまかえでと中なか瀬せ克かつ美み。コミマでも顔をあわせた、まゆりのコスプレ仲間たち。

「で、あとは……」

「はーい、私でーす！」

　ロリッとした返事がかえった。

「綯なえ様」

「…………」

　天てん王のう寺じ綯（小６）の傍らで仁王のごとく立っているのは、大檜山ビルのオーナーであるミスターブラウンこと天王寺裕ゆう吾ごだった。

「……なあ、オカリン。なんでブラウン氏まで行くことになってんの？」

「俺だって知らない。まゆりが綯を誘ったら、ついて来た……ってとこだろう」

「おい、なにヒソヒソ話してやがる」

　筋骨隆々、スキンヘッドの強こわ面もてに睨にらまれて、岡部と至は新年早々、股間がちぢみあがった。

「いえ……なにも」

「お父さん。私ね、まゆりおねえちゃんの巫女さん姿、すごく楽しみなんだ」

　綯は無邪気に笑った。

「そうだな。すまないな、本当ならお父さんが連れてってやりたかったんだが」

　この天王寺の言葉に、岡部は至とアイコンタクトを交わした。

「その……天王寺さんは、来られないのですか？」

「あたりまえだ。なにを好き好んで、俺がおまえらと初詣せにゃならん。ちょっと急用で出かけなきゃいけなくなっちまったから、おまえらに綯を預ける」

「ほっ……」

「ほっ……」

　それを聞いて、岡部と至は本人を前に、思いっきり安あん堵どの息をついてしまった。

　岡部は、できるかぎり天王寺とは顔をあわせないようにしていた。

[image: ]

　彼は『ブラウン管工房』なるニッチな店を経営してはいるが、裏では、ＦＢというコードネームでＳＥＲＮの工作ラウン員ダーを仕切っている。世界をタイムマシン開発競争から戦争へと誘導する側の人間なのだ。このβ世界線では、桐生萌郁と同様、その確証はないのだが……。

　とにかく、すべてから逃げることでしか生きられなかった岡部にとって、積極的にかかわりたい相手ではないのだ。

　それがわかっていて大檜山ビルからラボをひき払わなかったのは、まゆりや至の反対が大きいが、もうひとつ──ここにいれば、なにか異変があったときミスターブラウンを介してラウンダーの動きがつかめるかもしれない、という思惑があったからだ。

　と思いながらラボに立ち寄らなくなったり……岡部自身、言動が、どうも矛盾しているのは承知している。

　未来を予測し、すべてに辻つじ褄つまのあう行動をとり、完璧なプロットに沿って演じられるほど、いまの岡部は──いってみれば物語の主人公たりえない。自分自身に感情移入できない岡部倫太郎には、だれも自分を重ねようがない。

「──ちゃんと面倒見ないと、家賃あげっからな」

　天王寺は最後に、文字どおりの殺し文句をつけくわえた。

「だめだよ、お父さん。そんな言いかたしちゃ」

「ん？　おう、そうだったな。さすが、綯はいい子だな」

「オカリンおじさん、お願いします」

　綯はペコリと頭を下げた。

　以前、岡部はよく綯のことを小動物あつかいして、からかっていた。でも夏以来、人をからかうような言動全般を控えていたため、綯は、あまり岡部を怖がらなくなった。

「そんじゃ、夜になったら迎えに来るから、よろしくな」

「わかりました」

　ここで新年会をするので、多少、遅くなっても大丈夫ですと岡部は伝えた。

「ふむ……」

「まだ、なにか？」

「いや……やっぱりおまえ、ずいぶんと変わっちまったよな。前は鳳凰だとかなんとか、妙なことばっか言ってたのによ。どうにも調子がくるっちまうぜ」

「おかげさまで大人になったんです」

　あたりさわりのない返事をしておきながら、岡部は、自分の言葉に違和感しかなかった。

　大人。大人になった……本当に？

「ま、とにかく綯を頼んだぜ」

　天王寺はラボから出て、階段をおりていった。

「ふぅ…………」

　天王寺がいなくなったことで、物理的にも心理的にも圧迫感がなくなり、綯をのぞく全員が大きく息をついた。

「とにかく、これで全員だな」

　まゆりのコスプレ仲間であるフブキ、カエデ、由季、さらに真帆と綯。一風変わった顔ぶれになった。これに、まゆりとるか、留る未み穂ほ、鈴羽、そしてかがりがくわわれば女の子ばかり10人にもなるのか。新年早々、どんなハーレムだ。ひとりは男だが。

「……ほんとに、よかったの？　私なんかが来てしまって」

　真帆は所在なげにしていた。

「気にしなくていい。こっちこそ、なんだかよくわからない集まりになってしまったけど、大丈夫かな？」

「馴な染じんだ、って言ったら噓うそになるわね。でも同年代の知りあいが増えるのもうれしいわ」

　真帆は女子大生の由季やカエデとは歳が近い、ということになるのか。

「そう言ってもらえると助かるよ」

「ふふふ、マユシィの巫女コスプレ、超楽しみ～」

「もう、フブキちゃんったら。コスプレじゃなくて、今日はあくまでも正装だよ」

　カエデが苦笑を浮かべる。フブキはとても明るい子のようなので、雰囲気がお通夜になるようなことはないだろう。

「鈴羽さんの巫女装束も楽しみですね、橋田さん」

「まあね。妹属性の巫女さんっつーのも、わるくない」

　阿万音由季と橋田至は……未来の夫婦は、それなりに、よろしくやってくれればいいのだが。

「──つーか、どうせなら、そこにナース属性も追加してくれれば萌もえの数え役満なのだが」

「あはは。橋田さんはあいかわらずヘンタイさんですねぇ」

「紳士だけどねっ」

　至はフブキに胸をはった。

　そう、この場にいないふたり──鈴羽と留未穂。

　結局、神社の手伝いは、まゆりとかがりだけでなく、鈴羽と留未穂まで駆りだされることになった。

　留未穂はまだしも鈴羽までやるとは思わなかった。かがりを心配してのことだろうが、至によれば、もうひとつ──バイト代が出るという話に反応したらしい。

　鈴羽はタイムトラベルにあたって、過去の時代での活動資金を持参していた。現金なのか換金性のある貴金属などなのか、詳しいことは聞いていない。ただ、それは自分のお金ではないから、生活費については可能なかぎり働いて賄いたいのだという。

　まったく……できた娘だ。

「そうそう、大事なこと忘れてました」

　由季が手を叩いた。

「大事なこと？」

　至が、ん？　となる。

　由季は朗らかに、

「新年、あけましておめでとうございます」

「あ、そっか。昨日までコミマだったから、まだ年明けたって気がしないんだよね」

　フブキが笑う。彼女たちのテンションが妙に高いままなのは、祭りの余韻が残っているからだ。

「それじゃあ、私たちも、あらためてっ……」

　──あけましておめでとうございまーす。

「……挨拶も済ませたことだし、そろそろ行くか」

　きりがないので、岡部が出発をうながした。

「はーい！」

「いざゆかん、ミコミコ・パラダイスへ！」

「橋田さん。神社にパラダイスはないと思いますよ」





＊






　元日の秋葉原は、ふだんとそう変わらない。家電量販店は店を開けているし、早朝から福袋めあての客が並ぶのも、ここ数年の風物詩だ。とはいえ交通量は少ない。

　あのときの記憶──はじめて岡部が世界線の変動を実感したときだ。中央通りから車が一斉に消えたイメージが思いかえされた。

「ねえねえ、ダルおじさん」

「はい、なんでしょう綯様」

　先頭を、至と綯、そして由季が歩いている。

「おじさんは、しんしなの？」

「そうだお。おじさんはＨＥＮＴＡＩだけど紳士なのだぜ、キリッ！」

「あの……橋田さんは、どうして綯ちゃんのことを様づけで呼ぶんですか？」

　由季がふしぎそうにたずねた。

「幼女は、その存在だけで敬われるべきだからです、キリッ」

　ああして３人で並んでいると……親子みたいだな、と岡部は思う。

　未来──至と由季、鈴羽たちにも、あんな家族の時間があったのだろうか。

「──そういえばフブキちゃん、この前言っていた変な夢はどう……？」

「あ、あれ？　最近はあんまり見なくなったかも。やっぱ疲れてたみたい」

　フブキとカエデはうしろからついてきている。

「変な夢？」

　岡部は、ふりかえって声をかけた。

「あ、ちょっと一時期、悪夢にうなされちゃった時期があって」

　フブキが答えた。

　悪夢といえば、岡部もしょっちゅうだが……。

「……悪夢って？」

「お？　くいつきますねぇ。ひょっとして私に気があるとか？」

「ダメよ、フブキちゃん」カエデがたしなめた。「オカリンさんには好きな人がいるんだから」

「あ、そっか！」

「ん？　なんの話だ？」

　岡部は挙動不審になった。

　ふたりの本名は、中瀬克美、来嶋かえで。

　岡部は、彼女たちとはまゆりを介しての知人というだけで、名前だってようやく覚えた程度だ。でも、その割には話しやすい相手だった。

「オカリンさんには好きな人がいるって話」

「俺に……？」

　このふたりに岡部の話題をするのは……まゆりしかいないだろう。

「俺には好きな人なんていないよ」

　岡部はそっけなく答えた。

　噓ではない。……はずだ。β世界線では。

「──ふたりとも、頼みがあるんだが」岡部は、至たちのうしろを歩いている真帆を一いち瞥べつして、小声で言った。「できれば比屋定さんに話しかけてやってもらえないか？　彼女、アメリカの大学から来てるんだけど、まだ、あんまりこっちに知りあいいないから」

「アメリカ？　すごーい！」

　驚きの声をあげると、フブキは真帆に接近した。

「──ね、真帆さんって、アメリカの大学に通ってるんですか？」

「え？　ええ、まあ、そうだけど」

　ふりかえった真帆は途惑った様子で答えた。

「じゃあ、英語ペラペラなんですか？」

「まあ、生まれも生活も、ずっとむこうだから……」

　日本語ペラペラでも、ＤＮＡは日本人でも、国籍はアメリカだ。

「すごーい」

　真帆を誘った手前、気まずい思いをさせたくはない。できたら新年会まで来てくれるとうれしいな……と、岡部は素直に考えた。

「ふふっ」カエデがほほえんだ。「オカリンさんって、やさしいんですね」

「そんなことないよ」

　先日も、とある人工知能に冷たいと言われたばかりだ。

　人の評価なんて、そんなものだ。要は、自分の意に沿う相手かどうかだ。だから気にしすぎてはいけない……。

「でも人って、やさしいからこそ誰かを傷つけることもあるんですよね」

「……は？」

　カエデが思いがけないことを言ったので、岡部は返事ができなかった。

「いえ、なんでもありません。私も真帆さんと話してきますね」

　他意はなかったのだろう。仄ほのかな香りを残して、カエデも真帆のもとに駆け寄った。

　──やさしいからこそ誰かを傷つける。

　やさしいから。はっきりさせたくないから。傷つけたくないから。中途半端だから──やさしさの半分は、誰よりも自分が傷つきたくないからだから。





＊






　元日の柳林神社は、神田明神ほどではないだろうが、思っていたよりもずっと賑にぎわっていた。

「あ、オカリンたちだニャ！　おーい、オッカリーン！　こっち、こっちだニャ！」

　境内から、男子の脳を溶かすほどの萌えっぽい声が飛ぶ。

　秋フ葉エ留イ未リ穂スだ。るか、まゆり、かがり、そして鈴羽──５人が勢揃いしていた。

　巫女みこ服で。

「あけましておめでとうございます、みなさん」

　るかの巫女姿が清せい楚そで尊いことは言うまでもない。

　留未穂はアイデンティティであるネコミミをオプション装備しており、いつものメイド服とはちがって、なんというか和猫という感じで、それもまた新味があり彼女のファン連中ならたまらないだろう。

「おめでとうなのニャ」

「ふぉぉ、フェイリスたん！　フェイリスたんがミッコミコにしてくれるなんて、生きててヨカッター！」

　と、いう感じだ。

　至と留未穂の会話を皮切りに、みんなで新年の挨拶を交わした。

「由季さんも来てくれたんだ……」

「あけましておめでとう、鈴羽さん」

「あ……あけましておめでとうございます」

　鈴羽は、いつもはラフな服を着ているが、和装の袴はかまにアップにまとめた栗くり色いろの髪が、ふしぎと映える。もっとも、笑顔でなくてはアルバイトが務まらないのではないかと心配にもなるのだが。

「妹属性の巫女さんキタコレ！　鈴羽、鈴羽、それで、お注射の時間だよ、お兄ちゃん、って言っておくれよ！」

　テンションメーターがふりきれてしまった至が、実の娘にむかって欲情の言葉をぶちまけた。

　鈴羽はたまらず至をひっぱり寄せた。

「もう……！　そんなことばっかり言ってるから母さんに誤解されるんだ」

　ヒソヒソと。

「誤解？」

「まゆねえさんから聞いたんだよ。母さん……由季さん、自分が父さんからあまり好かれてないと思いこんでる」

「なんでそうなるん……？　僕は鈴羽はもちろん、阿万音氏もフェイリスたんもるか氏も、おにゃのこはみんな平等に好きなのに」

「だから……！　そういうのがダメなんだって！」

「あの、ふたりともさっきからなにを……？」

　鈴羽は頭を抱えて、由季は首をかしげる。

「あ……ううん、なんでもない。それよりほら、御神酒と、あと、おみくじもあるからどうかな？」

　鈴羽はごまかした。

　自重しろ。鈴羽が誕生しなくなるかもしれないぞ。岡部は思った。

「それにしても、あいかわらず、るかくんは美人さんね……」

　カエデの賛辞に、るかはテレてしまう。

「い、いえ、そんな……」

「ほんとほんと、これで男の子だなんて信じらんないよね」

　フブキとカエデは、惚ほうけた感じで柳林神社の宮司の子を見つめた。

「ええっ!?　噓……あなた、男の子なの？」

　声をひっくりかえしたのは真帆だった。

　真帆は……るかとも初対面なのだった。人数が多くて、岡部は人間関係が把握しきれない。

「あ、はい」

「噓でしょ……日本って、やっぱり進んでるのね……」

　真帆はじっくりたっぷり、科学者の視点でるかを観察した。喉のどとか、指先とか、少しでも男っぽさがありそうなパーツの粗を探していたようだが、ノーメイクのすっぴんでコレだとわかって、ついにあきらめて「生きていく自信がなくなるわ」と吐いた。女として。

「あの、猫のおねえちゃん」

　綯が留未穂に話しかけた。

「ん、なにかニャ？」

「まゆりおねえちゃんはどこですか？」

「マユシィ？　さっきまであっちで御神酒を……あ、あそこにいたニャ！　マーユシーィ！　こっちに来るニャ！　オカリンたちが来てるニャ～！」

　留未穂の呼びかけに、気づいたまゆりが、かがりの手をひいて駆けてきた。

「あ、オカリン……え～っと……あけましておめでとうございます」

「あけましておめでとうございます、岡部さん」

「ああ、おめでとう」

　岡部は畏かしこまって、ふたりに挨拶をかえした。

「えーっと……ど、どうかな？　この格好、似合ってるかな？」

「ああ、想像以上によく似合ってる」

「ほんと!?　えっへへ～、よかったぁ」

　ずいぶん緊張していたようだが、岡部の言葉を聞いて、まゆりは表情をやわらげた。

「『メイクイーン＋ニャン２』でも、イベントデーとかでメイド服以外のコスプレ、するんだろ？　緊張することもないだろうに」

「あれは、お仕事だからいいのです」

　まゆりには彼女なりのルールがあり、バイトのコスチュームは仕事だからＯＫ、イベントに参加するための服を作るのはＯＫ、ただし自分でコスプレはしない──と決めている。

「ねえ、岡部さん。私はどうかな？　似合ってるかな？」

「ああ……かがりさんも、すごく似合ってると思う」

　緋ひ色いろの袴に、赤みがかったロングヘア。黒髪のるかやまゆりが正統派だとすれば、かがりは、写真映えする２次元に寄せたコスプレ巫女にふりきっていた。

「わーい、やったぁ！　そうだ、あとでいっしょに写真とってくださいね」

「写真？　いいけど……」

「だってほら、写真があれば記録に残るでしょう？　私、いまのうちに、たくさん残しておきたいんです。また忘れちゃったりしないように」

　かがりは、すっかり明るくなったと感じる。最初こそ、記憶喪失のことで不安を隠せなかったようだが、本来が天てん真しん爛らん漫まんな性格なのかもしれない。年上なのだが、なんとなく小学生の綯を相手にしているのと近い感じがした。

　記憶喪失が治ったとき、記憶を失っていた時期の記憶はどうなるのだろう。逆に、忘れてしまうということはないのだろうか。だから写真などで記憶の物証を残しておきたいのかもしれない。

「わぁ！　やっぱりまゆりちゃん、似合ってる！」

「そうかなぁ？　なんだか恥ずかしいよ～」

「そんなこと言って、まんざらでもないくせにぃ」

　カエデとフブキは、かねがね、まゆりを縫い子ではなくレイヤーとしてイベントに出したがっていた。ここぞとばかり、その気にさせようとしている。

　と、カエデたちの視線が、かがりにむいた。

　岡部はあらためて、かがりをみんなに紹介した。

「かがりです、椎名かがり」

　かがりは挨拶した。

「ホントだ、マユシィと、おなじ名字なんですね」

「うん、偶然」

　かがりはフブキに答えた。

　本人には、まゆりが未来の母親であることなど、なにも伝えていない。鈴羽が幼いころ、近所にいた知りあいのお姉さん……というやや苦しい噓うそをついている。

「うーん、かがりさんもスタイルよいし、コスとか似合いそう」

「あ、私も思った……」

　フブキとカエデは、本気でコスプレのことが最優先の人たちみたいだ。

「ね、好きなキャラとかいるんですか？」

　フブキは、ちょっとレベルが高い質問をしてしまった。

「えっと……私、そういうのはよくわからなくて」

「フブキちゃん！」

　カエデがたしなめる。

　かがりが記憶喪失であることはカエデたちに話していた。黙っていて、そのことが必要以上に話題になってしまうよりは、そのほうがいいと判断した。

「あ、そっか……ごめんなさい、かがりさん」

「ううん、気にしないで」

　かがりは笑った。

「でも、前にゲームを買っていなかったか？　ルカ子に頼んで」

　岡部は、ふと思いだした。るかが買い集めていた日用品、カップラーメンやらにまざって、ゲームソフトがあったはずだ。乙女向けの。

「ゲームは遊んでいますよね、かがりさん」

「うん。ほかにやることもあまりないし、時間はいっぱいあるから」

　神社から出ないように言ったのは岡部だ。ゲーム自体は、るかの父親のお勧めで買ったもので、いわゆるリズムゲーで特に知識などはいらないようだ。

「なるほど素質はあるわけですか」

「フブキちゃん」

　めげないフブキに、カエデは呆あきれてしまった。

「ねえ。オカリン、こっちに来て！」まゆりが呼んだ。「まゆしぃが、お祓はらいをしてあげるのです。この……えーっと、えーっと……なんだっけ？」

「大おお幣ぬさだよ、まゆりちゃん」

　かがりが、まゆりに教える。

「そうそう、おおぬさ～」

「まず神様に手をあわせてこないとな」

　岡部は苦笑を浮かべた。

　バイト中の巫女さんたち全員、ひきとめておいたら迷惑だろう。

　とにかく、すっかり明るくなったかがりの様子を見て、岡部は安あん堵どした。鈴羽とのことも心配だったが、いまのところトラブルもなくやっているようだ。




　手水ちようず舎やで身体を清めて、社殿に参拝する。

　岡部は、これまで新年のお参りと言えば地元の雑ぞう司しヶが谷やだった。柳林神社で初詣をするのは、それなりに新鮮な感じがする。

　二礼二拍手一礼。

「なにを、お願いしたの？」

　並んで参拝した真帆が、岡部にたずねた。

「ああ……世界が平和でありますように、ってね」

「また、そうやってはぐらかすんだから」

　煮え切らない、と感じたのだろう。真帆は不服そうだ。

　噓ではない。世界が平和であればと願う。

　ただ、その願いが叶かなわないのはわかってはいたし、そんなことをしたところで贖しよく罪ざいにもならない。

　岡部は──ああ、と腑ふに落ちた。

　自分は、もう願うことをやめたのだった。もう神様を恨みたくはないから。

「そういえば……遅いわね」

　真帆が時計を気にした。

「ん？」

「教授たち。私が初詣に行くって言ったら、すごく来たがってたから場所、教えておいたんだけど……」

　教授……レスキネン教授もここに来るのか。

「どこかで迷ってるのかな……？」

「レイエス教授もいっしょだから。寄り道してるのかもね」

　ジュディ・レイエス──岡部は一度会っている。ヴィクトル・コンドリア大学の精神生理学の教授で、いかにも知的で聡そう明めいな女性だった。彼女も、まだ日本に滞在しているのだったか。

　もしパーティに誘ったら来るだろうか……いや、さすがに人数が多すぎるだろう。あの狭いラボに、天王寺よりも大柄かもしれないレスキネン教授を招いたら、窒息してしまいそうだ。

「ねえ、あのコでしょ」

　真帆が目線で示した。

「なにがだ？」

「岡部さんの彼女。あの、まゆりさんって人なんでしょ」

　幼なじみの女子高生……。

「まゆりは、そんなんじゃない」

「噓？　じゃあ、どの子」

　真帆の視線が、あっちこっち迷いはじめた。

「誰でもない。俺には彼女なんていない」

「ほんとに？　これだけかわいい女の子が、たくさんいるのに？」

　たしかに……誤解されそうなシチュエーションだ。女子比率１割未満の東京電機大学の学生が、マンションの一室を借りて、そこに両手の指でもたりるかという数の女の子が出入りしている。小学生から女子大生、男の娘こまでタイプもさまざま……。

　妄想乙。

　だが現実だ。リア充ではないか、これでは。

「岡部さんって、もしかして……」

「!?」

「あ、でも、大丈夫よ。私、そういうのに偏見ないから」

　そこまで言われて、岡部は、やっと真帆がなにを考えているのかわかった。彼女の視線は、あきらかに至を見ていた。

「あのな……ちがうよ。そういうのでもない」

　至の表現を借りればアッー！　な関係ではない。

「そうなんだ……じゃあどうして？　彼女つくらないの？」

「きみ、この前クリスに散々、文句言ってたのに。おなじこと訊きいてるぞ」

　アマデウスのクリスは、なぜか真帆と岡部をくっつけたがっていた。

「言われてみれば」真帆は口元をおさえた。「自分のことだと嫌なのに、人のことになると興味が出ちゃうのよね人間って。これは反省が必要だわ」

「オカリーン！　おおにたでしゃーんしゃーんってやってあげるから、早く～！」

　まゆりの声が呼んだ。岡部と真帆は、人ごみのなかを巫女みこたちのほうに歩いた。





＊






　境内で写真を撮ったり、しゃべったりしているうちに、２０１１年の最初の１日はあっという間にすぎていった。

「お待たせだニャ」

　留未穂が普段着にもどって姿を見せた。

　もう夕方だ。結局、バイト組の仕事が終わるまで、全員が柳林神社のあたりで待っていた。

「ふぅ。ああいう衣装も、なかなか肩が凝るね」

　封筒に入ったバイト代をたしかめると、鈴羽は自分で肩を揉もんだ。

　まだ来ていないのは……まゆり、かがり、るか。

　と、至がヒソヒソ声で話しかけてきた。

「なあなあ、オカリン。着替えって、もしかしてまゆ氏たちとるか氏、いっしょに着替えてるんかな？」

「ああ……いや、いや！　それはまずいだろう！」

　男だ。だが男だ。

「やぁん、るかく～ん、背中のファスナーあげて～ん♡　そ、そんな……ボクそんなこと……♡　るかく～ん、こっちもおねが～い♡　……そんな会話がくりひろげられてるんかなハァハァ」

「ねえ、岡部さん。この人、大丈夫なの？」

　真帆は、かぎりなく犯罪者を見る目で、至を警戒している。

　岡部の勝手な先入観だが、アメリカ合衆国では性的マイノリティの権利は保障されている。一方で宗教的な倫理観もあり、性犯罪には厳しくＨＥＮＴＡＩに人権はなさそうだ。

「ダルは……言動はああだが、害はない男だから心配しなくても平気だ」

「それにスーパーハカーなんだニャ！」

　この留未穂の言葉に、真帆が、とたんに目を輝かせた。

「ハッカー？　それ本当なの？」

　……反応するポイントが、よくわからない人だ。

「大きな声では言えんけど、まあ、そんな感じのこともやってるから！　なにかあったら頼んでくれてもよいのだぜ」

　至は親指を立ててアピールした。

　なにしろ別の世界線では、現在のインターネットのシステムを構築したとされるＳＥＲＮをハッキングして、スイスとフランスの国境地下にある大型ハドＬロン粒子Ｈ加速器Ｃを乗っとった男だ。名のある多国籍企業から、システムの脆ぜい弱じやく性せいを調べるためにハッキングを依頼されたこともあると自慢話を聞いている。

「ふーん、そっか。だったら……」

　真帆がなにか言いかけたとき、大きな声があがった。

　──ＯＨ！　ＮＯ！

　ふりかえった真帆の視線の先には、日本語で話す外国人の男女がいた。

「どこWhere？　ジャパニーズ・シャーマンガールはどこにいるんだい、リンターロ？」

　レスキネン教授だ。

　途方に暮れた感じで、悲しそうに人のいなくなった境内を見ている。

「マホから、ここに来れば、ジャパニーズ・シャーマンガールに会えると聞いて来たのに、いないじゃない！」

　眼鏡の白人女性──ジュディ・レイエス教授もクレームをつけてきた。

「じ……ジャパニーズ・シャーマンガール？」

「巫女さんのことよ」

　真帆が言った。

　なるほど……ふたりの教授の宗旨は知らないが、一般的な欧米人にとって、日本の神道などはシャーマニズムなのかもしれない。

　今日はもう巫女さんの出番は終了した旨、真帆が英語で説明した。

「Holy cow! So I said we should come soon!」

「But You just enjoyed shopping too!」

　レスキネンとレイエスは罵りあった。早口すぎて聞きとれないが、なにを言っているのかはだいたいわかった。ふたりの手には家電量販店の福袋。買い物に夢中になって遅れてしまったのだ。それを互いのせいにしている。

「That's enough!　どっちもどっちですよ」

　いいかげんにしとけ、と。真帆は目上のふたりに強い口調で言った。

「Haa...」

　ふたりは落胆の色を隠そうともせず、しょんぼりした。せめて観光だけでもと柳林神社を散策しはじめた。

「おまたせ、オカリン♪」

　まゆりたちが、やっと着替えて出てきた。

「遅かったな、まゆり」

「うん。るかくんのお母さんにね、おせち、いっぱいもらっちゃった。みんなで食べなさいって」

「母が、あれも持っていけ、これも持っていけって……詰めなおしてたら、こんな時間になってしまいました。すみません」

　るかが恐縮する。両手に、お重の包みを抱えていた。

「いや……こっちこそ気をつかってもらって、わるいな」

「Excuse me. ちょっといいですか？」

　レスキネン教授が日本語で話しかけてきた。岡部ではなく……るかに。耳には、いつもの翻訳機をつけている。

「え？　あ、はい」

「お参り……というのは、どうやるんですか？」

　作法のことが知りたいらしい。まさか十字を切るわけにはいかない。

　そして岡部は絶句する。

「First of all, we should purify our hands and mouth there.」

「な……！」

　るかは、よどみなく説明をはじめたのだ。英語で。

「I see...」

「Please come with me. I'll show you how to do.」

　レスキネン教授とレイエス教授は、るかに導かれるまま本殿に詣でに行った。

　宗教的な問題は、本人たちが気にしていないのなら、どうこう言うことでもない。そんなことよりも…………。

「ルカ子、すごいな……まさか、あんなに英語しゃべれるとは」

「るかくん、頭いいからね～」

　そう……だったのか。まゆりの言葉に、岡部はゴクリと唾を飲んだ。

「秋葉原は観光の人が多いから、なにか訊かれてもいいように勉強してるんだって」

　はじめて知る、るかの意外な事実だった。観光ガイドのようなことを毎日くりかえしていれば、必要な英語は覚えたのだろう。

「そういえば、まゆり……かがりさんはどうした？」

「あれ？　そろそろ出てくると……あ、来た来た、ほら」

「ごめんね。お待たせしちゃって」

　かがりも出てきた。

　これで全員揃そろった。

「Thanks a lot. We had a wonderful experience!」

「Not at all.」

　レスキネン、レイエス両教授の参拝も無事に済んだようだ。

「それじゃあ、ラボに」

　岡部は一応、仕切って先導する。

「あ、そのことなんですけど……実は私、このあと急用が入っちゃって……」

「え？　由季さん、来れないの？」

　由季の言葉に、まゆりが驚いた。

「ごめんね、まゆりちゃん……バイトで欠員が出て、どうしても入ってくれって」

　なにしろ元日ということで、出勤できるバイトは由季しかいないらしい。

「そっか……それじゃあ、仕方ないのです……」

　見れば、まゆりだけでなく至も、そして鈴羽も、残念そうに肩を落としていた。

「教授たちは、このあと、どうするんです？」

　真帆が声をかける。

　ふたりは用事があるので、これで失礼するという。

「今日はありがとう。すばらしい発見だらけだったよ。シャーマンガールには会えなかったがね」

「ほんとね。とってもExcitingだったわ」

「それじゃあ、リンターロ。たまにはクリスにも会ってやってくれ」

「では、みなさん、また。See you soon!」

　ふたりの教授は顔をほころばせながら、柳林神社をあとにした。

　岡部は、駅前まで由季を送ると、女子多数をひき連れて大檜ひ山やまビルへとむかった。
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　時計は午後６時半。

「それでは、あらためまして……あけまして、おめでとうございま～す」

　まゆりの音頭で「あけましておめでとうございます」の大合唱。

　ラボの人口密度が一気に上昇した。

　岡部倫太郎、橋田至、椎名まゆり、阿万音鈴羽、秋フ葉エ留イ未リ穂ス、漆原るか、比屋定真帆、中瀬克美フブキ、来嶋カかえエでデ、天王寺綯、そして椎名かがり。

　11人だ。よくも、こんなに入ったものだ。これが男ばかりだったら地獄絵図だ。

　まゆりが、お重をつつきはじめた。

「ん～、るかくん家ちのおせち、美味おいしいね～」

「ほんと？　ボクと、かがりさんも手伝ったんだけど、そう言ってもらえてよかった」

「エッヘン！　なーんて、私は盛りつけただけなんだけど」

　綯は、至と鈴羽の横で、おせちを頰ほお張ばっている。

「私、この甘い卵焼きだいすき。くるくるってなってるの」

　おせち料理がめずらしいようだ。いまどき、おせちをちゃんと作る家庭は少ないだろう。綯は、母親を亡くしているし。

「こっちのお雑煮も絶品すぎる！　鈴羽、どうだお？」

「うん。おいしいね」

　鈴羽は雑煮のお餅を、食べ慣れない感じで、にゅーんとのばした。

「お雑煮は『メイクイーン＋ニャン２』のお正月メニューなんだニャ」

「ムフーッ！　モチモチでやらか～い。フェイリスたんの味がするお」

　至が絶賛した。

「橋田さん、ほんとにＨＥＮＴＡＩさんですねぇ」

　フブキの至へのツッコミが機械的になってきているのは、１日中、至のＨＥＮＴＡＩ行為をおなかいっぱい見てきたからだろう。いちいちツッコミしていたら疲れてしまう。

「アメリカだったらセクハラで訴えられるわよ」

　真帆は、まだ至との距離感がつかめないようだ。カルチャーショックというやつだ。

「そういえば、アメリカのお正月って、なにを食べるんでしょう……？」

　カエデが言った。

「さあ、七面鳥じゃないのか？」

「それはクリスマスじゃないですか……？」

　岡部たちはテキトーなことを言った。

「アメリカじゃ大晦日に騒ぐから、年が明けると意外と質素よ。豆料理とか」

「豆料理って響きにトキメクお年ごろ」

「橋田さん、ほんとにＨＥＮＴＡＩさんですねぇ」

　もう誰がなにを言ってるのか、わからなくなる。問題はない。これは新年の無礼講だ。

「ほら、綯ニャン、この栗くりきんとん、美味しいニャ」

「こっちの黒い豆も栄養価が高そうで、いいね」

「鈴羽鈴羽、そこでエネルギー摂取効率ですか」

「えっと、えっと……そんなにたくさん食べられないよ～」

「あわてないでいいから、よく嚙かんで食べるんだよ？」

「ふふっ……かがりさん、お母さんみたいですね」

　……本当に、賑やかだ。

　この部屋を岡部が借りたとき、まさか、こんなことになるとは想像もしていなかった。

　なにもかも……未来は、ままならない。

「えっへへ～、やっぱり人が大勢いると楽しいねぇ、オカリン」

「そうだな」

　岡部は、まゆりに肯く。

　ラボがこんなに賑わうのは、いつぶりだろうか。

　……いいや。賑やかだったのはα世界線でのことだ。もともと、ここに通っていたのは岡部、至、まゆりだけだった。

「ウニャ？　お茶って、これだけかニャ？」

　留未穂が声をあげた。

　宴がはじまり、そう時間は経っていなかったが、女子たちがお茶ばかり選んで飲んでいたせいで切らしてしまった。

「兄さんが甘いジュースばかり買ってくるから」

「お茶がなければコーラを飲めばいいじゃない」

　鈴羽が咎とがめたが、至はめげた様子もなく、おせちをコーラで腹に流しこむ。

「俺とダルで買ってこよう」

　岡部は腰を浮かせた。

「あ、ここは私とフブキちゃんで行きますよ。お呼ばれしてるんだもの、それくらいしないと」

　カエデがコートを手にとったのを見て、フブキも立ちあがる。

「しょうがない、それじゃ行ってきまーす。テキトーでいいですよね？」

「すまない、助かるよ」

　お金は至が一括して、あとで精算する。漆原家のおせちのおかげで、だいぶ助かった。

　カエデとフブキがラボを出ていく。

　話題が途切れ……そのタイミングを狙ったように携帯の着信音が鳴り響いた。

「ごめんなさい、私だわ」

　スマホを手にした真帆は、画面を確認したあと──なぜか岡部を見た。

「──ねえ、岡部さん。いまアマデウスにアクセスしてもいいかしら？」

「？　ここで……」

「着信、あのコからなの」

　アマデウスのクリスが呼び出しコールしているのだという。

「…………」

「あのコが、この状況でどんな反応を示すか。よいサンプルになりそうだし……ダメかしら？」

　岡部は返事に詰まった。もう、あのクリスの姿をした人工知能に依存したくない。怖かった。だから、もうアマデウスにアクセスはしないつもりだった。

　だが、真帆が呼び出すというのを……制止することはできない。理由がない。

「真帆さん真帆さん。あまでうす、ってなにかな？」

　まゆりが興味を示した。

　着信音はいったんとまったが、もう全員が、岡部と真帆のやりとりに耳をかたむけていた。

「…………」真帆は岡部を一いち瞥べつしてから、口をひらいた。「アマデウスというのは、特定の人間の記憶データを内包した人アーテイフ工イシヤル・知インテリ能ジエンスよ」

「あーてぃひしゅる……？」

「ＡＩのことだニャ」

　目を丸くしたまゆりに、留未穂が言った。

「えーあい……」

「ＡＩとはエンシェント・インテリジェンス。古代に失われた大いなる智ち慧えのことなんだニャ」

「Artificial Intelligenceだってば」

　脱線しがちな留未穂の言葉を、真帆が訂正した。

「自分で考えて、学習するように作られたプログラムのことだお」至が言った。「でも特定の人の記憶があるＡＩってことは……それって誰かの複製コピーってことじゃね？」

　考えてみたら驚いた感じで、至が真帆にたしかめた。

「果たしてそれがコピーとなり得るのか、それを現在進行形で実証しているところよ」

　研究中、ということだ。

「それがアマデウスってわけ？　驚いた……真帆たん、そんなもん作ってるなんて」

　至は率直に感心した。

「……るかくん、わかる？」

「ううん、まゆりちゃん……ボクにもさっぱり……」

　高校生たちは話についていけない。ＡＩという言葉くらいは聞いたことがあるだろうが、それはたぶん映画とかゲームとかフィクションのなかの話で、それを真帆が、アメリカの大学で研究していることは想像がつかないようだ。

「見てもらえば早いんだけど」

　真帆は、またチラリと岡部の顔色をうかがう。

　ここまで前振りをされてしまっては、どうしようもなかった。

「俺の映らないところでなら」

　岡部は答えた。

　アマデウスのクリスと対面するのは気まずい。はっきり言って、怖い。もうすでに心臓がドクドクといやな鼓動を刻み、汗をかきはじめていた。この楽しいパーティの場で、我を忘れて叫ぶようなことがあってはいけないのだ。最悪だ。

　岡部は立ちあがって、開発室のアコーディオンカーテンの陰に身を隠した。

　真帆は、スマホのカメラに岡部が映らないようにして、アプリをタップする。

　そこで至が、また驚いた。

「え？　そのＡＩってスマホで起動できるん？」

「アマデウス・システムの本体は大学のサーバーにあるんだけどね。簡易的にアクセスできるようにしたの」

　アマデウスのアプリが起動する。そして──

『もう、先輩ったら、どうして出てくれな…………わっ！』

「おぉぉぉ、すげー！」

『え？　先輩じゃ……ない？　誰……ですか？』

　いきなり視界にＨＥＮＴＡＩ紳士のどアップが現れたら、そういう反応になるだろう。至は、真帆のスマホを鼻をつきあわせる勢いでのぞきこんだ。

「僕？　橋田至……なんなら僕を先輩って呼んでくれてもいいのだぜ。できれば赤く頰ほおを染めながら上目づかいでヨロ」

『どうして私が、見ず知らずのあなたを先輩なんて呼ばなければならないんですっ！　あなたはいったい──』

　人工知能は泡をくった。

　そのとき真帆がほくそ笑んだのを、岡部は見逃さなかった。至とクリスを接触させて、興味深いサンプルを採取したかったのだろう。

「驚かせてわるかったわね」

『あ、先輩……いまの人は……』

　クリスは心なしか声をふるわせている。

「橋田さんといって、岡部さんのお友達よ。お正月でしょ？　それで岡部さんのラボラトリーで、お友達とパーティをしてるの」

『ああ、あの冷たい岡部さんですか』案の定、クリスはおかんむりだ。『先輩も、あの人とのつきあいは、ほどほどにしておいたほうがいいですよ。じゃないと、いつか捨てられちゃいますから』

　棘とげのある……これは怒っている。

　無視が、いちばん人を傷つけるのだった。それがＡＩでも。どれほど悩み、その結果として会話を拒絶したとしても。相手にとっては、なにもしていないのとおなじなのだから。

「紹介するわ。彼女が私の後輩、牧瀬紅莉栖の記憶と人格を持つＡＩ──アマデウスAmadeusよ」

　真帆はスマホの画面をみんなに見せた。

「え？　牧瀬紅莉栖って……」

　橋田親子が、揃そろって声をあげた。

　ふたりは牧瀬紅莉栖を知っていた。２０１０年７月28日、彼女になにがあったのか──その真相を。岡部はテスターの詳しい内容については、至にも話していなかった。

「牧瀬紅莉栖さんって、たしか半年前くらいにラジ館で……」

「あ……」

　秋葉原の住人である留未穂とるかも思いだした。

　牧瀬紅莉栖はラジ館で刺されて死んだ。それがニュースとして伝えられた事実だ。

「牧瀬……紅莉栖さん……この人が……」

　まゆりはスマホ画面に映ったローモデルのクリスを見つめる。

『もしかしてみなさん、オリジナルの私のことをご存じなんですね』

　クリスが言った。

「いや……うん、まあ……」

　至はＡＩに対してどう対応すればいいか、困ってしまう。

『心配しなくても大丈夫ですよ。私、オリジナルの自分になにが起きたか、知ってますし』

「あ、そう……なん？」

　クリスはさばさばとしたものだったが、気にするなというほうが無理だろう。

「ねえ、これってゲーム？」

　綯は、まったく事情がわかっていない。スマホ画面のなかでグリグリ動く、流りゆう暢ちようにしゃべる女性に興味を示した。

　綯のおかげで、場の空気がいくらか和らいだ。

『ふふっ、ゲームじゃないわ。私はＡＩ。あなたとおなじように自分で考えてお話ししているの』

「ていうか、ほんとのＡＩなのニャ？　すごすぎるニャ……！」

　留未穂は感動し、嘆息した。

　２０１１年の段階で、まともな対話ができるＡＩは一般化していないだろう。人間の言葉を聞きとり、理解し、返事を言語化して、発声する。その段階ひとつひとつにおいて、技術的に越えるべきハードルは高い。

　真帆の声、至のちょっとこもった声、綯みたいな子供の言葉、それらを正確に聞きわけるだけでも驚くべきことだ。このＡＩは話し相手を識別できている。常識的には10年、20年先を行く技術だった。

『すごいのは、私をつくってくれた真帆先輩です』

　スマホの画面のなかでくるくると表情を変えて、質問に答えるクリスに、みんなが釘くぎづけになっている。

　アコーディオンカーテンの陰で、岡部は──後悔しはじめていた。

　ここでクリスに話をさせるんじゃなかった。みんなに牧瀬紅莉栖の存在を思いださせるべきではなかった。たとえ、このβ世界線では他人であり、すでに亡き人で、かかわることはないとしてもだ。

　天才・牧瀬紅莉栖の存在は、あらゆる世界線とアトラクタフィールドを越えて、タイムマシンをめぐる誘因となりうるだろう。

　いますぐ、アマデウスとの通話を切ってもらおう。岡部は心を決めた。

「比屋定さ──」

「あらっ？」

　アコーディオンカーテンの陰から岡部が姿を見せたのと同時に、真帆が声をあげた。

「どしたん？」

「アマデウスが、いきなり消えてしまったの」

　真帆が至に言った。

「アプリが落ちたんじゃね？」

「そうなんだけど……再起動してもサーバーにつながらないのよ」

　真帆はスマホ画面を再度タップするが、反応がない。

「サーバーのデータ更新とかは？」

「そんな話、聞いてないわ。管理者は私なのよ」

「ここのネット回線は、落ちてないみたいニャけど」

　留未穂が自分のスマホをたしかめた。アンテナは立っている。

「おかしいわね。いままで、こんなことなかったのに。……ねえ、岡部さん、あなたのスマホでも試してみてもらえない？」

「いや、俺は……」

　岡部は躊ちゆう躇ちよした。アマデウスのアプリが落ちたというなら、それで都合がいいが……。




　──ガシャン




　ガラスが割れた。

「ごめんなさい……」

　かがりだった。

　グラスを落としてしまった。隠れていた岡部は気がつかなかったが……かがりはうつむき、痛みに耐えるように眉間に皺しわを寄せていた。

「おねえちゃん、大丈夫？　顔色わるいよ？」

　綯が心配した。

「ちょっと疲れたのかも……あ、でも平気……ごめんね、すぐにかたづけるから……」

「あ、かがりさんはじっとしてて。ボクが、かたづけますか────」

　──バンッ

　るかが掃除道具をとりに立ちあがるのと、激しい音は同時だった。

「!?」

　玄関のドアが乱暴にひらいた。いくつもの足音がラボにあがりこむ。

　──動くな！

　警告。

　土足のまま、突然、部屋に踏みこんできた男たちに、ラボは騒然となった。

「なんなんだニャ!?」

　留未穂が声をあげた。

　侵入者たちはみな被かぶり物ものをしていた。モンスターの覆面だったり、お祭りのお面だったり。

　そして、彼らの手には拳銃──サブマシンガンを構える者までいた。

「な……なんなの、これ？　なんのサプライズ？」

　真帆はうろたえた。

　まゆりも、るかも、至も……あっけにとられたまま、ただ表情をこわばらせる。

「ぁ……あぁ……」

　岡部は、なにも声にならない。

　目の前の異常な光景に、あの最悪の──α世界線の記憶がよみがえってしまった。

　フラッシュバック。

　ラボに押し入ってきた、桐生萌郁と、武装したＳＥＲＮのラウンダーたち。

　まゆりは死ぬ。何度でも死ぬ。どうやっても、どこへ逃げても、何百何千回とくりかえしくりかえし世界線の収束という銃弾に殺された、まゆりの姿…………！




　もう大丈夫だ。そう思っていたのに。

　もう大丈夫。そのはずだったのに。




　なぜ、こうなった。

　半月ほど前に感じた世界線変動の影響なのか。〈リーディングシュタイナー〉が発動したのは気のせいではなかったのか。

　いったい、なぜ、また。

「あぁ……ああああ…………！」

　岡部は声を抑えることができなくなった。

　まゆり……！　また、まゆりが、また…………！

　──騒ぐなっ！

　侵入者が、さらに警告を重ねた。言葉のイントネーションに外国人らしき訛なまりが認められた。

「オカリン……怖いよ……！」

　まゆりは悲鳴をあげる寸前だった。だめだ、相手を刺激してはいけない……！

　銃声。

「まゆりっ！」

　岡部は、なにもできず頭を抱えて叫んでいた。

　乾いた音。フローリングの床には黒い穴が穿うがたれて、残されていた。

　１発の実弾は、みんなの心の平静を決壊させるには充分すぎた。

「それ……本物かよ!?」

「お、岡部さん……ボク……ボク……！」

　男も女もない。銃の前では脚をふるわせて竦すくむしかない。

　そして、とうとう綯が恐怖に耐えられなくなった。

「ひっ……う……うわぁぁあぁん！」

　泣き叫ぶ。

　そうなっても岡部は、綯に、頼むから泣かないでくれと願うしかなかった。

　ダメだ。これ以上、刺激するな──こいつらは本気だ。女子供だからなんていう考えは、彼らにはない。こいつらは必要のない者は殺す。まゆりがそうだった。

　鈴羽……この状況で鈴羽は、なにをしている。

　見ると、怯えた綯が鈴羽の足元にしがみついていた。すでに武装した相手に侵入を許してしまい、相手も多すぎる。４……５人。いくら戦士の鈴羽でも下手には動けまい。

　岡部はギリギリの気力をふりしぼった。

　自分が、なんとかしなくては……！　なのに肝心の足はガクガクとふるえて役に立たない。おちつけ……おなじと決まったわけではない。ここはα世界線ではなく、少なくともβ世界線のままだ。まゆりは死なない。

「…………！　あっ……」

　ひらめき──岡部は我にかえった。

　彼らはＳＥＲＮのラウンダーではない。絶対にありえない。シチュエーションこそおなじだが、相手の正体も、経緯も、目的もちがうはずだ。

「とにかく……みんな、おちついてくれ……」

　岡部はやっと冷静になり、呼びかけた。

「そんなこと言われても……」

「いいから、ダル……おちついて、やつらの言うことを聞くんだ」

　ラボのなかで銃をむけられた。数えきれないほど経験した最悪の状況だったが、そのおかげで、妙なことだが岡部は場慣れだけはしていた。

　ただし、いま、ここにタイムリープマシンはない。やりなおしは利かなかった。

　岡部の言葉に、みな、騒ぐのをやめた。

　リビングの隅で身を寄せあって闖ちん入にゆう者しやたちの様子をうかがう。彼ら──お面たちは、ラボを制圧すると誰かに連絡をとりはじめる。

　外から、階段をあがってくる靴音が聞こえた。

　硬い──ラボで暮らしていると、靴音だけで誰か、だいたいわかるようになる。女だ。踵かかとの高い靴を履いている。

　やはり……あいつなのか？　桐生萌郁なのか？　また、まゆりの命を狙ってくるのか。

　ひらいたままだった玄関に姿を現したのは、




　黒ずくめの、女だ。

　身体のラインがくっきり出るライダースーツにフルフェイスヘルメット、シェードで覆われているため顔はうかがえない。

　岡部は息をのんだ。背格好といい、こいつは……やはり萌郁なのか。

　だが、目的はなんだ。

　α世界線でＳＥＲＮがラウンダーをラボにさしむけた目的は、岡部と至、そして牧瀬紅莉栖、タイムリープマシンの作製に直接かかわった３人の誘拐だったはずだ。

　でも、ここに紅莉栖はいない。『電話レンジ（仮）』は廃棄した。ＳＥＲＮにネットワーク通信傍受システム『エシュロン』でＤメールを感知されたはずはない。

「…………」

　ライダースーツの女は無言で室内を見まわすと、身を寄せあった岡部たちのもとへ歩みよって、迷わず手をのばした。

「!?」

　かがりの腕をつかむと、ひっぱりあげて強引に立たせる。

「かがりさんっ！」

　まゆりが声をあげた。

　岡部は虚を衝かれた。目的は……かがり？　なぜ？

　このなかで、もっともタイムマシンに近い人物はふたり──鈴羽とかがりだ。未来からのタイムトラベラーだ。

　では、こいつらは知っているのか。

　いいや、タイムマシンの存在は知られていない……はずだ。

「いやっ！　放して！」

　かがりは抵抗した。

　ライダースーツの女はあきらかに訓練されていた。たやすく、かがりの体をコントロールして連行する。

「いやっ！　助けて、誰か！」

「かがりさん！」

「まゆりちゃん……助けて！」

　かがりとまゆりが、互いにのばした手は宙をかいた。

　岡部は判断に窮する。

　どうすればいい。かがりが連れ去られるのを黙って見ているしかないのか。岡部は──




　突然、玄関から悲鳴があがった。

　視線をむけたときには、お面の男がふたり、もんどりうって倒れていた。

「おいおい、こりゃ、いったいなんの騒ぎだ？」

　約束どおり──現れたのはラボの大家だった。

「ブラウン氏！」

　至が乙女じみた声をあげた。

　残りのお面たちが銃口をむける前に、天王寺はひとりの男の腕をねじりあげた。あっけなく骨が折れる鈍い音がした。

　正体不明の大男の登場に、お面たちは浮き足立つ。

　ひとりが行動した。彼らの常じよう套とう手しゆ段だんに打ってでたのだ。人質にとろうとしたのは、この場で、もっとも弱い存在──

　綯こども。

　それは正しい判断だったはずだ。だが、このケースでは最悪のミスとなる。

　天王寺は、アメリカンフットボールばりの迫力あるダッシュで距離を詰めると、綯に手を出そうとしたお面の男を身体ごとぶっ飛ばした。壁に叩きつけられた男がバウンドして、お面が外れ、おかしな角度で首を曲げて床に倒れたのを見て、あとの連中は完全に色を失った。

「ハッ！」

　そして戦士──鈴羽もまた機を逃さない。ライダースーツの女を鈴羽のしなやかな蹴りが襲う。狙いはミドル、と見せかけての変化するハイキック。

　蹴りを、ライダースーツの女は左腕で受けた。

　ガードのために、かがりを確保していた手が放される。それを見た岡部は、無我夢中で、かがりの腕をつかんでひっぱり寄せた。

「…………！」

　形勢不利。

　そう判断したのだろう。これ以上リスクを冒すことを避けたライダースーツの女は、腕を庇かばいながらラボから逃走した。お面の男たちも倒れた仲間をかかえて撤退していく。

　相手は銃を持っている。出ていってくれるなら追うまでもなかった。

　ラボは静まりかえった。

　テーブルの料理や飲み物が床に散らばっていた。ひどいありさまだ。

「オカリン……」

　まゆりのふるえる声で、岡部はやるべきことを思いだした。こんな異常な状況に慣れているのは、自分しかいないのだ。

「まゆり……無事か？　みんなも、大丈夫だったか？　ケガはないか？」

　みな顔は青ざめていたが、幸いケガはなかった。

「おとうさぁぁぁぁあん！」

「大丈夫……もう、大丈夫だ。綯のことは、ちゃんとお父さんが守ってやるからな」

　抱きあう天王寺親子を見て、岡部は安あん堵どの息をついた。

　しかし──

「おい、岡部。説明してもらおうか。いまの連中は、なんだ？」

　天王寺は当然の質問をむけた。

「いや……それは俺にも……」

　わからない。

　岡部は、最初はＳＥＲＮではないかと思った。でも、気づいたのだ。お面たちがラウンダーでライダースーツが桐生萌郁……それは、ありえないのだ。綯の存在だ。子煩悩な天王寺は、愛まな娘むすめの綯を怖がらせるようなことはしない。絶対にだ。たとえ命令でも、そんな手段は選ぶまい。

　この天王寺裕吾こそ、秋葉原一帯のラウンダーの元締めであるＦＢという存在なのだから……。

　と、

　閉まっていた玄関のドアが、再びひらいた。

　全員が身構える。

「たっだいまー！　飲みもの、いっぱい買ってきたよー！」

「遅くなってしまって、ごめんなさい。フブキちゃんが、あれもこれもって……」

　フブキとカエデだった。ふたりは買いだしに出ていたのだった。

「……あれ？　どうしたのみんな、そんな怖い顔して……？」

　なにも知らないフブキは、きょとんとした。
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　新年会はお開きとなった。

　まゆりが楽しみにして企画した会だったが、さすがに、あんな出来事のあとでつづけられるほど能天気な者はいない。

　コトの説明は後日あらためてすると言いくるめ、ひとまず、みな家に帰ってもらうことにした。

　秋葉原界かい隈わいに住んでいる天王寺親子と、執事が迎えに来た留未穂以外の全員で駅にむかった。まゆりとフブキ、カエデ、真帆らを見送って、残りのメンバーで柳林神社へむかう。

　帰宅組には、着いたら連絡をよこすように言った。すでに留未穂からは連絡があり、なにごともなく家にいるそうだ。まゆりはまだ電車だろうが、ＲＩＮＥで数分おきにスタンプが届いている。

　さっきのお面たちはラウンダーではない。とはいえ、なにも安心などできない。

　柳林神社に着いたところで、別行動をしていた鈴羽が追いついてきた。

「尾つけられてなかったか？」

　岡部がたずねると、鈴羽は首を縦にふった。駅にも神社周辺にも怪しげな人間はいなかったという。鈴羽は念のためラジ館の屋上にも寄ったのだが、タイムマシンに異状はなかった。

「あの……やっぱり、私が狙われたのかな？」

　かがりが重い口をひらいた。

　気分がわるいようだが、やはりまだ体調がすぐれない様子だ。

「おそらくな」

　お面たちを指揮していたライダースーツの女は、迷わず、かがりの身柄を押さえようとした。

「連中、かがりたんのこと知ってるんかな？」

　至が言った。

　萌郁の報告にあった、かがりを捜している外国人の連中……としか考えられない。

　この日本で、銃器を用いてまで、ひとりの女性を誘拐しようとする。

　それは、かがりが特別だからだ。彼女にそれほどの価値があるとすれば、タイムトラベラーであること──どうしてもその推理から離れられない。

　すべての答えは、かがりの空白の12年間にある。彼女の記憶がもどらなくては手掛かりもない。

「ごめんね。私のせいで、みんなまで危険なめに遭わせてしまって……」

　かがりは強い責任を感じてしまっていた。

「きみだけの……きみのせいじゃない」

　かがりも時を越えた、運命に翻弄された被害者なのだ。

「でも本当にいいんですか？　警察に届けなくても……」

「ルカ子。すまないが、いまはまだ……」

　真帆たちにもさんざん言われたのだ、すぐに１１０番しろと。警察への通報は、なんとか頼みこんで保留してもらった。

　問題は、誘拐の標的となったかがりの存在そのものだった。

　椎名かがりは戸籍もない、まだ生まれていない未来人だ。タイムマシンのことは言えないし、たとえ本当のことを言ったとして、警察に信じてもらえるわけもない。

「で、これからどうする？　オカリン」

　至が言った。

「……とにかく、連中が何者かわからなければ、どうしようもない」

「じゃあ、あたしたちだけでつきとめるってこと？　どうやって……」

　鈴羽の言葉に、岡部は返事に窮した。

　わからない。

　タイムトラベラーの存在、タイムマシンの存在が漏れれば、それを欲する連中はＳＥＲＮにかぎらず世界中にいる。ロシアだってアメリカだって中国だって、日本政府だって。タイムマシン開発競争がエスカレートするなかで第３次世界大戦は勃発した。

　お面たちの正体をつきとめなければならない。岡部たちだけで。そして対策……なんの？　どんな？

　銃器をふりかざすような相手に、大学生の岡部ができることなどあるのだろうか……。

「方法は明日あらためて考えよう。それよりもルカ子、頼みがあるんだが」

「はい、なんでしょう？」

「すまないが今日から、鈴羽もいっしょに、おまえのところに泊めてもらってもいいか？」

「あたしがるかにいさんの家に？」

　鈴羽は、なんで、といった表情をかえす。

「ああ。かがりさんをほかで預かってもらうことも考えたんだが、ここのほうが人数も多いし、防犯設備も整っている」

　柳林神社は警備サービスに加入している。賽さい銭せん泥棒やいたずら対策だ。ちょっと観察すれば、あちこちに防犯カメラが備えつけられている。

「──かがりさんも、ここのほうがいいんだろう？」

「うん……」

　かがりは弱々しく肯うなずいた。ただでさえ記憶喪失で、精神状態が不安定なところに今日の騒ぎだ。憔しよう悴すいしてしまっている。

「鈴羽がいてくれれば、みんな安心できる。もちろんルカ子の家族の承諾が必要だが」

「お父さんは、きっと大歓迎だと思います」

「あたしも別に構わない」

「僕も泊まってもいいのだぜ」

「……兄さんは帰りなさい」

「しょぼーん」

　そんな親子のやりとりを聞いて、岡部は少しだけ気分が和らいだ。

「じゃあ鈴羽、頼んだぞ。なにかあったら、すぐに連絡してくれ」

　あとを託すと、岡部と至はラボへとひきかえした。

　夜の中央通りを歩く。

「なあ、アレ……ホントに起きたことなんだよな……」

　至は、あらためてといった感じで、さっきの襲撃のことを思いかえした。

「ああ」

「ドッキリとかじゃなくて現実なんだよな」

　そう、あれは現実。

　ラボに響く悲鳴、漂う硝煙の臭い。…………

「…………うっ、ぷ──」

　吐き気をもよおし、岡部は歩道の隅で身を屈めた。

「どしたん、オカリン？」

「っ、すまない……安心したせいか、気分が……」

　ひとまずみんなを送り届けたことで、緊張が失せていくと、また思いだしてしまった。

　永遠に終わらない、あの夏を終わらせてくれない思考の負のループだ。想いが堂々めぐりするまま、ただ無為にすぎていった時間。

　長すぎる諦観の余生。

　どんなに、できることを、がんばろうとしても。

　岡部には、なにも解決することはできないのだ。ダメだと思えば避けるしかない。逃げることも大切だとみなは言う。本にも書いてある。

「大丈夫。いまは僕もいっしょだからさ。なんなら、ちょっと休む？」

　至の肉厚な手が、岡部の背中をさすった。

　ふしぎなもので、それだけで気分がおちついた。

「ありがとう……もう、大丈夫だ……」

「無理すんなよ」

　思えば、このマイ・フェイバリット・ライトアームは無二の仲間だ。岡部の心を蝕むしばむすべての悩みについて、彼もまた当事者となる、たったひとりの男だった。

　──ありがとう。

　岡部は感謝を心に抱いた。

「なあ、オカリン。やっぱさ、これもタイムマシン関係のことだよな？」

　今日、ラボであった出来事は。

「……ああ」

　岡部は肯うなずいた。

「これも〈運命シユタイ石のンズ・扉ゲート〉の選択とかいうやつ？」

　シュタインズゲート……。

「いま思えば、痛々しい響きだな」

　岡部は自嘲する。

「オカリン……」

　至は岡部をいたわる。

　どれだけ目を背けても、背中をむけても、避けても、逃げても。

　影のように──静かな夜がすぎて太陽が昇れば、そいつは、くりかえしくりかえし岡部について現れるのか。

　平凡な時間をすごしたいだけなのに。それすらも許されない。ただ、岡部倫太郎は観測者なのだ。

　仰ぐ。

　そこは光に霞かすむ星のない空。

「オカリン」

「…………？」

「まだフラついてるじゃん。ほれ」

　親友──生涯の盟友となる男は、岡部に肩を貸した。

「大丈夫だよ……」

「いいから遠慮すんなって」

「ダル」岡部は、気持ちを伝えた。「おまえ、キモいぞ」

「最近の、まともになったオカリンのほうがキモいっつーの」

「ありがとな」

「気にすんな」
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　柳林神社。

　るかとかがりとおなじ部屋で、阿万音鈴羽は床についた。

　鈴羽が過去を訪れて、いちばん意外だったのは高校生のるかの姿だった。至ちちは昔の写真を見たことがあったし、留未穂ルミねえさんは一風変わり者のままで、まゆねえさんはびっくりするほどイメージが変わっていない。ところが、るかにいさんだけは──こんな、もじもじした女々しい少年だったとは。

　せっかくの機会だったので、寝る前に鈴羽は少しだけ、るかのプライベートについて聞いた。

　岡部倫太郎とは同級生のまゆりを介して知りあい、親しくしてもらうようになったようだ。未来ガジェット研究所に出入りするようになったのは、ここ数ヶ月のこと。至や留未穂たちも、るかとなかよくしてくれている。

　うれしいのだ、と。

　これといって取り得もない、ひっこみ思案な自分を受けいれてくれる──場所が、家と学校以外にもある。それはるかにとって刺激的で、キラキラした思い出がたくさんあって……。

　でも、ラボで自分ひとりだけがお客さんあつかいで蚊帳の外にいる、そんな漠然とした疎外感をずっと抱いている。かがりのことも、あきらかに岡部はなにかを隠していた。るかが辛いのは、教えてくれと強く言いだせない自分であるらしい。なぜ言えないのかと問えば、岡部を不愉快にさせたり、傷つけるのが怖いのだという。

　るかの微妙な哀しさというのを、鈴羽は、なんとなくは察することはできた。

〈ワルキューレ〉などの組織であれば、情報を管理し、仲間内であっても秘密を保持するのはあたりまえのことだ。それが仲間同士の命を守ることにもなる。ラジ館のタイムマシン研究所のことを、タイムトラベルの直前まで、まゆりでさえ知らなかったように。

　でも漆原るかは、この平和な日本の高校生だ。論理的な判断より、感情が優先することもあるのだろう。この時代の日本は、とにかく、ふた言目には相手の気持ちを考えろ、察しろと──曖昧な情緒が優先されるきらいがある。

　まさに、そんなやさしい時代こそ、鈴羽がめざしているシュタインズゲート世界線なのかもしれないけれど……。

「……寝ないの？」

　床に敷いた布団のなかで、るかに背をむけたまま鈴羽はたずねた。

「鈴羽さんこそ、まだ起きてたんですね」

「いろいろ考えることがあってね」

　今夜は寝ずの番だ。敵のターゲットはかがり。再襲撃があるとすれば柳林神社だ。鈴羽は拳銃を忍ばせている。

「そうですか……」

　るかの声が曇る。鈴羽も、るかには、なにも話す気がないことがわかったのだろう。

　ラボでの新年会の最中、襲撃してきた謎の男たち。お面の男たちは銃を手にしていた。モデルガンではない、本物の銃だ。銃弾がフローリングの床を抉えぐり、跳ねた。

　銃口をむけられる。撃たれる。

　麻ま痺ひしていた恐怖が心に溶けこんでくる。お面たちが人差し指にあとほんの少しでもチカラをくわえていたら、あの場にいた何人かは命がなかった。

　鈴羽のとなりで眠っていたかがりが、なにか声をあげた。

「っ…………」

　よほど疲れていたのだろう、かがりは横になってすぐ寝息を立てはじめた。ところが、それが次第にうめき声に変わっていく。

「…………ママ……ママ……いっちゃ嫌だよ……ママ……まゆりママ……」

　かがりのうわごとに、鈴羽はドキリとした。

　そのことは、るかには秘密だ。

　るかの反応をうかがったが、驚いている様子はなかった。もしかすると以前にも、かがりはうなされていたのかもしれない。失ってしまったはずの母親との記憶に。

　椎名かがり。椎名まゆり。

　おなじ名字。偶然。偶然……ママ、母親。

　るかが、もぞっと動いた。

　布団のなかで護身用の武器──模造刀を握ったようだ。なんでも以前、岡部が稽古のために贈ったものらしい。なんの稽古なのかはよくわからなかったが。

　鈴羽は警戒のレベルをあげた。……が、侵入者の気配はない。

「あ、あのっ！　き……訊きいてもいい……ですか」

「なに？」

　鈴羽は、とうとう布団から上半身を起こした。どうせ眠る気はないのだ。

　まっすぐに相手を見ると、るかは目をそらしかけたが、模造刀を握りなおして、ぐっとこらえ、横になったまま鈴羽に言った。

「鈴羽さんは……どうして岡部さんのこと、オカリンおじさんって呼ぶんですか？」

「…………」

　そこか。

　るかの質問の意図がわかった鈴羽は、答えるべき言葉を考えはじめていた。

「どうして、まゆりちゃんのこと、まゆねえさんって呼ぶんですか？　どうしてフェイリスさんのこと、ルミねえさんって呼ぶんですか？」

　鈴羽は橋田至の妹という設定になっている。年齢、学校に行っていないことやラボで寝泊まりしていることをふくめて、ざっくり家庭の事情で、聞いてくれるなという空気を作っていた。

「──どうして、ボクのこと、るかにいさんって呼ぶんですか？」

　これは鈴羽にも落ち度があり、初見のころから、にいさんと親しげに呼んでしまったのだ。

「…………」

「まゆりママって、まゆりちゃんのことですよね？　どうしてかがりさんが、まゆりママなんて言うんですか？」

　年齢と呼び名が、めちゃくちゃではないか。
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　寝言というのは想定していなかった。記憶喪失だから、タイムマシンのことを話せないからこそ、かがりを柳林神社に預けることもできたのだが。

　夢のなかでは記憶にアクセスできている。かがりの脳組織そのものが壊れてしまったというわけではないらしい。意識下で、系統だった記憶の読み込みができなくなっている。

「知らないほうがいいと思う」

　シンプルに、鈴羽は拒絶した。

「そうやってボクは、また蚊帳の外なんですか？」るかは声のトーンが変わった。「ボクだって知りたいです。ボクだって、みなさんとおなじ悩みを共有したいんです」

　鈴羽は、やや意外で、一方で安心もした。その芯の通った凜りんとした声は──未来の彼を思い起こさせた。

「るかにいさん」

「教えてもらえませんか？」

　るかは、鈴羽の目をまっすぐ見た。

　この人は──そうだ、いつだって辛いときこそ頼れて、頼ってもいい人だった。

　それでも鈴羽は訓練されていた。情に流されることはない。

「オカリンおじさんがさ……るかにいさんに事情を言わない理由、あたし、なんとなくわかる気がするんだ」

　話の切り口を変える。

「……理由、ですか？」

「るかにいさんには、純粋に、この世界の人でいてほしいんだよ」

〝いま〟この２０１１年の存在でいてほしい。

　世界線に翻弄されず、収束による死とかアトラクタフィールド理論とか、そんなものの存在を知らないままでも生きられる──ごくふつうの人として、岡部は、るかにそばにいてほしい。だから、なにも知らないままで。

「それがオカリンおじさんの救いなんだ」

　時間は不可逆。

　タイムマシンと過去改変を否定した──〈リーディングシュタイナー〉というみずからの特異能力に苦しむ岡部にとっては、るかが生きている世界こそ、本来の、ふつうの、ある意味では正しい世界に思えるのかもしれない。るかの、すべての感情をひっくるめてだ。

「ボクが……救い？」

「ああ」

「そんな……」

　こうして、るかが心を悩ませることさえ。

　るかはもうなにも言わなかった。言えなくなったのだ。言えなくしたのは鈴羽の言葉だった。
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　ラボ襲撃の翌日。

「お待たせしましたニャン」

　メイド喫茶『メイクイーン＋ニャン２』は元気に営業中だ。留未穂が、席についた岡部にコーヒーを運んできた。

「──近くの席にはしばらく誰も坐らせないようにするから、思う存分、話すといいニャ」

「ありがとう。助かる」

　岡部はコーヒーを口にふくみ、唇を湿らせる。

「…………」

　むかいの席には、桐生萌郁。

　あいかわらずの無表情で、なにを考えているのかわからない。編集ライターの仕事は、さすがに正月くらいは休みなのだろうか。

　今日、ここに呼び出したのは岡部なのだが、あえて黙ったままでいた。やがて焦れたように萌郁が口をひらく。

「話って……？」

「腕の調子はどうだ」

　岡部は、あらかじめ考えていたとおりに会話を切りだした。

「腕？」

　萌郁は途惑う。

　昨日、ライダースーツの女は鈴羽の蹴りを左腕で受けた。もし萌郁がライダースーツの女なら、まちがいなく痣あざくらいは残っているだろう。

「なにを言ってるかわからない」

「そうか」

　萌郁の反応に、しらばっくれている印象はなかった。だがシロと確定したわけではない。岡部には相手の表情から真偽を見抜く能力などないし、相手は感情を殺して人を殺せるラウンダーだ。

「左の腕の袖をまくってもらいたい」

「……どうして？」

「ダメか？」

　岡部は、ていねいだが、強い口調で告げた。

　萌郁はため息をついた。あきれたのだ。彼女が無造作に服の左袖に手をかけたときは、岡部のほうが動揺してしまった。

　病的なほど白い肌。

　……それだけだった。萌郁の左腕には、内出血の痣も、包帯もファンデーションで塗り隠したような痕跡もない。

「ありがとう。しまってくれ」

　岡部が言うと、萌郁はまくった袖をもとにもどす。

　すでに予感していたが、昨夜のラボ襲撃がＳＥＲＮによって実行された線は、かなり薄くなったのではないか。少なくとも、まゆりが殺されるα世界線の二の舞は避けられた。萌郁の痣の有無をたしかめることは、岡部にとって安心の担保をとる作業だった。

　ただ、そうなると当然、問題が残る。

　あのライダースーツの女は何者か。背格好は女性にしては高かったが……かがりも意外と上背はあるのだが、靴を差しひいても、おなじくらいはあった気がする。

　あからさまに疑ってかかったことをごまかすために、岡部は仕事の話をふった。萌郁から報告を受けて、椎名かがりについての調査続行を伝える。それで用事は済んだ。

　岡部は『メイクイーン＋ニャン２』から出ると、次の約束にむかった。
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　大檜ひ山やまビル。

　岡部がむかったのはラボではなかった。『ブラウン管工房』──１階のビルオーナーの店だ。

　三が日だというのに店は開いていた。もっとも地上波デジタル放送の時代に、このブラウン管テレビ専門店は万年開店休業中なわけだが。

「失礼します」

「ふん。やっと来やがったか」

　岡部が店に入ると、天王寺はイスに坐すわってふんぞりかえっていた。待っていてやったぞ、と言わんばかりだ。

「──昨日の説明をしに来たんだろ？」

「それもあります」

　昨夜の襲撃の件で、天王寺にはしつこく事情を聞かれていた。大家としては、店たな子この部屋で銃撃事件があったのだから当然なのだが。警察には連絡しないように無理を言っている。

　ただし岡部は、今日ここに弁明に来たわけではない。

　店には綯もいた。いつものようにテレビの前にいて、正月特番を見ている。

　岡部は、ここで天王寺と話をすることに重い不安を感じていたが、助かったという思いがあった。いきなりくびり殺されることはないだろう。なにも知らない娘の前で。

「で？　昨日のは、いったいなんだったんだ？」

「その前に、ひとつ確認したいんですが。昨日のあれは……あなたの差し金じゃないですよね？」

　ふだんから恐い天王寺の顔が、輪を掛けて不機嫌になった。

「俺の……？　そりゃいったいどういう意味だ。なんで俺が、あんなお面のふざけた連中を、おめえんとこに遣んなきゃならねえ」

　天王寺が岡部をにらみつけた。威圧。ボディガードが５人いようが弁護士が10人いようが、きっと守りきってはもらえないだろう。

　声が、ふるえる。

「わかりませんか？」

「わかるわけねえだろ、ンなもん」

　岡部は何度も、天王寺との会話をシミュレーションしてきた。出たとこ任せではない。

　天王寺は、その気になれば岡部の人生を畳んでしまうことができる男だ。いくら世界線の収束によって岡部は２０２５年までは死なないとしても、たとえば半身不随の寝たきりになるとか、監禁されつづけるとか、そういうことはあるだろう。まわりの人間にも累がおよびかねない。

「……それは」

　だからこそだ。これはラボの仲間たちを守るためにも必要な、岡部にしかできない交渉だ。

　──できることは、やるんじゃないのか。

　自分に言い聞かせる。

　できないことからは逃げた。なら、せめて、できることからは逃げるな。…………

　あえて、はっきりと綯を一いち瞥べつしてから、岡部は告げた。

「あなたがラウンダーだからですよ、ミスター・フェルディナント・ブラウン……いや、ＦＢと呼んだほうがいいですか？」

「…………」

　威圧的だった天王寺の顔から、完全に……表情が消えた。

　驚きを隠そうとしたからだ。岡部はそう受けとめる。

　なぜならＦＢという彼の異名は、ＳＥＲＮの関係者以外は知るはずのないものだったから。そして萌郁ですら、天王寺がＦＢであることは知らない。

「てめえ……！」

「お父……さん？」

　父親が異なる空気をまとったことを敏感に察して、綯がこっちを見た。

「ん」

　天王寺は、我にかえった感じで娘を見た。

「どうしたの」

「どうしたって、なにがだ？」

　天王寺は笑顔をとりつくろう。娘の前では、やはり、やさしいお父さんでありたいのだ。

　たとえ世界線は変わっても、人生の歩みはまるきり変わったとしても、その人の本質みたいなものは大きくは変わらないのかもしれない。

「急に、怖い顔したから」

「そうか？　お父さんはいつもどおりだぞ、ほら……わかったら、よい子だから外で──あ、いや。そこでテレビでも見てな。な？」

「うん」

　綯は、父親のことを気にしながらも、またブラウン管テレビの前に腰をおろした。

　正月特番のお笑い番組の、雑音。

　岡部は声のトーンを落とした。いかにも気を遣ってやったぞ、というふうに。

「やはり、娘には知られたくはないんですね」

「…………」

　天王寺は、なにも言わず店の奥を示した。怒鳴りつけるわけでもなく。

　岡部は……真冬だというのに冷や汗が吹きだした。

　だが、もうひきかえせない。岡部は、天王寺がもっとも愛する者を交渉の材料にしてしまった。昨夜のお面のように壁に叩きつけられて、全身の骨を折られてスルメにされても文句は言えない。

　岡部は店の奥のスツールに坐った。意味があるかはわからないが、深くは腰掛けず体重を足にかけておく。

　天王寺は立ったまま、体をほぐしてリラックスした感じになった。

「おめえ……なにを言ってやがる？」

「ごまかしてもムダです」

「ごまかすもなにも、俺には、おめえがなにを言ってるのかさっぱりわからねえな。なんだ、その……ＦＢとかなんとかってのは。新手のＳＮＳか？」

　しらばっくれるつもりか。

　たしかに物証はない。だが岡部には確証があった。別の世界線という裏打ちが。

「俺は知ってるんです。あなたがＳＥＲＮのラウンダーだってことを」

　ＳＥＲＮのラウンダー……その呼称さえ、そこらへんの軍事オタクや事情通の評論家が知り得るレベルのものではないだろう。

「…………」

　天王寺は岡部を射いすくめる。

　殺し屋の目だ。岡部は膝がふるえ、とうとうスツールにぺたっと坐りこんでしまった。

　体はいうことをきかなかったが、それでも心は、気圧されはしなかった。

　岡部の態度に、なにかしらの覚悟を見てとったらしい。天王寺はいったん視線をそらしてから、つづけた。

「一応、聞いてやるが……おめえの、その情報はどこからのもんだ？」

「話す必要はありません」

　この交渉の主導権は、いま岡部が握っていた。握らなくてはならない。

「いいから聞かせろや。それくらいの覚悟を決めて、ここに来たんだろうが」

「話しても、どうせ、あなたは信じない」

「そう言わず茶飲み話としゃれこもうや。どうせ、こんな日に客なんか来ねえしな」

　天王寺はイスをひっぱり出して、岡部と膝をつきあわせた。

「…………」

　ラウンダーがα世界線で岡部たちにしたこと。天王寺と彼に命じられた萌郁が、まゆりにしたこと。岡部は忘れていない。

　ただ……感情とは別に。

　天王寺と萌郁もまたα世界線で命を落としていた。悲惨な死だった。ラウンダーはＳＥＲＮの使い捨ての工作員で、任務に失敗すれば──いいや成功したとしても、のたれ死ぬ運命にある。そんな仕事に希望して就いた人間もいるまい。ＳＥＲＮの犬に身を落とすまでには、経緯と理由があったはずだ。

　天王寺について言えば、このβ世界線では、その経緯と理由はちがうかもしれない。この天王寺は、橋田鈴──タイムトラベルに失敗して記憶喪失になったα世界線の阿万音鈴羽──という人物に会っていないはずで、そのことが、どのくらい天王寺裕吾という人物の形成に影響を与えているのかはわからない。

　天王寺は微動だにせず、岡部を視線でとらえる。

　出方次第では問答無用で消す。そう言っていた。

　岡部は決めた。どうせ信じられやしないことなら、ぜんぶ話してしまえばいいのだ。




　岡部は天王寺に語った。

　α世界線で起きたことのあらましを。情報源は、別の世界線における事実と記憶であること。

「──ふんっ、世界線な。到底、信じられる話じゃねぇな」

「最初にそう言いましたよ」岡部はつづけた。「それに、あなたが信じようが信じまいが関係ない。俺は……俺だけはあなたの正体を知っている」

　重要なのは、そこだけだ。

「たしかにそのとおりだ」

「…………！」

　認めた。

　天王寺は、彼がラウンダーでありＦＢであることを認めた。

「おめえの話は、ほぼ完璧だ。俺しか知らねえようなことまで知ってやがる。正直、薄気味わるいくらいだ」

　機先は制した。問題はここからだ。交渉……利害関係の一致を詰めること。岡部は天王寺を敵にまわすつもりはない。

「ＳＥＲＮの機密保持は絶対だ、ということは知っています。任務に失敗した者だけでなく、達成した者まで処分されうることも」

「そこまで知ってんのかよ。だったら……」

　天王寺はふらりと立ちあがった。

　ヤバい──岡部は息をのむ。まさか冥土の土産に……情報源が岡部の記憶だけだというなら、消してしまえば問題は解決する。

「っ…………！　しかし、これは、あなたの任務とは関係ない」

　岡部は掠かすれた声を搾りだした。

「…………」

「ＳＥＲＮの機密だってそうです。漏ろう洩えいしたわけじゃない。俺は最初から知っていたにすぎない。だから、あなたは処罰の対象にはならない……ちがいますか？」

「詭き弁べんだな」

　天王寺は前まえ屈かがみの姿勢で岡部をのぞきこんだ。

　碧みどりがかった瞳に射すくめられて、蛇ににらまれた蛙かえるになってしまう。

「…………！」

「だが、まちがっちゃいねえ。別に俺は、ＳＥＲＮからＩＢＮ５１００とやらを探せとも言われてねぇし、おめえらを連れてこいとも言われてねぇ。言われてねぇことは……する必要がねぇってことだ」

　天王寺は綯を見た。店の入り口あたりでテレビにかじりついている。

「──俺がラウンダーだってことも、おめえが黙ってりゃ済む。なにも困ったことはねぇな。で、岡部……おめえの目的はなんだ。俺にすべて話したってことは、なにか目的があんだろ？」

「実は、あなたに頼みたいことがある」

　岡部は切りだした。天王寺が言葉の先をうながす。

「──椎名かがりを……昨夜、狙われた女性を守ってやってほしい」

「あの嬢ちゃんは、誰に、なぜ狙われてる？」

「わかりません」

「それじゃあ、そんな話は受けられねぇな」

　まともな反応だった。でも天王寺にまともなことを言わせている時点で、交渉は岡部のペースだ。

「娘をまきこみたくないから、ですか？」

　岡部は他人に対して、おそらく人生で最悪の言葉を口にしていた。

　鬼畜同然だ、こんなのは。

「わかってんじゃねえか。だったら最初から、そんな話すんじゃねえよ」

「すでに一度、まきこまれているじゃないですか。昨日のようなことが今後ないとでも？」

「綯を人質にしてるつもりか？」

　──殺　す　ぞ　テ　メ　エ　…………。

　憤怒を彫りこんだ羅刹のごとき顔で殺気を浴びせられて、息もできなくなる。

　岡部の心は何度も殺された。

　だが、ここで腰砕けになって逃げれば、交渉は決裂してしまう。

「……協力しあおう、と言っているんですよ」

「協力、ね」天王寺は話にならないと肩をすくめた。「こっちにデメリットしかねえじゃねえか」

「そんなことないよ」

　そのとき、店に現れたのは──鈴羽だった。

「すみません」

「かがりさん……？」

　不意を衝かれた。鈴羽の傍らには、かがりもいたのだ。

「鈴羽……話を聞いてたのか？」

　岡部がたずねると、鈴羽は肯き、あらためて天王寺を見た。

「たとえば……あたしとかがりをバイトとして、この店に置いてもらう」

　鈴羽は提案した。

　たしかにそれなら、天王寺にとっては綯を守るついでにかがりを……と考えてもらえばいい。

「おめえらが、このビルから出てくほうが手っとり早いな。そしたら俺や綯がまきこまれることもなくなる」

「あなたたち親子は昨日、襲ってきた連中の顔を見ている。それがなにを意味するか、わからないわけじゃないはず」

「…………」

　鈴羽が言うように、あの連中が、顔を見られた人間全員を殺そうとする可能性は、決してゼロではないだろう。

「あたしは戦闘の経験がある。銃もあつかえる。あなたも昨日見てたはず。だから、それなりに役には立てる」

　鈴羽は自分を売りこんだ。

　天王寺はスキンヘッドの頭をペチペチと叩き、しばらく考えていた。

「お父さん」

　と、ずっとテレビを見ていた綯が声をかけてきた。

「綯……？」

「私、よく、わかんないけど。昨日みたいなことは怖いから、もう、ヤダな」

「…………」

「お父さんが守ってくれて、すごくうれしかったけど、お父さんが私を守るために無茶してケガするかもって想像したら、もっと怖くなった。鈴羽おねえちゃんは、すごく強いし……昨日も私のことかばってくれたよ」

　綯は……話を聞いて理解していた。

　岡部は、自分の交渉がまちがっていたとわかった。綯は人質として利用しようとするのではなく、味方につけるべきだったのかもしれない。

「私は、おねえちゃんたちと、いっしょがいいな」

　娘の言葉に、天王寺は困ったようにスキンヘッドの頭をさすると、ぶっきらぼうに告げた。

「言っとくが、バイト代はふたりでひとりぶんだからな」

「渋いね」

　と、鈴羽。

「文句があるならいいんだぜ」

「いえ！　ありがとうございます、店長さんっ」

　かがりがよろこぶ。綯が駆け寄って父親に抱きついた。




　よかった。…………




　岡部の率直な気持ちだった。

　死の恐怖にまで高まった緊張から、ようやく解放された。

　天王寺がいて、鈴羽がいるなら、かがりの身の安全は確保できるだろう。昨日のような少人数の襲撃なら対応できる。

「ありがとうございます」

「別に、おめえのためじゃねぇ。綯のためだ」天王寺は岡部に告げた。「まあ、こっちはそういうことにしてやっからよ。岡部……おめえは連中が何者なのかつきとめろ。じゃねえと対策も打ちようがねえぞ。わかったな」

「わかりました」

　勇ましく答えたのはいいが、手掛かりはない。

　かがりのことを頼みますと念を押して、ラボにもどろうとした岡部の背中に、天王寺は思いだしたように声をかけた。

「そうだ。そういやあの連中、妙な番号を口走ってやがったな」

　昨夜の襲撃騒ぎのなか、お面たちが口にしたのだという。

「番号？」

「たしか……そう、ケー・シックス・ツー・ゼロ・ファイフ……」

　ケー・シックス……アルファベットと数字の羅列だろうか。

「──しかも〝ファイブ〟を〟ファイフ〟って発音してやがった」

　天王寺は、そこで彼ならではの気づきをした。

「どこかの訛なまりってことですか？」

「そうじゃねぇ。フォネティックコード、っつってな。軍隊用語だ」

　軍や航空管制などにおいて、通信の際、当事者の母国語による発音のユレ、それによる誤解を防ぐために、ある一定の規則に基づいてアルファベットと数字の発音がなされることがある。

　軍隊ものの映画などで、ＡＢＣＤ……を「アルファ」「ブラボー」「チャーリー」「デルタ」などと発声するのもフォネティックコードの一種だ。

「軍隊……」

「それも西側のな」

　──Ｋ６２０５

　昨夜の襲撃者は、アメリカないしＥＵの軍関係者だというのか。

　もしそうなら、場合によっては、いずれかの超大国を相手にすることになりかねない。
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　岡部が２階のラボにもどると、昨日の面子が集合していた。

「あ、やっと来たニャン、オカリン」

　留未穂が出迎えた。メイド喫茶の業務を、わざわざ抜けてきてもらっている。

　至、まゆり、るか、フブキ、カエデ……昨日のパーティは欠席した阿万音由季もいた。鈴羽とかがりは下の『ブラウン管工房』にいる。真帆だけは、アマデウス・システムの不調の件で手が離せないようで来ていない。

「みんな、大丈夫か？　あんなことがあったばかりなのに集まって」

　フローリングの床に残された銃痕を見つめる。

　気分が重い。さっき天王寺に教えられたこと──かがりを狙っているのが西側の軍の可能性があるとわかり、ならば一層、みんなをまきこみたくなかった。

「その、あんなことが起きた理由を聞きに来たんですよ」

「場所を移すよりも、おなじ場所のほうが安全だって、橋田さんが……」

　フブキとカエデは、昨夜はちょうど買い出しに行っており、襲撃現場には居あわせなかった。とはいえ話は聞いてしまった。

「昨日の今日で、警戒してるところに来るバカはいないっしょ。まっ昼間から」

　至が言った。連中の目的が椎名かがりの身柄であるなら、ここにいるメンバーには、すぐにも危険が及ぶということはないだろう。

「とにかくみなさん、無事でよかったです」

　由季が安あん堵どの息をついた。

「ありがとう、由季さん。わざわざ来てくれて」

「ううん、まゆりちゃん。でも……信じられないです。この日本で、そんな恐ろしいことがあるなんて……」

「日本じゃなくても、あんな経験はなかなかできないお」

　至が息をついた。銃をむけられて発砲されるとか、ふつうの日本人なら、まず経験することはない。

「あの……岡部さんが来て早々でわるいんですが、私このあとバイトがあって……」

　由季は申し訳なさそうにした。

「ああ、気にしないでくれ」

　岡部は恐縮してしまう。バイトがあるなら、わざわざ顔を出さなくてもよかったのに。

「みなさんの顔が見れて安心しました。気をつけてくださ──きゃっ！」

「！」

　狭いラボのなかで、岡部の前を通って玄関にむかおうとした由季は、なにかの拍子にバランスを崩してしまった。岡部は、とっさに由季の腕をつかんで支えた。

「痛っ……！」

「あ……？　わるい」

　岡部はあわてて由季の腕を放した。

「いえ……」由季は、つかまれた左腕をさすった。「ちょうどここ、昨日、駅で転んでケガしちゃって……そのときも、なにもないところで転んじゃったんですよ。ほんとドジでイヤになっちゃいます。それじゃあ、みなさんもお気をつけて」

　由季はラボを出ていった。

　外の階段を、足音が遠ざかっていく。

「どしたん、オカリン？」

「いや……由季さん、年明け早々、２日連続でバイトか」

　腕のケガ、ライダースーツの女が鈴羽の蹴りを受けた左腕、由季の背格好は……。

　岡部は首をふった。疑心暗鬼になりすぎている。

「それじゃあ早速ですけど！　オカリンさん、昨日の出来事について説明してもらっていいですか」

　フブキは心に余裕があった。外で、お面の男たちと鉢合わせにならなくてよかった。

「そうだな……」

　誰に、どこまで事情を話すべきか。それに関しては、あらかじめ岡部と至とで話した。

　事件が起きた以上は、ごまかせないだろう。むしろ警告すべきだ。部外者……といっても線引きは難しいが、昨夜の現場にいなかった者──フブキとカエデには、それとなく言って、今後ラボには近寄らないでもらう。

　由季は、至とのことがあって複雑なのだが……。

　タイムマシンのことを知っている岡部、至、まゆり、留未穂、これに鈴羽とかがりをくわえた６人が当事者だ。

　るかには、話してよいものかどうか……。自宅でかがりを預かってもらっているが、タイムマシンの存在を知ることは否いや応おうなく危険にまきこまれることにつながる。

　天王寺と桐生萌郁は、危険な協力者としてつきあっていくしかない。

　そして、比屋定真帆だ。

　タイムマシンに関することを知れば、彼女はまちがいなく興味を示すだろう。ましてや、そこに牧瀬紅莉栖がかかわるとわかれば。

　結局、岡部と至が、ひとまず出した結論は、

「…………ということなんだ」

　岡部は台本どおり説明した。

「つまり……かがりさんは記憶を失っているあいだに、なんらかの犯罪にまきこまれたかもしれないってこと？」

「だったら、どうして警察に言わないんですか」

　フブキとカエデは、いまひとつ納得していない。

　襲撃者が誰か、ということよりも、どうして警察に届け出ないのか……岡部への疑念が生じてしまっている。

「それは、その……彼女が酷く怯えるんだ。警察をね。もしかしたら警察もその犯罪に関係しているのかもしれない」

　そんな陰謀論みたいなことを口にしたのは、ひさしぶりだ。

「うー……なんかスッキリしないなぁ」

　フブキは、むうっとなった。

　ようするに岡部が言っていることは「わからない」ということでしかない。

　たしかに事実の大半を隠してはいたが、実際にわからないことだらけなのは本当だ。

「昨夜の人たちの狙いは、かがりさんの誘拐で、ボクたちに手を出すことはないだろうということですよね」

　るかが岡部に言った。

「ん……と、いうと」

「あの状況なら、ボクらのうちの誰かを人質にとることだって、できたはずなんです……それをしようとしなかったということは、あの人たち、あまりことを大きくしたくなかったんだと思います」

「それについては俺とダルもおなじ結論になった。だから俺たちさえおとなしくしていれば、きっと安全なはずだ」

　これは残念ながら不確実だ。襲撃者の顔を見た全員が、口封じのために狙われるかもしれない。ただ、それをいま、ここで言ったところで不安にさせるだけだ。

「だから中瀬さんと来嶋さんは、しばらくラボここに来ないほうがいい」

　岡部としては、とにかく今日の会合の目的は、このふたりへのフォローだ。

「でも、かがりさんはどうするんですか……？」

　カエデは案じた。

「それは、もう手は打ってある。ボディガードをつけた。昨日、あの連中を撃退した心強いふたりをな」

「スズさんと店長さんだね！」

「ああ、あのムキムキおじさん！」

　まゆりとフブキが声をあげた。かがりは、鈴羽と天王寺の護衛つきで、昼間は『ブラウン管工房』にいる。

「でも、それだと、またいつ襲われるかもしれないって怯えつづけることに……」

　カエデがつぶやく。

　そう……守勢にまわっているだけでは解決にならない。

「こっちは探偵とかを雇って、かがりさんが誰に狙われているのか調べるつもりだ。ある程度、情報が出で揃そろったら、場合によっては警察に話す」

　探偵──桐生萌郁を雇って調査しているのは本当、警察に話すというのは噓うそ。フブキとカエデは警察への通報にこだわっていたので、そこを納得させておく。警察に駆けこまれると困る。

　岡部は、あれこれと策を弄した。

　まったく、こんな陰謀めいたことにまきこまれるのは、もうごめんだったのだが……。

「──だニャ……って、オカリン、聞いてるニャ？」

「え？　あ……すまない、なんの話だ？」

　考えに沈むあまり、岡部は留未穂の言葉を聞き逃していた。

「昨日の件は、黒木にも伝えておいたニャ。アキバ界かい隈わいでおかしな動きがあったら、すぐに連絡が来る手はずニャ。あと、自警団の見回りも強化してもらうニャ」

「ありがとう、フェイリス。助かるよ」

　黒木さんは留未穂の執事だ。秋葉家は地元の名士なので、顔が利く。

「あの……ボクにもなにか手伝えること、ありませんか？」

　るかが岡部を見た。

「るかには、かがりさんを預かってもらってるじゃないか。感謝してるよ」

「でも……かがりさんが大変なのに、ボク、なにもできなくて……岡部さんのチカラにもなれないなんて、そんなの……」

「まゆしぃも、かがりさんのために、なにかしたいな……」

　みんなの気持ちはおなじだった。

　でも、ただの学生たちにできることはかぎられていた。彼女たちを危険な目にはあわせられない。全員にボディガードをつけることはできないのだ。

　話がいち段落したところで、岡部は、さっきの天王寺との話で気になったことを思いかえした。

「ケー・シックス・ツー・ゼロ・ファイフ」

　反はん芻すうする。

「なんぞそれ？」

　至が岡部を見た。フォネティックコードであることは、至ならわかるだろう。

「Ｋ６２０５……昨日の連中が口にしていたらしいんだが、俺にも、なんのことだかわからないんだ」

「ちょい待ち。いま調べググってみる」

　至はＰＣとむきあって『Ｋ６２０５』と入力、検索した。

「──んー、商品の番号とかしか出てこんね」

　だとすると軍関係の暗号かなにかか。そんなものが検索エンジンにひっかかるわけもない。

　なにかの手掛かりになればと思ったが、お手上げだ。

「ケッヘル……」

「ん？」岡部はふりかえった。「来嶋さん……いま、なんて？」

　みんながカエデを見た。

「いえ……Ｋってことはケッヘル番号かなって思ったんですけど。関係ないですよね……」

「ケッヘル番号って、なに？」

　フブキがたずねた。

「モーツァルトの曲につけられた番号のことよ」カエデはピアノをやっているそうで、音楽のことには多少詳しいという。「モーツァルトが亡くなったあとに、ケッヘルっていう人が、時系列にあわせて整理してつけた番号なんだけど……でも、さすがのモーツァルトでも６０００番台までは存在しないはずですし。そもそも事件とは……」

　ウォルフガング・アマデウス・モーツァルト（１７５６～１７９１）。

　神童。夭よう折せつした天才。

「──ごめんなさい、変なこと言っちゃって」

　カエデは恐縮してしまったが、岡部はつづけて至に言った。

「ダル、そのケッヘル番号っていうのは、いくつまである？」

「えーと……」至がキーを叩いた。「最後が６２６番の『レクイエム』って書いてある」

「モーツァルトが死ぬ間際に書いていた曲ですね」

　カエデが言った。遺作が『レクイエム』でケッヘル番号は６２６まで。

「それじゃあ……ダル、Ｋ６２０番はなんていう曲だ？」

「６２０、６２０……お、あったあった。『魔笛』って曲みたい」

「ちょっと見せてくれ」

　岡部は至の背後からＰＣの画面をのぞきこんだ。

　ネット辞書のモーツァルトの頁ぺーじにあった項目をクリックする。




　──『魔笛』


Ｋ６２０番。

１７９１年作曲、モーツァルトが最後に完成させたオペラ。

歌詞にフリーメイソンの様々な教義やシンボルが用いられていることでも有名。

…………






「Ｋ６２０５っつーことは……５曲目？」

　歌劇オペラを構成する楽曲の５つめ。

『魔笛』の５曲目は五重奏『Ｈｍ！　ｈｍ！　ｈｍ！　ｈｍ！』『口に鍵をかけられた鳥刺しのパパゲーノが鍵を外してくれと歌う』────

　モーツァルト。フリーメイソン。口に鍵をかけられた……？

「オカリン、なんかわかりそう？」

　至がたずねた。

「いや……そういうわけじゃないんだが……」

　記憶がざわめく。最近、誰かとモーツァルトがらみの話をしたような……。

　──パスワードは見ないで。

　比屋定真帆だ。

　和光のオフィスを訪れたときに話した。「アマデウス」はモーツァルトのミドルネーム。

　──Amadeus system

　──ID： Salieri

　真帆のアクセスＩＤが「サリエリＳａｌｉｅｒｉ」だったと記憶している。

　岡部は、さらにネット辞書を検索した。

　アントニオ・サリエリ（１７５０～１８２５）。

　イタリア人。映画『アマデウス』の主人公──岡部は勧められて、一応観みた──として描かれた、モーツァルトとおなじ時代を生きた音楽家だ。オーストリア＝ハプスブルグ家の皇帝に仕え、宮廷楽長としてウィーンのみならず当時のヨーロッパ楽壇の第一人者だった。シューベルト、リスト、ベートーヴェンらを育てた教育者でもある。晩年は、嫉妬と保身のためにモーツァルトを毒殺したという疑いを世間にかけられ、心の病に苦しんだという。その死後は、皮肉にも天才モーツァルトの陰に隠れて、その名声は忘れ去られた。

　アマデウス・システムにサリエリＳａｌｉｅｒｉというＩＤ。

　だから……なんだと言えば、それまでなのだが。

　昨夜、襲撃の直前、アプリからアマデウスにアクセスできなくなった。結局、その原因はなんだったのだろう。

「ちょっと電話させてくれ」

　気になったことは、すぐにあたる。問題解決のためには気が遠くなるほどの試行錯誤しかない。

　数回のコールで電話がつながった。

『──なに？　また、なにかあったの』

　真帆の、だいぶ疲れた声がかえってきた。寝ずにアマデウスの復旧作業にあたっているようだ。

「いや、そうじゃない。訊きたいことがあるんだ」

『手短にお願い』

　イライラしているのが声にあらわれている。

「アマデウスはどうなった？」

『ダメ』

「システムが落ちてるのか？」

『ちがうわ。アクセス自体ができない……何者かがアマデウスのシステムを乗っとったのかも』

　人工知能の研究システムの乗っとり。誰が、なぜそんなことを……？

『……ごめんなさい、もういいかしら？　原因が解明できたら、こっちから連絡するわ』

　まくしたてるように言って、電話を切られてしまった。

「真帆たん、なんて？」

「アマデウスが何者かによって乗っとられたらしいって……モーツァルト繫つながりで、なにか関連があるかと思ったんだが」

　わからない。

　出来事の断片は、ひとつひとつは無関係のようにふるまいながら散らばっている。そんな気がした。それらをひとつひとつ拾って関連づけていけば、答えが見えてくる……かもしれない。

　世界線を構成する因果関係つじつまは、思いがけないところでリンクする。そのことを岡部は経験的に知っていた。

　たとえば──

　阿万音由季の左腕のケガだって、そうだ。ライダースーツの女は左腕に痣あざが残っているはずだ。感情とは切りはなして、ゼロではない可能性のひとつとして覚えておくべきだ。

　スマホをポケットにもどそうとしたとき、着信音が鳴った。

　真帆が、なにか言い忘れたのか？　発信者の名前をたしかめた岡部は──ハッとさせられた。

　──アマデウス紅莉栖。

「オカリン？　電話……誰から？」

　まゆりの問いかけにも返答できなくなり、岡部は、じっとスマホの画面を見つめる。

　着信音は鳴りつづけた。

　どういうことだ……？　疑問に疑問が重ねられた。アマデウスは乗っとられたのではなかったのか。なにかの罠わなか。どうすればいい。アマデウスのクリスを名乗っている、この呼び出しを受けるべきなのか、それとも…………。




　選択しなくてはならなかった。これから先、ずっと。




「……もしもし」

　岡部は、受けた。

『助けて』

　か細い声。

「!?　クリス……!?」

『助けて、岡部──』

　そのとき、




　世界は、再び─────────────────────────────────────
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　視界は泥に沈められた。




　目め眩まい。

　やがて闇の底から浮上していく感覚。

　朦もう朧ろうとした意識が、だんだんと明瞭になっていく。

「ここ……は…………」

　岡部倫太郎は、あたりを見まわす。

　未来ガジェット研究所。そう、岡部がいた場所ラボだ。

　なにも、おかしいことはない。

　岡部が、ひとりでいることをのぞけば。ラボのリビングから、いま、そこにいたはずのみんなの姿が消えていた。

「…………！」

　我にかえって時計を確認する。

　さっき真帆と電話をした時間から……数分ほどしか経っていないようだ。

　もし……岡部が目眩のあと気を失ったとして、その数分のあいだに、全員が岡部を放置してどこかへ行ってしまったというのは、ありえないだろう。

　目眩。

　と、いうことは。

「まさか……！」

　あの、底なしの不安がよぎる。

　立ちあがってリビングを見まわした。違和感はほかにもあった。ＰＣのキーボードに埃ほこりが積もっていた。誰も使っていないようだ。部屋の隅には、まゆりの作りかけのコスプレの衣装が入った紙袋があったはずだ。さっきまで、たしかにあったはずのそれらもなくなっている。ほかにも物がなくなっていた。

　この部屋は、誰かが暮らしているという感じが、ひどく希薄なのだ。

「また世界線が……変わった……」

　なぜ？　襲撃事件について解決することもなく、あっけなく世界線は変動してしまったというのか。『電話レンジ（仮）』もＤメールもないはずなのに。

「…………」

　アマデウスのクリスから電話着信を受けた、直後のことだった。

　──助けて、岡部……。

　アマデウスのクリスは、なぜ、あんなことを言った。それは、この世界線の変動と関係があるのか。

　岡部はスマホを手にした。アプリを起動しようとして指がとまる。

「消えてる……？」

　ホーム画面からアマデウス・システムのアイコンが消えていた。

　脳をフル稼働させた。なにが起きているのか必死で考える。

　自分に言い聞かせる。何度も、何度も……世界線が移動するたびに、くりかえした経験だけはある。

　冷静に、世界がどうなったのかを、まずたしかめろ。

　外に出ようと、岡部は玄関に足をむけた。

　と、開発室──アコーディオンカーテンの奥から物音が聞こえた。

　誰かいる。

　誰だ？　至か？　まゆりか？　岡部は歩み寄ってカーテンをひらく。

「…………！」

　息がとまった。




　忘れない。

　忘れる気などなかったのだから。そこに立っていたのは、




　牧瀬紅莉栖だった。







[image: ２章　二律背反のデュアル・α]


１






　岡おか部べ倫りん太た郎ろうは彼女を殺し、彼女への想いを殺した。彼女との約束を守るために。





２






　黄昏たそがれ時どき。

　牧まき瀬せ紅く莉り栖すは、斜陽のなか、うつむいていた。

　幻か。

　彼女は死んだ。紅莉栖に会いたいと祈るほど、募る想いが幻覚を生みだしたとでも……。

　岡部の体は石になったように動かない。

　声をかけようとしただけで、この心地よい魔法が解けてしまいそうだった。目の前の紅莉栖が、たちまち崩れ、砂になって流れていってしまいそうだと。

　だから岡部は話しかけもせず、立ちつくしていた。

　紅莉栖は紅莉栖で、ぼうっと──なにを見つめているのか。開発室のすりガラスの窓から射さすオレンジ色のスポットライトのなかで、長い髪が輝いていた。

　感情は光に溶けていく。

「はぁ」

　紅莉栖が小さなため息をついた。

　生きている……！

「！」紅莉栖は目を丸くした。「岡部……」

「ぁ…………」

　返事をしようとしたが、喉がカラカラに渇いて声が出ない。

　紅莉栖は……岡部がいることに驚いた。少しだけ、ちょっと意外というくらいの感じで。

「来てたなら、来てたって言いなさいよ。黙って立ってたらビックリするじゃない」

「…………」

「あけましておめでとう」

　つまり２０１１年になってはじめて紅莉栖と会った、ということらしい。

　…………。

〈リーディングシュタイナー〉を有する世界の観測者は、記憶している。

「それにしても、めずらしいわね、あんたがここに顔を出すなんて」

「っ…………」

　声が、出ない。

「岡部……？」

「紅莉、栖……」

「？」

「紅莉栖……なんだな？」

　やっと、という思いで短い言葉を吐きだした。

「新年早々、なに言ってるのよ。大丈夫？　なにかわるいものでも食べた？」

　どこか不機嫌そうな表情も。

「紅莉栖……」

「なに？」

　ふと見せる、やさしげな瞳も。

「──どうしたのよ？　本当に大丈夫……きゃっ！」

　この、ぬくもりを。

　岡部はしっかりと紅莉栖を抱きしめていた。

「ちょっ！　あんた、急になにを……！」

　幻じゃない。

　画面のなかの人工知能ではない、クリスではない、本物の紅莉栖だ。

　生きている──

「岡部……？」

「っ…………」

「ねえ、岡部……お願い、放して……」

　紅莉栖は、やさしく。

　かなり驚いたようだが、岡部を突き放したりはしなかった。

「すまない……でも、もう少しだけ、このまま……」

「あんた……もしかして泣いてるの？」

　紅莉栖に言われて、岡部は気づく。自分の頰ほおが濡ぬれていることに。

　彼女の手のひらの感触が、背中にそっとふれた。

「心配しないで……もう、平気だから」

「紅莉栖……」

「大丈夫よ……大丈夫だから……」

　囁ささやき、紅莉栖は背中を撫なでてくれた。子供をあやすみたいに。




「──すまなかった」

　やっと気持ちを整えると、岡部は体を離して、それから謝った。

　牧瀬紅莉栖は生きている。それが意味すること──だんだん冷静になった岡部は認めるしかなかった。

「気にしないで……私だって、ときどきあるもの、そういうこと……」

「そういうこと？」

「思いだしたんでしょう、まゆりのこと……」

　椎しい名なまゆりは、ここでは思いだすだけの存在。

　ほんの少しでも期待しなかったといえば噓うそになる。もしかすると、ここは〈運命シユタイ石のンズ・扉ゲート〉をひらいた、むこう側なのではないかと。

　ただの学生でしかない岡部が奔走せずとも。どこかで本当の物語の主人公みたいな誰かが、世界の救世主として、幸せな未来に到達してくれたんじゃないかと。

　そんな都合のよい話、あるはずがなかった。

　ここは……α世界線だ。

　世界線は変動した。それもアトラクタフィールドのレベルで。岡部にしてみれば「また、もどってきて」しまった。

　どういった経緯があって、岡部はついに、まゆりを救うことをあきらめたのか。去年の夏以降のことは〈リーディングシュタイナー〉の空白になる。

　空白ではあったが、この岡部は──紅莉栖を選んだのだ。

　ギリッ、と胸が痛む。

　結果的に、ラジ館で紅莉栖を刺してしまった過去は消えたが、こんどは、まゆりを見殺しにしたという罪を背負う。

　つきつけられた幼なじみの死に、岡部は心臓を握りつぶされた。何百何千回というまゆりの死もまた、岡部にとって実感をともなう記憶という点で、紅莉栖の死と等価だった。

　まゆりは最後、どんな死にかたをしたのだ……。

「まゆ……り……ぁ……っ、あぁ…………」

　銃で撃たれたのか。線路に突き落とされたのか。車に轢ひかれたのか。それとも地球の裏側で──

「おちついて」

　紅莉栖の手が、ふるえる岡部の手をつつむ。

「っ……はぁぁ……」

「ね？　ほら、深く息を吐いて……」

　呼吸と脈の乱れが、ゆっくりと治まっていった。

「…………」

「ごめん。私がよけいなこと言っちゃったから」

「そうじゃないんだ。そうじゃない……」

「……薬、飲む？　水持ってくる」

　紅莉栖がキッチンに歩いた。

　岡部は無意識に服のポケットを探った。薬は……入っていた。これまで処方されていたのとおなじ薬だ。

　結局……岡部は、この世界線でも安定剤こいつに頼ることになるらしい。

　ラボを見まわす。

　空気は肌寒い。暖房は入っていない。キッチンでコップを洗っている音がする。

「どうしてここに来たの？」

「…………？」

　紅莉栖の言葉に、岡部は途惑った。

「ここには、ずっと寄りつかなかったでしょ？　橋はし田だも来なくなったし……」

「ダルも？」

「ええ」

　どうやら夏以降、ラボは事実上、閉鎖されてしまったようだ。

「おまえは……紅莉栖はラボに来ていたのか？」

「ときどきね。じゃないと寂しいだろうと思って……」

　寂しい。

　誰が、とは訊かなかった。故人まゆりはラボが好きだったから。この未来ガジェット研究所で、みんなとすごす時間が大好きだった。

「ゴメンね」

　紅莉栖が言った。

「どうして謝る？」

「だって……」

　待っていても、紅莉栖の口から次の言葉は出てこなかった。

　紅莉栖は、なにを謝ったのだろうか。ポンコツの岡部の脳みそでは考えが至らない。

　まゆりの話を口にしたことか。思いださせてしまったことか。

　いいや、岡部に選択させてしまったこと……なのか。

　なにがあったのだろう。岡部と紅莉栖とのあいだで、どんな言葉と感情、行為が交わされたのだろう。

　紅莉栖は……岡部のことをどう思っているのだろう。

　それらも、すべて〈リーディングシュタイナー〉の空白……。

「紅莉栖」

「なに？」

「……いや、なんでもない」

「うん」

　呼べば返事がある。

　腕をのばせば、ふれることができる。それだけで岡部の感情は熱くあふれる。

　まゆりを失った空虚な悲しみ。同時に、この紅莉栖との時間がつづいてくれればいいと願ってしまった。

　感情はどうにもならない。それが素直な気持ちだ。

　この世に神様なんてものがいるなら、きっと性格の捻ねじ曲まがった残酷なやつにちがいない。

　──なぜ、俺だけをこんなめに遭わせる？

　岡部は訴える。

　それほど岡部が犯した罪は重いのか。過去を改変する行為は、天に唾することなのか。

　決めたはずだった。選んだのだ。身も心もナイフで切り刻む思いで。

　──俺には世界を救えない。

　──紅莉栖を救えない。

　なのに……運命は弄ぶ。こうして紅莉栖を前にして、岡部の心はゆれるのだ。

　ここがα世界線で、あの世界のつづきであるなら……。

　岡部は聞かなくてはならなかった。

「そういえば……『電話レンジ（仮）』は、どうした」

「どうって……」紅莉栖は途惑った表情をかえした。「あんたが廃棄させたでしょ。忘れたの？」

「……ああ、そうだったな」

　まゆりを救うことを選ぼうと、紅莉栖を救うことを選ぼうと……彼女たちの命をもって、αとβ、ふたつのアトラクタフィールドは二律背反であるとすれば。その選択をよりたしかなものにするために『電話レンジ（仮）』を廃棄することは、岡部にとって覚悟の証だった。

　過去にメールを送るＤメールを実現した『電話レンジ（仮）』の存在によって、ラボと岡部、至いたる、紅莉栖はＳＥＲＮの標的になる。

　α世界線の鈴すず羽はの話では、ラウンダーに拉致された牧瀬紅莉栖はタイムマシンを開発、結果的にＳＥＲＮの覇権を決定づけることになった。だから鈴羽は紅莉栖を憎んでいた。

　とにかく、経緯や時期は多少ズレようと、いずれこの世界は管理社会ディストピアという悲劇にむかうのだろう。

『電話レンジ（仮）』がないなら、α世界線からβ世界線にもどることもできない。

　ならば……この世界線に留まったとして、それは、もう岡部の責任ではなかった。

　過去を改変してはならない。

　岡部がまちがえたわけでも、望んだわけでも……紅莉栖との約束を破ってしまったわけでもなかった。Ｄメールやタイムリープ、タイムマシンに手を出したのではなかった。

　約束は破っていなかった。だったら……であれば、もう、このまま──

「…………！」

　岡部はかぶりをふった。

　なにを考えているのだ。岡部は自分のふがいなさに絶望した。

「ねえ、岡部……」

「ん？」

　岡部は顔をあげた。

　一度、ならず二度も、岡部は紅莉栖を見殺しにした。なのに、こうして再び生きた、ともに生きることができる紅莉栖に会えたことが、心からうれしい。

「わるいんだけど、なにか飲むもの買ってきてくれない？　ちょっと喉渇いちゃったのよね。できれば温かいものがいいわ」

「インスタントのコーヒーぐらいなら、作るぞ」

　岡部は、よく紅莉栖にインスタントコーヒーを作っていた。砂糖は２個、ミルクは入れない。

「コーヒー、きらしちゃってるのよ」

「……わかった」

　夏以来、ほとんどラボが空き家だったのなら、食品などは置いていないだろう。

　外に出ることにした。頭のなかを整理したい。

「ミルクと砂糖の入った、甘いやつね」

「ミルクは入れないんじゃなかったのか？」

「……寒い日には、思いきり甘ったるいものが飲みたくなる」

「了解だ」

　岡部は立ちあがって玄関まで歩いた。靴を履きながら、チラッと紅莉栖をふりかえる。

「なに？」

「いや……」

　目を離したら紅莉栖きみが消えてしまいそうな気がして──なんて、さすがに口にできなかった。

「岡部」紅莉栖は言った。「しっかりね」

「子供じゃないんだ。おつかいぐらいできる」

　岡部は苦笑いをかえした。

「うん、そうね」…………




　ラボを一歩出るなり、全身の力が抜けた。

　岡部は、かなり緊張していたらしい。紅莉栖とどうやって、なにを話せばいいのか、もうわからなくなってしまった。

　人工知能クリスを相手にしていたときは、最初こそ驚いたが、ふつうにしゃべれたのだが。むしろα世界線のときのノリで、なれなれしくしすぎてしまうほどだった。

「…………」

　いまだに信じられない。

　ここはα世界線。

　紅莉栖が生きている、まゆりが死んでいるということは、まちがいないだろう。

　だとしたら、いったいなぜだ。誰が、なにをしたのだ？

　近くの自販機にむかって歩く。

　スマホをたしかめる。日付は２０１１年１月２日。やはりアマデウス・システムのアイコンはない。

　思いかえす。

　あのとき……ラボで、昨夜の椎名かがりの誘拐未遂事件をめぐって、Ｋ６２０５という謎の暗号、モーツァルトの『魔笛』について調べていたとき、岡部のスマホに電話がかかってきた。

　──助けて、岡部……。

　電話ごしに聞こえた声はアマデウスのクリスだった。その直後に、目め眩まい──なにがきっかけとなって、世界線がこれほど劇的に移動したのだ。Ｄメールの送信に匹敵することが起きたのだ。

　アマデウスのクリスからの着信を受けたことが、なにかのきっかけに……。

「いや……」

　考えるのは、よそう。岡部は自分に言い聞かせた。今回の世界線移動が、誰か知らない人間によって起こされたものであるなら、岡部は介入するべきではない。そう決めたのだ。

　世界の構造を覆したいとか……もう思わない。

　平穏に暮らしたいだけだ。世界線だのアトラクタフィールドだのという概念のない──少なくとも岡部が能動的に関与できない世界にいたかった。運命に翻弄されることは、もうやめた。

　だから岡部にできることは、なにもない。

「…………」

　ふつふつと、岡部の心が泡立った。

　違和感は急激に沸騰していく。なにか、おかしな感じがした。

　さっきの紅莉栖の言葉……。

　──岡部。

　──しっかりね。

　どういう意味だ…………？

「まさか、あいつ！」

　岡部は踵きびすをかえした。

　大檜ひ山やまビルの階段を、段をとばして駆けあがる。

「紅莉栖！」

　ラボの玄関を開けると、紅莉栖は、開発室でなにかの作業をしていた。びっくりしたように岡部をふりかえる。

「紅莉栖……おまえ、それ……」

「ふむん、まいったわね。見つかっちゃったか」

　開発室の奥──先ほどまで大きな布がかけられていたそこに、扉の外れた電子レンジが置かれていた。

『電話レンジ（仮）』だった。かつて岡部と至が完成させた未来ガジェット８号機だ。

　開発者も意図せずして、世界の運命を変えてしまった世紀の発明。過去に遡行して届くＤメールを送信でき、そのメールの影響によって世界線を変えることができるデータのタイムマシンだ。

「どうして……廃棄したんじゃなかったのか」

「これは私が新しく作りなおしたの。言ってみれば『電話レンジ改』ね。正しくは（仮カツコカリ）がつくんだった？　それなら『電話レンジ（仮）改』になる」

　紅莉栖は淡々と応じた。

「名前なんてどうだっていい。作りなおしたって……どうしてそんなことを！」

「過去にメールを送るためよ」

　Ｄメールを送って過去を変える。

「！」

「あんたにとってはもどすって言ったほうがいいのかしら、世界線を」

　紅莉栖はタイムリープマシンの設計者だ。Ｄメールのみであれば、データ圧縮のためにＳＥＲＮのＬＨＣをハッキングする必要はなく、至の助力もいらないだろう。

「これ、完成したのは実は１ヶ月以上前なの。それからは、ひたすら過去にメールを送るべきか、送らないでおくべきか悩みつづけてた。それがまさか、あんたのほうから来るなんてね」

「な…………」

「岡部」紅莉栖は見透かすのだ。「あんた、ついさっき別の世界線から来たでしょ？」

「！」

「それも、もといたβ世界線から……ちがう？」

　彼女は、いつだってそうだ。

　天才で、それでいて性格が抜けているところもあるが、大切なこと──核心をとらえてしまう。そして、それがたとえ自分の命にかかわることであっても、論理的に理性的に判断できてしまう。

「……気づいてたのか」

「そうでなきゃ、あんたが、あんなことするはずないもの」

「あんなこと……」

「っ……だ、だから、その……あんなふうに私を抱きしめたりとか、そういう……こと、よ……」

　頰ほおを赤く染めて視線をそらす。つんと唇を尖とがらせる。指で髪を弄る。




　なにもかもがいとおしい。




　思い知らされた。

　岡部は、牧瀬紅莉栖が好きだということ。どうしようもなく、ほかのことが、なにも考えられなくなるほど。

　このα世界線の紅莉栖と離別し、β世界線の紅莉栖の死を受けいれる。

　そんな、できもしない選択と決断に苦しみ、苦しんで病院送りになり、心を気絶させて鬱々と生きてきた自分が信じられない。

　こんなにも、彼女のことが──

「さらに言えば、その世界線の変動は誰か別の人の手によるもので、あんたが好きこのんで変動させたわけじゃない……当たってる？」

「すべて、お見とおしというわけか……」

「どれだけ、あんたのこと見てきたと思ってるのよ」

「…………」

　言葉どおりに受けとめれば、紅莉栖が、そこまで自分を見守ってくれていたのは望外のことだった。

　ただ、そこで岡部の心は行きづまる。

　心が枷かせを掛ける。岡部の、この想いの行き場はどこにもないのだ。自分に、その資格はない。ただ、いとおしさが募るだけ……。

「あ、いや、ちがうからな！　見てきたって別にそういう意味じゃなくて……いや、ちがわなくもないけど……」

　ツンデレのテンプレというか、紅莉栖はわかりやすい反応をする。

　ひと呼吸置いて、紅莉栖はあらためて岡部を見た。

「とにかく……！　あんたがβ世界線から来たってことは、あんたは過去に一度、その世界を選択したってことでしょ」

　紅莉栖の言うとおりだ。

　でも岡部は、そこで首を縦にふることができなかった。

「すまない……」

　口から出てきたのは、そんな、つまらない言葉だけ。

　世界線を跨またいで──紅莉栖への想いを重ねたとき、岡部は、紅莉栖を見殺しにした自分への、怒りにすらならない、みじめな後悔とあきらめがごった煮になった、ぐだぐだの感情を澱よどんだ心にあふれさせる。

　すまない、と言ったところで、それは紅莉栖を見捨てたことを認めるという点で、おなじこと。

「謝るな、バカ」紅莉栖は真面目な顔で言った。「あんたが自分で決めたことでしょうが。だったら自分の選択に自信を持ちなさい」

　励まし……なのか。

　β世界線を、まゆりを選んだのは岡部だった。それを後押ししたのが紅莉栖だったから。でも、その選択に対する自信など一度だって……薬に頼り、逃げ、心を気絶させるだけで。

　まゆりを救うため、という絶対に正しいはずの根拠。

　いま、まゆりを喪うしなったという──〈リーディングシュタイナー〉の空白のなかの亡き幼なじみと、目の前の紅莉栖という現実のあいだで、岡部に、また選べというのか。

「それにね。あんたは、たぶんまちがってなかった……さっき来たばっかりのあんたは知らないだろうけど。この半年間、あんたはずっと自分を責めてた。そんな素振り、私には決して見せようとしなかったけど」

　どちらの世界線でも、おなじだったのだ。

　ちがうとすれば、β世界線の岡部はまゆりのやさしさに甘えていたが、このα世界線では、おなじように紅莉栖に甘えることはできなかったのかもしれない。

　好きだからだ。単純に、男としてみっともないところは見せられない。

「──でも、私はどうしてあげることもできなかった。だって、あんたの苦しみは私のせいだから。私を生かすために、あんたは苦しんでたんだから……でもね、それも今日で終わり」

　終わりにしなきゃいけないのよ、と。

　紅莉栖は、これが最後というように決意を口にした。

　彼女にとっても、あの夏からの数ヶ月は……。

　岡部は、自分はここでも紅莉栖を苦しめていたのだと、そのときわかった。

「だってこのままじゃ、あんたはずっと罪の意識に苛さいなまれて、最後には押し潰されちゃう」

「おなじだ」

　岡部はうめいた。

「……どういうこと？」

「どっちにしても俺は、ずっと後悔するんだ。まゆりを救えなかったこと。おまえを救えなかったこと。α世界線にいてもβ世界線にいても、それは変わらない」

　まわりの人間を苦しめつづける。

　だったら、もう──いっそこのままでいい。紅莉栖を、この手で刺し殺してしまったばかりか見捨てたままでいるβ世界線よりは、ぜんぶなかったことにして、ここで記憶の空白にいるまゆりの死をなぞりながら生きたほうが、いくらかは楽じゃないのか……とさえ。

　ふたりを選ぶことなど、できやしない。正しいとか、まちがっているとかの問題じゃない。

　紅莉栖に、ひと言ささやいてほしかった。甘く……あの日の約束さえ溶かしてしまう、ただ、やさしいだけの言葉を。

「しっかりしなさい、岡部倫太郎！」

　一喝。

「……紅莉栖？」

「なんて顔してるのよ、あんたらしくない。私の好きな鳳ほう凰おう院いん凶きよう真まさんは、もっと自信に満ちた顔してなきゃ」

　鳳凰院凶真……ずいぶんと懐かしい名前だ。

「──あんたは正しい道を選択したの。まゆりを助けるっていう選択を。それは決してまちがってない」

　紅莉栖はつづける。

　ただ、もう岡部は、ただひたすら選択することに疲れてしまった。もう自分以外に、すべての運命を委ねてしまいたかった。

　報われない決断だけを迫られることに、疲れた……。

　心が弱音を吐いているのは、目の前に紅莉栖がいるから。彼女の、やさしいだけの言葉を聞きたかった。

「でも俺は、おまえを……」

　ただ、こうして紅莉栖だけを見つめていたい。

「いい？　いま、あんたがここにいるのは、そうね……夢を見ているだけよ」

「夢……？」

　曖あい昧まい模も糊ことした。

「そう。夢のなかで、あんたは私に会った。ただそれだけのこと……どう？　そう思えば少しは気も楽でしょ」

　紅莉栖は肩をすくめてみせる。

　ひどく……彼女にしては情緒的すぎて絵フイ空クシ事ヨンのような話だ。

「──これだけ脳の研究が進んでいるのに、夢を見るメカニズムって、実は、まだ明確にはなっていないのよね。眠っているあいだに脳内では記憶の整理がおこなわれている。その過程で発生するのが夢だっていう説もあるけど。要するに、ここはβ世界線のあんたが迷いこんだ夢のなかの世界。あんたの頭のなかを整理するためにね。そして、これが夢なら、いつかは目を覚まさなきゃならない……そうでしょ？」

　β世界線の岡部は、α世界線の夢を見る。

　あのとき牧瀬紅莉栖を選択していたら、というｉｆもしもの話。

「でも、これは夢なんかじゃない」

　岡部は手をのばして、紅莉栖の頰にふれた。

　五感……見ること、聞くこと、嗅ぐこと、味わうこと、こうしてなめらかな肌に触ることも、すべて〝いま〟を認識する、記憶のためのセンサーだ。

　岡部はたしかめる。

「現に、こうして、おまえはここにいるじゃないか」

　牧瀬紅莉栖は生きている。目でなぞる輪郭も、響く声も、匂いも……。

「感触だって、脳が、そう感じさせているものよ」

　うしろに一歩。

　手のひらのなかの感触が、するりと逃げた。紅莉栖の姿が遠のいた。

「──ここにいても、あんたは幸せにはなれない。ずっと後悔の念をぬぐうことはできないの。そして、それは私もおなじ」

「β世界線でも変わらない。俺はずっと、おまえを助けられなかったことを悔やみながら生きてきた」

　叫びたくなるのを抑え、曇った声を吐きだす。

　意味もなく叫んでは心の不安を麻ま痺ひさせる。それ以外の目的で、鳳凰院凶真のように大声をあげなくなったのは……病んだ言葉は他人をつねに当惑させ遠ざけ、いずれ自分を孤独感で傷つけると知ったから。

　でも、岡部はいまこそ叫びたかった。

　紅莉栖に……また、きみを失うくらいなら……！

「だけど少なくとも、まゆりは幸せでいられるでしょう？」

「まゆりは……」

　なにも知らない。

　岡部がそう望んだからだ。まゆりは、なにも知らないまま笑顔でいてほしかった。気を遣った笑顔など、気を遣わせている時点で辛いのだ……。

　たぶん、その岡部の願いは保たれていた。昨日、新年会の襲撃事件までは。

　あの夏からの、猶予期間のような、なまぬるい世界の均衡は破綻した。予期せぬ世界線の変動が、それを象徴している。

　紅莉栖は根気強く岡部に言い聞かせる。

「あんたは、まゆりに笑っててほしい。そう願ってる。私もおなじ……おなじなの。ということは、やっぱりあんたの選択はまちがってはなかったってことよ」

「…………」

　逢あえたのに。

　岡部にとって、星の数よりも多いだろう世界線のなかで、この牧瀬紅莉栖とともに生きることが、たったひとつの生きるということであるのに。…………

「ああ、もうっ！」

　紅莉栖はいらだちを隠さず、岡部に詰め寄った。

「──いい加減にしなさい、岡部倫太郎っ！　一度出した結論でしょうが！　あんたはここにいちゃいけないの！　帰らなきゃいけない！　夢から覚めなきゃいけないのよ！　だって……もう……もう、そうやって苦しむあんたを……見ていたくないっ！」

　紅莉栖にとっては、まゆりを喪い、そして岡部──鳳凰院凶真を失ったこの世界は……。

　空き家となったラボ。

　残された岡部倫太郎という、なにかの残骸を、見ていることしかできない。そして紅莉栖は、心を病むほど弱くはないがゆえに。

「ここにいても、誰も幸せになれない……！」

　紅莉栖をこうさせたのは、空白のなかの岡部なのだ……。

　空白の岡部は、まさに今日、ここまで厳しく、苛烈で、ゆるぎのない選択を紅莉栖にさせてしまった。

「これ以上は時間のムダよ。私は、やるから」

　きっぱり言い放つと、紅莉栖は背をむける。

　彼女の背中に見たものは、決意だった。

　ああ────

　科学者としての挫くじけぬ意志、実行力。

　もっとも紅莉栖らしい……岡部がいちばん惹ひかれた、彼女のすばらしいところだ。その姿にふれて、想いをより募らせた充足感とともに、そんな彼女に縋すがろうとした、みじめなだけの甘ったれた心を折られた。

　紅莉栖は『電話レンジ（仮）』の前で、もう決めていたのだ。

　誰にも知られず。

　誰にも別れを告げることさえなく。自分のいない世界線へと跳ぶことを。

　その結論に至るまでには、いくつもの葛藤があったのだろう。何度も自分に問いかけ、何度も悩んだことだろう。

　そうして紅莉栖が出した結論だ。

　──もう、かかわりあいのないことだ。

　みじめな岡部は以前、言ったではないか。自分の意思とは関係なく世界線が変動するとしても。委ねると。もう選択することに疲れたと。誰かが世界を救ってほしいとさえ。

　だから、そんな岡部倫太郎には。

　牧瀬紅莉栖をとめる資格はない。いまの岡部の言葉には、相手を説得するだけのなんのチカラもない。

　──まゆりを助けて。

　それが、岡部が好きになった紅莉栖との約束だった。




　たったひとつだけ。




　この再会、いま岡部が紅莉栖と逢ったことに意味があるとすれば。その意味が、輝くことがあるとすれば。

　ふたりの運命となり得るとすれば。

　それは──

「ねえ、岡部。夢から覚めるまえに、ひとつ約束して」

「約束……？」

「β世界線に行ったら、私のことは忘れなさい」

　あの夏──岡部がβ世界線に復帰することを決意した日。駅前で紅莉栖と最後の別れをしたときとは、言っていることがちがっていた。

　──私のこと覚えてて……くれる？

　紅莉栖はそう言って岡部と別れた。

　なのに、いま紅莉栖が口にした願いは、真逆だった。

「忘れるなんて……そんなこと」

　噓うそだ。

　忘れないでほしいに決まっている。岡部は覚えているのだ。

　噓──

　いいや噓とか、どうとか……忘れないでという言葉にも、忘れてほしいという言葉にも、どちらにも紅莉栖のそれぞれの想いがあって、真実と、決意とがあり……。

　ふたつは矛盾しない。噓ではない。

「そんなこと、できるわけないだろう……！」

　いつだってそうだ。紅莉栖は、いつだって自分よりも他人を気にかけて、自分を犠牲にして……その願いだって岡部のことを思ってなのだ。本当は忘れられたくないくせに。人一倍、寂さみしがり屋やのくせに。

　紅莉栖をとめてはならない。

　心のウチから声が聞こえた気がした。

　それは紅莉栖にも負けないくらい強い意志を宿していた…………懐かしい、懐かしい、とても強い。言葉にチカラを宿した、この紅莉栖の傍らに立つ資格のある者。

「言ったでしょう。これは夢よ。夢はふつう、起きたら忘れるもんでしょ」

　頑固で、まっすぐで。

　決して忘れられるはずもない。ないけれど──

「子供のころに見た悪夢は、いまでも覚えてるぞ」

「誰が悪夢だ、誰が」

　精一杯の強がり。それは紅莉栖にしてもおなじだったろう。

　決意と不安は、いつだって表裏、綯ない交まぜ、紙一重だ。

　それが人の心。

「とにかく私のことは忘れること。今日ここであったことも、これまであったことも。それが私の望みだから」

　紅莉栖は岡部をふりかえった。小指がさしだされて、強引に指をからめられる。

「──ゆびきりげんまん、噓ついたら海馬に電極ぶっ刺す。指切った」

「ずいぶんと語呂がわるいな」

「ほっとけ」

　絡んだ小指が離れる。




　さよならのときだ。




　それが正しい選択だった。紅莉栖が、どんな内容のメールかわからないが、彼女なら的確な相手に、的確な指示を、的確な時期に送るはずだ。

　だから、ことを為し遂とげようとする紅莉栖は、すべてが美しかった。

「紅莉栖」

「岡部」

　呼ぶ声が重なる。タイミングがあいすぎて、ふたりは一寸ちよつと、次の言葉に迷った。

「ど……どうした？」

「あんたこそ、なに？」

「なんでもない……ただ、呼んでみただけだ」

　大切な人の名前を。

「偶然ね……私も、おなじ」

　だとすれば、好きな人の名前を。

　呼びあうだけで、ふたりは互いを重ねることができた。

「ねぇ、あんたは覚えてる？　私とはじめて会ったときのこと」

「忘れられるわけがない。なにしろ強烈だったからな」

「それを言うなら、あんたのほうこそ」

　２０１０年７月28日。

　出会い。

　岡部は、何度となく紅莉栖と出会ったのだ。最初のβ世界線、α世界線、タイムマシンで再度むかった、あの最悪の世界線……。

　ああ──岡部は気づいてしまった。

　この思いがけない再会すら、出会いのつづきだった。この長く濃密な〝いま〟がつづくかぎり。岡部が紅莉栖をあきらめないかぎり。ふたりは、こんなふうに永遠に出会いつづけるのだろうか。

　たとえタイムマシンを使ってでも、世界線を越えてでも。

　紅莉栖との約束は。

「ほんと……あのときは、まさか、こんなふうになるなんて思ってもみなかったわ……まさか、あんな出会いで、こんなにも──」

　こんなにもお互いが、かけがえのない存在になるなんて。

　口には出さない。言葉にはできない。

「まったくだな」

　言えないけれど──

「あ、でも言っとくけど、私たちの出会いも、覚えてていいのはいまのうちだからな」

　少しでも──

「…………」

「世界線がもどったら、忘れなきゃいけないんだからな」

　ほんの１秒だっていい。

　少しでも、この〝時〟が。

「わかってるよ」

「ふーん……そんなに簡単に忘れられるんだ」

　つづいてくれれば。

「おまえが言いだしたことだろ」

　彼女の声を。

「そうだけど、そんなふうにあっさり言われちゃうと、それはそれでムカツク……」

　仕草を。

「忘れろと言ったり、忘れるなと言ったり、いったいどっちなんだ」

　微笑みを。

「ふふっ、冗談。噓よ、噓……」

「なんだ。噓、なのか……」

「そう。噓……」

　すべてを忘れない──

「…………」

「…………」

　もう──

「岡部……」

「ん？」

「それじゃ、ね……」

　魔法の時間は終わりを告げる。

「ああ」

　あふれる言葉をのみこんで、岡部は応えた。そして紅莉栖は『電話レンジ（仮）』にむきあう。

　送信。

　もう躊躇ためらうことなく。『電話レンジ（仮）』は放電現象を起こし、空振──雷鳴のごとき破裂音を発する。起動に必要なリフターとなる『ブラウン管工房』の大型ブラウン管テレビも点ついているのだ。

　レンジの画面に表示された、長い、長いデジタル表記のカウントダウン。

　すべての作業のあいだ、紅莉栖は背中をむけたままだった。

　放電と雷鳴が、いっそう激しさを増す。

　ふりかえった紅莉栖は、

「岡部……よい、目覚めを」

　めいっぱいに笑って。

　岡部倫太郎が好きになった、牧瀬紅莉栖の貌かおだ。

　すべてが衝撃にかき消される。





────岡部は、







＊
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　束の間の夢から覚めた。










断章　断片化のエクスシア（２）







　声は届かぬまま。





２０１０／11／＊＊






　握りしめた〝うーぱ〟のキーホルダーの塗装が、すっかり剝げてしまうほどの時間。

　タイムマシンの少女が千葉の施設に監禁されてから、12年がすぎていた。

　椎しい名なかがりは、ここで暗闇の10代を生きた。会いたい人とは誰とも会えず、彼女を人間としてあつかってくれる相手もなく。

　誰も助けてはくれなかった。どんなに声をあげても、あんなにやさしかったママは来てくれなかった。

　でも、それは仕方がないのだ。あの池袋の家で暮らしている小さいころのまゆりママは、かがりのことを知らない。たった一度、この施設で声だけを聞いた若いカミサマも、かがりが約束を守ったことを知らない。

　タイムマシンは悪いものだ。

　カミサマが言ったように。だから、かがりはこんなに苦しみつづけている。これは、ぜんぶタイムマシンに乗ってしまったことへの罰なのだ。じゃあ、鈴すず羽はは……かがりとおなじだけの罰を受けているはずだ、絶対に。

　鈴羽は、いま、どこにいるのだろう。

　飼われているだけのかがりは、カレンダーや暦を気にすることもなくなった。ただ、タイムマシンによるオペレーションの最終目的地は２０１０年夏だとは聞いていた。だからかがりにとって今年は唯一、意味のある年ではある。

　でも、その２０１０年も終わろうとしている。

　鈴羽が、この千葉の施設のことを知るはずもない。知っていても、〈ワルキューレ〉を裏切った者を助けに来るわけがなかった。

　その日も、はじまる。

　かがりの12年間を、ともにすごしたといえる人間がひとりだけいた。彼──天使の刺青いれずみをした気まぐれな守衛は、たまに用事もなく話をしに来ることがあった。彼にとっては、動物園の檻おりのなかの生き物を観察に来るようなものであっても。

　たぶん彼は……暇だったのだ。

　守衛が一方的に話すだけの会話のなかで、かがりは世間のことをわずかばかりは知り得た。まだ第３次世界大戦は起きていないことくらいは。

　ベッドの上でうずくまっているかがりは、体を起こすだけの気力もなかった。この12年間、かがりは数えきれない回数、被験者となっていた。薬物治験、心理的なものと思われる実験、外科的なものさえ──ここ最近では、スタッフによる処置は、かがりの頭部、脳に集中しているようには感じていた。

　その日もやってきた天使の刺青の守衛は、だが、少し様子がちがっていた。

　この数年ですっかり肥満した彼は、いつものニヤけた感じではなく、別な意味で気味のわるい作りものの笑顔を浮かべていた。

　ご機嫌をとるように。

　かがりに話しかけてくると、だらだらと言い訳がましい前置きのあと、人を紹介すると言った。

　鉄格子のフロアゲートが開閉する音がする。

　やがて個室前のブースに、大勢のスタッフを連れて誰かが現れた。

　白人の──

「ハイ、カガリ」

　呼びかけた、その声を。

　忘れるはずがない。

　かがりは跳ね起き、はだけていたワンピースの裾をなおして、脚を隠した。

「驚いたか、カガリ！」守衛は道化のように場を盛りあげた。「Jesus……クリスマスには少し早いがサプライズプレゼントだ」

「あ…………！　あ…………！」

　でも、次の言葉が……出てこない。

「そうだ、おまえのカミサマだよ！」

「12年か」

　教授カミサマ──は、会いに来るのが遅れたことを詫わびた。

　かがりは首を横にふる。

　頰ほおを、忘れかけていた熱いものがつたった。

　恐怖や痛みではない、よろこびの涙だ。かがりの声は、やっと伝わったのだ。

　刺青の天使に縋すがり、祈った……そのおかげだ。

　扉がひらく。

　部屋に入ってきた教授は、かがりを見つめたあと両腕をひらいた。

　──ここが〝家イエ〟なんだ。

　生き別れた飼い主に再会した犬みたいに、かがりはカミサマの胸に飛びこんだ。

　再会。

　すべての苦痛を忘れて。すべてを父カミサマにあずけた。もう誰の言うことも、教授以外の言葉など聞く必要もなかった。────





＊






　アマデウス・システムによる記憶移植実験は施された。

　被験者たちは、例外なく記憶障害による錯乱、あるいは意識不明に陥る。

　２０１０年12月某日。

　椎Ｋ名６か２が０り５は昏こん睡すい状態から覚醒すると、担当スタッフのカードキーを奪い、警備をふりきって施設から逃走した。
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　目め眩まい。〈リーディングシュタイナー〉の発動と、岡おか部べの生理的バイタルサイン。

　それがなくとも、再び、世界線が変動したことは自明だった。

　目をひらく。

　ブラックアウトしていた視界は、ゆっくりと色彩をとりもどしていく。

　見慣れた──ラボの景色だ。

　もう一度だけ瞼まぶたを閉じた。

　記憶の残ざん滓しが、いとおしい彼女の輪郭を形作る。そして再び瞼をひらく。

　開発室に紅く莉り栖すの姿はなかった。




　白昼夢のような。




〈リーディングシュタイナー〉は夢を見るのか。

　いずれにしても岡部はもどってきた。β世界線に。紅莉栖のいない世界だ。





２０１１／１／２






　ラボのリビングには椎しい名なまゆりがいた。なにも知らない、岡部が守りたかった幼なじみが。

「──オカリン、どうしたの？　具合わるい？」

「いや……大丈夫だ」

　そして、仲間たちも。

「お薬、飲みますか？」

「平気だよ、ルカ子……心配ない」

　漆うるし原ばらるか。

「ほんとに？　無理しちゃだめだよ？」

　椎名かがり──そうだ、かがりがいるということは、まちがいなくβ世界線にもどってきたということ。

「ちょっと腹が減っただけだ。朝から、なにも食べてなくてな……」

「あはは。もう、オカリンさんったらダメだよ。ちゃんとご飯は食べなきゃ。ダルおじさんみたいにおっきくなれないよ」

　かがりは楽しそうだ。

「ダルか……ああなるくらいなら一食抜いたほうがマシだよ」

　適当に応じる。

　と、そこで岡部は違和感を覚えた。

「だったら、まゆしぃがなにか作ってあげるよ～」

「え、ママが？　作れるの？」

「もう、かがりちゃんまでそういうこと言うんだから～。これでもね、最近は由ゆ季きさんにお料理、教えてもらってるんだよ」

「あ、じゃあボクが手伝うから」

　待て……待て。

「待ってくれ」

　岡部は声をあげた。

「え？　すみません。ボク、手伝わないほうがいいですか？」

「いや、そうじゃない」岡部は、るかをびっくりさせてしまったことを詫びる。「そうじゃないんだ」

　岡部は……違和感のもとになった相手を見た。

「かがりさん」

「やだなぁ、オカリンさん。私のことは〝かがり〟でいいって言ってるのに」

　……変だ。

　たしかに、かがりは現代の環境にも慣れて、みんなと打ち解けつつあった。

　でも岡部は「かがりさん」と呼び、かがりは「岡部さん」と呼んでいたはず。それを言いだせば、もっとおかしなことがある。

「じゃあ、かがり」

「はい」

「さっき、まゆりのことをなんて呼んだ？」

「なんてって……」かがりはまゆりを見た。「ママだよ」

「どうして……！」

「どうしてもなにもママはママだもん。ね、ママ」

「えっへへ～、やっぱりそう呼ばれるの、ちょっとテレちゃうなぁ」

　まゆりが恥ずかしそうに身をよじった。

〈リーディングシュタイナー〉とは関係なく、目眩に襲われかけた。

　ちがう。

　岡部が望んだのは……まゆりが、なにも知らずにいる世界線だったはずだ。

　変化は、ズレは、思いがけないほど深刻なのかもしれない。

「……知ってるのか？　ふたりとも、おまえたちが未来の世界で母娘おやこだってことを」

「え～？　かがりちゃんのことはオカリンが教えてくれたんだよ？」

「俺が？」

「うん、本当のことを知っておいたほうがいいって。ねー？」

「ねー？」

　母娘にハモってかえされる。岡部が事実を教えたのだという。まさか……そんな大事なことを？

「じゃあ、もしかしてルカ子も……？」

「ごめんなさい。ボク、聞くつもりは無かったんですけど、耳に入ってしまって」るかは申し訳なさそうにした。「あ、でも大丈夫です。家族にも、ほかの人にも言ってませんし、それに……ボク、ちょっとだけうれしかったんです。みなさんと秘密を共有できて……」

　るかでさえ未来のことを、かがりの正体を知っていた。

「──でも驚きました。タイムマシンとか未来とか、ボク、お話の世界のものだって思ってたんですけど。実現できるなんて」

　ラジ館の屋上にあるタイムマシンの存在まで知っている、ということだった。

　どうやら岡部は、単純にもどってきたわけではなかった。

　微妙にちがう世界線。

　問題は、どこまでが以前とおなじで、どこからがちがっているか。

　──紅莉栖。

　岡部は、もう一度だけ、彼女の記憶の残滓をなぞる。

　それを大切に、大切に心の筺はこにしまうと、いま、むきあうべきことに意識をもどした。

　指切り。約束したから。

「かがり、もう少し質問させてほしい」

〈リーディングシュタイナー〉の空白を埋めるために、てっとり早く質問をする。隠すことがなくなったのだから、なんでも訊けばいいだろう。
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　わかったことは。

　まず、かがりは記憶喪失になっている。でも忘れてしまったのは、１９９８年から現在までのことだけらしい。以前の世界線とはちがって、子供のころの記憶──物心ついてから２０３６年までの記憶はあるようなのだ。未来のまゆり、至いたる、鈴すず羽はたちのこと、自分がタイムマシンに乗ったことも、かがりは覚えていた。

「──それじゃあ……かがりがラボに来たのは、ルカ子の家に居候したのがきっかけで、まちがいないんだな」

　千葉の山中で発見されて、住職が柳林神社に預けた。記憶喪失の件でるかが岡部に相談し、ラボにかがりを連れてきた経緯は、おなじ。

「……っていうかオカリンさんがママとひきあわせてくれたんだよ。覚えてないの？」

「いや、そういうわけじゃないんだが……一応、整理しようと思ってな」

「変なオカリンさん」

　まゆりと会ったとき、すぐ、かがりは若いころの母親だと確信したようだ。鈴羽に至っては、別れたときの姿のままなのだから、かがりにはすぐわかっただろう。

「行方不明になっていたあいだ、どこで、なにをしていたのかは覚えていないのか」

「うん！　きれいサッパリ、気づいたらお寺で寝かされてた」

　結局、１９９８年から２０１０年までの12年間、かがりがどこでなにをしていたのか。肝心の部分は記憶喪失で、すっぽり抜け落ちてしまっている。

　２０３６年がどういう時代か。なぜ、かがりはまゆりの養子になったか。それら未来の事情について、かがりは──鈴羽も、まゆりたちに詳しくは話していないらしい。まゆりとるかも、自分の未来について知りたがらなかったという。漠然と、未来では戦争が起きている……といった程度の認識のようだ。

　誰もが、自分の未来を知りたいと思うだろう。

　一方で実際に知るとなれば、好奇心とおなじくらい不安がともなう。未来は、幸福とはかぎらない。夢は無残に打ち砕かれるかもしれない。岡部のように、定められた死を宣告されるかもしれない。この先、50億人以上が死ぬ第３次世界大戦が待っているとわかれば、自暴自棄になってしまう者だっているだろう。

　ほかに確認しておくべきことは……。

「…………」

　ぼんやりとフローリングの床を見つめていた岡部は、あるはずのものがないことに気づいた。

「床が、きれいだ……」

「あ、さっき岡部さんが来るまえに掃除しておきました」

　るかが言った。

「いや、そうじゃなくて……床に小さな穴が開いてたはずなんだが」

　銃痕とは言わずに、言葉を選ぶ程度には冷静だった。

「穴……ですか？」

　ラボが襲撃を受けたのは昨日の夜のことだ。銃弾が床に穴を穿ったはずなのに。

　あらためてラボにいた全員を見る。

　まゆり、るか、かがり……３人だけだ。至、留る未み穂ほ、フブキ、カエデ……阿あ万ま音ね由季は顔だけ出してバイトで帰ったが、ほかのメンバーの姿がなかった。そもそも、かがりは『ブラウン管工房』でバイトをする話をつけたばかりでいなかったはず。

　──はず。

　とか、悩んでも仕方がないのだった。岡部は思考をリセットするしかない。世界線が変動したことで、おなじアトラクタフィールドであっても経緯がまるで変わってしまった。

「穴なんて開いてたかなぁ？　なかったと思うけど……」

　まゆりは首をかしげる。

　岡部は、思いきって昨日の話をふってみた。

「ちなみに、おまえたち、昨日はその……どうだった？」

「昨日のパーティのこと？　すっごく楽しかったよ」

「あんなに楽しかったの、私、はじめてだった！」

　まゆりとかがりは笑顔を交わした。

　おかしい──彼女たちは和わ気き藹あい々あいとして、なんの危機感も感じられない。

　ラボの襲撃事件そのものが、なかったことになっている……！

　では、この世界線では、かがりは誰からも狙われてはいないのか？

　いや、そうと決めつけるのは早計だろう。楽観的すぎる。かがりが行方不明になっていた12年間に、なにがあったのかはわからないままだった。その記憶の空白にこそ、まだ調べがついていなかった、ラボ襲撃をめぐる事件の原因があるのだ。

　安全などとは口が裂けても言えない。予断は許されない。

　α世界線でも、くりかえされたまゆりの死には時間のズレがあった。だから数日後──いまにも、お面どもがラボに押し入ってくる可能性はゼロではない。ますます用心しておいたほうがいい。

「また、みんなでパーティしたいね～」

「そのときはボクもなにか作るよ」

「私も！　私も手伝う！」

　まゆりたちは昨日の新年会の話に花を咲かせている。

　穏やかな時間。しかし岡部たちの知らないところで、なにかが起きている。世界線が変動したのが、その傍証だ。

　あらためて考える。なぜ世界線は変動した……。

　もう一度、岡部だけが覚えている、以前の世界線の１月２日に起きた出来事を思いかえした。

　アマデウスから岡部のスマホに着信が届いた。前日、システムにアクセスできなくなっていたのにだ。世界線が変動したのは、人工知能のクリスが助けを求める声を聞いた直後だった。

　──Amadeus

　アマデウス・システムが世界線の変動と関係している？

　確証があるわけではないが……では、かがりを襲った連中と、かがりの記憶の空白との関係は？

　それぞれの要素を関連づけるものはない。しかし、すべてはつながっているとすれば……。

「……かがりちゃん。時間、大丈夫？」

　まゆりが言った。

「あ、いっけない！　休憩時間、終わってた！　店長に怒られちゃう！」

「店長？」岡部は、また混乱させられる。「ということはバイトしてるのか」

「そうだよ。『ブラウン管工房』で……って、この前言ったじゃん」

　かがりは怪け訝げんそうに答えた。

　言葉の感じでは……かがりが『ブラウン管工房』でバイトをすることに、岡部は直接関与していないようだった。襲撃事件がなくなってもバイトはしている、という状況だ。

「もう、今日のオカリンさんはボケボケだね。しっかりしてよー」

　かがりはぴょんと立ちあがると、軽い足どりで玄関へむかった。

　母親まゆりと再会できたことで、子供がえりしてしまったのか。幼いときの記憶があるぶん、性格が、10歳当時の彼女に強くひきずられているのかもしれない。

「アルバイト、がんばってね」

「はーい。それじゃ、いってきまーっす」

　茶目っ気けたっぷりに敬礼したかがりに、岡部は質問を投げる。

「かがりさん……かがり、もうひとつ訊かせてくれ。〝アマデウスAmadeus〟という言葉を聞いて、なにか思いあたることはないか？」

「アマデウス……？」かがりは首を横にふった。「んとね……ごめん、わかんないや」

　本当に……知らないのだろう。

　かがりを見送ったあと、岡部はスマホを手にした。

　そして、また驚く。ホーム画面にあったはずのアイコンは……なくなっていたのだ。

「…………!?」
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　メイド喫茶『メイクイーン＋ニャン２』の店内に、岡部は、比ひ屋や定じよう真ま帆ほと坐すわっていた。

「わるかったな、こんなところに呼び出して」

「別に構わないわ。ちょうど近くまで来てたから」

　あいさつもそこそこに。

　α世界線からの復帰と、β世界線における小さくない世界線変動をたしかめた岡部は、すぐに比屋定真帆と連絡をとった。アマデウス・システムがどうなっているのか確認するためだ。

「で、話って？」

「アマデウスのことだ」

　岡部の言葉に、ところが真帆は予想外の反応を見せた。

　目を丸くした彼女のリアクションに、岡部のほうが途惑ってしまう。

「？」

「あなた……どうして知ってるの？」

　真帆は周囲を気にして、小声になった。

「どうして……って、どういうことだ？」

「どうして、あなたがアマデウス・システムのことを知ってるのよ？」

　まさか……そこからなのか。

　例の世界線ダイバ変動ージエ率計ンスメ測器ーターがないため比較できないが、小数点以下６桁表示のメーターの下２、３桁とか……そのくらいはズレが生じている。感覚として、そんな気がした。極端な話をすれば、知らないところで事件の経緯、敵味方すら、すり替わってしまったかもしれない。

「──あのプロジェクトは、紅莉栖の事件があったあとに凍結されたのよ」

「凍結された……アマデウスが？　凍結ってことはつまりプロジェクト自体、打ち切られたってことか」

「そういうことね」真帆はいまいましげに吐き捨てた。「で、さっきの質問。どうして、あなたがアマデウスのこと知ってるの？」

「それは……」

　真帆に、どこまで話すべきか。

　アマデウス・プロジェクト自体が昨年７月の紅莉栖の死後、凍結されたのだから、岡部がテスターとして採用されたことも、なかったことになっている。

「……紅莉栖から聞いたんだ。大学の先輩が、そういう研究をしてるって」

「紅莉栖が？　あのコ、あなたに、そんな話までしていたのね」

　岡部は、まだ真帆には言うべきではないと判断した。

　すべてを説明しようとすれば、Ｄメールやタイムマシンについても話さなければならない。そして真帆は、中途半端な説明を許さないだろう。彼女は紅莉栖とおなじ、科学の持つ可能性に、多大な好奇心を寄せる者のひとりだ。

　世界線の変動に絡んで、引き金トリガーである可能性が高いもの──アマデウスのクリスについてだけは確認したかった。

「なあ、アマデウスが凍結されたっていう話、もう少し詳しく教えてくれないか？　理由はなんだったんだ」

「外部団体からクレームが入ったんですって。人の記憶を人工知能に持たせるのは、人間の複製を造りだすのとおなじこと、神のみに許される所業だって。欧米って自分たちの価値観でモノを言う人が多いのよね。特に、そういうデリケートな部分は」

　アメリカ人の約半数が、ダーウィンの進化論を否定し、創造説──地球上の生物は、それぞれ個別に神が創りたもうたという思想を支持しているという調査結果もある。それは個人の教育レベルには関係なく、著名人や政治家であってもだ。

「理由は、それだけなのか？」

「ええ。少なくとも私はそう聞いてるわ。いきなり研究は中止だって言われて、教授たちもずいぶん怒ってた」

　アマデウスの凍結……それは今回の世界線変動と関係があるのだろうか。

　教授──レスキネン教授。

「…………？」

　岡部は、待てよ、となった。

　レスキネン教授は昨年11月、アキハバラ・テクノフォーラム（ＡＴＦ）のコンベンションで、アマデウスについて講演をおこなうために来日した。それも、なかったことになるなら……岡部とレスキネン教授には面識がないのではないか。そもそも岡部と真帆は、どうやって知りあった。なぜ岡部のスマホには、真帆の電話番号が登録されていたのだ。

「どうしたの？」

「いや……その、思いだしてたんだ。きみと出会ったときのことを」

　岡部は、自分でもめずらしいと思えるほど、空々しい噓うそをついた。

「ああ、あのときのこと。ああいう偶然ってあるのね……」

　なんとなく真帆に探りを入れると、おおよそのことはわかった。

　ふたりの出会いは11月ではなく、紅莉栖の死後間もない夏の終わりごろだったという。

　真帆が来日したのは、牧まき瀬せ紅莉栖が亡くなった場所を訪れるためだったという。後輩を喪うしなった心の整理をつけるためにむかった秋葉原のラジ館で、偶然、岡部と出会った。

「オカルト的な考えかたって大嫌いだけど。でも、あなたと出会えたのは、紅莉栖が繫つないでくれた縁なのかもしれないわね」

　縁──世界線の収束によるものかもしれない。

　岡部と真帆は、紅莉栖の死後、秋葉原で出会うと決まっていた。

　だとしたら、そこに宿る意味はあるのか……？

「そうそう、まゆりさんたちによろしく伝えておいてくれるかしら。昨日は楽しかったって」

「ああ」

　真帆も、昨日の新年会には出席していたようだ。だが、かがりの事情──タイムマシンについては知らないらしい。さすがに、それは口止めをしたのだろう。

「おかげで日本でのよい思い出ができたわ」

「思い出って……帰るのか、比屋定さん」

　テスターとして接していないのなら、岡部と真帆は、他た愛あいなく冗談を言いあうほどの仲ではない気がした。会話の距離感がつかみにくい。

「すぐにじゃないけどね……言ったでしょ？　私、紅莉栖がやっていた研究をひき継いでるの。いつまでも日本でバカンス気分を堪能してるわけにもいかないのよ」

　真帆はレスキネン教授とともに、人工知能に関する研究会のため１ヶ月ほど日本に滞在していたという。和光にある脳科学総合研究機構の日本オフィス準備室で仕事をしている……そこは、おなじだ。レスキネン教授と岡部の関係についてはわからなかったが、テスターとして採用されていない以上、面識はないのかもしれない。
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　アマデウス・システムは凍結された。

　もう人工知能クリスの声を耳にすることはない。真帆と別れたあと、あらためて、その事実が岡部の心に浸透しはじめた。

　まだ、胸に残っている紅莉栖のぬくもり。匂い。

　以前は、辛さのあまり、面影すら薄らいでしまっていた、その気持ちが、岡部の心のなかで熱を帯びはじめていた。

　──ここにいても、あんたは幸せにはなれない。

　紅莉栖は、そう言った。

　だから岡部はβ世界線に帰った。このたしかな喪失感とともに生きる覚悟をしたのだ。紅莉栖と指を絡めて、またひとつ約束を重ねた。

　夜。

　ひとりでラボにもどった岡部は、頭のなかを整理した。

　以前のβ世界線では、ライダースーツの女たちにラボが襲撃された。連中の目的は、椎名かがりの誘拐だった。

　α世界線へのアトラクタフィールド遷移の原因としては、状況証拠だが、アマデウスのクリスが引き金トリガーになった可能性がある。

　α世界線からβ世界線への復帰は、紅莉栖が実行したＤメールの過去改変による。

　現状、いま、このβ世界線でラボが襲われた事実はない。そしてアマデウス・システムの研究は凍結されていた。

　かがりを狙っている何者か。

　アマデウス・システム。

　これまでに浮かんでいた懸念の要因のふたつが、なくなってしまった。

　原因がなくなったとすれば、それは世界線の移動による解決とも考えられる。過敏になる必要はないのかもしれない。

　それでも、岡部の心の奥では警鐘が響いていた。

　椎名かがりの失われた12年間の記憶。

　凍結後のアマデウスの、記憶データの所在。

　少なくとも、そのふたつはあきらかにしておきたい。とくに前者は、これからかがりが生きていく上でもムダにはならない。

　スマホを手にＲＩＮＥアプリを起動させた。
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　柳林神社。

　夕食後、お風呂をいただいて、椎名かがりは部屋でくつろいでいた。

　かがりは、たぶん、まわりの人が心配するよりもずっと充たされている。

　記憶喪失。

　どういうわけか、かがりには幼いころの記憶しかない。２０３６年、10歳でタイムマシンに乗せられて過去へと跳び、そこで引率者の阿万音鈴羽とはぐれてしまった。鈴羽の話では、母親恋しさに錯乱したかがりが銃を手に逃走した……ということだったが、そのあたりから記憶は曖昧だった。子供のときのことだし、そのときの気持ちまでよく覚えていない。

　一方で１９９８年から12年間の記憶は、ぽっかりと空白になっている。かがりにしてみれば、あるとき目覚めたら、10歳だった自分が22歳になっていた──わけだ。

　数週間前、かがりが目覚めたとき、そこにあったのは天井だった。

　お寺の宿坊は古くて、ところどころ染みが浮いて、それが人の顔のように見えて怖かった。

　その後、かがりは秋葉原の柳林神社に預けられることになった。自分が未来人であることは住職には隠していたが、母親のまゆり、そして鈴羽と再会できたことで、やっと居場所ができたところだ。

「かがりさん。お茶、飲みますか？」

「うん。ありがとう、るかくん」

　最初に会ったとき、かがりは、漆原るかが自分の知る〝るかくん〟であることに気づかなかった。全然、印象がちがっていたからだ。未来のるかは精せい悍かんなレジスタンス戦士で、面影はあるにはあるが、やはりこの女の子みたいな少年とは似ても似つかない。

「はい、どうぞ」

「ありがと。ん……るかくん、この紅茶、なんだか変わった味がする」

「ローズマリーティー。集中力や記憶力があがるって聞いて、フェイリスさんに分けてもらったんです」

　記憶喪失と記憶力は微妙にちがう気もするが、やさしい心遣いが、かがりにはうれしかった。

　みんなが、かがりの記憶をとりもどそうとしてくれている。

　人はふつう、記憶がないと不安なはずだ。自分が、どういう時間を生きてきたかわからないのだから。

　けれども、実を言えば、かがりは記憶がもどらなくてもよいと思いはじめていた。

　自分が誰かは覚えている。10代の記憶だけがぽっかり抜けて、そのあいだ誰かに面倒をみてもらっていたのはまちがいない。その誰かに会って、お礼とか言わなければとは思う。

　だけど──

「もしかして、美味しくなかったですか？」

　かがりが紅茶を口にふくんだまま動きをとめていると、るかが心配そうに見た。

「あ、ううん、そんなことない。美味おいしいよ！　ちょっと考えごとをしてただけ」

「考えごと？」

「そ！　でも、たいしたことないんだ」

　ハーブの紅茶を飲む。

　かがりは思いだすのが……少し怖い。時折、ふとした瞬間に甦よみがえりそうになるのだ。記憶が。そのたびに、かがりの心は泡立ち、正体のわからない不安が頭をもたげる。

「それにしても、るかくんって本当に男の子？」

「そうですけど……」

「んー、やっぱりどう見ても女の子にしか見えないよね」

　かがりは率直に告げた。

「そんなこと言われても」

「そうだ！　ねえ、明日、いっしょにお風呂入ってみる？　そうすれば、るかくんが本当に男の子なのかどうかわかるでしょ？」

「だ、だだ……ダメですよ、そんなの！」

　かがりの提案に、るかはひっ、と言葉をつまらせた。

「どうして」

「だって、そんなの……だって女の人といっしょにお風呂なんて、そんな……」

「お姉さんとは、いっしょに入ってなかったの？」

「入ってましたけど……それは小さいころの話で……」

　るかは両手で頰ほおを覆って赤面した。

「ぷっ……ふふふ、あははははは」

　かがりは、噴いてしまった。

「かがりさん……？」

「ごめんごめん、冗談だよ、冗談っ。るかくんがかわいいから、つい、からかっちゃった」

「そんなぁ……」

「でも、そういう反応を見せるってことは、やっぱり男の子なんだねぇ」

「最初からそうだって言ってるじゃないですかぁ」

　困って、むくれた様子も、やっぱり女の子みたいだ。

『──こちらのお店では数十種類もの料理が、ぜーんぶ食べ放題なんです！』

　テレビでは、さっきからグルメ番組をやっていた。

　話題のバイキング形式のレストランを、女性レポーターが紹介している。

「すごいなぁ……」かがりは感嘆する。「いまの時代ってすごいよね。私がいた未来とは大ちがい」

「そうなんですか？　未来の世界って……食事とか、どんな感じなんです？」

「知りたい？」

　問いかえすと、るかは困った顔になった。

　未来には絶望しかない。いま、この時代を生きている人たちにとっては。

　戦争。

　日本の敗戦、内戦──難しいことはわからないが、日本人同士が殺しあうような世界だ。あるかどうかもわからない希望にすがり、毎日を必死で生きている。

「やっぱり、やめておきます」

　るかの答えに、かがりは胸を撫なでおろした。

「そのほうがいいよ。だって未来は……変えられるものだから」

〈ワルキューレ〉のみんなは、そう言っていた。

「未来は変えられる……？」

「うん。ママがね、そう言ってた。きっと変えられる、変えてくれるって」

　鈴羽とかがりは、そのためにタイムマシンに乗った……まゆりママは、あのとき、かがりに託した……。

　ママは言っていた。若いときのママに会えるよと。

　そのとおりになった。ママは、絶対、かがりに噓なんかつかないのだ。

「──んとね……なんだっけな。しゅたいん……なんとかって」

「シュタインズゲート、ですか？」

　以前、凶きよう真ま──岡部が口にしていた言葉だ。運命石の扉、と書く。

「そう、それ！　かならずあるってママは言ってた。それがなんなのか私もよくわからないんだけど、えっへへー」

　それこそが希望そのものだと言っていた。そして、みんなで岡部倫りん太た郎ろうという人を思いだすと、心があたたかくなるのだと。

『──さて、それでは次の特集です』テレビ画面がスタジオに切り替わって、女性キャスターが原稿を読みはじめた。『いま、世界で記憶の再生技術に関する研究が進められているのは、ご存ぞん知じでしょうか。今日は、その最先端を走る、あるアメリカの大学の特集です』

　緑あふれるキャンパスの外観。広々とした開放的な学内の様子が映された。

「日本の大学とは、ずいぶんちがうんだね」

　るかが感想を漏らした。

　かがりは、ところが、その映像を見た瞬間から心の変なところが泡立つ気がした。

『──こちらはヴィクトル・コンドリア大学。この大学ではいま、ある大きなプロジェクトが進められています』

　レポーターの話は専門的な分野に及んでいく。まじめな番組で、テレビむけに編集はされていたが、高校生のるかが、きちんと理解できるものではなかった。

「チャンネル替えましょうか」

　るかがリモコンを手にした。

「あ、待って」かがりは、その手を制止した。「…………」

「かがりさん……わかるんですか？」

「うん、脳の構造……記憶を捏造することはできるかっていう話」

　番組の内容が、すらすらと頭に入ってくる。まるで、養護施設でおこなわれていた授業の復習みたいに。

「へぇ、すごいですね。ボクには難しくて、なにがなんだか……」

　なぜ？　どうして？

　かがりは自分でもよくわからない。自分の頭で、なにが起きているのか。

「そう……？　そんなに難しい話じゃないよ。記憶は、脳のなかの海馬っていうところが司ってるんだけど、そのなかに歯し状じよう回かいって呼ばれてるところがあるのね」

　口から専門用語があふれだす。

「──そこでおこなわれる神経細胞の生産が、既存の神経回路の再編をひき起こすの。それによって記憶の忘却が誘発されるんだ。で、この研究チームがマウス実験をしてみたら、記憶の捏造が見られたっていう話。あ、ほら……あの奥の部屋。あそこでマウス実験なんかをしてるの」

「あの……」るかの途惑いは、とうとう疑念に至った。「かがりさん、もしかしてこの大学、知ってるんですか？」

　不可思議そのもの、といった顔で。

「え？」

「だって、なんだか詳しそうな口ぶりでしたし」

　テレビには研究室が映った。カメラはその奥、白い扉から隣の部屋へと入ってゆく。

『──この部屋でおこなわれたマウスを使った実験。それによって研究チームは……』

「ううん、知らない」

　かがりは知らない。自分が生まれてすらいない過去の時代の、アメリカの大学のことなんて知るわけがない。

「でも、いま……」

　──あの奥の部屋。あそこでマウス実験なんかをしてるの。

　レポーターが説明するよりも前に、かがりは「マウス実験」と具体的に口にした。

　でも、知らない。こんなところは知らない。

「わからない……知らない。けど……なんでだろ、さっきは知ってるような気が……した……」

　頭の奥がズキリと痛んだ。

　記憶喪失というのは、知っているはずなのに思いだせなくなることのはずだ。

　なのに、いまのかがりは……知らないはずなのに思いだせる。

　──怖い。





５






　岡部はＲＩＮＥで至と連絡をとった。〈リーディングシュタイナー〉の空白についてだ。

「──この世界線でも、桐生きりゆう萌もえ郁かにかがりの捜索を依頼していたわけだな……」

　ＲＩＮＥの返信をたしかめる。

　至と萌郁は、やはり取材がらみで知りあった。鈴羽がかがりの存在を告白し、岡部も協力して人捜しをはじめた経緯はおなじ。人捜しについてＡＩのクリスに意見を聞いたことなどは、なかったことになったはずだ。

　現状認識。世界線の変動によって、歴史は再構成され、全人類の記憶は上書きされてしまった。

　アクティブな世界線は、つねにひとつだ。

　かがりの発見後は、彼女が記憶喪失だった時期について、やはり萌郁に追加調査を依頼している。もちろん、その12年間にかがりの身にあったことが、まるきり変わってしまっている可能性だってある……が、それは、もはや岡部にも比較観測はできない。

　とにかく桐生萌郁については、以前と同様に接するのがいいだろう。






──ダル：どしたん、オカリン？　もしかして世界線変わったん？








　至がＲＩＮＥで質問をかえしてきた。

　これまで目め眩まいを感じたとき、岡部はごまかしてきた。実際のところ、目に見えてわかる変化はなかったからだ。

　しかし、今回はちがう。

　βからαへ、アトラクタフィールドのレベルで世界線は遷移した。

　──あれが夢であるはずがない。

　牧瀬紅莉栖と交わしたすべての記憶、それだけは……気迷いで済ませることはできない。

　よろこびであれ苦しみであれ悲しみであれ、紅莉栖との記憶は、岡部の心を温めてくれる場所だ。

　再会……あの再会に意味を求めるなら。

　世界線を越えて、たしかにあった運命とするには。あのとき、あの瞬間の、岡部自身の想いを忘れないこと。

　でなければ、あの奇跡のような再会さえ、ただの世界線のノイズになってしまうだろう。

　岡部は、もっとも信頼する至に〈リーディングシュタイナー〉が発動したことを伝えた。ただ、いまはもといたβ世界線ところに復帰していること。かがりの記憶喪失についての小さな差異についても。

　その上で、桐生萌郁についての対応を、至に頼んだ。

　ＲＩＮＥのやりとりを終えると、岡部は、ラボにもどってきた鈴羽にむきなおった。

　鈴羽は、バイト後のかがりを柳林神社まで送って、しばらく周辺を警備したあと帰ってきたところだ。

「世界線が変動したの……？」

「ああ」

　岡部は答えた。

　鈴羽はアトラクタフィールド理論について、未来の至からレクチャーを受けている。ただ、αとかβとかいうのは、かつての岡部たちが状況を整理するためにつけた便宜的な区分で、鈴羽は、ここが「β」世界線だと認識しているわけではない。

　彼女にとっては、この世界線が、すべてだった。

　そのすべてが、観測者である岡部の認識では、いったんなかったことになったという。

　鈴羽と〈ワルキューレ〉の作戦目標は、理想の世界線シュタインズゲートへの脱出だ。

　一歩まちがえれば、それが失敗していたかもしれないのだ。理由もわからず、気づくことさえなく。その、あまりにも実感のないことへの驚き、彼女が為そうとしている〝自分の消失とひきかえに世界を救う〟ことの困難さに、しだいに鈴羽の顔は険しくなった。

　岡部には、そんな鈴羽もまた自分とおなじくらい危うく思えてきた。

　戦士である鈴羽は強いストレスに耐えてきた。ただ、それは心の重圧をすべて抱えこんでいることでもある。

　この世界線でも、岡部と鈴羽はぎくしゃくしたままだったはず。

　問題を共有するため、岡部は、かがりの記憶喪失の差異について自分から鈴羽に話した。

「……以前の世界線では、かがりは子供のころの記憶も、あたしのこともぜんぶ忘れていたのか」

「ああ。うーぱを持っていなかったら、すぐにはわからなかったかもしれない」

　以前は、所持していたうーぱのマスコットが決め手になって、記憶喪失のカナが行方不明の椎名かがりであると気づいた。この世界線では、かがりは自分の名前を覚えていたから、カナと名づけられることもなかっただろう。

「まゆねえさんを見て、すぐ、かがりのほうが気づいたよ」

　もちろん、かがりはうーぱのマスコットを持っていたし、なにより鈴羽を覚えていたことが決め手になった。

「〈リーディングシュタイナー〉の空白か……なるほどね」

　話をするなかで、鈴羽は、岡部の特別な能力について理解を深めた。

　ソファーに身を沈め、それから、ふうっと天井を仰ぐ。

「どうした？」

「なぁ、オカリンおじさん。前の世界線のあたしは、かがりを……」

　言いかけて、言い澱よどむ。

　岡部は、その表情から察した。

「かがりを責めたりはしていなかったぞ。記憶喪失で、なにも覚えていなかったから」

「そうか……そうだよな」

　鈴羽は考えこむ。

「かがりとは、その……どうなんだ」

「どう、って」

「１９９８年にかがりが失踪した経緯は聞いている。作戦を妨害して、おまえに銃をむけて逃げたそうだな」

　戦時下の価値観は、平和な時代の大学生には推し量ることもできない。ただ率直に言って、かがりの行為は裏切りだったはずだ。

「それは……うん」

「でも、おまえは、かがりをずっと案じていたよな。捜しつづけていた」

「…………」鈴羽はつぶやく。「まゆねえさんに頼まれたから。スズちゃん、かがりをお願い、って」

　未来のまゆりに……。

　たとえ過去に子供を逃がしても、作戦が成功すれば世界線は変わり、まゆりとかがりは、きっと親子でさえなくなってしまう。互いを覚えてもいない。それでも、まゆりはかがりを託した。

「鈴羽……かがりと、わだかまりみたいなものはないよな」

　岡部は率直にたずねた。

「本当に覚えていないんだね、オカリンおじさん」

「と言うと？」

「かがりが見つかってからのこと。あたしは、かがりと『ブラウン管工房』でバイトしている。毎日、ずっといっしょにいる」

　今日も、その仕事風景をずっと見ていたわけではなかったが……たしかにこれといって、ふたりのあいだに不仲な空気は感じなかった。

「たとえば……かがりが逃げださず、この２０１０年にタイムトラベルしていれば、当然、そうなっていたと思われる状態なわけだな」

　未来のまゆりは、過去に行けば若いときのママがいると言って、娘をなだめすかしたという。

　その言葉どおり、かがりは女子高生のまゆりと再会できた。だから、いまのかがりは、記憶喪失ではあったが精神的にはだいぶ安定していた。12年間の空白こそあったが、ひとまず感情は矛盾なく、ストレスなくつながっていたから。

「そう」鈴羽が肯く。「オカリンおじさんが心配したように、わだかまりは、ないわけじゃないよ。あたしには、だけど……かがりは任務を放棄したばかりか妨害したんだ。未来では、たとえ子供であっても、身内であっても裏切りは許されない。あたしたちはレジスタンスだった」

　内通者がいれば、たちまち一巻の終わりだったのだ。

「でも……おまえは、かがりを捜していたんだよな。ずっと」

「半分は、まゆねえさんとの約束のため。でも、もう半分は……かがりが、なにかをしでかさないか不安だったからだよ。かがりはタイムマシンの場所を知っている。２０１０年の夏がミッションの最終目的地だったことも」

　もし、かがりの口からタイムマシンの情報が漏れて、ロシアあるいはＳＥＲＮ、そのほかの超大国に伝わったら。

「やつらがラジ館のタイムマシンを回収に来る……？」

「もちろん10歳の子供の言うことを、タイムマシンだとか、信じるとは思えないけど。かがりは自分が未来人だと証明できるものも、知識も持っていないから」

　タイムトラベラーであると主張しても、かがりが出自を証明することは容易ではないのだ。

　ラジ館のタイムマシンが、いまのところ安全であることから、情報が漏れているとは考えにくい。

「──そもそも、かがりが作戦を妨害したのは、まゆねえさんと会えなくなるのが嫌だったからみたいなんだ」

「それは……」

「世界線を変えることが許せなかったらしい。第３次世界大戦が起きて、自分が戦災孤児にならなければ、かがりは、そもそもかがりですらなかった。まゆねえさんはママにならない。とにかくタイムマシンを使うこと自体に反対だった」

　バカなことを──鈴羽は口惜しそうにつぶやいた。

　察せられないこともない、しかし戦士としての誇り、理性はないのか。自己犠牲の化身となっている鈴羽にとって、かがりの行動はいまいましく、幼稚で、全否定しなければならないものだ。

　鈴羽が長い戦闘のなかで削り落としてきた弱さ。その弱さだけで、椎名かがりという人間はできている。それが10歳の子供だったとしてもいらだつのに、いまのかがりは……。

「年上なんだもんな」

　岡部が言った。10歳プラス12年で22歳、外見だけは大人のお姉さんだ。

「うん」

「たとえば、もしタイムトラベルしてきたのが未来のまゆりで、年上だったら、俺も話がしにくいと思うよ」

「だよね」鈴羽は苦笑を浮かべた。「とにかく、かがりを心配していたのは本当。見つかって安心したのも本当。銃をむけられて腹を立てたのも、ぜんぶぜんぶ本当。でもさ……母親が恋しい子供がしたことだ。いまのかがりは、まゆねえさんのおかげで情緒も安定していると思う。もう作戦を妨害する様子もないようだし」

「かがりは、なんて言ってるんだ？」

「あたしに銃をむけて逃げたことはなんとなく覚えていて、そのことは謝ってきたよ」

　まぁ、許すしかないだろう。

　子供のころの記憶はあるとはいっても、12年前だ。岡部だって10歳のときの記憶で思いだせることなんて、そう多くはないし、そのころにやらかした数々のイタズラについて、いまになって謝罪と言われてもピンとこない。

「かがりについて、ほかには？」

「タイムマシンから持ってきた医療キットで検査はした。簡易的なバイタルチェックしかできないけど……かがりの体そのものは健康。これといった異状はなかった」

　とにかく鈴羽としては、作戦に支障がないなら、かがりは、まゆりとるかに頼みたい……というのが希望のようだ。

「受験勉強とかあるだろうし、申し訳ないという気持ちはあるけどね……」

「鈴羽……まゆりは、おまえにだけ、かがりを託したわけじゃない」

「え？」

　託した、というのは、なにも鈴羽にだけではなかったはずだ。

　母である未来のまゆりは、過去──まさに岡部に、そして若いころの自分自身に託した。

「──そう考えれば、かがりのこと、なおざりにはできないな」

「オカリンおじさん……」

「問題は、かがりの12年間の空白か」

　新年会でのラボ襲撃事件はなくなったが、いつ、また危険が迫るかわからない。狙われているのは、かがりだ。行方不明のかがりが、どこで、なにをしていたか。襲撃犯は、外国人がらみの、銃器を持ち歩くような危険な連中だ。

「──あたしが気にしているのは、やっぱり、かがりがタイムマシンのことを誰かに話していないかってこと。あの機体は、あたしの生体認証でしか動かせない。ただ、もし機体ごと奪われるようなことになったら……あたしは、ひとりでも７月28日に跳ぶか、それができなければ機体を破壊するか、命を絶つ。両目を抉えぐって炭になるまで自分を焼く」

「まぁ、おちつけ」岡部は猛る戦士をなだめた。「かがりの事情はプロに──桐生萌郁に調査をつづけてもらう。鈴羽は、かがりを警護してほしい。彼女は……誰かに狙われている可能性がある」

「前は、そうだった？」

　鈴羽はすぐに見抜いた。鈴羽自身の生死にもかかわることなので、岡部は隠さなかった。

「外国人……銃を持ち歩くようなやつらだ。正体はわからないが軍隊あがりかもしれない。ミスターブラウンにも頼んでおく」

「店長にも？」

「あの人は……そういうことには特に頼りになる、と思う」

　言ってから岡部は気が重くなった。これから、自分がやるべきことを思いだしたからだ。
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　翌日、午後。

　岡部は、あらためて『ブラウン管工房』を訪れた。

「──いいか？　おめえの頼みを聞いてやるわけじゃねぇ。それだけは忘れるんじゃねぇぞ」

「感謝します」

　脅しの態度をとった天てん王のう寺じに、岡部はしれっと感謝の言葉をかえした。

　今朝のうちに、岡部は天王寺裕ゆう吾ごのもとに赴き、椎名かがりの護衛について協力をとりつけた。

　かがりは、すでに『ブラウン管工房』でバイトをしている。ラボの襲撃事件は起きておらず、天王寺の娘の綯なえも危険にさらされていない。

　だから岡部は、単刀直入に、天王寺がＳＥＲＮのラウンダーである事実に絞って本人につきつけた。

　緊張の交渉になったわけだが……その話をするのは岡部にとって都合二度目ということもあって、前よりスムーズにことが運んだ。もっとも天王寺になにか申し出をするのは、できれば、もう終わりにしたかった。

「おい、岡部……おめえらいったい、なににかかわってやがる」

「それは……」

「話せねぇってか。頼みごとするだけして、ずいぶんと虫のいい話だな」

「すみません」

「だが、それでいい」

　天王寺は、そこで、いくぶん表情をゆるめた。

「え……？」

「情報ってのは最後の切り札だ。べらべらしゃべっちまうようなら、俺は降りてたぜ」

　ま、せいぜい気をつけるんだな、と。

「ありがとうございます」

「わかったから、そうやって畏まんな！　どうにも、やりにくくってしょうがねぇ」

　天王寺は、以前の岡部とは様子がちがうので、ペースを崩されてしまったらしい。

　岡部は天王寺に礼を述べて『ブラウン管工房』をあとにした。

　午前中のうちに、もうひとりの協力者──桐生萌郁とも至を介して話をつけてある。ひきつづき、かがりの12年間を調べてくれと依頼した。

　万が一のために岡部ができることはした。あとは事件が起きないことを祈るだけだった。
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　岡部にしては──ポケットに安定剤をつっこんだ半病人にしては精力的に動いていた。

　少なくとも、やるべきことは明確だった。

　できることは、かぎられていた。ただ、その根底にある思いを、岡部は自分でもまだつかみきれていない。

　α世界線の紅莉栖との約束を守るため。

　それは……以前からそうだったはず。岡部は心を病み、鈴羽や、未来の仲間たちの願いから目をそむけることでしか、約束を守ることができなかった。

　そうでなくては──結局、岡部がたどりつきたかったのは理想のシュタインズゲートとやらではなかった。自分が紅莉栖を殺さない世界ならよかった。まゆりの生死とは切り離したところで。

　いま、岡部は……。

　再びα世界線の紅莉栖と再会し、約束した。

　これは堂々めぐりなのか……こうしてβ世界線にもどったところで、なにかが解決したわけでもなく、心の整理がついたわけでもない。

　大好きになった牧瀬紅莉栖と想いを重ねた。そして契り、そして別れた。

　──忘れなさい。

　そんな噓うそをついてくれた、やさしい彼女と。

　それは、いますぐでなくてもいい。どこかの未来セカイで──




　束の間の夢。




　岩砂漠をさまよいつづけ、やっと口にしたコップ一杯の水のような。

　岡部の心に、あの夏以来、はじめてもたらされた癒やしだった。ひとときの休息。そして、それは紅莉栖にしか──α世界線の彼女にしかもたらすことができないものだった。

　愛。

　なんてほどたしかなものじゃない。岡部は知っている。世界は永遠を約束しない。世界線は刹那の交わりだ。でも、であればこそ……砂糖菓子みたいにもろく溶けてしまう、想いばかりが先走るだけの稚拙な感情にも、その瞬間にも価値はある。あった……はずだ。

　すぎていく時間、迫る時間。

　時の流れを敵にまわして追い詰められるだけだった岡部は、立ちどまって、あのラボの時計を見つめ、自分の位置いまをたしかめた。

　ほんのそれだけのことだった──かもしれない。




　岡部が大檜ひ山やまビルの２階にあがると、ラボでは意外なことに漆原るかが待っていた。

　深刻そうな顔で、話があるのだという。

「──かがりさんの記憶のことで、気になることがあって」

「かがりの？」

　岡部は床に坐すわった。

　るかはタイムマシンの存在を知っている。もう当事者のひとりで、なにも知らないでいてほしい、などと悠長に構えてはいられない。

「あ……と言っても、これが、かがりさんの記憶をとりもどすことにつながるかどうかは、わからないんですけど」

「構わない。話してくれ……かがりと暮らしているおまえが、いちばんかがりを見ている」

　岡部は、るかへの信頼を言葉にした。

「はい……！」

　るかは、もじもじと両膝をすりあわせて、上目づかいに岡部を見る。

「──ゆうべ、テレビで記憶の研究についての特集をやっていて……」

「ほう」

「アメリカの大学でおこなわれているものだったんですけど。それを見ていたかがりさんが、まるで、その学校を知っているような口ぶりだったんです」

「アメリカの大学？　どこの大学だ」

「えっと……なんだか難しい名前の学校で……ビクトル・コンドル……？」

「ヴィクトル・コンドリア大学か!?」

　岡部は身を乗りだした。

「あ、そうです！　その学校です」

　かがりがヴィクトル・コンドリア大学を知っている……？

　なぜ。

　もちろん、それが知りたくて、るかもここに相談に来たのだろうが。

　考えられるのは……空白の12年間のあいだに、かがりがヴィクトル・コンドリア大学に通っていたという可能性だ。

　日本で行方不明になった子供がアメリカの大学に？　孤児として外国人にひきとられたとか、なくはない話だろうが……。

「どう……でしょう？　なにか手掛かりになりそうでしょうか」

「さすがにそれだけじゃ、なんとも言えないが……」

「そうですか……」

　るかは肩を落とした。

「いや、手掛かりにならないというわけじゃない」

　どんなことも、たしかめる必要がある。岡部はスマホでＲＩＮＥを起動した。
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　夕方近く。ラボにはかがりが到着していた。

「あらたまってお話ってなにかな？　オカリンさん」

　今日のバイトは夕方からの短いシフトだったらしい。出勤するタイミングで呼びだされたかがりは、そわそわしていた。

「話は、ちょっと待ってくれるか。もうひとり呼んであるんだ」

「もうひとり？」

　ヴィクトル・コンドリア大学について、岡部は、よくは知らない。かがりの記憶についてたしかめるには適任者がいた。

　外の階段をあがる小さな靴音が聞こえて、ラボの玄関がノックされる。

「おじゃまします」

「あ、真帆さん、こんにちは」

「ハイ、元気？」

　かがりと真帆があいさつを交わした。

　真帆は、かがりが記憶喪失であることは知っていた。かがりが未来人であること、タイムマシンのことは教えていないようなので、そのあたりのことは、ごまかしながら話すしかない。

　昨日のテレビ番組とかがりの反応について、るかに説明してもらう。

「……じゃあなに？　つまり彼女──かがりさんが、うちの大学にいたかもしれないっていうの？」

「ちょっと待って」かがりは途惑う。「そんなこと言われても私、その……なんとかトルコドリア大学なんて知らないよ」

「ヴィクトル・コンドリア大学」

「……ほらね？　名前だって、ちゃんと覚えてないんだもん」

　かがりは、そんな大学は知らないという。

「でも、昨日は知っている様子だったんだろう、ルカ子？」

「はい。研究室の奥にある部屋で、ねずみさんを使った実験をおこなっている……って、かがりさんが言ったんです。そしたら本当に、その部屋での実験の様子が映って……」

　テレビでレポーターが説明するまえに、かがりは言ったのだという。

「かがりは、そのことは？」

「んとね……覚えてない……」

　そんな会話をしたかなぁ、という感じだ。

　るかが噓をついているとは思えないし、噓をつく理由がない。では、かがりが噓を言っているのかといえば、おなじ理由からそれもないだろう。

「漆原さん……その研究室って、どこだったかわかる？」

　真帆がたずねた。

「詳しくはわからないんですけど……脳とか記憶とか、そんな研究をしているって言ってました」

「ということは、もしかすると脳科学研究所かもしれないわね」

　脳科学研究所、つまり真帆が所属しているところだ。

「それじゃあ……もしかしたら、かがりは比屋定さんや、紅莉栖と会っていたかもしれないということか？」

　岡部は考えこむ。

「脳科学を研究しているところはうちだけじゃないし、私のいる研究所だって、院生だけじゃなく、一般の研究者もたくさん出入りしている。全員と顔をあわせたわけじゃないわ。ただ……おなじ年頃の日本人、それも女性なら、見かければ記憶には残っているでしょうね」

　真帆は、脳科学研究所でかがりを見かけた記憶はない。だから可能性はかなり低い。

「ルカ子。ほかに、かがりのことで気になったことはないか？」

「えっと……かがりさん、ときどき、びっくりするくらい難しいことを知っていたり……」

「私だって難しいことくらい知ってるもん」

　かがりは口をとがらせた。

「昨日はテレビで、記憶の捏ねつ造ぞうについて放送してたんですけど、それも、なんだか詳しそうでした」

「記憶の捏造……たしかに、その研究をしているチームもいるわ」

　真帆は興味を示した。

「かがり。いま、その話はできるのか？」

　岡部は本人にたしかめる。

「んとね……えーっと、それがよくわからないの。るかくん、私、ホントにそんなこと話してた？」

「話してましたよぉ」

　かがりは「うーん……」と眉間に人差し指をあてて考えこんでしまう。

　記憶喪失だけでなく短期記憶にも問題があるのか。いいや、それならバイトのシフトだって覚えられないのではないか。日常生活に支障が出るようなことはないようだ。忘れてしまうことの内容が偏っている、きらいはある。

「ルカ子……いままで、こういうことはよくあったのか？」

「最近までは、それほど……この何日かで急に……」

　なぜ、かがりにヴィクトル・コンドリア大学についての知識があるのかはわからない。でも彼女の記憶喪失と無関係ではないはずだ。掘りさげていけば手掛かりにたどりつく……かもしれない。

「っ…………」

「どうしたんですか！」

　かがりが辛そうにうめいたので、るかが心配した。

「っ……ちょっと、頭が……」

「少し横になるか。話を急かせすぎたかもしれないな」

「負担が大きかったのかもしれないわね……平気？」

　岡部と真帆も、かがりを案じる。

「うん……大丈夫、です。ありがとう、先輩……」

「だったら、いいのだけど」

　うっかりすると……岡部も真帆も、そのまま聞き逃すところだった。

「おい、いま……」

　岡部は愕がく然ぜんとなった。

「先輩って」

　真帆も息をのむ。

「え……？」

「かがり……きみ、いまたしかに先輩って呼んだよな？　比屋定さんのこと」

「うそ……？　私、そんなこと……」

　かがりは口元をおおった。

「いいえ、まちがいなく言ったわ。漆原さん、あなたも聞いていたわよね？」

　──〝先輩〟。

　真帆とかがりに過去の面識はなかった。単なる言いまちがい──にしては「先輩」なんていう呼び名をかがりが口にするのは、いかにも不自然だ。

　と、外の階段をドスドスとのぼってくる音がした。

　足音の持ち主が誰なのか、考えるまでもなかった。

「ダル」

「おつー」

　玄関を開けて、至がラボに入ってきた。

「おじゃましてます」

「あ、真帆たんも来てたん」

「その呼びかたはやめて」

「足りるかなぁ……えーっと、ひー、ふー、みー……」

　人数を数えはじめたダルの手には紙袋が提げられている。手土産があるらしい。

「──この前、駅前にできた駅ビルアトルあるでしょ。あそこに美味しそうなプリン売っててさ。たまにはと思って買ってきたんだけど、人数分あるかなって」

　言いながら、箱を開けてテーブルにプリンを並べはじめる。

「ダル、あとにしろ」

「なに、みんな難しい顔して？　僕がこんなん買ってくるの、そんなめずらしい？　ま、たしかにそのとおりだけど、ちょうどバイトで結構な臨時収入が入ったんだよね。仕事ができるうえに、気配りと収入を持ちあわせている僕に惚ほれてもいいの……あれ？」

　至は挙動をとめた。

　紙袋を逆さまにして、ふってみたりする。

「──スプーンがひとつたりない……さては店員のおねーさん、忘れたな」

「スプーンなら流しのところに……」

　るかが言った。

「あ、私、マイスプーン持ってるから……」

　それが──決定的なひと言になった。

　立ちあがったるかの動きがとまった。そして、ふしぎそうにかがりを見る。

「かがりさん、マイスプーンなんて持ってましたっけ？」

「え？」かがりは口を手でおおった。「あれ？　そう……だよね？　おかしいな。なんで私、スプーン持ってるなんて……」

　そもそもマイスプーンってなんだろう、と。

　その奇妙なキーワードを、岡部は以前にも聞いたことがあった。〝マイ箸〟なんていう言葉を耳にすることはあるが、スプーンとなると話は別だ。離乳食の時期の赤ちゃんじゃあるまいし。

　でも岡部は知っていた。マイスプーンを持っていた奇特な人物を。

　牧瀬紅莉栖。

　彼女がスプーンを携帯していた経緯は措いておくとして。さっき真帆のことを先輩と呼んだ件といい……。

「なあ、比屋定さん。アメリカむこうで、きみを先輩と呼ぶ人間は何人いた？」

「ひとりだけよ」真帆が即答する。「先輩とか後輩とか、そういう呼びかたは日本独特のものだから。私を先輩と呼んでたのは紅莉栖だけ」

「く……りす……？」

　かがりの困惑が顔に出る。

　岡部はメモにその名前を書き、ふりがなもつけて見せた。

「かがり、きみは牧瀬紅莉栖を知ってるか？」

「牧瀬……紅莉栖……」

　かがりは記憶を探ろうとしたが、うまくいかない。額に汗が滲にじんだ。

「無理はしなくていい、急いで思いだす必要は……」

「ううん……このままにしとくのも、なんだか気持ちわるい」

「え、ちょっ、いったい、なにがなんなん？」

　事情のわからない至は、プリンを食べたそうにしながら、そわそわしている。

　紅莉栖の名前を聞いただけで、ここまで反応するということは……。

　かがりは……真帆とは面識がなかったが、紅莉栖とは知りあいだった？

　かがりと紅莉栖が交友を深めるなかで、大学のこと、研究所のこと、身の上話などを聞かされたのか？　その話を、かがりは自分の記憶と混同している？　やや偶然がすぎるが、可能性はゼロではないだろう。たとえば紅莉栖の日本留学時代にふたりが知りあったのなら、かがりがアメリカにいたと考える必要もなくなる。

　いや、あるいは──

「…………！」

　不意に、あのマシンのことを思いだして、岡部は身ぶるいした。

　かがりと紅莉栖について、ひらめき、とある仮説を立ててしまったのだ。

　タイムリープマシン。

『電話レンジ（仮）』とＬＨＣを駆使したデータのタイムマシン。サンプリングした記憶データを過去に送信すれば、人は「未来の記憶を思いだす」──結果的に、擬似的な予知能力者のようにふるまって人生をやりなおすことができる。

　もちろん、その利用にはリスクがあった。

　記憶を過去へと送信する際には、主として携帯電話を用いる。自分の番号宛にかけるのだが、もし、まちがい電話をしたら？　番号はあっていても、ほかの誰かが、なにかの拍子に電話を受けてしまったら……？

　──そんなバカなこと、あるわけが……。

　岡部は自分の危険な考えを、あわてて否定した。『電話レンジ（仮）』は廃棄した。

「…………」

　と、岡部と真帆の目があった。

　真帆は無言でコクリと肯く。様子を見たい──ということだろう。

　岡部はかがりにむきなおった。

「じゃあ、いくつか質問させてくれ」

　まず、かがりが紅莉栖と自分の記憶をとりちがえてしまうのは、どういったケースで起きるのか。その場合分け。かがりは紅莉栖について、どこまで知っているのか。

「きみの父親は、どこにいる？」

「パパは……死んじゃった……子供のころに……」

　これは、かがりの記憶だ。紅莉栖の父親である中鉢教授は存命だ。記憶の混同はみられない。

「具体的に覚えているのか？」

「うん。戦争で……死んじゃった……」

　戦争という単語が出て、岡部はひやっとした。

　事情を知らない真帆は考えこんでしまう。かがりの父親は中東やユーゴスラビアなどの紛争地帯で亡くなったのか……と思ったかもしれない。

　実際には、かがりは、第３次世界大戦の空襲で両親が死んだことを覚えているのではなく、両親は死んだと聞かされていたことを覚えている、といったほうが正確だろう。

　真帆に対してごまかしが利かなくなりそうだったので、岡部は質問を変えた。

「それじゃあ〝栗くりご飯〟と言ったら、なにを思いうかべる？」

「栗ご飯？　なんなの」

　真帆は当惑した。

「答えてくれ、かがり」

「栗、ご飯……」かがりは顎に指をあてて、目線だけで少し上を見る。「〝カメハメ波〟……」

　全員がきょとんとした。

　でも岡部だけは、心臓がとまりそうだった。

〝栗悟飯とカメハメ波〟は、紅莉栖がネ＠ッちトや掲ん示ね板るで使っていたハンドルネームだ。その名はもちろん、自分が＠ちゃんねらーであることも紅莉栖はひた隠しにしていた。

　決して、絶対、誰にも言っていないはずだ。

　そんな紅莉栖本人しか知り得ない情報を、かがりは知っている。

　かがりの額に、汗が流れた。

「タイムトラベルの主な理論が、いくつあるか知っているか？」

「…………」

　真帆がなにか言いたげだったが、岡部は任せておけと制した。

　かがりは、さも当然という顔で、

「11……全部で11」

「！」

「あれ、ちがったかな……？」

　言ってから、かがりは急に自信なげになる。

　まさか……本当に答えるなんて。

　岡部の頭のなかで、ひらめいてしまった仮説が灰色の靄もやとなって広がりつつあった。

　そんなこと、あるはずがない。そう願うほど晴れることのない疑念だ。

「11の理論を、具体的に説明できるか？」

「中性子星理論。それから……ブラックホール理論に、光速理論、タキオン理論、ワームホール理論、エキゾチック物質理論、宇宙ひも理論、量子重力理論、セシウムレーザー光理論、素粒子リング・レーザー理論……」

　かがりは両手で指折り数えながら、よどみなく答えていく。

「──最後に、ディラック反粒子理論」

「全部あってる」

　かがりが列挙していくのを、小さく口を開けて見ていた真帆は、啞あ然ぜんといった顔でそう声を絞りだした。

「ねえ、オカリンさん……私、どうしてそんなこと、知ってるんだろう……」

　答えた当のかがりは、泣きそうな顔だ。

「それらの理論を用いてタイムマシンは作れると思うか？」

「…………」かがりは逡しゆん巡じゆんした。「できない、と思う」

「ほう」

「あ、でも……この11の理論では作れないけど、今後の科学の発展次第ではできなくもない……んじゃないかな……」

　紅莉栖も既存のタイムマシン理論には否定的だった。だが一方、タイムマシンの可能性については、実は、そうではなかったはずだ。紅莉栖が遺のこした、世間では『中鉢論文』と呼ばれる研究こそが本物のタイムマシン開発につながる。

「どうして、そう思う？」

「それは、んとね……どうしてだろ？」

「じゃあ質問を変えよう。その考えかたに行きついたのは、なぜだ？」

「わかんない……けど……ただ、なんとなく知ってたような……」

　知っていた。

　かがりの脳に、知識としては存在している。

　でも、いまの質疑応答は、いろいろおかしなことが多い。そもそも椎名かがりは未来人だ。彼女自身がタイムトラベラーであり、タイムマシンは作れると、はっきり答えるのがふつうだろう。

　逆に、10歳までの知識しかないかがりに、11の偽りのタイムマシン理論を諳そらんじることはできないはずだ。それは──トンデモ科学的知見から11という数を考慮すると、きわめて最近の知識だ。彼女にとっては生まれてもいない時代の、じきに廃れてしまうだろう誤った理論だ。

　どういうことだ。

　やはり、かがりはごく近い時期に紅莉栖と会っていた……マイスプーンのこと、＠ちゃんねるのハンドルネームまで打ちあけられるほど、親友といってよい関係になった。そのとき紅莉栖から聞いた話を、記憶喪失のかがりは自身の記憶と混同している。

　そして、もうひとつの仮説は──

「比屋定さん……アマデウスは凍結されたと言っていたが。アップロードされていた紅莉栖の記憶データって、まだ存在するのか？」

「ええ……まさか破棄はされていないはずだけど」

　プロジェクトの凍結が紅莉栖の死後のことなら、昨年３月時点の紅莉栖の記憶データは存在しているはずだ。

「それって、どれだけの人間がアクセスできたんだ？」

「ごく、かぎられた人間だけよ。私やレスキネン教授、ほかに助手が何人か……紅莉栖本人」

「ちなみに、その記憶データを人間の脳に移植することって、可能だったりするよな？」

　岡部は質問をぶつけた。

「はあ？」

　真帆の反応は微妙だった。面食らったのを、ごまかしている感じにだ。

　プロジェクトの核心にかかわる部分だ。でも、岡部はレスキネン教授の講演を聞いていた。アマデウスはアルツハイマーの治療など医療への応用を目的のひとつにしている。

　そして岡部には、なによりも実体験がある。

　人の記憶を走査スキヤン──デジタルデータ化して、ＬＨＣで圧縮、時間を跳び越えさせて過去に送信、携帯電話を介して同一人物の脳にデータを展開デコードし、記憶データを移植、〝自分の未来を思いださせる〟タイムリープマシン……。

　身をもって知っているからこそ思いついてしまった。かがりの状態を説明できる科学的仮説だ。




　──〝他人の記憶を思いださせる〟…………！




　可能……なのだ。技術的には。

「岡部さん、いったいなにを……？」

「マイスプーンを持ち歩いていたのは紅莉栖なんだ。比屋定さんのことを先輩って呼んでいたのも紅莉栖だけだ。〝栗悟飯とカメハメ波〟は、紅莉栖が＠ちゃんねるで使っていたコテハンだ。知っているのは、本人以外だと俺くらいのはずだな。紅莉栖ならヴィクトル・コンドリア大学の研究室のことも知ってる。マウス実験のことも知ってる。11のタイムマシン理論についても知ってる」

　あらゆる傍証を列挙する。

「オカリンさん……？　どういうこと？」

　かがりが不安そうに岡部を見た。

「俺の思いついた仮説だ」

　その場の全員を見まわした。

　かがり、るか、至、そして真帆……このことを伝えるべき相手だけであることをたしかめると、岡部はつづけた。

「──かがり。もしかしたら、きみの頭のなかには、牧瀬紅莉栖の記憶が移植されているかもしれない」
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　鈴羽が、バイトを終えてラボにもどってきたときには、夜になっていた。

「──かがりの頭のなかに、牧瀬紅莉栖の記憶が入っている……？」

　岡部の説明を聞いた鈴羽は、思ったよりも冷静だった。

　あのあと、かがりには追加で質問をした。

　ヴィクトル・コンドリア大学のこと、脳科学研究所の研究内容のこと。

　かがりの返答はまちまちで、知っていることもあれば知らないこともあった。ただ、知っていることについては、真帆や紅莉栖しか知りえない情報がふくまれていた。

　かがりは質問攻めで疲労してしまったため、天王寺にバイトを休む了解をとって、るかといっしょに帰らせている。

　真帆は、岡部の仮説については見解を保留し、アマデウスの記憶データを人間に移植できるかどうかについては検証してみると告げて、和光に帰っていった。

　ラボにいるのは、岡部と鈴羽、そして至だけになった。

「それって、かがりが二重人格ってこと？」

「いや、そうじゃない」岡部は考えを述べる。「二重人格っていうのは、解離性同一性障害といって、誰かのなかに別の人格ができることだ。言うなれば、いまの自分に対する不満や不安から、自分のなかに別の人格を作ってしまうようなものだな」

　稀まれに、その人が憧れている実在の人物などが別人格として表出することもあるらしいが、基本的にはオリジナリティを持った人格が作られる。たとえば──鳳ほう凰おう院いん凶真みたいなやつだ。黒歴史だが。

「──でも、かがりの場合はちがう。かがりのなかにあるのは人格じゃない。文字どおり、牧瀬紅莉栖の記憶だけだ。紅莉栖の記憶だけが、かがりの頭のなかで混在している……と考えられる」

　かがりはかがりであり、性格まで紅莉栖のようにふるまうことはない。紅莉栖の記憶をひきだすたびに、かがり自身は違和感を覚えるが、すぐに忘れてしまう。

　上書きされたのではない。かがりの記憶と人格は残っている。だから混在している。

「なるほど」鈴羽は話の内容を咀そ嚼しやくした。「２０３６年の技術なら、それは決して不可能な話じゃない」

「その可能性はあるということか？」

　たとえば幼いころ、かがりはすでに、どこかで保存されていた牧瀬紅莉栖の記憶データを移植されていた、とか。

「でもさ、かがりたんは10歳より前の記憶はあるわけっしょ？　他人の記憶をぶちこまれるなんてことされたら、そのときのことも覚えてるはずじゃね？」

　至が言った。

　成長途中の幼い脳に大人の記憶をぶちこんだら、どうなるか……考えるだけで恐ろしい。

「あのコは……かがりは、たまに〝カミサマの声〟が聞こえるって言っていた」

　鈴羽は思いかえした。

　自分を特別視する、子供特有の空想話だとして、あまり気にもしていなかったが……。

「カミサマ？」岡部はうなる。「幻聴か……？　それが、インストールされた紅莉栖の記憶から滲にじみでてきたもの、っていうのは考えられるが……」

「ただ未来は、この時代ほど長閑のどかじゃなかった。物資も人も足りてなかった。記憶を移植するなんていう技術は、実用化されているとしても軍の機密だよ。一般人に使ったとは思えないな」

「かがりは戦災孤児だったな。ＰＴＳＤを治療するために、そういう技術が試されたということはないか？」

「だからって他人の記憶を移植するのは、変だ」

　どうも……話がうまくつながらない。

「……だな。じゃあ……紅莉栖が最後に記憶データを更新した３月から、かがりが千葉で発見された12月までのあいだ……ここ１年くらいのことと限定できるか」

　真帆への質問内容から、そう推測できた。

「２０３６年なら可能でもさ、いまの技術で、できるもんなん？」

「紅莉栖なら可能だろう」

　だろう、とは言ったものの岡部には確信がある。

　アマデウス・プロジェクトの壁になっていたのは、主として倫理的な問題だった。できるできないの話なら、はるかに高度なタイムリープマシンですら現在の技術で実現可能なのだ。

「牧瀬紅莉栖が、かがりに自分の記憶を移植したってこと？　彼女は、そんなマッドサイエンティストみたいなことをする人だったの？」

「それは、ありえない」

　鈴羽に答える。紅莉栖の能力をもってすれば、それも可能だということだけだ。

「かがりたんが記憶喪失になったの、その12年分の記憶野に、まるっと他人の記憶が上書きされちゃったからとかなん？」

「突飛な発想すぎるよな……俺だって、そう思う」

「バックアップがなかったらデータ復元できないお」

　至が言ったように、まったく、人間の脳をＰＣのストレージに喩たとえるような話だ。ひらめいてしまったことに固執しすぎているのは、わかった。

　紅莉栖しか知り得ないことを、かがりは知っていた。それは事実だ。

「たとえば幽霊になった牧瀬氏の魂が、かがりたんに乗り移った的なことだったりして」

「ダル……おまえ、そんなオカルト話を比屋定さんの前で披露してみろ。全力で論破されるぞ」

「ですよねー」

　かがりについては専門家である真帆の見解待ちで、経過を見守ることしかできそうにない。

「そういえばダル……由季さんはどうしてる？」

「阿万音氏なら、毎日バイト忙しいみたいだお」

「彼女は、なんのバイトをしているんだったか」

「ケーキ屋さんって聞いてる」鈴羽が答えた。「美味おいしいから一度、食べに来てって言われた」

「そうそう。でも、ちょっと遠いんだよね」

「だからこそ、行ったら、よろこばれるんじゃないか！　しっかりしてよ、父さん」

　至は藪やぶをつついて蛇を出してしまった。

「あ、はい、サーセン……つーかオカリン、なんでいきなりそんなこと訊くん？」

「いや……」

　ライダースーツの女は阿万音由季だったのではないか？　岡部のなかに懸念が残っていた。

　かがりの記憶の件にも、由季がかかわっているかもしれない。

　とはいえ襲撃事件があったのは以前の世界線だ。由季が左腕にケガをしていようがいまいが、もう、たしかめる意味のないことだが……。

「……もし、彼女のことで」

「母さんがどうかしたの？」

「いや、なんでもない」

　確証もなく身内を疑わせることはできない。阿万音由季の動向は、岡部が注意しておく。

　まず、かがりだ。彼女の空白の12年間、それさえわかれば、いま自分たちのまわりでなにが起きているのか、あきらかになる気がした。
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　翌日。

　未来ガジェット研究所に比屋定真帆が訪れて、昨日につづいて、かがりに対する検査をおこなうことになった。

「それじゃあ、はじめるわよ。いい？」

「うん……」

　岡部が立てた仮説が検討に値するなら──それが科学者の性分なのだろう。

　かがりも、自分から検査をしたいと申しでた。隣には、るかが付き添っている。

「まずは、これを見てもらえる？」

　真帆は彼女のスマホ画面を見せた。

　白を基調とした清潔そうな建物の廊下を、白衣の男女がふたりで歩いている。そんな画像だ。

「──これが、どこだかわかる？」

「んと……学校？」

「どこの？」

「ヴィクトル・コンドリア大学の」

「この手前を歩いてる人、彼の名前は？」

「トニー・ブラウン、あだ名はＪＢ。興奮すると独特のステップを踏むから」

「じゃあ、こっちの彼女は？」

「んー……わかんない」

　かがりは首をふった。

「……どうだ？」

　岡部は真帆にたずねた。

「写真の彼女……私たち研究者の間では、かなり有名な子よ。紅莉栖だって当然知っていたはず」

　仮に、かがりが紅莉栖の記憶を持っているとして、すべてを思いだせるわけではないのだろうか。

「でも、男のほうの名前はあってるんだろ……記憶として呼び起こされるものと、そうじゃないものがあるんじゃないのか？」

「だからって、この程度じゃ、まだ紅莉栖の記憶だと断言はできないわ」

　ヴィクトル・コンドリア大学のことは、調べれば絶対にわからないということはない。確信に至ることはできない。

　真帆は、心配そうにしているるかを一いち瞥べつしてから、かがりにむきなおった。

「もう少し、つっこんだ質問をしてもいい？　以前、私と紅莉栖で映画を観みに行ったことがあるの」

「比屋定さんと紅莉栖が……？」

　岡部はつい声を漏らした。

「意外？　私たちだって、たまには息抜きをする。ふだんは研究ばかりだけど」

　あの紅莉栖が、誰かとプライベートで映画に行くというシチュエーションが、いまいち想像つきにくかった。

「研究で、ちょっと行きづまってた私を、あのコが連れだしてくれたのよ。チケットが２枚あるからって」

　男が好きな子をデートに誘う常じよう套とう手しゆ段だんみたいに。そういうところは不器用なのだろう、紅莉栖あいつは。

「そのときに観た映画のタイトル、わかるかしら？」

「んと……ボブ・ワイナー監督の『彼と彼女の予感』？」

　かがりが答えると、真帆が息を吞のんだ。

「…………！」

　決定的な質問だったのだろう。岡部は、彼女の反応で察することができた。正解なのだった。

「それって最近の映画か？」

「20年前の作品……リバイバル上映だったのよ」

　真帆は頭をかかえた。全世界で公開されたメジャータイトルではなく、当てずっぽうではない。

　かがりは……知っているのだ。いいや彼女の脳に、その記憶がある。

「あの……その映画」

　るかが話に入ってきた。

「なんだ、ルカ子」

「『彼と彼女の予感』……これですよね」るかはスマホで映画のポスター画像を出した。「この映画、ボク、かがりさんと観ました」

「なに？」

「ほら……前に、岡部さんに買い物の荷物を運ぶのを手伝ってもらいましたよね。あのとき、その映画のＤＶＤを買ったんです」

「…………！」

　たしかに廉価版の映画ＤＶＤを買っていた。

　岡部が覚えているのは以前の世界線のことだったが……るかが来客のための買い物をして、その荷物を、岡部が柳林神社まで手伝って運んだ、あの出来事は、この世界線でも起きていたのだろう。

「かがりさんのリクエストだったんです。観たい映画とかあるかな、って聞いたら……」

　記憶喪失だし、子供むけのアニメなどを言いだすのかと思えば、古い洋画だったので意外だったという。

「うーん、覚えてないや……るかくんと映画を観たのは覚えてるよ。飽きて、途中でやめちゃったけど」

　かがりは首をふった。

　他人の記憶から読みだして口にしたことは、どうも、すぐに忘れてしまうらしい。

「ルカ子……たしかゲームも買っていたな」

「はい。音楽にあわせてやるやつですよね」

　人気の乙女ゲーム──以前アマデウスのクリスは、池袋の乙女ロードに興味を示していた。この世界線で岡部はテスターではなかったが……オリジナルの紅莉栖は、もともと乙女系の世界に興味を持っていたのは、たしかだろう。

「どっちにしても、私が紅莉栖と映画を観たのを、誰かが目撃していればわかることよ」

　真帆は顔を歪ゆがめた。

「きみが今日、そんな質問をするということは予想できなかったはずだ。かがりが、そのために、そんな細かい情報まですべて暗記したとでも？」

「そのくらいのこと、わかっているわ……！」

　葛藤なのだろう。アマデウスの管理者として認めたくないのだ、その危うい可能性を。

「っ…………」

　かがりの額から汗が滲む。

　さほど暖房は利いていないのだが、脳に混在する記憶を探る、という行為が、かなり負担になっている。

　岡部は思いかえす。

　タイムリープしたあとも、記憶のなかで時系列は重複し混乱する。だが、それはあくまでも自分の記憶だけで、アトラクタフィールド理論によって理解し、順序立てることはできた。

　かがりの場合は、それが誰ともわからぬ他人の、いつのものともわからない記憶かもしれないのだ。おまけに記憶喪失だ。そんなの……自分の頭のなかで、なにが起きているのかなんてわからなくなってしまう。

「これぐらいにしよう。かがりがキツそうだ」

「待って、最後にもうひとつだけ訊かせて」

「うん……いいよ。どうぞ」

　かがりは気丈に肯うなずいた。

「子供のころ……あなたがいちばん大切にしていたものは、なに？」

　期せずして、それは二者択一の質問になった。

　かがりであれば、それは、まゆりにもらったうーぱのマスコットのはずだ。

「子供のころ……？」

　かがりは、すぐには答えられない。真帆は、より質問を具体的にした。

「それは、あなたがアメリカに移住してからも、ずっと部屋に置いてあった」

「んっ……イルカのぬいぐるみ……水族館に行ったときパパが買ってくれた……」

「…………！」

　真帆は、ついに大きなため息をついてソファーに身を沈めた。

「……あってるのか？」

「ええ。これは昨日、紅莉栖のお母さんが電話で教えてくれたわ。このことを知ってるのは紅莉栖と、ご両親だけ……」

　紅莉栖が中鉢教授に買ってもらったイルカのぬいぐるみ……。

「それじゃあ……」

「悔しいけど、あなたの仮説を……否定できない」

　真帆の結論だった。

「そうか……」

「あの、私……どうなっちゃうの、かな……？」

　かがりの不安に、岡部は答える言葉を持たなかった。

「かがりさん、つきあわせてわるかったわね。ゆっくり休んで」

　真帆は立ちあがった。

「……帰るのか？」

「ええ。自分なりに検証できることは残っていそうだから……それじゃあ、また」
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　比屋定真帆は、和光のオフィスのデスクで、ぼんやりとＰＣのモニターを眺めていた。

　世間は、まだ正月気分だ。日本の仕事はじめには、まだ早い。

　前回、真帆が日本に来たのは、まだ残暑の厳しいころだった。牧瀬紅莉栖の突然の死。かわいそうな後輩が、無残に命を絶たれた現場を弔問するために訪れた秋葉原で、岡部倫太郎という青年と出会った。

　真帆の、紅莉栖に対する感情は複雑だったのかもしれない。

　紅莉栖がおなじ職場に来るまで、真帆は自分をそれなりにできる──天才と驕おごっていた。

　真帆もまた飛び級を重ねて10代で大学の研究室に入った。だから、そう思っても無理はなかった。なにより、まわりが真帆を天才あつかいしたから。

　当時の自分の思いあがりは、顔から火がでるほど恥ずかしい。

　牧瀬紅莉栖の登場によって、真帆の自尊心は打ち砕かれた。

　彼女は本物だった。それと比べれば、自分は、はっきりと一段劣る。それは周囲の反応からあきらかだった。

　ああ敵わない──そう思った。

　いっそ憎むことができれば楽だった。せめて別の研究所、別のチームであれば無視することもできたのに。紅莉栖は真帆に、それすら許さなかった。




　──先輩。先輩のその研究、上手くいけば革命的な成果が得られると思います。

　──私になにかできることがあれば、手伝いますから言ってくださいね。




　彼女は、どこまでも公正で、真摯な科学者で、真帆に対してまっすぐだった。

　いつか紅莉栖を越えてやりたい、そう思った。先輩には敵いませんと言わせてやりたかった。

　でも、そんな真帆の願いは永久にかなわぬものとなった。

　紅莉栖への複雑な気持ちを抱えたまま、真帆は、自分が紅莉栖をどう思っていたのか、よくわからなくなってしまっている。真帆が紅莉栖の研究を継ごうとしているのは、そんな自分の気持ちに整理をつけるためだ、と言われれば否定できない。

　不幸な紅莉栖が、中途半端に投げだすしかなかった研究で成果をあげることができれば、真帆は、やっと紅莉栖の存在を乗り越えられるだろう。いいや越えずとも、亡き人に心を乱されることはなくなる。

　アマデウスAmadeus。

　側頭葉に蓄積された記憶に関する神経パルス信号。

　記憶のデジタルデータ化。紅莉栖は論文で、それが可能だと証明してみせた。

　その技術は真帆たちの手で、人工知能として実用段階にまで迫っている。レスキネン教授のはからいで日本に留学した紅莉栖が研究所にもどるころには、医学分野などへの転用まで見据えた結果を出し、そのときこそ、ふさわしい学会などで発表するはずだった。

　それも紅莉栖の死とともに潰えた。

　突然、大学の上層部から伝達されたプロジェクトの中止。文句を言おうと、教授にくってかかろうと決定は覆らなかった。

　アマデウス・システムは脳科学研究所のサーバーに封印された。サンプリングされた記憶データも、そこで眠っているはずだ。

　紅莉栖の記憶データ。

　そして、いまになって紅莉栖の記憶を持つという女性が現れた。椎名かがり。

　なぜ、そんなことが……。

　可能性があるとすれば、それは、あの少し奇妙な印象の青年・岡部倫太郎の仮説どおり──

「おや？　マホ」

　オフィスのゲートがひらいて、大柄な白人男性が入ってきた。

「教授」

「どうしたんだい？　まだニューイヤー・ホリディのはずだが？」

　真帆の上司である、アレクシス・レスキネン教授だった。

「そういう教授こそ、休みの日に出てきてるじゃないですか」

「特にすることも無いからね。ホテルにこもっていても息が詰まるだけだし、それなら、ここへ来て仕事をしていたほうがいい」

「だったら私も似たようなものです」

　研究者というのは、好きなように研究することが人生なのだ。

　こうしてレスキネン教授がオフィスに顔を出すことを見越して、真帆はわざわざ来ていた。

「マホ、きみには、いろいろとやることがあるだろう。たとえばデートとか……」

「教授。あんまりしつこいとセクハラで訴えますよ」

「おっと、それだけは勘弁してくれ」

　レスキネン教授は大げさに肩をすくめてみせた。

　真帆と岡部倫太郎は、互いに紅莉栖の友人だったという縁もあり、偶然の出会いから、いろいろと話をする仲になった。

　それだけだ。ところが真帆に日本人の学生のボーイフレンドができたと曲解したレスキネン教授は、以来、そのオカベという青年とマホを、くっつけようとしてくる。

「……それじゃあ、お詫わびというわけじゃないですが。ひとつ訊きいてもいいですか？」

「訴訟されないですむのなら、なんなりと」

「じゃあ訊きますけど……アマデウスは、いま、どうなっているんですか？」

　アマデウス・プロジェクトの統括責任者はレスキネン教授だ。

「どうもなにも……いまのところ再開できる目処がたっていないことは、きみだってよく知っているはずだよ」

「それはわかってます。私が訊きたいのは、アマデウスのデータは、いま、どうなっているかということです」

「研究室のサーバーに保管されているね」

「誰かがアクセスしたり、持ちだしたりは？」

　真帆の言葉に、レスキネン教授は眉根を寄せて、ゆっくりと首を左右にふった。

「マホ……きみが、なぜそんな疑問を持ったのか私にはわからない。アマデウスは凍結され、不正にアクセスされたという事案も起こっていない」

　はずだ、と。少なくともレスキネン教授の耳には入っていなかった。

「私や、紅莉栖の記憶データも？」

「もちろん」

「じゃあ、ほかに　私が知らない人工知能のプロジェクトが動いているなんてことも、ありませんか？」

　アマデウスのデータを流用して、研究がつづけられている可能性はないのか。

「あるわけがない……！　我々の研究チームには、マホ……きみのチカラが必要不可欠だ。私たちはクリスという才能を失った。それは大いなる損失だったが、彼女のいなくなった穴を埋められるのは、きみだけだと思っている。そんなきみの知らないところで、新たなプロジェクトなど進めるはずがないだろう？」

　研究者には他人をだしぬこうとする者が少なくない。手柄を横取りされて先に発表されてしまえば、何年もかけた研究がムダになってしまう。おなじチームの人間であってもだ。信頼を置ける人物はかぎられている。

　レスキネンに対する真帆の信頼は、まさに全幅の──真帆は助手として、アマデウス・プロジェクトについての栄誉のすべてを、この教授にこそ受けとってほしいと願っていた。だから何人であれ剽ひよう窃せつは許さない。

　真帆の、椎名かがりの記憶の件に関する疑念と焦燥の大半は、そうしたレスキネン教授への感情の上にあった。

「マホ、質問に対する答えはこれでいいかな？　では私からの質問もいいかい。どうして急に、そんなことを訊くんだい？」

「それは……」

「もしかして自分の秘密が、誰かに漏れていないか心配にでもなったのかな？」

「……まあ、そんなところです」

　質問したレスキネン教授の口から、それらしい答えが出てきたので、真帆は乗っかっておいた。

「それなら心配ない。アマデウスは本人が秘密にしたいことはしゃべらない。きみだって知っているはずだよ。仮に、何者かがデータを盗んだところで、本人が知られたくない部分はブラックボックスになっている。アマデウスから記憶データをとりだすことは不可能だ」

　サンプリングした記憶データは、アマデウス・システムで実行することで人工知能として機能する。記憶データそれだけを解析することはできないし、システムごと盗んだとしても、ＡＩのマホはオリジナルの比屋定真帆の性格まで再現していた。オリジナルの不利益になる情報を漏らすことはないし、人工知能であるから、肉体的な拷問、薬物による自白、精神的な脅迫、そのほかの手段によって証言の強要はできない。

「秘密が漏れるとしたら、記憶を持つ生身の人間からだけだね」

「生身の人間……」

「つまり本人だけということだ。どうだい、少しは安心したかい？」

　レスキネン教授の回答は明快だった。

　ただ、そうなると結局、椎名かがりのなかにある紅莉栖らしき記憶については、謎のままだった。

　と、またまたオフィスのゲートがひらいた。

「あら？　ふたりともいたのね」

　ジュディ・レイエス教授だ。彼女も研究会がらみで来日していた。

「──せっかくのホリディだというのに、もの好きね」

「レイエス教授こそ」

「ワタシはホテルにいてもやることなんてないから」

　レイエス教授の答えを聞いて、真帆はレスキネン教授と視線を交わすと、肩をすくめた。

「なになに、なんなのよ？」

「Ｈａｈａｈａ」

「ふふ……なんでもないです」

　ここにも似たもの同士がいたのだった。真帆たちのリアクションに、レイエス教授は大きなクエスチョンマークを頭の上に浮かべた。
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２０１１／１／６






　かがりの脳のなかに紅莉栖の記憶がある。

　岡部が、そんな仮説をひらめいてから数日が経った。

「ごめんなさい。オカリンさんには、いろいろ迷惑かけちゃって」

「迷惑だなんて思ってない。俺なんかよりもルカ子やまゆりのほうが、いろいろと気を配ってくれてるはずだ」

　その日のラボには岡部とかがり、まゆり、るかがいた。

「そんな……ボクなんて、ただ話し相手になるくらいで……」

「まゆしぃこそ、なんの役にも立ってあげられなくて、ごめんね？」

「ううん！　そんなことないよ！　るかくんはすごくよくしてくれてるし、ママはいてくれるだけでうれしいし」

　ママと呼ばれて、まゆりはくすぐったそうに身をよじった。

　女子高生が年上の女性からママなんて呼ばれれば、ふしぎな気分になるはずだ。至など先日、なにやら新しい可能性を発見したとかで、ふたりがジャレるのを観てはハァハァして、ママァ……とか甘えた声を出していた。

「ねぇ、ママ？」

「なぁに？」

「ぎゅってしていい？」

「ぎゅ？」

「子供のころに、ママがよくやってくれたみたいに、ぎゅってしてもいい？」

　世界線がズレてから、かがりは、ますます子供っぽい性格になった。大きな10歳児だ。

「ふええ～？　わわ～、テレちゃうな～」

「だめ？」

「ううん……いいよ？」

　はにかみながら肯うなずいたまゆりに、かがりは顔を輝かせて抱きついた。

「えっへへ～」

「かがりちゃん、いい子いい子～♪」

　まゆりはタイムマシンのことは知っていても、深い事情は知らないし聞いてもこない。ただ、戦災孤児だったかがりの気持ちを、感じてはいるはずだ。

「ママ……」

　ふしぎなもので、実年齢はかがりが５歳くらいは上だが、こうしていると母娘に見えてくる。

「ありがと、ママ」

　まゆりママのおかげで、かがりの精神状態は、以前よりもおちついていた。

　いまなら話していいだろうか……岡部は、かがりにむきなおった。

「それで、かがり。調子はどうだ？」

「調子、かぁ……んとね、なんだかよくわからない、かな？」

「よくわからないとは？」

「ふとしたとき思いだすことがあるんだけど、それが自分のものなのか、紅莉栖さんのものなのかわかんないの。難しい数式とか、実験とか……理解はできてないんだけど知ってる、覚えてる、みたいな」

　かがりの12年間は空白なのではなく、そこに紅莉栖の記憶が上書きされてしまったのだとしたら。それが、どんな感覚なのか想像することさえできない。

「んとね、この前もね、パパのことを思いだしたの。子供のころパパに褒められたときの記憶。それを思いだして、なんだか、すごくうれしかったんだけどね……でも、私、赤ちゃんのころに戦争で両親死んじゃったし、パパなんて知らないんだよね。だけど、自分が経験したことじゃないのに、褒められてうれしいっていう感情はたしかにあって……そう考えてると頭のなかがごちゃーってなっちゃって……」

　かがりは頭を抱えてみせる。

　くるくると表情が変わり、ややオーバー気味なリアクション。なんだか、まゆりによく似ていた。そういうのも未来の母親による影響なのか。

「その……紅莉栖の記憶は、よく出てくるのか？」

「うん。まえに比べると、しょっちゅうになったかも……」

　紅莉栖の記憶を、頻繁に読みだしてしまう。

[image: ]

「ねぇ、オカリン。かがりちゃん、どうなっちゃうのかな？」

　まゆりが漠然とした不安を訴えた。

「本来なら、ちゃんとした専門機関で検査してもらうのがいいんだろうが……」

　身元不明のかがりは病院にかかることも難しかった。この12年間、まったく病院にかかっていないということはないだろうし、どこかに記録が残っているかもしれないが……。

「あんまり検査はしたくないなあ。子供のころもね、検査ばっかりしてたから」

「そうなのか？」

　未来のまゆりが勤めていたという養護施設にいたときだろうか。

「うん、ＰＴＳＤを治すためだって言って。イスに座って、頭に装置を被ってね……」

　戦災孤児の心のケア。岡部も受けた催眠療法のようなことをしていたのかもしれない。

　もし──このまま、かがりのなかで紅莉栖の記憶が「ＯＮ」になる時間が長くなると、彼女はどうなるのか。

　牧瀬紅莉栖の記憶を持つ、椎名かがりになるのか。

　それとも……牧瀬紅莉栖になってしまう？

　記憶だけが人格を形作るわけではないだろう。しかし、人格を形成する大きな要素ではある。

　紅莉栖の記憶を有したかがりは、どんな存在になるのか。まったくわからなかった。誰かの記憶を脳内で共有するなんていう状況が、おそらく他に類を見ないことだ。

「あ、まゆりちゃん。時間」

　るかが部屋の時計を見た。

「あ……ねぇ、オカリン。このあと、かがりちゃんのこと任せていいかな？　これから学校で説明会があるんだ～。まゆしぃたち、どうしても出なくちゃいけなくて」

「すみません……」

　高校２年生ともなると、進路とか、そんな時期なのだ。岡部のなかでは高校生のときの記憶さえ急速に風化しはじめていた。だいたい日頃、接する友人が入れ替わると、そうなってしまうものだ。

「心配しなくていい。かがりは、ちゃんと家まで送っていくから」

　岡部は請け負った。

「それじゃあ、かがりちゃん。また明日ね」

「うん、ママ。また明日」

　まゆりとるかを見送ると、ラボには岡部とかがりのふたりだけになった。

　先日から、かがりの『ブラウン管工房』でのバイトは見あわせてもらっていた。とはいえ、なにかがあってはいけないので、昼間はラボに来てもらっていた。これで下の店にいる天王寺と鈴羽に護衛してもらえる。

「んー……」

「どうした？」

　岡部はかがりを見かえした。

「んとね……あらためて考えると、こうしてオカリンさんと話してるのが、ふしぎだなーって」

「ふしぎ？　どうして？」

「だって私にとってのオカリンさんは、お話のなかの人だったんだもん」

「お話……」

「うん。ダルおじさんやママから聞く、お話のなかの人」

　２０２５年に死ぬ岡部とかがりは、未来でも面識はない。

「──ママはね、いっつもオカリンさんの話をしてたよ。オカリンがママを助けてくれた。オカリンがママの彦ひこ星ぼし様なんだよ、って」

　彦星……。

「あいつ未来になっても、そんなことを言っているのか」

　こんどは岡部が、こそばゆくなる番だった。

　岡部とまゆりの関係を決定づけた出来事──まゆりが小学生のときだ。大好きだった祖母の死を受けて、ショックのあまり、まゆりは心身喪失のようになってしまった。毎日、祖母の墓前で空に手をのばすばかりで、言葉さえ失ってしまったまゆりの心をつなぎとめるために、岡部は、はじめて鳳凰院凶真という人格をまとった。

　──まゆりは俺の人質だ。

　だから勝手に、どこかに行ってしまうことは許さない、と。岡部が中学生のときの話だ。

　以来、まゆりは岡部である鳳凰院凶真を慕っていた。

　いまでも──まゆりは、ふと前ぶれもなく空に手をのばす癖はなおっていない。

　──昼でも、お星様はあるんだよ。

　以前とは、手をのばした先はちがっているのかもしれない。あのときは亡き祖母の面影を探って。いまは……大切な人たちとのつながりをたしかめるため？　まゆりの心中はわからないし言葉にする必要もない。ただ、そんなまゆりの癖を、鳳凰院凶真は〈スターダスト・シェイクハンド〉と名づけた。意味は……たいした意味はない。

「──だからね。私もずーっと気になってたんだ。ママがそんなに大切に思ってるオカリンさんって、どんな人なんだろ、って。みんなが話題にする岡部倫太郎っていう人は、どんな人なんだろうって。もしかしたら……ちょっと憧れてたかも？」

　かがりは、もじっとしてみせる。

「からかうのはよしてくれ」

「あははっ、オカリンさんったらテレちゃってる」

　すっかり、かがりのいいようにやられていた。

　外見は年上の女性に、おしゃまな10歳児のテンションでこられるのだ。とても岡部の手に負える相手ではなかった。

「あ、んとね……でも、そういう意味では牧瀬紅莉栖って人も、そうかな」

「紅莉栖が？」

　β世界線の紅莉栖はラボとは無関係の人物のはずだ。至やまゆりとも直接の面識はない。知っているとすれば生前、岡部が話した……くらいしか考えられないが。

「牧瀬紅莉栖っていう人の名前も、ママやダルおじさんがよく口にしていたから。ずっと昔に亡くなっちゃったのに、そんなに影響力のある人って、どんな人だろうって」

「その……」岡部は、つい未来のことを訊きいてしまった。「まゆりは、紅莉栖のことをなんて？」

「オカリンさんの大切な人だって」

「…………！」

　未来の自分、なにをバカ正直にしゃべっている……。

　20年以上たっても、岡部は、まゆりにそんな思いを抱かせているのか。

「──そうだ……かがり。いまから買い物に行くんだが、よかったらいっしょに来ないか？」

「買い物？　いいの？」

「もちろんだ」

　無用な外出は避けたほうがいいが、まだ昼日中だ。人通りの多いところを選んで歩けば大丈夫だろう。

「やった。実はね、いろいろ欲しいものもあったんだ」

「欲しいもの？」

「うん。日用品とかいろいろね」

「ルカ子が用意してくれてるんじゃないのか？」

「そうだけど、でもほら……るかくんだって男の子でしょ？　だから、いろいろ頼んじゃうのもわるいなって」

　どれほど可か憐れんといっても、るかは男だ。知識がなかったり頼みづらいことはあるだろう。





12






　秋葉原、中央通り。

「──人も多いし、お店もたくさんあるし。ここが、あの秋葉原とおなじ街だとは思えないな」

　かがりは目を輝かせた。

　ラボへ行き来する道すがら、歩きながら店を眺めたりはしていた。ただ、るかや鈴羽に遠慮して、ゆっくりショッピングなどはしたことがないという。

「未来の秋葉原は、どんなところなんだ？」

「ひと言でいうと、んとね……ガレキの山かな。秋葉原にかぎったことじゃないんだけど」

　近い将来、第３次世界大戦が起きる。

　かがりは戦争のもっとも激しい、大空襲後の日本しか知らない。ガレキの山ということは、空爆で駅前のＵＰＸビルやらも崩れ落ちてしまったのか。以前、鈴羽は放射能汚染という言葉を使っていた。どこかの核施設で事故が起きたか、この東京で戦術核兵器が使用されたのかもしれない。

　──それも、すべて俺のせい……。

　岡部がもう一度、７月28日にもどれば……そこで上手くやれば、戦争が起こらない世界線になるのだろうか。

　いいや、世界線の収束には逆らえない。β世界線にいるかぎり……。

「あ、オカリンさん、もしかして自分のせいだ、なんて思っちゃってる？」

「！」

　ズバリ言いあてられて、岡部はドキリとした。

「その反応は図星だね。でも、その考えはダメ……バッテンなのだ」

「ばってん……」

「ママもダルおじさんも、誰もオカリンさんを責めてなんていなかったよ！　だって、ママたちは、みんな信じてたから。オカリンさんならいつかやってくれるって」

　すでに死んだ岡部に対して、いつかやってくれると期待し、未来の至たちはタイムマシンを完成させた。そして、わが子たちを託した。

「んとね、そのシュタインズゲートだっけ？　オカリンさんは、そこに世界を導いてくれるって」

　まゆりや至は知っている。だから決して岡部を責めない。いまも、未来でも、死んだあとも。

「でも、かがりは……シュタインズゲートは嫌なんじゃなかったか？」

　未来が変わったらママと会えなくなる。だから、かがりは鈴羽の作戦を妨害して、逃げた。

「あのときは、そう思ってたよ。でも……まゆりママに会えたから」

　かがりの心はつなぎとめられた。女子高生のまゆりは、未来の自分の期待に、しっかりと応えたわけだ。

　みんな誰かを頼っていた。

　岡部だって、きっと死ぬときには至やまゆり、仲間たちを頼って、そして……。

　──次は、俺の番ということか……。

　未来の岡部倫太郎は、ラボの仲間たちを介して、いまのこの自分になにを託したのか。

「すとっぷ、すとっぷ！　今日はそういうのはナシ！　せっかく外に出たんだから、もっと楽しい話しよ、ね？」

「ああ……」

　どうやら岡部は、だいぶ深刻な表情をしていたらしい。

　かがりが育ったのは辛い戦争の時代。なのに、こうして岡部のことを気遣ってくれる。心根は、とてもやさしい子なのだ。血はつながっていなくても彼女は、まちがいなく椎名まゆりの子だ。

「楽しい話か」

　いちいち、なにを話せばいいか考えてしまうようだから、岡部は気難しい印象なのだが。

「んとね……そうだな、ママの若いころの話を聞きたいな」

「まゆりの？」

「若いって言っても、いまでも若いんだけど。でも、もっと若いころの話。たとえば……〝人質〟の話とか？」

「まゆりはそんなことまで、きみに話したのか……」

　脇の下から足の裏まで、全身くすぐられた気分だ。

「私ね、オカリンさんの話をするときのママの顔、だーいすきだったの。とっても大切な宝箱をそーっと開けるみたいな、そんな顔っていうのかな？　その顔と、そのときの声と……それを思いだすだけで、すっごくあったかい気持ちになれるんだ」

　母親の口から語られたものだからこそ、かがりのなかでは岡部の存在が、やや美化されすぎてしまっている。

　彦星──人々が短冊に願い事を書く夜の、あの星に喩えられるとは。

「別にたいした話じゃない。まゆりが大好きだった祖母ばあさんが亡くなって。ずっと悲しんでたあいつが、いまにも消えてしまいそうで……それで口から出た、痛い台詞せりふだ……」

「まゆりは俺の人質だ、って？」

　第三者の口からそれを聞かされると、恥ずかしすぎて頭に布団をかぶりたくなる。

「若かったんだ。若さゆえのあやまちというやつさ」

「それでも、その言葉はママを救ってくれたんだよね？」

「……どうだろうな」

　もし、あの出来事のせいで岡部がずっと──未来にわたってまゆりを束縛してしまったのだとしたら。とんでもないことを……してしまった。

「オカリンさん？」

「そんなことより腹が減らないか？　なにか食べに行こう」

「え……うん！」

　岡部はあてもなく歩きだした。

「なにか食べたいものあるか？」

「んとね……私は、なんでもいいかなっ」

「そういうのがいちばん困るんだ」

　岡部はデートでの対応力のなさを露呈した。

「だって、この時代の食べものってなんでも美味おいしいんだもん。ビックリするくらい」

　るかの母親は、おせち料理の見事さでわかるように、料理は上手なはずだ。

「未来じゃ、なにを食べてたんだ？」

「お芋とか、そういうのばっかりかなぁ」

　鈴羽の話だと、あとは糧食や支援物資の横流しなど、とにかく戦争末期と、その後の内戦の時代になるほど食生活は貧しくなった。

「あ、でも、ママが毎日ちがう味つけしてくれてたから」

「まゆりが……」岡部は意外だった。「まゆりの料理は、その……美味かったのか？」

「うんっ」

「そう……そうか……」

　人間とは成長する生き物である。まゆりは由季に料理を教わっているが、その教えが生かされたのだ。すばらしい。

「だから、私はなんでもいいよ」

　というわけで岡部は、結局、行きつけの店にむかった。





＊






「──お帰りニャさいませ、ご主人様♪　あ、オカリン。それにかがりニャンも！」

『メイクイーン＋ニャン２』に入ると、オーナー兼メイドの留フエ未イリ穂スが出迎えた。

「今日は混んでるな」

　店内に席待ちの列ができていた。

「そうなのニャ。今日からアニメとのタイアップキャンペーンがはじまったのニャ」

　街中でも見かけたことがあるキャラクターの立て看板、等身大ＰＯＰなどが店内に設置されていた。

「──おかげで大繁盛で満席なのニャ……30分くらい待ってもらったら、入れるようになるんニャけど」

「そういうことなら、また今度にするよ。な？」

「うん。もっとゆっくりできそうなときに出なおしてくるね」

「せっかく来てもらったのに、ゴメンニャ～」




　あちこちの店に寄ってみたが、ちょうど昼時ということもあって、どこも満席だった。

「すごいね。どこも人だらけ」

「まったくだ。わざわざ外で飯なんか食わずに、家で済ませればいいものを」

　自分たちのことはさておき、岡部は文句を言った。

　さて、どうしたものか。駅の反対側、ヨドバシカメラのあたりまで歩いてきてしまった。

「ラボで食べよっか」

　かがりが提案した。

「言っとくが、俺は料理なんてできないぞ」

「私も私も～♪」

「じゃあダメじゃないか……」

　岡部は腕を組んだ。

「簡単なものでいいよ。ほら、お湯かけて食べるヌードル的なの」

「カップ麵か？　あんなものでいいのか？」

「んとね、未来だとね、工場がなくなっちゃって、なかなか手に入らなくなっちゃったんだ。ダルおじさんが、いっつも食べたい食べたいって言ってて」

　コンビニでカップ麵を大量に買いこんだ岡部とかがりは、ＵＰＸビルにつながる陸橋をわたった。

「すっごいね。カップ麵って、あんなにいっぱい種類あるんだ」

「いまは飽食の時代だからな。コンビニなんかでは毎週のように新商品が出る」

　買い置きしておけば、至が食べるだろう。

「そうなんだねー。ね、このなかの、どれを食べてもいいの？」

　かがりは岡部が持ったコンビニ袋をのぞきこんだ。

「もちろん。好きなのを選んでくれ」

「それじゃ、どれにしようかなぁ。んとね、んとねー……」

　唇に人差し指を当てて目を輝かせる。無邪気という破壊力だ。

「──私、これにする！　塩味の！」

「なんなら、ふたつでも３つでも食べてもいいぞ」

「ほんと!?　あー……でも、食べすぎちゃうと太っちゃうしなー……」

　表情が豊かで、見ていて飽きない。

　しかし、食べすぎると太るなんていう瘦せ願望はメディアが作りあげた価値観だ。戦中戦後の食糧難の時代であれば、食えるときに食っておけ、となりそうなものだが。

　岡部はコンビニ袋から、プラスチック製のそれをとりだして、かがりにわたした。

「これって……」

「フォークだ。箸じゃ食べづらいんじゃないかと思ってな。おまえ用にしてラボに置いておけばいい」

「いいの？　もらっちゃって」

「別に、たいしたものじゃない」

　牧瀬紅莉栖が欲しがっていたマイフォーク。

　感傷ではない。仮に、かがりの脳に紅莉栖の記憶があったとして、彼女にマイフォークをプレゼントしても意味はない。ただ岡部がそうしたかっただけだ。

　そういえば紅莉栖は、意外だがカップ麵が好きだった。

　以前、るかの買い物袋にゲームやＤＶＤといっしょにカップ麵が大量に入っていたが……いまは、そのことを問い質ただしたりはしなかった。

「やった！　ありがとう！　実はね、私、お箸使うの苦手なんだ。ママからもいっつも注意されてて……あ、これ先っぽにうさぎさんがついてる！　かわいー！　えっへへ～、私専用のフォーク。私のもの、これでふたつめだ～」

　ひとつめは……まゆりがくれたうーぱのキーホルダーか。

「──でも、なんでかな？　私、これ、ずっと欲しかったような気がする」

「…………」

「もしかして、これも紅莉栖さんの記憶なのかな？」

「さあ、どうだろうな……」

　岡部は言葉を濁した。

　かがりの脳に紅莉栖の記憶データが上書きされている。その仮説が正しければ、そういうことになる。

　もう岡部としては、やれることはやった。あとはかがりを見守りつつ、萌郁と真帆が、なにかしら新情報を入手してくれることを願うほかない。

「ねえオカリンさん。オカリンさんは紅莉栖さんのこと、好きだったんでしょ？」

「げほっ、げほっ！」

　予想外の発言に、岡部は咽むせてしまった。

「大丈夫？」

「いきなり……なんで、そうなる？」

　このとき岡部は完全に挙動不審者になってしまった。

「だって、大切な人っていうのは、そういうことでしょ？」

　母親のなにげない言葉が、かがりには、そういうニュアンスで伝わっていたのか。

　かがりは、まさに興味津々だ。マセた小学生が、年上の、大学生の恋愛に首をつっこみたがる……そのまんまのノリで。

「──で、どうなの？　好きだったの？」

「あいつとの出会いが俺の人生を大きく変えたのは、たしかだな」

　岡部はもっともらしく、答えになっていない返事をした。

「あー、ごまかしたー。ずるーい」

「ごまかすとか言うな」

「でも……人生を変えるほどの大切な人、かぁ。なんか憧れるかも」

　好意なんていう言葉が霞かすむほど。

　未来も過去も、岡部と紅莉栖がかかわったことで大きく変わってしまった。

　それは〝いま〟もゆれ動いている。

　牧瀬紅莉栖は、まるで歴史と時間の扉をひらく鍵だ。過去、現在、未来の糸を紡ぎ、計り、切る運命の女神のようにふるまう。

　あのとき紅莉栖を抱きしめても。

　刹那の癒やしを得ることはできただろう。でも、それは別れの前戯にしかならなかった。岡部倫太郎と牧瀬紅莉栖をめぐる、大きな問題の解決にはならなかった。

　見つめあうだけではたりない。好きというだけでは充ちたりない。

　できることなら──

「ね、オカリンさんから見て、牧瀬紅莉栖さんってどんな人だったの？」

　かがりはくいさがった。

　紅莉栖との約束を守ることが、迷える岡部の命をかろうじてつないできた。そしていま岡部は考える。

　──紅莉栖なら、どうする。

　尊敬する彼女とともに生きていきたいのだ。

　ともに、おなじ時間の矢の流れをめざしたい。岡部は、どこまでも貪欲に紅莉栖を求めつづけていたのだろう。彼女の、より深い部分を。だから病んだのかもしれない。約束にすがって、逃げるしかなかったのかもしれない。

「……気になるか？」

「自分の頭のなかにある記憶の持ち主のこと、もっと知りたいよ」

　かがりとしては、もう紅莉栖の記憶が自分のなかにあることが前提になっている。そのことは、かがりの「感じかた」だから、噓うそとか本当とかいうことはない。

「俺が教えなくても、それこそ記憶として、きみの頭のなかにあるんじゃないのか？」

「それがね、自分で思いだそうとしても思いだせないんだよね。ときどき出てくるだけで、それも大抵、難しいことばっかり……だから、もっと人間的な部分っていうの？　そういうの教えてほしいなって」

　誰かの記憶を共有しているのだから、その誰かのことを知りたいと思う。

「あいつは……牧瀬紅莉栖は、とにかく好奇心の強いやつだったよ。そのうえ頑固で、自分が正しいと思ったことは、誰に、なにを言われても決して曲げることはなかった」

「ふむふむ」

「強がりで、そのくせ寂さみしがり屋やで」

　紅莉栖と交わした会話が岡部の心によみがえる。ここで──駅前の陸橋で話したことも。

「──それに、怒ると怖かった」

「怖い？　どんなふうに」

「『開頭して海馬に電極ぶっ刺す！』なんて物騒なことを言われたりしたよ」

「ふぇ～」

　声をあげると、かがりはなにを思ったのか小走りで数歩先に進み、ふりかえった。




　──そんなこと言ってると、開頭して海馬に電極ぶっ刺すわよ！




　目の前のかがりの姿に、紅莉栖のイメージが重なる。

「なーんて、こんな感じ？」

「…………」

「オカリンさん？」

「あ、いや……」

　もし、かがりが紅莉栖の記憶を完全に再現できたとしたら？　椎名かがりという女性は、牧瀬紅莉栖そのものになるのだろうか。

　紅莉栖の記憶データの最終更新は昨年３月で、そこに岡部についての記憶はないが……たとえば真帆やレスキネン教授など、近しい人に対する本音などがわかってしまうとしたら。プロフィールや事実だけでなく、その記憶に紐ひも付けられた、紅莉栖本人にしかわからない感情まで思いだせるとしたら。

　バカバカしい考えだ。

　だが、もし紅莉栖の記憶が……かがりの記憶を完全に上書きしてしまったとしたら。そして、かがりの肉体で、紅莉栖の記憶が完全に機能するとしたら。

　それは生身のアマデウス──かがりクリス。

「オカリンさん……」

　岡部が歩み寄ると、かがりが体を預けてきた。

　呼吸がとまる。

　胸元にふれたぬくもり、髪の匂い、やわらかい異性の感触。

　想起させる。

「紅莉栖……？」

「うぅっ」

　苦しむ声に、岡部は我にかえった。

「っ……どうした、かがり!?」

「頭……頭が……っ」

「頭が痛いのか？」

「う……あぁっ……ぁ…………！」

　腕のなかで、かがりは激しく身をよじった。

　かがりが体を預けてきたのは、立っていられないほどの痛みが襲ったからだった。

「いや……嫌だ……！　もう、あんなとこ帰りたくない……助けて……誰か……誰かここから出して！」

「どうしたんだ、かがり!?」

「助けて、ママ！　どうして来てくれないの？　ママ！　ママぁ！」

　悪夢にうなされるように。

　かがりは怯おびえていた。なにかの幻覚を……母親に助けを求めていた。

「おちつけ……おちつくんだ、かがり！」

　暴れるかがりの腕を押さえつける。陸橋を行き交う人々が、なにごとかと心配そうにするが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

「大丈夫、大丈夫だから」

「う、あぁ……はぁっ……あ、あぁ…………！」
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　かがりの肩を抱えてラボにもどると、岡部は彼女をソファーに寝かせた。

　すぐに、かがりは眠ったままになった。時折、うわごとをくりかえしてうなされている。

　──もう、あんなとこ帰りたくない……助けて……誰か……誰かここから出して！

　──助けて、ママ！　どうして来てくれないの？　ママ！　ママぁ！

　さっきの言葉は、なんだったのか。

　紅莉栖の記憶……なのか。子供のころ親に、たとえば躾しつけなどで狭いところに閉じこめられたことがあったとか。

　あるいは、かがりの空白の12年間のことなのか。かがりは鈴羽とはぐれてから、あまり幸せには暮らしていなかったとしたら……。ママ、というだけでは、かがりと紅莉栖、どちらの記憶なのか判断できなかった。

「オカリン！」

　玄関がひらいて、まゆりとるかが帰ってきた。

　学校の用事は済んだようなので、ＲＩＮＥで連絡して、すぐにラボにもどってもらった。

「かがりさん、大丈夫なんですか？」

「ああ、いまはよく眠っている」

「よかった～」

「ん…………」

　話し声が聞こえたのか、かがりがうっすらと目を開けた。

「あ……あれ？　ここ……どこ……？」

　かがりはキョロキョロあたりを見まわし、怯えた表情になる。

「おちついて、ここはラボですよ」

　るかが声をかける。

「ラ……ボ……？　日本……？」

「そうだよ。日本の秋葉原だよ」

　まゆりがやさしく言った。

「日本……私、日本に……あ、そっか……私、交換留学で……そうだ講演の準備は……」

「様子が変です……！」

「留学って？　ねえ、オカリン……？」

　るかとまゆりは困惑する。

　留学、講演──それは牧瀬紅莉栖の記憶だ……！

「あれ？　論文！　論文は!?　パパに見てもらおうと思って、がんばって書いたんだけど！」

「おちつけ、かがり！　それはきみの記憶じゃない！」

　岡部が言い聞かせると、かがりは一転してぼんやりした顔になった。

「オカリン……さん……」

「そうだ、おまえは椎名かがりだ、牧瀬紅莉栖じゃない」

「かがり……私は……椎名、かがり……う……あ、あぁっ…………！　あぁああああああああああああああ！」
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　柳林神社。

「ルカ子……わるいが、かがりのことを頼む」

「はい」

　あのあとも、かがりはしばらく混乱していた。少しおちついたタイミングで、岡部はタクシーを呼んで彼女を柳林神社まで送り届けた。

　やはり、このまま自分たちだけで面倒を見るのは無理なのではないか、病院に連れていくべきではないのか。それを拒んでいるのは岡部のエゴなのではないか。タイムマシンのことが情報流出するリスクと、かがりの命、どちらが大切なのか……ずっとそのことを考えていた。

「今日は、まゆしぃもいっしょに泊まることにするね」

「そうしてもらえると助かる。なるべく、ふだんとおなじように接してやってくれ」

　まゆりママがいれば、かがりも安心できるだろう。

　なにかあれば、すぐに連絡を寄こすように告げて、岡部はラボにもどった。
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　夜。

　ラボには鈴羽、そして真帆が呼ばれていた。

「かがり、酷いの？」

　鈴羽がたずねた。あらかじめＲＩＮＥでかがりの症状は伝えたが、それでも心配だった。

「いまはおちついているが、一時は、かなり混乱していた」

　目覚めたかがりが、留学とか論文とか、ある時期の牧瀬紅莉栖の記憶に基づいた言動をしたことを話す。

「やっぱり紅莉栖の記憶……」

「もう、まちがいないだろう」

　岡部は真帆に肯うなずいた。

　いつ、どのように、なぜ……わからないままだが、かがりのなかには牧瀬紅莉栖の記憶がある。まず、かがりの症状にどうやって対処、治療するかだ。

　専門家のチカラが必要だ。

　という意味では、比屋定真帆は記憶とか脳のメカニズムについて、専門家だった。

　問題は……真帆には、かがりが未来人であることを伝えていない。

　ラボのメンバーたちや、岡部とも以前の世界線ほどは交流がなかったはず。だが、それを気にしているときでもない。

「ねえ、あなたたち……かがりさんとはどうやって知りあったの？　漆原さんのところに来る前、彼女は、どこでなにをしていたのかしら」

「かがりは千葉の山中で倒れていたところを、助けられたんだ。意識をとりもどした時点で、それ以前の記憶はなかった」

　鈴羽が説明する。

「うん……記憶喪失とは聞いていたけど。でも……子供のころの記憶はあるんでしょう？　鈴羽さんは彼女と知りあいだったのよね？　子供のころの彼女、つまりあなたはどこにいたのかしら」

「…………」

　鈴羽は黙って、岡部のほうをうかがった。

　かがりを治し、とりもどしたい。いまの鈴羽には、その気持ちが顔に表れている。

「おじさん、どうする？　比屋定さんに話しても？」

　真帆は、科学者だ。

　事実を話せば、かがりの記憶のこととは別にタイムマシンに興味を持つ。それをきっかけに研究をはじめてしまうかもしれない。それは、もっとも危惧してきたことだ。

　かといって、かがりを誰ともわからない病院の医師に診せるわけにはいかない。

「かがりを救うためには、やむをえないか」

　岡部は、ついに首を縦にふった。これは人命にかかわることだ。

　鈴羽は真帆にむきあった。

「いまから話すことを知っているのは、ごく一部の人間しかいない。だから比屋定さんも決して、ほかの誰かに漏らさないで」

「なんなの急に……」

　漏らせば、あなたもただでは済まない──戦士の殺気に等しい気迫を浴びせられて、真帆は気圧されてしまった。

「冗談に聞こえるかもしれないけど、冗談なんかじゃないんだ。約束できるか否か、答えはふたつにひとつだ」

「っ…………？」

　真帆は途惑いの目を岡部にむけてきた。

　だが、岡部の真剣な表情から、なにかを言わずとも感じとったのだろう。

「わかったわ……誰にも言わない。約束する」

　肯く。その科学者の表情は信用できるはずだ。

「それじゃあ、まずは……さっきの質問。子供のころ、あたしとかがりがどこでなにをしていたか……あたしたちは第３次世界大戦が終わったあとの、いまだ各地で内戦がつづく戦時下の東京で暮らしていた。２０３６年のね」

「…………」

　鈴羽の言葉に、しばらく無言だった真帆の顔は、やがて紅潮していった。

　怒りで。

「からかわないで……！　人が真剣に訊きいてるのに！」

「…………」

　鈴羽は無言。戦士の冷徹な目で相手を見据えている。

「比屋定さん……鈴羽が最初に忠告したはずだ。これは冗談でも作り話でもない。鈴羽とかがりは25年後の未来からやって来たんだ。タイムマシンで」

「タイムマシン？　そんな物が作れるわけが……」

「その理論の大本となったのが牧瀬紅莉栖だと言っても、か？」

「…………っ！」

　紅莉栖の名前を出したとたん、真帆の顔からは怒りが消えた。

　その代わりに──表情から読みとれたのは困惑、そして……興味。牧瀬紅莉栖のことは、比屋定真帆にとって最優先なのだ。

「わかった」彼女が知らないことは、特に。「聞くだけは聞くわ」────





＊






　真帆に、ほぼ、すべてを話した。

　岡部と紅莉栖との出会い、Ｄメール、世界線変動、ディストピアに至る世界、ＳＥＲＮのハッキングとタイムリープマシンの開発、まゆりの死、それらα世界線での事実とβ世界線への復帰のこと……。アトラクタフィールド理論、収束と〈リーディングシュタイナー〉。

　鈴羽は２０３６年の状況と、戦災孤児だったかがりの境遇、〈ワルキューレ〉の計画のこと。

　ただ、この世界線における牧瀬紅莉栖の死の真相──中鉢の行動と、タイムトラベルした岡部が、紅莉栖を刺してしまったことをのぞいて。

　誰がどこまで知っているか。まゆりとるかに対して、これらを絶対に話さないこと。

「とりあえず……話を整理させて……」

　長い沈黙のあと、真帆は口をひらいた。

「もちろん」

「つまり鈴羽さんとかがりさんは、岡部さんに、戦争が起きる未来を変えてもらうために、タイムマシンで２０３６年からやってきた、と。そう言うのね」

「そうだよ」

　鈴羽が肯く。真帆はソファーに身を沈めて、ため息をついた。

「岡部さんに、そんな大層なことができるとは思えないわ。たったひとりの人間に全人類の命運がかかっているなんて」

「俺だって無理だと思っている」

　岡部は正直に吐露した。

「とうてい信じられない話ではある。あるけど……」

　真帆は立ちあがった。

　話に出てきた『電話レンジ（仮）』が置いてあった開発室を眺め、下の『ブラウン管工房』にある大型ブラウン管テレビ、ヘッドセット、ＳＥＲＮの大型ハドＬロン粒子Ｈ加速器Ｃとの専用回線……ラボのホワイトボードに模式図を描いていく。

「──でも、あなたの言ったその理論なら、たしかにタイムリープは可能かもしれない。それになにより、その理論の基を作ったのは紅莉栖なんでしょう？　だったら検証に値するわ」

　真帆にとって、紅莉栖は、

「だって、あのコは……天才だもの」

　小さく呟つぶやいた言葉には、尊敬と羨望と嫉妬、あらゆる感情が綯ない交まぜになっている。

　最優先の人というのは──心と思考のほとんどを独占し、行動、その人の未来すら支配してしまう。

　記憶のデジタルデータ化は、アマデウス・プロジェクトに直結するものだ。真帆にとって検証すべきは、『電話レンジ（仮）』による過去へのデータ送信の再現性だろう。

「じゃあ、信じるんだな」

「その代わり……見せてほしいわね、そのタイムマシンを。乗ってきたっていうなら、あるんでしょ？　どこかに」

　真帆は、岡部と鈴羽を交互に見た。証拠を見せろ、と。

「……ある。すぐ近くにね」

　鈴羽は認めた。

「検証作業は必要だけど、とりあえず、あなたたちの話を信じることにする。だから、あなたたちも私に信じさせるよう協力して」

「わかった」

　鈴羽が許可するなら、岡部が口を挟むことはない。

　いまは、かがりの件で真帆の協力が必要だ。

「……話を、かがりの件にもどそう」岡部は仕切りなおした。「さっきも言ったように、タイムトラベルした彼女が鈴羽とはぐれたのは１９９８年、10歳のときで……それ以降、先月になって見つかるまでの足取りはつかめていない。俺は……そのあいだにかがりが、なんらかのカタチでアマデウスと接触したと考えている」

　プロジェクトのシステム管理者だった真帆の知らないところで、つまり非正規の手順で、だ。

　裏づけは、今日のかがりの言動だ。

　留学、講演──かがりの口から出た紅莉栖の記憶の断片は、昨年春に来日する前に決まっていたであろうことばかりだった。留学後のことを連想させる言葉は、いまのところ、かがりの口からは発せられていない。

「レスキネン教授に確認したんだけど」真帆が言った。「紅莉栖の記憶データは大学のサーバーに凍結されたまま、誰もアクセスしていないはずだと言っていたわ。ただ、それが事実かどうかたしかめる権限は、私にはない。プロジェクトが凍結される前に、何者かがデータを持ちだしたことだって考えられるし……」

「持ちだせる人間は、アマデウスの研究に携わっていた人間だけなんじゃないか」

「外部からサーバーに侵入すれば、誰にだってできることよ」

　誰でもと言うが、そこいらの人間には無理だ。それこそスーパーハッカーでもなければ。そしてデータが存在するのであれば、凍結後であっても……。

「──問題は、目的ね。岡部さんの仮説が正しいとして、なぜ、そんなことをする必要があったのか」

「単純に考えれば紅莉栖が必要だったからだな。天才の記憶……知識、紅莉栖しか知り得ない情報。プロジェクトが凍結されたのも、案外、犯人の仕業かもしれない」

「でも、それだけならアマデウスのクリスを利用すればいいわよね？　なにも赤の他人の脳に、紅莉栖の記憶を移植するなんて実験する必要は……」

「……実はな。以前の世界線では、正月にこのラボが襲撃されたんだ」

「？」

　岡部の言葉に、真帆は驚いた。

「銃を持った外国人の連中だ。彼らは、かがりを誘拐しようとした」

　プロジェクトの凍結、銃器を用いての襲撃。

　そこまで強引な手段をもってして、かがりと紅莉栖の記憶データを利用しようとする理由は、なんだ。そこがつながりさえすれば……。

「──もし」岡部は、どうしてもそこに考えが至る。「紅莉栖の記憶のなかに、タイムマシン理論の基礎があることを何者かが知ったとしたら……」

　欲しがる者はいくらでもいる。そうして世界は、タイムマシン開発競争から第３次世界大戦へと転がり落ちていく。

「でも、紅莉栖がそのタイムリープ理論に行きついたのは、あなたの言う別の世界線なんでしょう？　去年の３月の時点の記憶データでは……」

　真帆が疑問をぶつけた。

　やはり、そこまで説明しなくてはならなかった。

「『中鉢論文』を知ってるか？」

「……中鉢？　それってロシアに亡命した？」

　アメリカでも多少はニュースになっていたようだ。真帆は、中鉢教授の亡命騒ぎを知っていた。

「そうだ」

「例のタイムマシン論文には、私も軽く目を通したけど……とても論文と言えるものではなかったわ」

「あれは劣化コピーだと俺は考えている。オリジナルが別に存在するんだ」

　岡部は断言する。

　中鉢教授の亡命そのものはニュースになってしまったので隠蔽できない。だからロシアは、あの論文の真の価値を隠匿するために、ごていねいにも笑いの種になるような偽物フエイクを捏ねつ造ぞうして公開した。

「いったいなんの話をしているの……？　中鉢教授がなんだというの？」

「ドクター中鉢の本名は牧瀬章一。紅莉栖の、実の父だ」

「！」

　思いかえす。

　２０１０年７月28日──岡部は目撃した。ラジ館の倉庫で、紅莉栖は中鉢と話していた。




　──私も考えてみたの。タイムマシンは作れるのかどうか。読んで、パパの意見を聞かせてほしい。

　──わるくない内容だ。

　──本当？　この論文はパパと共同署名でもいいと私は思って……。

　──学会には出すな。これは私が預かっておく。




　牧瀬夫妻は別居状態で、紅莉栖は母親とともにアメリカに渡った。

　でも紅莉栖は家族を愛していた。もちろん父親も。

「そういえば……」真帆が思いだす。「紅莉栖が、日本に行く前に言ってたの。父親に会うって。物理学者の父親が新しい理論の発表会をするから、その招待状が来たって……」

　学会ではなく、ラジ館の小さな会議室でタイムマシン理論を発表するとは、さすがに言っていなかったようだ。

　ひさしぶりに再会する父親との話題作りのために、紅莉栖は科学者らしく講演のテーマに沿ったタイムマシン論文を書いて、面会に持参した。

　どんな気持ちだったのだろう、紅莉栖は。

　だが、その娘からの贈り物を中鉢は奪った。

　その後、ロシアに亡命した彼が、自分の名で発表したのが『中鉢論文』と呼ばれるものだ。論文の評価は、専門家の井崎准教授が言うように、疑似科学フリークがネタにするにはおあつらえなトンデモ論文と言っていいひどいものだった。

「日本のマスコミは徹底的に中鉢をバッシングした。それも、俺は……ロシアが裏で工作したんだと思っている」

『中鉢論文』はインチキだと印象操作するためだ。

「紅莉栖が書いた論文が、陳腐なものであるはずがないわ」

　真帆は口をキッとむすんだ。

「……第３次世界大戦が起きたきっかけは、ＥＵとロシアによるタイムマシン開発競争の過熱なんだ。そこにアメリカまで横やりをいれて、収拾がつかなくなった」

　鈴羽が言ったように、まさに時代は歴史どおりに動きはじめている。

　以前の世界線でラボを襲った連中は、天王寺によると西側の軍関係者かもしれないとのことだった。

「じゃあ、その『中鉢論文』の真の価値を知った何者かが、紅莉栖の記憶からタイムマシンに関する理論をとりだそうとしてるってこと……？」

　どこかの軍が、紅莉栖のタイムマシン理論を欲している。ＥＵか、アメリカか……もちろんロシアも黙って見ているはずはない。

「…………！　そうだ、紅莉栖だからこそだ」

「岡部さん……？」

　真帆と鈴羽が、声をあげた岡部を見る。

「比屋定さん……アマデウスのクリスは人格を持っていたよな。話したくないこと、話してはならないことを、あのＡＩは決してしゃべらない」

「ええ、そうよ」

「だが……生身の人間なら？　どうだ」

　拷問、薬物や脅迫などによって、自白させることはできるだろう。

「岡部さん……まさか、待って……そんなケースは──」




　──自白を強要するために、その人物の記憶データを第三者の脳にダウンロードする。




　反論しようとした真帆だったが、その可能性とアマデウス・システムが抱える欠陥リスクに直面して、言葉が出なくなってしまった。

「……可能なんだろう？」

「ええ、そうね……可能よ。もともとアマデウスは、記憶データを脳に移植するために作られたんだし」

　アルツハイマー治療など医療分野への応用について、真帆は以前のセミナーと同様の説明をした。

「──紅莉栖の考えだしたそのタイムリープマシンだって、記憶のデータ化についてはおなじことよね」

「自分の頭のなかに、自分の記憶を移植する……という目的で作られたものだがな」

　それすら危険だと紅莉栖は言っていた。だからタイムリープマシンには、過去に跳べるのは48時間以内という制約がつけられていた。

「比屋定さんは、他人の脳に、記憶を移植するとどうなると考える？」

「単純に、ＯＳのちがうＰＣのハードディスクに、別のデータをコピー……というわけにはいかないと思う。そもそも人間の脳のキャパシティがどれくらいあるのかすら、わかっていないの。脳の容量的なことだけを言えば、20歳前後の女性ふたり分の記憶くらいは余裕で保存できるという研究データはあるけど……」

　３・24テラバイト、それがデジタル化された人ひとりの記憶データの容量だという。

「──だけど問題は、それ以外の部分よ。岡部さんの言うとおり、自分自身の頭に記憶をダウンロードすることすら、まだ実用段階には至っていない。それなのに他人の記憶を、となると、いつ齟そ齬ごを起こしてもおかしくないわ。そして実際にいま、そのエラーは起きつつある」

　かがりの症状そのものだった。

　他人の記憶をダウンロードして脳に上書きすることはできても、被験者が、そのデータを意図的に読みだすことができなければ、脳機能に混乱をきたし、部分的な記憶喪失になってしまうこともある。

　かがりは、そうした問題を解決するための人体実験に使われた……？　まさか動物や、ほかの人間、まっさらな赤ん坊の脳などにまで──そんな恐ろしい想像までしてしまった。

　まともな人間のやることではない。

　しかし相手は、50億人以上を殺す世界大戦を望むような勢力……かもしれないのだ。

「このまま放っておくと、かがりはどうなる？　ひょっとして牧瀬紅莉栖になってしまうのか？」

　鈴羽が率直な質問を真帆にぶつけた。

「記憶と人格は別ものよ。脳のなかで記憶をあつかうのは、海馬と大脳皮質。一方で人格は前頭前野の働きによって形成されている。それらの働きは、お互い密接につながっている部分も大きい。脳の働きは、部位によって役割は決まっているけど、それぞれが完全に独立したものとも言いきれない。記憶によって人格が形成されている部分も大きい。ふたつの記憶が混在することで、脳に対する負担もかなり大きくなってるはず」

　つまり、

「──このまま放っておいた場合、最悪、かがりさんの人格は崩壊を」

「くっ……！」

　鈴羽は膝に拳を打ちつけた。

　責任を感じているのだ。かがりを時間の迷子にしてしまったばかりか、このままでは、かがりの存在がタイムマシン開発競争──第３次世界大戦の発端になりかねない。

「比屋定さん、それを防ぐ手立てはあると思うか？」

「かがりさんの頭のなかから、紅莉栖の記憶だけをとりのぞくしかないでしょうね」

「……できそうか？」

「脳のデータが解析できれば、あるいは……でも、できるようになるとして何年先か……」

　ＯＳのちがうＰＣのハードディスクにデータをコピー、そのコピーした部分だけをあとから削除……といった簡単な構造ではない。ＯＳとは、人格とはなにかというところで、脳科学は未だに手探りの段階だ。データを丸ごと上書きすることはできても、部分的に消すことは……。

「ひとつ手があるとするなら、かがりさん自身の記憶を、丸ごと上書きすることかしら」

　真帆が思いつきのように言った。

「かがり自身の記憶を……？」

「そもそも、かがりさんの記憶を操作した人間は……かがりさん自身の記憶を残すつもりはなかったと思うの」

　真帆の言うとおりで、ふたりの記憶をひとつの脳のなかに入れるなんて、素人が考えても不具合が起きることを期待するようなものだ。

　その何者かの目的は、生身の脳と肉体に、牧瀬紅莉栖の記憶データを移すことだったはず。被験者の人格などはもとの記憶ごと消してしまって──それっぽい表現をすれば、別の肉体に転生した牧瀬紅莉栖を作ろうとしていたはずだ。そうしてからタイムマシン論文について尋問し、場合によっては自白を強要する。

　だから、かがりに対する記憶移植実験は、失敗だったのではないか。

「だったら、もう一度かがりさん本人の記憶を、きちんとした装置で脳に上書きしてあげれば、あるいは、もとどおりにできるかもしれない」

「しかし、そのためには、かがりの記憶データが無いと……」

　アマデウス・システムで、あらかじめ、かがりの記憶がデジタルデータ化されていなければならない。

「バックアップがとってあることを期待するしかないわね」

　もし、かがりの記憶データが残っていれば、その時点のかがりの状態にもどすことはできるはずだ。ＰＣでいえばクラッシュした際、あらかじめ外部ストレージに作成しておいた復旧ポイントのデータをもとに、リカバリーするようなものだ。

　現象としてはタイムリープマシンと似ていて、過去のある時点から未来（現在）にリープすると考えればいい。跳ばしてしまった期間のことは、〈リーディングシュタイナー〉の空白のように忘れてしまうかもしれないが、喪失した12年間の記憶はとりもどせるはずだ。そちらのほうが、はるかに状態としてはよいだろう。

「装置は……」

「ないなら作ればいいわ。紅莉栖は作れたんでしょう？」

「？　ああ……そうか」

　タイムリープマシンの応用なら、岡部にも協力できた。

「だったら私にも作れる。ううん、作ってみせる」

　紅莉栖にできたのなら──真帆にとって最優先すべきタスクだった。

「──問題は、かがりさんの記憶データがどこにあるか、ね。こればっかりは、なんとかしてつきとめるしか方法がないわ」

　結局は、敵の正体だ。

　情報が少なすぎた。手掛かりは西側の軍隊らしいということだけで、それも根拠はフォネティックコードの発音のみ。鍵を握るのはライダースーツの女だが……。

「なにか、いい方法でも思いついた？」

「いや……」

　鈴羽に声をかけられて、岡部は首をふる。

　阿万音由季。

　その名前を、岡部は思考から追い払った。阿万音由季は〈ワルキューレ〉の戦士として戦い、鈴羽を庇かばって死んだという。敵であるはずがない、そんなはずは……。
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　和光にもどる電車のなかで、比屋定真帆は興奮を抑えきれないでいた。

「信じられない……でも本当なのよね……！」

　つい、小さく声が漏れてしまう。

　２０３６年から来たタイムトラベラー。

　別の世界で、タイムリープをくりかえした観測者。

　科学者が１００人いれば、１００人が否定的になるだろう話だ。でも、そのシナリオの礎になっているのが牧瀬紅莉栖の理論だと言われれば、真帆には検証するだけの価値があった。

　彼女なら──あの天才なら可能にしてしまう。

　紅莉栖とは真帆にとって、あらゆる未知の象徴であり可能性そのもの。

　なによりも真帆は目にしたのだ。ラボを出て秋葉原駅にむかう途中、鈴羽に案内された、あのラジ館の屋上で。

　タイムマシンを。

　詳しく調べることは許されなかったが、一見して、現代のテクノロジーで作られたものでないことはわかった。容量がケタちがいのバッテリーとか量子コンピューターとか、オーバーテクノロジーが詰めこまれているという。機体を完成させたのは未来の橋はし田だ至だとも。あの自称ＨＥＮＴＡＩ紳士が、鈴羽の兄ではなく父親だったと聞いて二度、驚いた。

　本当なら明日から──徹夜してでも、あの機体を解析して、おなじものを作りたい。

　けれども、その前に、真帆にはやらなければならないことがある。

　紅莉栖が作ったというタイムリープマシンを再現──その改良版を作ることだ。

　別の世界線で、作製現場に立ち会っている岡部が助言をしてくれる。彼は専門家ではないが、マシンの構造は理解しているし、なにより実際に使用していた。そのとき紅莉栖が秋葉原で買い集めた材料なども、おおざっぱには覚えていた。

　しばらくは秋葉原のラボに入り浸ることになるだろう。

　真帆は準備のため、いったん和光の仕事場にもどった。必要なツールやスケジュールの調整をしなくてはならない。奇妙な興奮──未知の紅莉栖に挑もうとする真帆の心は、滾たぎっていたのだ。

　深夜、すでに日付が変わろうとしている。

　脳科学総合研究機構のオフィスの窓には、この時間でも、まだ明かりが灯っていた。





＊






　セキュリティゲートを通ると、レスキネン、レイエスの両教授が青ざめた顔で待っていた。

「マホ！」

「え……？　なに、これ……」

　真帆は声を失った。

　オフィスには、あきらかに荒らされた形跡があった。

　デスクが並んでいるだけの閑散としたオフィスだったが、真帆とレスキネン教授の机まわりだけが執しつ拗ように物色されていた。鍵のかかる抽出が壊されて、中身が床にぶちまけられている。

「何者かが侵入したらしい」

「泥棒ってことですか……！」

「ワタシが来たときには、この状態だったの。もしかしたら企業スパイの類かもしれないわね」

　レイエス教授は眉をひそめた。

「スパイ……？　こんな、なにもないところで……」

　真帆たちは研究会がらみで来日した。その拠点として、この仮オフィスを間借りしている。ここにあるのは発表済みの、すでに公にしたデータだけだ。こんな研究拠点でもないオフィスを家捜ししたところで、たいしたものはない。近くにある理化学研究所とかを狙うべきではないか。さらに言えば、この仮オフィスの存在を知っている人間なんて数えるほどしかいないのに。

　真帆はデスクまわりを片づけた。盗とられた物は……なかった。

「教授たちは？」

「こちらも、なにも盗まれてはいないようだわ」

「ＰＣのなかもたしかめてみたが、第三者にアクセスされた形跡は見られない」

　真帆もたしかめたが、何者かがログインした形跡はなかった。

「本当になにも盗られてないかい？」

「はい、教授」

「そういえばマホ……きみのノートＰＣはどうした？　もしかして盗まれたんじゃ」

「あれならホテルに置いてあるから、大丈夫です」

「そうか。ならいいんだが……」

　レスキネン教授は肯うなずいた。

「どうする？　警察に連絡する？」

　レイエス教授が言った。

「なにも盗られていないなら、ことを荒立てる必要はないのかもしれないなあ……」

「そうね……少し様子を見ましょうか」

　ふたりの教授は腕を組んで思案顔だ。

　真帆は、そんないいかげんな対応でいいのか……と思った。でも、警察沙汰が面倒なのは理解できた。なによりも、このふたりは自分の研究以外のことに時間をとられるのが嫌なのだ。そして、それは真帆もおなじだった。

「あの、教授！　実は、お願いがあるんです」────
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　レスキネン教授は、あっさり真帆の長期休暇を認めてくれた。正月のあいだもオフィスに通って、残務処理をしていた甲斐かいがあったものだ。これでラボでの作業に専念できそうだ。

　ホテルの部屋にもどった真帆は、ゴミが散乱した汚部屋で荷物をひっくりかえした。しばらくラボに寝泊まりするので、着替えを持っていくこと。大きなボストンバッグを担ぐと、真帆はもうひとつバッグを手にとった。

　ノートＰＣとポータブルハードディスク。

　形見分けでもらった紅莉栖の遺品だ。ロックがかかっており、何度もパスワードの解析を試みていたが成功していない。

「そうだ、たしか彼……」

　真帆は、日本でできた新しい知人のひとりを思い浮かべた。

　オフィス荒らしの件もあったし、ホテルに置いていくのはぶっそうだった。作業の役に立つかもしれない。

　──もしかしたら、これも亡き紅莉栖の意思なのかな。

　そんなふうに考えそうになって、真帆は頭をふった。

　死と生は０と１。どちらかでしかない。死んだあと、この世に介在する意思などない。

　存在するとすれば、それは真帆の脳のなかにだけあるのだ。










断章　断片化のエクスシア（３）







　２０１０年８月。

　中鉢教授こと牧まき瀬せ章一の亡命によって、前代未聞のタイムマシン論文がロシアの手にわたった。

　公表された『中鉢論文』は、世界中の科学者が笑いものにするようなトンデモ学説だった。

　しかし事実はちがった。『中鉢論文』は盗難されたもので、オリジナルの論文を書いたのは牧瀬紅く莉り栖す──天才と名高い18歳の日本人少女、殺人事件の被害者だった。中鉢は去る７月28日、秋葉原のラジ館において彼女を殺し、論文を奪って逃走、亡命した……と推測された。この件で中鉢は指名手配もされていない。

　２０１０年11月までに、アメリカ合衆国政府および国防総省は、『中鉢論文』が真のタイムマシン理論としての可能性を有していると評価するに至った。

　牧瀬紅莉栖は、中鉢教授の実の娘。

　この事実がなければ、『中鉢論文』の正当な評価は少なくともずいぶん遅れていたはずだ。ロシアが公表している論文の内容はダミーではないのか。それこそ、日本ではトンデモ科学者枠のコメンテーターとしてテレビ出演をしていた、中鉢本人が書いたようなフェイクなのではないか。




〝影のＣＩＡ〟と称された軍事シンクタンクである〝ストラトフォー〟は、これらすべてを、合衆国政府よりも少しずつ先まわりして把握していた。

「──ただ、これだけでは事実と推測、データを集めたにすぎない」

　ストラトフォーは組織として考える。

　データを収集し、解析し、それらから価値あるストーリーを導きだしたとき、はじめて彼らのあつかうモノは情インテリ報ジエンスとなる。

　端的には、売り物になるのだ。それらの情報を誰に、幾らで、どの程度まで売るか。そのさじ加減によって、ストラトフォーは世界のパワーバランスすら調整することができる。

　──情報とは。

　──それを正しく使える者が、正しく管理し、正しいタイミングで、正しい場所へ提供すべきである。

　それがストラトフォーの企業理念だ。彼らは選民思想者だった。

「──でも、のんびりとはしていられなくなった。ロシアが気づいた」

「うん」

「ノートＰＣとハードディスクの件は？」

「形見分けの件は最近まで、把握していなかったんだ。マキセ邸への火付け強盗は空振りに終わったようだが……」

「まさか米国内で、ロシアがあれほどおおっぴらに動くなんて。つまり『ナカバチ・ペーパー』は本物だということ」

「クリスのタイムマシン理論がね」

「カガリを」声を荒らげる。「シイナ・カガリを回収する、すぐに！」

　命令。

「それについては何度も説明したはず……」

　椎しい名なかがりの脳に、牧瀬紅莉栖の記憶データをダウンロードした。

　目的は、紅莉栖の記憶にあるはずのタイムマシン理論──『中鉢論文』の原本を得ること。

　アマデウス・システムは、その特殊性ゆえに人工知能のクリスに「聞けば答えてくれる」わけではなかった。めんどうくさいシステムだった。たとえ紅莉栖の上司の命令であっても、彼女の思想に反することには抵抗し黙秘するだろう。そしてＡＩであるからには、肉体的な拷問、自白剤などは無意味だった。記憶データは純粋にサンプリングされたデジタルデータの素材であり、それそのものを変換、言語化して解析することもできない。

　だからストラトフォーは考えた。彼らが押さえている紅莉栖の記憶データ（２０１０／３）を、いかにして解析するか。

「記憶データをほかの人間に移植して、その人間から聞きだす……そのプラン自体に異論はない」

　人体実験に、類人猿を使おうが、10年以上監禁していた身元不明の女性などを使おうが。

「来日してから、ずっと、この実験にかかりきりだった。ありもしない会合をでっちあげて」

「そして失敗した……モルモットに逃げられるとか」

「ボンクラの日本人スタッフと肥満気味の守衛……でも、それも結果的には興味深い方向に転がったじゃないか」

「気楽でいいわね、学者は」

「あのまま施設のベッドで拘束していても、カガリには、ほかの被験者同様、好ましい変化は見られなかったはずだよ」

「どうだか……」

「カガリの逃げた先は追跡トレースしていた。施設の近くにある寺から、秋葉原の神社に女性が預けられたことは把握していた。それが脱走したカガリで……そして、あの大学生と接触した」

「オカベ・リンタロ」

「彼はクリスが日本にいたときの親しい友人だったらしい。そしてマホとも知りあいになっていた。偶然というなら、こんなドラマチックなシチュエーション、あると思うかい？」

「…………」

「まさに奇サプラ遇イズ──カガリの脳のなかに上書きされたクリスの記憶に、きっとよい刺激を与えているはずだ。だからこそ彼らをあえて放置して、監視にとどめている。それでもきみはカガリを回収するというのかい？」

「そう」

「拉致してでも？　理由は」

「言ったはず……！　ロシアが介入してきた。最初はアメリカのマキセ邸、そして和光のオフィス……狙いは、いまのところ遺品のノートＰＣとハードディスクだけど。いつアマデウス・システムとクリスの記憶データの存在に気づくともかぎらない。いいえ、もう気づいているかも」

「アマデウス・プロジェクトは凍結した。アマデウスのデータはストラトフォーのサーバーに移している。安全だ」

「…………ッ！　話にならない。ロシアにとってはノートＰＣも記憶データも、かならずしも入手しなくてはならないものではない。それが利用されるくらいなら……破壊すればいい」

「ロシアは、すでに『ナカバチ・ペーパー』を手に入れているから、そうなるね」

「わかっているなら……！」

「とにかく……再試をしても、カガリへの記憶移植実験が成功するかどうかはわからない。であれば、このまま泳がせて、まだ読みだせないでいる、カガリのなかのクリスの記憶に働きかけたほうがいいんじゃないかな。これは科学者としての意見だ」

「我々が、あのラボを襲撃してカガリを回収すると言ったら？」

「拒否する」

「民間企業にそんな権限はない。勝手にやるわよ……？」

「そんなことをすれば、我々はロシアと取引しますよ。記憶データはコピーすればいいのだから。ＳＥＲＮや中国にも接触しましょうか……？　全員がそれを所有していれば、その情報に、たいした価値はなくなる」

「あなた……国家のために働こうという気はないの？」

「それが我々の利益になるのであれば、よろこんで」

　ダン、と、激しくテーブルが叩かれた。







[image: ４章　二律背反のデュアル・β・後]
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　椎しい名なかがりに、牧まき瀬せ紅く莉り栖すの記憶をダウンロードしたのは何者か。

　なんの手掛かりもないまま、また数日がすぎた。

　阿あ万ま音ね鈴すず羽はは自分なりに調査をしていて、至いたるには連絡を入れているようだが、ラボにはもどっていなかった。

　桐生きりゆう萌もえ郁かも調査をつづけていたが、続報はない。ＳＥＲＮのラウンダーである彼女が、どこまで正直に行動しているかはともかく──かがりとアマデウスをめぐる陰謀の元凶は、超大国レベルの相手かもしれない。そんな不安が、岡おか部べ倫りん太た郎ろうの心のなかで〝敵〟を大きく感じさせていた。

　ラボの襲撃事件は未だに起きていない。

　ただ、敵の目的がかがりの誘拐であるなら、事態はいずれそこへと収束する。となると、あとは手段の問題で、あのライダースーツの女に代表される敵は、別の動きをしてくるかもしれない。

　かがりは〝敵〟にとって、なにかしら、かがりでなくてはならない理由があるのだ。

　彼女が記憶移植の被験体──使い捨てのモルモットであるだけなら、情報秘匿のために、誘拐ではなく始末すればいいだけの話だ。

　たとえば、かがり以外の被験者はもっとひどいことになっていて、話をするどころではないとか……。

　敵の正体もわからないままだったが、岡部倫太郎は最善をつくすことを決めた。

　まさに、できることをする。

　その〝時〟が来たときのために準備を怠らず進める。「人事を尽くして天命を待つ」と。

　オペレーションなんたら……とか、以前の鳳ほう凰おう院いん凶きよう真まであれば命名するところだ。この作戦の目的は過去を改変することではない。だから岡部は迷いなく集中できた。そして、この静かな計画に関与する仲間たち──橋はし田だ至と比ひ屋や定じよう真ま帆ほ、そして、椎名かがりは協力を惜しまなかった。




「──すみません真帆先輩、私のために」

「ううん……あと少しでできそうだから。それに、これは私のためでもあるんだし」

　ラボの開発室から、ふらふらとした足どりで出てきた真帆はソファーに身を沈めた。

　目の下には隈くまができている。ここ数日、真帆は寝る間も惜しんで装置の開発にあたっていた。

「それにしても携帯電話を使うだなんて……ふつう考えないわ。考えついたとしても実行に移そうなんて思わない」

「ケータイは話すとき、本体をこめかみあたりに近づける必要がありますからね。こめかみ周辺には大脳前頭葉と大脳側頭葉があります。側頭葉の海馬傍回が記憶を貯蓄する場所だと考えると、妥当な判断かと」

「問題は、どうやって記憶を圧縮させるか、よね」

　３・24テラバイトものデータを、そのまま携帯電話回線で送信することは、リスクがあるだろう。

「──それについては目下、僕が、毎日徹夜でがんばっているわけだが」

「すまないな、ダル」

　ＰＣとお見合いしている親友に、岡部は感謝の心しかない。

　記憶データの圧縮には、ＳＥＲＮの大型ハドＬロン粒子Ｈ加速器Ｃを拝借しなくてはならなかった。

「しかもハッキングが、ここからだって絶対にバレないようになんて言うから大変だっつーの。ほかのバイトだってあるのにさ」

　このことで岡部は、もう、禿はげるほど悩んだ。

　計画がＳＥＲＮに発覚すれば、またα世界線の悲劇がくりかえされる。天てん王のう寺じと萌郁は、指令が下ったとたん冷徹なラウンダーとして敵にまわるのだ。

　だが、ＳＥＲＮがラボに目をつけた発端は、過去に送られたＤメールの発覚だった。

『電話レンジ（仮）』は今回、製作中の機材のシステム上は必要としない。そもそも過去にデータを送るわけではないのだから通エ信シ傍ユ受ロ網ンに捕捉されることはないだろう。必要なやりとりは、すべて至が制作したＳＮＳ──ＲＩＮＥ上でおこなっている。ＳＥＲＮのハッキングに必要になるＩＢＮ５１００は、鈴羽がタイムマシンに保管していた。

　条件は、思った以上に揃そろっていた。

「──にしてもさオカリン。彼女……ほんと別人みたいなんですけど」

「ああ……」

　至の耳打ちに、岡部は小さく肯うなずいた。

　ここ数日で、かがりは紅莉栖の記憶による侵食が進んでいた。

　ラボに泊まりこんでいる真帆と、よく専門的な議論を交わしていた。真帆への呼び名も〝先輩〟で安定してしまった。

　真帆も、最初こそ違和感があったようだが、そのうち慣れてしまった。逆に、かがりのなかの紅莉栖の記憶から、装置の作製について助言を求めるように誘導している節さえある。

「こんなラボでタイムリープマシンを作っていたなんて、実際にタイムマシンを目にしたいまでも信じられないわ」

　真帆はかがりに言った。

「でも、人間の記憶をまるごとデータ化して、飛ばすなんて発想はすごいですよね。さすがは真帆先輩」

「その言葉、そっくりそのまま、あなたにかえしてあげるわ」

「はい？」

「あなたは天才で、所詮、私はサリエリだったってことよ」

　それは真帆の本音だったのだろうか。

　モーツァルトとサリエリ、『アマデウス』……。

　サリエリという人物は、ある時代のハプスブルグ＝オーストリアでもっとも成功した音楽家ではあったが、天才モーツァルトとの比較において歴史的な評価は受けられず、埋もれてしまった人物だ。

　真帆も、まさか紅莉栖本人にむかって、そんな自虐的な皮肉は言うまい。亡き後輩の記憶を持った別人という常識外の相手に対して、寝不足で作業に集中するあまりテンションもあがって、つい口が滑ってしまったのか。

　でも、ふたりの会話を聞いていると、岡部はヴィクトル・コンドリア大学での真帆と紅莉栖の日常が、目に浮かぶのだった。

「なぁ、かがり」

　岡部は会話に割りこもうとした。

「──そうだ！　サリエリで思いだしましたけど、アマデウス・プロジェクトはどうなってるんですか？」

「残念ながら凍結されたわ」

「凍結……？　どうして！　レスキネン教授が決めたんですか」

「私にもわからないわ。教授は、もっと上からの指示だって言ってたけど」

　真帆は、かがりに対して紅莉栖に接するように話し、そのことに抵抗もなくなっていた。

「そんなぁ……せっかく順調だったのに」

「なあ、紅莉栖」

「はい？」

　紅莉栖、と岡部が呼びかけると、やっと、かがりは反応した。

「…………」

「あ……あれ？　私、いま……」

　応じたあとで、かがりは途惑いの反応をかえした。

「きみは、かがり……椎名かがりだよな？」

「椎名……かがり……」不安からか、両手で自分を抱きしめる。「そう……私は椎名かがり……私は、でも、それじゃあ……これは……この頭のなかにある記憶は、なに？」

「それは牧瀬紅莉栖の記憶だ。きみの記憶じゃない」

「そんなこと言われても……わかんないよっ！」

　かがりは癇かん癪しやくを起こした。

「──だって私にとっては私の記憶でしかないんだもん！　私のなかにある、まゆりママたちとの記憶も、子供のころのパパとの記憶も、アメリカの大学での出来事も、ぜんぶ私のなかにあるんだもん！　どれが本当でどれが噓うそかなんて、私……わかんない、よ……！」

　声は、やがて嗚お咽えつに。

　かがりにしてみれば、ぜんぶが本当のこと。脳が記憶していること。

　噓であるはずがない。

　そもそも噓とはなにか。真実とは。事実とは。現実とは。

　たしかなことは……これは人間がそうだと信じていたものを、根底からゆるがす事象であること。

　自分の心をしっかり持て──そんな精神論の出番はない。

　タイムリープマシンを完成させたとき、紅莉栖はこうも言っていたはずだ。

　──別の人の頭のなかに、記憶を送りこむことは絶対にやってはならない。人格の崩壊を起こす。




　もしも……もしも、だ。




　このままにしておけば、どうなる？

　かがりの記憶がなくなり──思いだせなくなり、牧瀬紅莉栖の記憶だけが残ったら。

　そうなったとき、岡部の目の前にいる彼女は何者だ。

　椎名かがりか？　牧瀬紅莉栖か？

　もし、それが紅莉栖であったなら──岡部の脳が、そう認めてしまえば。

　考えてはいけない。

　けれども、そう思えば思うほど、悪魔じみた考えが頭に浮かんで、誘惑を拒むことで精一杯になる。

　──私のこと覚えてて……くれる？

　──私のことは忘れなさい。

　岡部にとって牧瀬紅莉栖とは……あの瞬間、好きという感情をたしかめた、たしかめあった……あの記憶を共有する相手であるはず。

　でも……好きだからこそ岡部は紅莉栖とともに生きたい。生きてゆきたい。ぬくもりを感じたい。未熟な肉に宿ってでも、ともに未来を見つめたい。それは欲なのか。

「ねぇ……私、どうしたらいいの？　助けて……ママ……パパ……」

　かがりは頭を抱えた。

　こうした発作も、ここ数日は、よくあることになっていた。

　とくに父親という存在──紅莉栖の中鉢への想いが、戦災孤児であるかがりの充たされない部分を浸食しているのかもしれない。

　まゆりママが、ここにいてくれたらよかったが。あいにく、もう学校がはじまってしまった。

　まゆりも、るかも、かがりを心配して、なにかあればすぐ連絡するとは言っていた。でも、だからといって高校生に負担をかけすぎるわけにはいかなかった。

「かがりたん。ちょっと気分転換に散歩でもしてきたらどう？」

　至が言った。

「そうね。人間、じっとしてるとよけいなこと考えちゃうものよ。少しくらい身体動かしたほうがいいかもしれないわね」

「……うん」

「というわけで、オカリン。かがりたんを頼んだ」

　ふたりには仕事がある。そのほかの雑務と患者のケアは、岡部の役目だ。
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　秋葉原、中央通り。

　岡部とかがりは並んで歩く。傍から見れば、年上のお姉さんをなぜか引率する、無精髭ひげのさえない大学生といった感じか。

　外の空気を吸ったおかげか、かがりは少しおちついた。

「どこか行きたいところ、あるかな？」

「……どこでもいいの？」

「ああ。きみの行きたいところでいい」

「じゃあ、紅莉栖さんと行ったところに連れていってほしい」

　これには岡部のほうが途惑った。

「…………え？」

「オカリンさんが、紅莉栖さんと歩いたことのある場所に連れていって」

　岡部と紅莉栖がいっしょに行ったところ……。

　たとえば近所のコインランドリー、芳林公園、牛丼の『サンポ』……気晴らしになるような場所ではない。思い出深いといえばラボでの議論や開発のこと。どこかへ遊びに行くというような時間は、ほとんど共有していなかった。そう……青森に行くという約束も、結局は果たされないまま。

　──紅莉栖あいつとは。

　いくつもの時間をともにしてきたが、それらは無数の世界線とアトラクタフィールドの縒より糸いとのなかに紛れてしまった。

　過去になったのでなく、なかったことになった。

　でも岡部は記憶していた。紅莉栖は岡部にとって、過去でも未来でもなく〝いま〟でありつづけている。それが望みであり約束であり……忘れなさいと言われながら忘れないことであり、ふとしたきっかけで先日のように、ふらっと再会することさえある。

「オカリンさんが紅莉栖さんとはじめて会ったのは、どこ？」

「はじめて会った場所……」

　かがりの質問に、岡部は思いかえす。

「私、そこに行きたい」

　岡部と紅莉栖がはじめて会った場所。それは、もちろん──
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　ラジ館。

　駅前の雑踏のなか、建て替え前のビルが、いっそう寒々しく晒さらされている。

「ここが……？」

　かがりは岡部をうかがった。

　──はじまりの場所。

　瞼まぶたを閉じれば、彼女の、あの挑みかかるような強気な瞳がよみがえる。

「…………」

　はじまりの場所。そして岡部が〈リーディングシュタイナー〉の記憶のなかで、β世界線の紅莉栖と最後に逢あった場所。

　刺してしまった。

「っ────」

　立ったまま頭を抱える。

　意味もなく叫びかけて、不安をかき消そうとして、だが、あたりの人目を気にして息を殺し、ただ……必死に耐える。

「オカリンさん？　どうしたの」

「すまない……」

　最近は、かがりのことであわただしかったせいか、少しは精神状態もましになったと感じていた。やることがあれば気は紛れる。でも、それだけだった。

「汗、すごい……ごめん、もしかして私のせい？」

「いや、そうじゃないんだ」

　否が応でも、ここに来ると思いだしてしまった。だから先日、真帆にタイムマシンを見せたときも鈴羽に任せたのだが。

　真帆とは、夏にラジ館ここで偶然出会ったことになっているようだが……建物のなかではなかったはずだ。なんの覚悟もなく、ここに入れるわけがない。

「行こう……」

　前に進みたい。願った。もう足踏みは……。

「いいの？　具合、わるいんでしょ？」

「大丈夫だ」

　そうであってほしい。このままでは、いつまでも、まゆりたちを心配させてしまう。いつかは克服しなければならないことなら……いま。

　仰ぐ。

　ラジ館の屋上。失敗してタイムマシンの前から逃げだしたときのまま、岡部の〝いま〟は、あそこに釘くぎ付づけにされているのだ。

「わかった！　じゃ、行こう」

　かがりは岡部の手をしっかりと握った。

「ありがとう……」

　友達とか、仲間とか、恋人とか、そういうのは──どれだけ、どこまで頼っていい相手かだ。

　──未来の自分が見ている。

　仲間であるかがりに手を添えられて、岡部はラジ館に足を踏みいれた。




　まっすぐエレベーターの前にむかった。

　手を握ってくれたおかげで、岡部はおちついていられた。とはいえ、あの独特の構造をしたラジ館の階段──紅莉栖との記憶が濃密なあの場所を通っていく気にはなれなかった。

　屋上へと直行する。

　鍵は留る未み穂ほから預かっていたが、使うのははじめてだ。

　階段室から、外へ。

　夏以来となるラジ館の屋上に出て、まず目に入ったのは人工衛星──タイムマシンだった。

「わぁ、なつかしい！　これこれ！　私、これに乗ってきたんだよ！」

　かがりはタイムマシンに駆け寄った。

「…………」

「はじめてこのビルの上に降りたときにね、お空がすっごくキレイでビックリしたの」

　見あげた空は……鉛色だ。

　それでも、かがりは透きとおった青空を仰ぐみたいに。

「──私、ママと別れるのが嫌で、ずっとマシンのなかで泣いてた。ママに会いたいよって……そんなことじゃダメだ、いつまでも泣くんじゃないって鈴羽おねーちゃんに言われて、それでも哀しくて……。そんなときに開いたハッチの外に見えたのが、青い空だったの」

「２０３６年の空は、青くないのか」

「うん。戦争の影響でね、ずっと黒くて暗い空。それに外にも、なかなか出してもらえないし」

　１９７０年代半ば……昭和50年ごろといえば高度成長期も終わり、光化学スモッグなどが問題になっていた時期のはずだ。それでも空が美しく思えたというなら、未来の大気はよほど汚染されているのだ。生命活動に支障があるレベルで。

「オカリンさんは、ここで紅莉栖さんとはじめて会ったの？」

「いや、屋上ここじゃない。ここは──」

「あ」

　鼻先に冷たい雫しずくが落ちた。

　冬の雨。

「降ってきちゃった」

「そうだな」

　そう……。

　──そっか、ここだと、あんたと会っちゃう可能性があること、忘れてた。

　あのときも雨が降ってきた。

　α世界線で。

　岡部は、まゆりの命を救うことができず、タイムリープの泥沼にはまってしまった。

　まゆりと紅莉栖は、どちらかを助ければ、どちらかが死んでしまう運命にあった。紅莉栖は、あの日も屋上ここで空を見あげていた。

　──考えごと。

　あのとき紅莉栖が考えていたこと。

「うわっ！　すごい降ってきたよ～！　オカリンさん、なかに──」

「…………」

　泣きだした空に、手をのべる。

　隠れてしまった太陽に手のひらを透かす。

　自分だけが辛いめに遭う。誰も幸せにならない選択を強いられつづけている。そう感じてきた。

　ラボのみんなも、でも、それぞれが多くのものを抱えていた。

　それでも、きっと彼らは歩きつづけるのだろう。不確かな未来──時間の矢の方向をむいて。

〈リーディングシュタイナー〉なんて能力、迷いを増やすだけなのだ。

　あれはどうだ、これはどうだと……品しな揃ぞろえが多すぎる店で、逆に、どれを買えばいいのか選べなくなるみたいに。やりなおせばやりなおすほど、どうすればいいのかわからなくなる。

　できることは数多いだろう。だが、人ひとりが為すべきことはかぎられる。

　アマデウス・モーツァルトは楽曲を残した。

　岡部倫太郎とは……何者だ。

　未来の岡部が遺のこしたものを、至たちが継ぎ、鈴羽とかがりが橋渡しをして、ボールは岡部のもとにもどってきた。

　──考えごと。

　あのとき、ここで紅莉栖が考えていたこと。

　それが約束のすべてだった。紅莉栖が遺したものは、未来をめぐりめぐって、いま、ここで岡部に託されようとしている。

　手をかざす。

　昼でも、たとえ雲が覆っていても空に星はある。

　滞った……糞ふん詰づまりの下水管みたいな役立たずの心を、つき動かすには。降りしきる雨に打たれるがまま。

「オカリンさんったら！」

　いきなり、岡部の腕が強くひっぱられた。

「…………？」

「このままじゃ風邪ひいちゃうよ！」

　かがりにひっぱられて、岡部は建物のなかにもどった。

　階段にしゃがみこんだ。ずぶ濡ぬれになった服が体を冷やしていく。凍えるようだ。いまは冬、あのときは夏……。

「はぁ～、ビックリ」

　あの日も豪雨に降られたあと……この踊り場で、岡部と紅莉栖は寄り添って話をした。

「ここだよ」

「え……？」

〈リーディングシュタイナー〉が記憶する順序で言えば。




　──さっき、私に、なにを言おうとしたんですか？

　──ほんの15分くらい前。

　──私に、なにか言おうとしましたよね？　すごく悲しそうな顔をして。

　──まるで、いまにも泣きだしそうで、それにすごく辛そうでした。

　──どうして？　私、前にあなたと会ったことありますか？




　紅莉栖と出で逢あわなければよかった。出逢えて、よかった。

　心はゆれる。ゆれつづける。

「オカリンさん」

　手のひらが、やさしく濡れた髪にふれた。

「かがり……」

「私が怖がっていると、ママが、よくこうしてくれたの」

　まゆりが……。

「どう、して」

「だってオカリンさん、すごく辛そうで……いまにも泣きだしそうなんだもん」

　子供をあやすように、かがりは岡部の髪を撫なでた。

　岡部は、されるがままにして語った。

「あいつと……紅莉栖と会った。最初の印象は最悪……はじめて会ったっていうのに、上から目線だわ、にらみつけてくるわで、かわいさのかけらもなかった」

　むこうも、おなじようなことを思っていたはずだ。

　あのときの岡部は、機関の陰謀だのエージェントだのと痛々しい単語を、どこにもつながっていない携帯電話にむかって口走るようなやつだった。

「でも……それでも紅莉栖さんは、オカリンさんにとって大切な人になった」

「ああ」

「そんな人の記憶が、私のなかにあるなんて……それも運命なのかなー」

　運命──

　いつだって、そうだった。世界線の収束という運命が、岡部を弄び、嘲あざ笑わらう。

　かがりの髪先から落ちた雫が、床に跳ねる。

「ねえ、もし……もしもね、椎名かがりの記憶がなくなって、完全に紅莉栖さんの記憶に入れかわるとしたら。そしたら私は、牧瀬紅莉栖になっちゃうのかな？」

「そう、簡単なものじゃないよ」

　手を握りかえして、岡部は答える。

　かがりも岡部とおなじことを考えていた。

　他人の記憶だけしか読出しができなくなれば、彼女自身は、自分が椎名かがりであるとは認識できなくなるだろう。椎名かがりとして我にかえることがなくなる。

　すると、人格というものが他者との交わりのなかで形成されるとすれば、近しい人間がかがりをどうあつかうか……牧瀬夫人が彼女を紅莉栖むすめと呼び、真帆やレスキネン教授が天才少女にふさわしい待遇で彼女と接すれば、椎名かがりだった彼女は、紅莉栖の記憶に紐ひも付けられた感情によって現状を肯定できれば、それを望む者が多勢なら、牧瀬紅莉栖として生きていくことはできるかもしれない。

　一方で、娘を奪われたまゆりは悲しむことになるだろう。

　故意に記憶を消すなんて行為は、個人の人格の侵害で、殺人に等しいのではないか。もっとも、それを正しく裁く法律はあるまい。

「でも、もしもだよ？　もしもそうなるなら……オカリンさんはうれしい？　私が紅莉栖さんになったらオカリンさんはうれしい？」

　岡部は、そんなことを──

「俺は……」

　望んでいないと言えるのか…………？

「でも、私はやっぱり嫌だな」かがりは濡れた自分の髪を撫でた。「このまま、自分がどうやって生きてきたのかもわからないまま、誰からも必要とされないまま消えちゃうなんて」

「かがり……」

「私、どうなっちゃうのかな……私は……私は…………」

　ふるえていた。寒さのせいだけではなかったはずだ。

　──ごめん……ね……。

　かがりの「ごめんね」の意味が、このとき岡部にはわからなかった。

　わからないまま、濡れたズボンが貼りついた膝をのばして、かがりの手をひいて立ちあがった。

「このままじゃ風邪をひく。帰ろう」
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　雨脚は弱まる様子がなく、岡部はラボよりも近い柳林神社にむかった。

「とにかく、あがってください」

　るかが出迎えた。

　はじめて入ったるかの部屋は……やはりというか、女子高校生の部屋みたいだった。

「ふたりともずぶ濡れ……着替えなきゃ」

　まゆりも来てくれていた。ちょうどＲＩＮＥに連絡が入ったので、柳林神社で待ちあわせることにしたのだ。

「ママ……」

「寒かったでしょ～？」

　まゆりはタオルで、かがりの髪をごしごしと拭いた。

「お風呂、沸かしてきますね！」

　るかが部屋を出ていく。

「お風呂……ママといっしょがいい……」

「まゆしぃと？　うん、いいよ。あ、でもオカリンはどうする？」

「俺はいい」

　風呂まで世話になることはない。ここにいても、かがりの着替えのジャマになるだけだ。

「オカリンも風邪ひいちゃうから、着替えだけでもしてね？」

「ええと……なんとかする」

　ラボにＴシャツくらいはあったはずだ。考えつつ、とにかく部屋を出ようとした。

「かがり……ちゃん？」

　まゆりが途惑いの声をあげた。

　着替えを手伝おうとしたまゆりの顔を、かがりが、ふしぎそうに見つめている。

「……だれ？」

「え？」

「あなたは、だれ……？」

　言葉を、とっさに受けいれられなかった。

「まゆしぃだよ……ママだよ、かがりちゃん」

「かがり……？　ちが……う……私、わたしは……誰……？　誰なの？　私は……！　う……」




　──うあぁっ……ああああああああああああああああああああああああああああああああああ！




　かがりは頭を搔かき毟むしった。

　発作。まるで憑つき物ものでも憑ついたかのように。

　あまりの豹ひよう変へんぶりに、まゆりはショックから声を失ってしまう。岡部は、かがりの名を叫んだ。呼びかけつづけた。

　──痛い……痛いよママ……助けて……パパ……助けて……！

　──誰か……助けて……私を助けてよぉ…………。

　助けて。助けて。

　心の病みがひどかったときなど、岡部も、誰にでもなく助けてと叫んだことはあった。

　だが、このかがりの状態は……。

「誰か……たす、け……て……………………」

「かがりちゃんっ」

　まゆりが娘に抱きつき、すがりつく。

　かがりは──糸が切れたように、その場に崩れ落ちた。





４






　柳林神社を出るころには、雨はやんでいた。

　あのあと、しばらく様子を見たが、気を失ったかがりは目を覚まさなかった。眠っているかがりの呼吸と脈はおちついていた。ひとまず、その場をまゆりたちに任せて、岡部はラボにもどることにした。

　るかの話では、かがりはこれまでにも不意に叫ぶことはあったという。ただ、今回のように激しく泣き喚き、気絶してしまうことはなかった。

「かがりの状態について、まだ軽く考えすぎていた……」

　すぐにも対処しなくては。気の急くままに岡部は走った。





＊






「できたわ！」

「キター！」

　岡部がラボの玄関を開けるなり、至と真帆の歓喜の声が響いた。

　できた……完成した？

「本当か！」

　濡れたままの靴を脱ぎ散らかして部屋にあがる。

「お？　オカリン、なんつーグッドタイミング！」

「岡部さん、びしょ濡れじゃない！」

　ふたりとも雨が降っていたことにも気づかず、一心不乱に仕事をしていたようだ。

「そんなことはどうでもいい！　それよりも……やったのか！」

「むふっ」

　至は親指を立てた。

「でかした、ダル！」

「スーパーハッカーなのだぜ。これくらい当然だっつーの」

　ＳＥＲＮのハッキングに成功したのだ。

　朝飯前のように言っているが、ＳＥＲＮといえば現在のインターネットの規格を設計したとされる、全欧州の叡えい智ちを結集したような組織なのだ。アトラクタフィールドが異なれば、管理社会ディストピアをもたらし世界を支配するほどの機関だ。そんなヤバいところをハッキングするのに、どれだけの能力と労力が必要か……。

　スーパーハッカーの呼び名はダテじゃない、のだ。

「比屋定さんは……？　完成したのか！」

「私だって、これくらいどうってことなかったわ」

　真帆も、おなじように指を立ててサムズアップしてみせる。

　開発室では、タイムリープマシンの理論を応用した装置が完成していた。

「さすがだな……」

　岡部は賞賛するしかない。

「ま、これもぜんぶ、あなたやかがりさんから情報を得られたからなんだけど。そういう意味では、かがりさんのなかに紅莉栖の記憶が残っていて、助かったわね」

「いや、完成させたのは比屋定さんのチカラだ」

「ありがとう。その言葉、素直に受けとっておくわ。あとは実際に、きちんと機能するかどうかが問題だけど……こればっかりは試してみるわけにもいかないのよね」

　記憶の移植なんて、おいそれと実験するわけにはいかない。

　α世界線で、さらに複雑なタイムリープマシンを何百回と使っておいてなんだが、装置に不具合やノイズがあれば、どうなってしまうかわからない。

「僕はキッチンジロー３回な」

　至が見かえりを要求する。メシをおごるくらいならお安い御用だ。

　ともかく、これでなにかあったときの準備は整った。

　あとはアマデウス・システムを悪用して、記憶移植実験を施した連中をつきとめ、保存されているであろう、かがり本人の記憶データのバックアップを入手すること。

　それが……いちばんの難題なのだったが。

「ふう、それじゃ私は、ちょっと眠らせてもらうわ。さすがに疲れ……」

　真帆の言葉をさえぎって、着信音が響いた。

「──もう、誰よ？　人がこれから寝ようってときに……はい、もしもし」

　文句を垂れながら、スマホを手に開発室の奥へとむかう。

「で、かがりたんのほうは、どうなん？」

　至が言ったとき、岡部のスマホにＲＩＮＥが届いた。






──ルカ子：かがりさん、目を覚ましました。いまはおちついています。








　ＲＩＮＥの文面をたしかめると、岡部は至にむきなおった。

「実は、あまりよくない。今日なんて、まゆりのことすらわからなくなった」

「マジで……？」

「それだけじゃない。そのあと意識を失った」

「それ、マズくね？」

「まずいな。なんとかしないと……」

　肝心の〝敵あいて〟がわからなければ手が打てないのがもどかしい。

　と、開発室から声があがった。

「ええ！　本当ですか!?」

「真帆たん、どしたん？」

「なにかあったのか!?」

　至と岡部は開発室に目をやった。

　真帆はスマホを手に、やや呆ぼう然ぜんとした様子で伝えた。

「荒らされたって……私のホテルの部屋……」
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　電話は、なんと警察からだった。

　真帆は和光市のビジネスホテルに滞在しているが、ここ数日留守にしていたあいだに、部屋がホテル荒らしにあったらしいのだ。カードキーはフロントで預かっていたが、ドアが開錠された形跡があり、いま本人に確認の上で警察が部屋を調べているという。

「それで？　詳しい状況はわかったのか？」

「なにが盗まれてるか調べるためにも、早くもどってこいって」

　警察が来ているのでは、もどらないわけにはいかない。

「じゃ、じゃ、じゃあ……なにが盗とられたかわからんってこと？　ももも、も、もしかして下着とかも!?」

「そういうのはぜんぶ持ってきてるわよ！　セクハラで訴えましょうか？」

「うひぃ、それだけは勘弁」

　数日間、ふたりはラボで顔をつきあわせていた。ずいぶん仲がよくなったのだろう、たぶん。

「ま……私の部屋ってふだんから散らかってるから、荒らされてるように見えただけって可能性もある。楽観的に考えれば、ね。鍵が開けられてたっていうから、誰かが入ったのはまちがいないでしょうけど。実は、ついこのあいだもオフィスのほうが荒らされたことがあって……」

「本当か……？」岡部はうなった。「じゃあ単なる偶然じゃないな。何者かが、比屋定さんの持っているなにかを捜しているんだ」

「そうね。でも、私の部屋も荒らされたってことなら、なにを捜しているのかは見当がつくわ。紅莉栖のノートＰＣよ」

　あれか……岡部は思いあたる。以前、真帆はノートＰＣのパスワードについて心あたりがないか、岡部にたずねていた。

　紅莉栖のノートＰＣとハードディスクには、『中鉢論文』のオリジナルの文書データが残されている可能性がある。紅莉栖の記憶データに等しい価値があるのだ。アメリカなどの西側にせよ、タイムマシン論文を独占したいロシアにとっても。

「──つか、そのＰＣとハードディスクって、この前、真帆たんが僕に預けたやつ？」

「なに？」

　至の言葉に、岡部はふたりにむきなおった。

「実はね……どうしてもパスワードを解析したくて。ラボにこもるようになってから、橋田さんにお願いしたの」

「それじゃあ、ノートＰＣとハードディスクは……」

「無事のはずよ。ね？」

「もちろん。いまは僕のヒミツのアジトにあるのだぜ」

　不幸中の幸いだ。岡部はひとまず安あん堵どする。

「──ずっとＳＥＲＮのハッキングにかかりきりだったから、まだパスワードは解析できてないけどね」

　それはそれで安心する。下手にパスワードを解析されて、真帆がオリジナルの『中鉢論文』に目を通したら、いずれ本物のタイムマシンを完成させてしまいかねない。

　真帆の部屋を荒らした犯人を、警察がつきとめてくれれば話は前進するが……敵が軍がらみだとすると簡単にはいかないだろう。

　ただ、警察沙汰になるような行動に出たということは、連中も焦っているはずだ。

　次はどんな手でくるか……いよいよラボを襲撃するような荒っぽいことになるかもしれない。

　──待てよ……。

　岡部はひらめいた。

　もしかしたら、このネタは使える。岡部はスマホで連絡をとった。
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　数日後──

　椎名かがりの容体は、悪化の一途をたどっていた。
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　秋葉原の夜。街の眠りは存外に早い。昼間、賑にぎわっていた家電量販店、同人誌書店、メイド喫茶店などは夜の９時ともなるとシャッターを閉じてしまう。いわゆるサラリーマン、勤め人がたむろするような居酒屋はもともと少なく、中央通り近くの路地でさえ、ビルの影に覆われて薄闇と静寂に包まれる。

　そんな裏路のひとつを、靴音が。

　女だ。急ぎ足で……帽子を目深に被って、人目を避けるようにして。

　まるで何者かから身を隠すように──

　追われているかのように。女が曲がり角にさしかかったとき、不意に、

「…………」

　女は驚いた様子で立ちどまった。

　数人の男に行く手を塞がれた。背後にも男たちの影が待ち構える。

　──椎名かがりだな。

　男のひとりが質ただした。流りゆう暢ちようではあったが外国語の訛なまりがある。

　女は、声もなく、といった感じで立ち竦すくむ。

　──楽な仕事だ。

　その反応を見たとき、男たちは思ったはずだ。

　小娘ひとり、さらっていくだけでいい。こんなに目立つ大人数で来る必要もなかった、と。

　女が怯おびえたのを見て、男たちは告げた。

　──おとなしくしていれば手荒なまねはしない。

　やさしささえ滲ませて。リーダーらしき男の合図で、ふたりが女のもとに近づく。

　怯えた女など、生まれたばかりの赤ん坊よりも簡単だ。男のひとりが無造作に手をのばす。

　そのとき──

　街灯を反射し、銀色の筋が奔はしる。

　女が風を切って身をひるがえした。のばした手を押さえて、男はうずくまった。

　路地に加ソー工セー肉ジのような物体が３つ、転がった。

　──ぎゃっ！

　男の指だった。もうひとりの男はハイキックを顔にくらって、もんどり打って倒された。

　一瞬。

　いきなり刃物を抜いた女を前に、ナメてかかっていた男たちは猛たけり立った。

　──You fuckin' bitch!

　母国語で罵り、一斉に女に襲いかかる。だが──

　再度の悲鳴。

「おいおい」ビルの陰から現れた大男は告げた。「静かにしな。あんまりうるさくすると、おまえらも困るんじゃねぇのか？」

　天王寺裕ゆう吾ごだった。帽子を脱いだ女は、阿万音鈴羽だ。
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　路地裏は暴力が支配する戦場と化し、そして……静寂がとりもどされた。

「すごいな」

　敵は、訓練を受けた男たちだったはずだ。

　それこそ軍とか諜ちよう報ほう機関といった。そんな玄人さんの集団が、次々と倒され沈黙したのを見せつけられて、岡部は映画のアクションシーンでも観賞した思いがした。

　喩たとえるなら、無敵の肉体派コマンドと未来から来た女エージェント。主役級のふたりを相手にさせられた、その他大勢のザコ。ＳＥＲＮのラウンダーである天王寺が荒事に強いことは、あの体格からも想像がついたが……岡部が驚いたのは鈴羽だ。

　体格的に際立って恵まれているわけではない。しかし鈴羽は複数の男を相手に、格闘術で圧倒した。躊ちゆう躇ちよがない、というのか。中学生のとき日本軍に入隊し、脱退後もレジスタンスとして実戦を積んできたことは知っていたが、〝戦士〟という言葉の意味を岡部は思い知らされた。

「っ！」

　戦場では有効とは思えないハイキックで、さらに襲撃者をひとり路上に沈める。言葉はわるいが〝遊ぶ〟余裕さえあった。

「やるじゃねえか、バイト」

「店長もね」

　ナイフや銃を抜くことすらさせず、天王寺と鈴羽はすべてを制圧した。
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　──数日前のことだ。

　真帆が泊まっていたホテル荒らしをきっかけに、敵も焦っている──そう考えた岡部は、オプションとしてひとつの作戦を実行した。

　以前、桐生萌郁は言っていた。外国人をふくむグループが秋葉原で椎名かがりを捜しているらしいと。

　世界線は変わったが、とどのつまり、タイムマシン開発競争から第３次世界大戦が勃発することはゆるがない。その核心となる『中鉢論文』にかがりが関係しているのであれば。この世界線でも、ライダースーツの女をふくめた軍関係者が、誘拐を狙っているのではないか。そう考えた岡部は、萌郁に頼んで、こちらから偽情報を流した。

　椎名かがりと思しき女が、毎日このくらいの時間に、この道を通るらしい──と。

　罠わなだ。

　もちろん本物のかがりではなく、それっぽく変装した鈴羽に、毎晩この路地を歩いてもらった。

　そして今夜、連中はまんまと岡部の撒まいた餌にくらいついた。

　立案者の岡部が、こうやって路地に身を隠して、見ているだけというのは情けない話だったが。下手に加勢なんかしても、足をひっぱるだけだから仕方がない。

『──そっちはどう？』

　岡部のインカムから至の声が聞こえた。スマホは、ずっと通話状態にしてある。

「心配いらない。片づいた」

『鈴羽は大丈夫？　ケガしてない？』

　至は、鈴羽が囮おとりになることに最後まで反対していた。親心というやつだ。どんな妙案であっても、娘を危険にさらすことをよしとする親などいない。至は父親としての自覚があった。阿万音由ゆ季きの夫となる覚悟は、まるでないのだったが。

「おまえの娘は、想像よりずっとすごいよ」

『そりゃあ僕の娘だからね。でも傷物になんかされたらオカリン一生恨むからな』

　傷物──心配してやるべきは敵のほうだった。

　突然、指笛が甲高く響きわたった。

　それを合図に、残った襲撃者たちが一斉に背をむけた。罠と察し、撤退を決めたのだ。

「おっと、そうは行くかよ」

　天王寺の丸太のような腕が男の腕を捕らえた。

　が──

「！」

　乾いた、抑えられた破裂音。

　天王寺が確保した男は膝から崩れ落ちた。

「チッ」

　天王寺が舌打ちする。岡部は声を失った。

「バカな……」

　死んだ。みずから消音器のついた拳銃で命を絶った。

「おじさんっ、そっち!!」

　鈴羽の声に、岡部は我にかえった。襲撃者のひとりが岡部のほうにむかってきた。

　この作戦の目的は、ここで敵を捕らえて、連中が何者かを自白させることだ。つかんだ尻尾を放すわけにはいかない。

　岡部は、大胆にも敵の前に身を躍らせた。

　不意に現れた岡部に、その男は一瞬、躊躇した。

　しかし、構わずそのまま突進してきた。腰だめにした手に、なにかが光った気がした。

　まさかナイフ──

「ぐっ！」

　岡部は棒立ちのままなにもできない。そのまま男と正面から激突し、ふっ飛ばされた。

　それでも足止めくらいの役には立った。追いついてきた鈴羽が、男に跳び蹴りをくらわせる。

「おっと」

　バランスを崩して、たたらを踏んだ男の前に待っていたのは仁王のごとき天王寺だった。

　男の身柄を押さえる。自殺などできないように両腕を固めた。

「おじさん、ケガは？」

　鈴羽が駆け寄った。

「っ…………！　なんともない……」

　眉間をつねる。男がナイフを持っていたせいで、一瞬、あのときの紅莉栖の記憶が蘇よみがえってしまった。

『──オカリン！　どしたん!?　なにがあった？』

「心配するな……こっちは、みんな無事だ」

　──んんんんんんんーっ！

　天王寺に押さえつけられた男が、くぐもった悲鳴を漏らした。口にタオルをつっこまれている。

「おいおい、あんまり暴れるんじゃねぇよ……騒ぎになって困るのは、おまえもだろうが。それにまだ１本目だぜ、情けねぇ。あとまだ９本も残ってる」

　天王寺は、男の指を折っていた。もうラウンダー流の尋問がはじまっていた。

「それが終わったら、目だ。それから両方の耳、鼻……まだまだお楽しみはいっぱいあるんだぜ」

　岡部は知っていた。これが天王寺裕吾──ＦＢの裏の姿だ。

　目を背けたくなる光景だったが、そんな反応をしているのは岡部だけで、鈴羽は顔色ひとつ変えずに様子を見ていた。

「俺だって、めんどうなまねはしたくねえ。どうせ吐くなら、早めに吐いたほうがお互いのためだと思うぜ？」

　指を、折る。

「……ん？　どうだ、もう１本行くか？」

　男は、んーんーと苦く悶もんの息を吐きながら、首を左右にふって意思表示をした。

「──最初からそうすりゃいいんだよ」天王寺は唾液まみれのタオルを抜いた。「で、おまえさんたちの元締めは、誰だ？」

　拷問で消耗した男は……聞きとれないほどの細い声で尋問官に告げた。

　すると、天王寺の顔色が変わった。

「……〝ストラトフォー〟!?　おい、冗談じゃねえだろうな」

　天王寺が次の指にチカラをかけると、男は必死の形相で首をふった。

　ストラトフォー。

　岡部は知っていた。中二病まっさかりだったころネットで調べた。

　正式名称は【STRATEGIC・FOCUS】──影のＣＩＡとも呼ばれるアメリカの民間情報会社だ。軍事関係のインテリジェンスに特化していて、１９９０年代の湾岸戦争、ユーゴスラビア紛争、そして近年のイラク戦争などでも、その情報分析能力は本家ＣＩＡを凌しのぐほどだったという。

「ストラトフォーか……また、めんどうなやつらが……」

　ＳＥＲＮのラウンダーである天王寺に、そこまで言わせる組織だ。おいそれと手出しができる相手ではなかった。

　一方で、そのことは、かがりと紅莉栖の記憶データをめぐる岡部の仮説を、大いに補強した。

　情報屋のストラトフォーであれば、『中鉢論文』は喉から手が出るほど欲しいに決まっている。ロシアに亡命した中鉢教授と牧瀬紅莉栖の親子関係にもたどりつくだろう。ヴィクトル・コンドリア大学の上層部に圧力をかけて、アマデウス・プロジェクトを中止させて紅莉栖の記憶データを確保。身元不明の被験者を用意して記憶移植の実験を……そんな大それた行為に及ぶことも、ありうるのではないか。

　ストラトフォーは情報を売買する、死の商人だ。

　調査が本業のシンクタンクではあるだろうが、傭よう兵へいとか、この襲撃者たちのような人種を雇ったとしてもおかしくはない。

〝敵〟の尻尾をつかんだ。

「──聞いたか、ダル！　いますぐストラトフォーのサーバーにハッキングをかけてくれ」

『オーキードーキー！』

　頼もしいスーパーハッカーは、さっそく作業にかかる。

　この作戦を立案したのは岡部だ。協力してくれる仲間たちを危険にまきこんでいる。臆している場合ではなかった。

「……どうしたの、店長？　なにか気にかかることでも」

　鈴羽が天王寺を見た。なにか腑ふに落ちない、といった表情をしている。

「いや……ストラトフォーといやぁ民間の会社だぜ。いわば金によって雇われてる連中だ。そんなやつらが、いくら捕まったからって……自決までするか？」

　言われてみれば……妙な気もする。

　自決を厭いとわない人間といえば、どこかの独裁者に育てられた特殊部隊とか、それこそＳＥＲＮのラウンダーとか、もっと極端な連中だ。

「おい、おめえ本当に……」

　さらに締めあげようとした天王寺だったが、男はすでに気を失っていた。

　天王寺は、用意していたロープで男を縛りはじめた。

「──けっ！　だらしねえヤツだ。おい、岡部……後始末は俺に任せて、おめえらは行け」

「いいんですか？」

「これで終わりじゃねえんだろ」

　路上には倒されて動けない男たちが数名、転がっている。このあと連中をどう処理するつもりなのか……ラウンダーに召集をかけたりするのだろうか。

「わかりました。あとのことはお願いします！」

　岡部と鈴羽はラボへと急いだ。





＊






　全速力で走る鈴羽の背中を必死で追いかけて、岡部は大檜ひ山やまビルの２階に駆けこんだ。

　未来ガジェット研究所のラボには、至、真帆……まゆり、るか、そして留未穂も揃そろっていた。

　椎名かがりは、ぐったりとソファーにもたれかかっていた。





６






　かがりの息は荒い。

　顔から血の気がひいていた。いつ、どうなってもふしぎはない状態だ。

「ダル……どうだ？」

「ちょい待ち。前にハッキングかけたときのルートがあるから、いま探ってる」

　至はＰＣの前で作業にあたる。

「前にって……おまえ、そんな危険なことしてたのか」

「呆あきれた……」

　真帆はハッキング先がストラトフォーと知って驚いていた。と同時に、アマデウス・プロジェクトの凍結に軍事シンクタンクが関係しているとわかり、ことの大きさと闇の深さに戦慄おののいている。

「友達と賭けでね。どっちが早くハックできるか勝負したんだ。ゴーゴーカレー１年分」

　影のＣＩＡ相手にハッキング競争とか……。

「…………」

「あれ？　どっちが勝ったか聞かないん」

　至は鼻の穴をひくひくさせた。結果は聞くまでもないことだろう。

「とにかく急いでくれ」

「了解らじや」

　かがり誘拐が失敗に終わり、しかも罠にかけられた。情報が流出した懸念があるとすれば、ストラトフォーが強硬手段に出てくる可能性がある。もたもたしている時間はない。

「オカリン……？　顔色、わるいよ」

　まゆりが気づいた。

「いや、なんでもない」

「なんでもないことないニャ、見せるニャ！」

　留未穂が強引に岡部のコートを剝ぎとった。

「岡部さん……血が……！」

　るかが声をふるわせた。

「オカリン……！」

「岡部さん？」

「っ……ひどいケガしてるニャ！」

　自分でも見ないようにしていた。さっき襲撃者の男と激突したとき、ナイフで刺された傷だ。出血がシャツの脇腹をどす黒く染めていた。

「……問題ない」

　岡部は死なない。２０２５年までは、とりあえず死なない。それが収束だ。

「問題ないわけないニャ！　ルカニャン、応急手当の用意を！」

「はいっ！」

「俺は大丈夫だ」岡部は気力で立ちつづけた。「まゆり、それよりも……かがりは！」

「っ……は、ぁ…………」

「かがりちゃん!?　しっかり！」

　かがりはソファーにもたれかかり、浅い息をくりかえしている。

　ここ数日で、かがりはすっかり衰弱してしまった。食事もろくに摂れていないのだ。

　かがりの手が宙を搔く。

「ママ……ママ、どこにいるの？」

「ママはここだよ。ちゃんとそばにいるよ」

　まゆりが手をしっかり握ってやると、かがりは、ようやく笑みを見せる。

「ねぇ……ママ……私、このまま……消えちゃうの、かな……？」

「大丈夫だよ。オカリンとダルくんが、なんとかしてくれるから」

「オカリン……さん……？」

「そうだよ。オカリン……わかるよね？」

「オカリン……さん……」

　虚ろな目が岡部を見た。

「心配しなくていい。もう少し……もう少しで、もとどおりになる」

　岡部も語りかけた。

「……岡部……さん」

「!?」

「私を、消して……」

「かがり……？」

　ちがう。

　心が粟立つ。

「彼女のなかから……私を消し、て……」

　かがりでは……ない。

　では、まさか──いいや紅莉栖の記憶データは昨年３月のものだ。岡部のことは記憶されていないはずだ。

「このままじゃ……かがりカノジヨが……」

　だが、それは、まちがいなくクリス──紅莉栖の言葉だった。

　人格と記憶はちがうものだ。牧瀬紅莉栖の記憶があるからと言って、かがりのなかに紅莉栖の人格が備わることにはならない。人格とは──他人との関係性のなかで構成される。





──私を……消して……。






　たしかに紅莉栖クリスが発した言葉だった。

　岡部が感じ、そう思ったのだ。

　真帆を見て、それから目線で肯きあった。真帆も、やはりアマデウスのクリスの影を感じたらしい。

　α世界線で紅莉栖は言った。

　まゆりを助けて、と。

　まゆりを犠牲にして、自分が生きることなどしないと。牧瀬紅莉栖とは、そうした精神性の持ち主だ。

　このままかがりを放置すれば、紅莉栖の記憶だけが、かがりの脳と肉体に定着するかもしれない。その可能性を否定することはできない。

　でも……そうなったとしても聡そう明めいな紅莉栖は選ぶだろう。

　かがりを助けて、と。

　かがりに宿ったまま研究を進めて、装置を開発し、かがりの脳から紅莉栖じぶんを消そうとさえするかもしれない。

　父親に裏切られ、岡部に刺され、志半ばで亡くなり、記憶データのみになってしまったいまも、どうして紅莉栖は苦しまなければならないのか。





──ごめんね……岡部……。






　かがりの瞼まぶたの隙間から、涙が頰ほおをつたう。

　岡部は、もう彼女を見ているだけで胸が苦しくなった。

「ダル……まだか…………」

　紅莉栖──そう呼びかけたくなるのを必死で抑える。

「待って……もうすぐ、もうすぐ……！」

「まずいよ、おじさん！」窓から外をうかがっていた鈴羽が告げた。「１、２……３……何人か集まってきてる。ストラトフォーだ」

　早い。さっき撤退した連中が、再度、集まってきたのかもしれない。

　汗が滲にじむ。腹の傷の痛みを忘れるほど、全身が、あらゆる緊張に支配された。

「よし、来い、来い、来い！　……………………っしゃ！」

「ダル!?」

「っしゃ、っしゃっしゃ、キタキタキター!!　ビンゴー！」

　救急箱を持ってきた留未穂を制して、岡部はＰＣのモニターにくいついた。真帆も画面をのぞく。

　ストラトフォーのサーバー内には、多様なファイルが存在している。

「重要そうなファイルのなかから、サイズの大きなものを選んで！」

　真帆が叫ぶ。アマデウス・システムの記憶データはひとり分で３・24テラバイト前後だ。

「待ってよ……大きなのっつーと……えーっと、ん？　もしかしてこれかな？　でもファイルネーム『John』って……」

「モーツァルトの洗礼名はJohannesヨハネス！　きっとそれだわ！」

　真帆が口走った。

「なんかよくわからんけど、おｋ。てか、なかにもファイルがいっぱいあるんですけど……」

『John』フォルダのなかには、番号名でソートされたファイルが並んでいた。

「ファイルが増えてる……私たちの研究段階じゃ、こんなに多くなかった……」

　プロジェクトが凍結されたあと、その成果はストラトフォーの手にわたり、さらに実験が重ねられていたのか。

　サンプリングされたファイルが増えているということは、新しい記憶データをスキャンして保存していたことになる。重要な被験体であるかがりの記憶は、通常ならバックアップをとるだろう。

「このファイルのどれかが、かがりさんの記憶データのはずだけど……」

　真帆がフォルダ内を捜すが、名前のつけかたが大学とはちがっていた。アルファベットと４桁の数字からなっている。

「ケー・シックス・ツー・ゼロ・ファイフ」岡部は告げた。「〝Ｋ６２０５〟だ」

「え？」

　至と真帆がふりむいた。

「Ｋ６２０５番がかがりの記憶だ、ダル！」

　ケッヘル６２０の５番──『魔笛』。以前の世界線で、ラボを襲撃したお面のひとりが、かがりを指して口にした番号だ。それがフォネティックコードの発音だったと天王寺が教え、モーツァルトのケッヘル番号ではないかとヒントをくれたのは来くる嶋しまかえでだった。

「Ｋ６２０……あった、これだ！」

「あとの手て筈はずは、事前に話したとおりに頼む！」

　やりかたは、タイムリープマシンに比べればシンプルだ。走査スキヤンしたかがりの記憶データは発見したのでＶＲヘッドセットは不要。データを過去に送信する必要はないから『電話レンジ（仮）』も必要ない。

　かがりの記憶データにデコードプログラムを仕込んで、ハッキング済みのＳＥＲＮのＬＨＣで圧縮、圧縮されたデータを転送してスマホに飛ばせば──

「早く！　完全に囲まれた!!」

　鈴羽が警告した。

「ダル、準備はいいか！」

「オールオッケー！」

　すべての材料が揃い、工程を実行しようとしたとき、真帆が声をあげた。

「……待って！」

　真帆は厳しい表情でＰＣの画面を見た。

「どうした、比屋定さん!?」

「本当にうまくいくのかしら？　もし失敗したら、かがりさんは……」

　自分が作製した装置を、ぶっつけ本番で使うのだ。人体実験だ。不安になったのは無理もない。

　岡部は真帆の肩にしっかりと手を乗せた。

「大丈夫だ。俺が保証する……」

「岡部さん……」

　この装置を自分に使うとしても、岡部は迷わず実行する。

　紅莉栖が──真帆が作ったものだからだ。

「おじさん！」

　鈴羽が、たまらずといった感じで玄関に動いた。

　まゆりとるか、留未穂たちは一カ所に集まっている。

　岡部はＰＣの前を離れて、ソファーに身を預けたかがりの前に膝をついた。

「かがり……！」

「岡部……さん…………？」

　濡ぬれた瞼が、うっすらとひらかれた。

　その反応、そこにいたのは──

「……いいな？」

　岡部は短くたしかめた。

　──さようなら。

「うん」

　──さようなら、紅ク莉リ栖ス。

　外の階段を、複数の足音が駆けあがってくる。

「ダル！」

「了解！」

　至はエンターキーを叩き、実行した。




　すべては光に迫る速度で。




　ストラトフォーのサーバーにあった３・24テラバイトのかがＫりの６記憶２デー０タ５は、スイスとフランスの国境地下にあるＳＥＲＮのＬＨＣで超圧縮、たちまち岡部のスマホに転送された。

　着信音が鳴る。

　かがりのこめかみにスマホをあてる。あとは応答すれば、デコードプログラムが作動して、かがりの脳にかがり本人の記憶が展開、丸ごとダウンロードされるはずだ。

　外で、襲撃犯たちの気配が動く。

　騒然と、様々な音が飛び交うなか、かがりは──最後に岡部を見た。

「あのね岡部さん……」

　最後に、彼女は。




　──私……たぶん、岡部さんのこと……。




　それは、かがりの言葉だったのか、紅莉栖クリスの言葉だったのか。

　玄関扉が打ち破られた。

　言葉のつづきは、土足でリビングを踏み荒らす音と怒号にかき消される。




　──ゆびきりげんまん、噓うそついたら海馬に電極ぶっ刺す。指切った。




　あのとき紅莉栖はＤメールを送信するキーを迷いなく押した。

　だから、いま、岡部も。




　──かがり……よい、目覚めを。




　約束。そして再び……。

　着信に応答する。スマホが鳴動をとめた直後、





────世界は、
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　目め眩まいとともに。

　歪いびつに、姿を変えた。


































































そこは黒い黒い闇のなかだった。
















音もない。




温度もない。




ただ暗闇と、冷たさと静寂に満ちていた。




誰もいない。




起きているのか眠っているのかもわからない。




ただ漠然と、そこにあるという感覚だけ。




無──。




ただそれだけが無限に広がっていた──。




＠倫太郎「!!!!」




＠倫太郎「…………」




あれ？




俺はいったい何をしていたんだ？




たしか──。




＠紅莉栖「ちょっと岡部、いつまでもそんなところで寝てると、風邪ひくわよ」




＠倫太郎「え……？」




声の方向に顔をむける。




開発室のカーテンを開けて、立っていたのは。




＠紅莉栖「なによ？」




＠倫太郎「なんだ、紅莉栖。いたのか」




＠紅莉栖「いたのか、とはずいぶんご挨拶だな。さっきから、ずっとここにいたじゃない」




＠倫太郎「そう……だったか？」




＠紅莉栖「そうよ。昨日も一昨日も、ずっとここにいたわよ」




言われてみれば、そんなような気がした。




どうにも頭のなかが曖昧で、ぼんやりとしている。




かといって、眠いとか、だるいとか、そういうわけでもない。




意識だけはしっかりと覚醒している。




それなのに、なにかが足りない──それも大切ななにかが──そんな感覚だ。




＠倫太郎「そういえば、ダルやまゆりはどうした？」




＠紅莉栖「……あんた、本当に大丈夫？　何か不具合でもあったんじゃない？」




＠倫太郎「どういう意味だ？」




＠紅莉栖「橋田もまゆりも、ほら、そこにいるじゃない」




＠倫太郎「え？」




＠まゆり「オカリン、トゥットゥルー♪」




＠至「僕のこの大きすぎる存在感を見落としてるなんて、どうかしてるぜ、オカリン」




ああ、そうか。




ダルもまゆりも、いつだってそこにいたよな。




いや、ふたりだけじゃない。




＠フェイリス「凶真、元気がないニャ？　フェイリスの萌もえ萌えチャームで元気を取り戻すんだニャン♪」




＠るか「凶真さん、ボクにできることがあったら、なんでも言ってくださいね」




フェイリスもルカ子も。




＠鈴羽「岡部倫太郎のために、その辺の食べられそうな草で、あたしが特別ジュース作ったげるよ」




＠萌郁「私も……いるよ……岡部くん……」




鈴羽に萌郁。




ラボメン全員、いつもこのラボにいたじゃないか。




そうだ。




これが俺の日常だ。




俺はいつも、ここでこうしてすごしているんだ。




＠倫太郎「ふむ……全員いるようだな」




＠倫太郎「では只ただ今いまより、第６５５３６回目の円卓会議を行う！　おまえたち、準備はいいか!?」




＠紅莉栖「まったく、いつもいつも暑苦しいわね」




＠倫太郎「おまえこそ、いい加減そのお澄ましフェイスはやめるんだな、助手」




＠紅莉栖「だから、私はあんたの助手になった覚えはないといっとろーが」




＠まゆり「オカリンとクリスちゃんは、いつもなかよしだね～」




＠至「イチャイチャしやがって。リア充爆発しろ」




＠紅莉栖「ちょっと、橋田。私がいつ、こいつとイチャイチャしたっていうのよ」




＠フェイリス「仲がいいほど、喧けん嘩かするっていうニャ」




＠るか「うらやましい……です……」




＠鈴羽「漆うるし原ばらるかもいっしょにイチャイチャすればいいじゃん」




＠るか「え？　だ、ダメです！　ボクにはそんなこと、できません……」




＠萌郁「イチャイチャ……」




＠倫太郎「ええい、おまえたち、いつまでムダ話をしている！　さっさと会議をはじめるぞ！」




＠紅莉栖「で、今日の議題はなんなんだ？」




＠倫太郎「そんなものは決まっている。今日の議題は──」




なんだ……？




＠倫太郎「議題は……」




＠紅莉栖「岡部？」




やっぱりなにかがちがう……。




＠まゆり「オカリン？」




一見いつもとおなじように思えるが……。




＠至「どしたん、オカリン？」




……そうだ、冷たいんだ。




＠フェイリス「凶真？」




感じない。




＠るか「凶真さん……」




感情も。




＠鈴羽「岡部倫太郎」




ぬくもりも。




＠萌郁「岡部……くん……」




みんながいる。




それなのに、冷たくて暗くて寒くて……。




寒い──。




＠萌郁「岡部くん……」




寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い。




＠鈴羽「岡部倫太郎……」




身体からだの芯から凍ってしまいそうなほどに寒い。




＠るか「凶真さん……」




まるで骨という骨が鉄でできているかのように。




＠フェイリス「凶真……」




身体中の血管に水銀でも流されているかのように。




＠至「オカリン……」




寒い。




今にも凍ってしまいそうだ。




なんだ、これは？




＠まゆり「オカリン……」




ここは、どこだ？




俺は……どこにいる？




＠紅莉栖「岡部……」




俺は──。
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　アマデＡ．ウスＩ．は夢を見るのか。




　瞳は光を失い、

　鼓膜は石となり、

　舌は干ひ涸からび、

　指先はぬくもりを忘れた。

　ひどく不快な刺激──汚臭が鼻腔にふれ、ピリッと静かな電気が走ると、ゆるゆると覚醒をうながす。

　気怠い、生きるという行為を命じた。





＊






　声を出そうとするが上手くできなかった。体が動かない。金縛り──なのか。焦点がボヤけ脳は像を結ばない。瞼まぶたが眼球に貼りついているようだ。不快感から目を擦ろうとするが腕があがらない。

　腕が……ない？

　そう感じて、焦りだけが増した。浅い息を吐き、芋虫みたいに体をうねらせる。ギシッ、ギシッという音が、なぜか、ずいぶん遠くから聞こえた。ベッドマットレスのスプリング……感覚から情報を得て連想したとき、不意に、強い閃せん光こうが脳裏を焼いた。

「っ…………！」

　頭のなかで、電極でもぶっ刺されたかのような激痛が走る。

　背中にあたった硬い感触。目だけを動かしてあたりをうかがう。ぼやけた視界が、長い時間をかけてようやく定まってきた。

　ああ……と。

　目が覚めたのだ。

　ここは……ラボではなかった。自宅でもない。どこだかわからないのは当然で、来たことも見たこともない場所だ。薄暗い照明、家具といえるようなものは、自分が寝かされていたスプリングの軋きしんだベッドだけ。

　──俺は、なにをしている？

　頭を搔かきむしろうにも、横になった姿勢から腕さえあげられなかった。疲労感、倦けん怠たい感かん、虚脱感……あらゆる災難が重しとなって体にのしかかっていた。関節という関節は、変質して凝固したかのように機能しなかった。40度の熱を出したときとおなじで、考えようとしても考えはまとまらず、幻聴に追われて、なにかをしようとしても気力がつきて挫くじけてしまう。

　渾こん身しんのチカラをこめて、なんとか寝がえりを打った。

「っ……ぅぁ…………」

　つっぱった腕で体を支えて、やっと体を起こす。

　ここまでに何分……もっとかかっただろうか。少し体勢を変えようとしただけで、あらゆる筋肉に激痛が走った。さらに時間をかけて、やっとベッドに腰を掛ける。

　視線を落とす。

　入院患者が着るような、だぶっとした服を被かぶっていた。あまり清潔とは言えず、変色した血や、よくわからないシミだらけだった。

「うっ……」

　そして気づく。意識をとりもどしかけたとき、鼻をついた汚臭の源は自分だった。

　体がベタベタした。全身にワセリンみたいなクリームが塗られていた。髪の毛がギスギスして、頭にはなにかの装置──ヘッドギアのような物体を被せられていた。装置からのびたケーブルは枕元の機器に接続されている。

「…………？」

　スマホは持っておらず、部屋には時計もない。

　だんだん……不安になってきた。

　喉が渇いた。カラカラだ。ヘッドギアを外して投げる。外したあとで、それが自分にとって必要な医療機器だったのではないかと気づき、また不安になった。

　ベッドから降りた。

「っ!?」

　転倒。

　自分の体ではないようだ。床に這はいつくばって、亀のようなぶざまな体勢になる。腕をつっぱって、なんとか上半身を起こし、四苦八苦した末にベッドにつかまり、やっと立つことができた。

　それだけで、もう疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。このままベッドに突っ伏したい。しかし喉の渇きはいかんともしがたかった。水道は見あたらず、とにかくドアにむかった。

　壁に倒れこむように身を預けた。また、そこで休む。もし倒れてしまったら二度と起きあがれる自信はなかった。ドアに手をかけて、握力の衰えた両手でノブをひねり、体重をかけて重たいドアを押すと、やっと開けることができた。

　通路へ。

　また壁に体を預ける。なぜかドアには鍵がかかってしまい部屋から締めだされてしまった。オートロック……？　もちろん、ここがホテルだとは思えない。

　薄暗い非常灯を頼りに、壁に身を預けながら通路を進んだ。

　すぐに上り階段に行き着いた。窓はなく、ほかに道もない。手すりにつかまって、ゆっくり、ゆっくりと階段をあがった。お年寄りは、いつも、こんな思いをして階段をのぼっているのだろうか。そんなことを考えながら一段一段……転げおちたら終わりだ。必死だった。

　やっと階段をのぼりきる。

　行きどまりだ。隔シヤツ壁ターが行く手を塞いでいた。構造がよくわからず手間取ったが、ロックを外して、あとは背中でシャッターを持ちあげて、やっとできた数十センチの隙間から這いだした。

　外──いや、まだ建物のなかだ。

　天井のパネルが剝はがれ落おちて、床を埋めている。大地震のあとのようなホールを、ガレキを踏みわけながら進む。素足で尖とがった破片を踏んだ。苦痛にうめく。やっと出口にたどりついた。

　目に飛びこんできた光景。それは──




　都市は壊れていた。

「なんだ……これ…………！」

　廃はい墟きよと化したビル群。コンクリートの建材は砕け、その断面から捻ねじ曲まがった鉄骨が剝むきだしになっていた。外壁の窓ガラスは砕け散っていた。建物そのものが傾いでいるようにも見えた。

　破カタスト局ロフイを描いた、映画のワンシーンのような。

　だが眼前にあるものは現実リアルだった。ガラスや、そのほかの破片が路上を埋めつくしている。素足では不用意に歩くこともできなくなった。

　あたりを見やる。

　通りに沿って、どこまでもおなじ廃墟の光景がつづいていた。

　ぬるい風とオイルの臭いが鼻をついた。燻いぶされたような臭気。空を仰ぐ。やけに薄暗い──最初は日暮れどきなのかと思ったが、空一面を覆っている黒い霧のむこうに、ぼんやりと真昼の太陽の輪郭があった。

「っ……ゲホッ、ゲホッ……」

　喉の痛みに咳せきこんだ。

　袖で口元を押さえる。空気が……空気がひどい。煙にまかれたときのように、目に鼻に、刺激臭とともに痛みが染みる。

　なにが起きたのだ。思いだそうとしても、なにもわからない。

「…………」

　そうだ……かがりだ。

　彼女の脳から紅く莉り栖すの記憶を除去するために──




　思いだした。




　岡おか部べ倫りん太た郎ろうは我にかえった。

　最後の記憶は、目め眩まい──〈リーディングシュタイナー〉が発動した感覚。ＳＥＲＮをハッキングした至いたるが、ストラトフォーのサーバーに保存されていた記Ｋ憶６デ２ー０タ５を圧縮送信、そして──スマホで着信を受けて、そのかがりの記憶データが彼女自身の脳に展開された直後、おそらく世界線が変わった。

　ひとつ、はっきりしたことは──昨年末から何度か感じた世界線変動には、すべてアマデウス・システムと牧まき瀬せ紅莉栖の記憶データ、人工知能のクリスが関係していたこと。つまり『中鉢論文』のオリジナルであるタイムマシン理論だ。あるいは、その紅莉栖の遺産を、誰が、どの時点で保有することになるか──あるいはできなくなるか。それによってタイムマシン開発競争の推移、世界線が複雑に変動しているのかもしれない。

〈リーディングシュタイナー〉を有する岡部であっても、その変化をコントロールすることは困難だろう。Ｄメールのようなはっきりしたフラグを、意図的に操作できるわけではないからだ。

　いずれにせよアトラクタフィールドの大筋として、このβ世界線は第３次世界大戦へとむかう。結果はロシアの戦略的勝利であり、そこに至るまでの過程が、歴史の全体像としてはほんの少しばかり変化する……といった程度のことでしかない。

　今回は、つまりストラトフォーがアマデウス・システムを凍結押収し、紅莉栖の記憶データを椎しい名なかがりの脳にダウンロードした……その事実は、なかったことになったはずだ。

　岡部たちの作戦は成功したのだ。やってやった……そのことに安あん堵どする。

　あとは、くりかえすが、とにかく現状をたしかめる。世界線変動の〝差分〟を確認できるのは観測者の岡部だけだ。

　この廃墟の光景は、そうして少しばかり……そう少しだけ変動したβ世界線のひとつだ。

「…………」

　視界の隅で、ガレキの山から黒ずんだ棒がつきでている。

　足元に気をつかいながら、そちらに歩く。

　なんだろう、と。顔を近づけて目を凝らした。ガレキからつきだされたそれは、先のほうで５つに枝分かれし──

「ひっ」

　不快感が胃からつきあげた。

　手だ。炭化した人の手だった。

「っっぷ…………ぐっ……う、おえっ…………」

　吐き気をもよおす。たまらず手をつく。しかし腹のなかには吐くものさえない。

　なにかが動く気配がした。

　誰かいる……。どこだ……。

　助けを求めようと、岡部は気配を感じたビルのむこうに歩いた。足を運ぶたびに小さな破片が突き刺さる。

　誰か……。

　ここは、どこで、いつで、いったいなにがあって、こんなことになっているのか。

　岡部は崩れかかったビルのむこうを見た。




　たしかに、そこには大勢の人がいた。

　いいや、それは、もう人ではなかった。死骸の山だ。血肉を詰めた皮袋──腐ったガスで膨張した人間だったものに数匹の野犬が群がっていた。腹を破り、腸をひきずりだして貪っている。

　蛆うじのわいた遺体。腐臭、煩い羽音──夥おびただしい蠅はえ、ここは獣と虫が支配する世界だった。

「ぁ……あぁ……あぁぁ…………！」

　地獄絵図。

　とうに魂の抜けた死骸のひとつと、目があった気がした。

　ふれたわけでもないのに、相手の眼球がどろりと落ちて、眼がん窩かの空洞から黒くて細長い虫がすばやく這いだした。

「う、あ……ああああああああああああ！」

　岡部は、その場から逃げだした。

　もつれる足を必死に前に出して、懸命に走る。

　どこか──どこかに、まともな場所はないのか。どこまで走っても、おなじ廃墟の地獄の光景がつづいていた。

「！」

　鴉からすが頭上をかすめた。何羽も。

　まだ……生きている。岡部は生きているのに、もう死ぬとわかっているんだぜとばかりに、利口な鳥どもが集まってきていた。

　どこをどう走ったのかもわからない。

　岡部は、気がつくと、そこに立っていた。

　アスファルトはひび割れ、大きな穴が穿うがたれていた。道路を塞いで炎上した車両は、徹底的に破壊されたまま放置されていた。

　捻じれて、地面に突き刺さった高架橋。垂れさがっていたのはレールだ。

　顔をあげた。

　大通り。

　数十階建ての巨大なビルが聳そびえていた。それが基礎から傾いでいることに気づく。

　知っている。

　岡部は、この場所を知っている。

「秋葉原…………！」
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　そこは秋葉原の中央通り、駅前のあたりだった。

　岡部は廃墟と化した東京にいたのだ。

　なにが、どうなった。

「ラボは……」

　岡部が気にしたのは仲間たちのことだ。

　まゆりは？　至は？　留る未み穂ほは？　るかは？　鈴すず羽はは？　真ま帆ほとかがりは……どうしている。

　とにかく自分の知っている家に帰りたい。その一心で岡部は足を踏みだした。

　ザッ

　軍靴の音。

　荒々しくガレキを踏み、現れた兵士たちに岡部は発見された。

　──貴様、そこでなにをしている！

　銃口がむけられた。

　２……３人。都市迷彩の戦闘服と自動小銃で武装していた。

「あ…………」

　自衛隊……？　なにをしているもなにも、こちらが聞きたいことだらけだ。

　しかし銃口を前にして頭に浮かんだのは、恐怖──ただ、逃げなければという意思だった。

　走りだそうにも体が言うことを聞かない。

　──動くな！

　怒声と乾いた音が飛んできた。

　セミオートで、岡部の足元に３つの穴が穿たれた。

　撃った。

　本物の銃で岡部は撃たれた。威嚇ではない。ほんの数センチ近ければ命中していた。

「ぁ……あぁ……」

　足が竦すくむ。

　兵士たちは銃口をむけたまま近づいてきた。

　逃げろ。

　だが、体は別人のもののように動かない。病気や体調の問題ではなかった。筋力だ。岡部の全身の筋肉は削そげ落おちていた。

　銃声。

　ふいに兵士のひとりが横殴りにされたように倒れた。

　残る２名の兵士は、あきらかに挙動を乱す。狼ろう狽ばいして──今度は彼らが死の恐怖に襲われて、銃口を左右に泳がせた。

「ジャマだ」

　岡部は腕をつかまれて、ひき倒された。

　銃声がふたつ、ふたりの兵士がもんどりうって倒された。

　死んだ。

　目の前で撃ち殺された。尻もちをついて、見ているしかなかった岡部の前には、ブーツで固めた女の足が立っていた。

「おまえ、死にたいのか」

　厳しい声。岡部はひぃひぃ言いながら顔をあげた。立っていたのは……。

　阿あ万ま音ね鈴羽。

「ほら、いつまでボケッと坐すわっているつもりだ」

　鈴羽は、立てとうながした。

「おまえ……殺したのか……」

「なにをナマッチョロいこと言ってるんだ、おまえ」

　聞いたことがない、冷たい声だった。

「おまえ……鈴羽、だよな……？」

　たちまち戦士の表情は警戒を帯びる。

「何者だっ？」

「誰って……わからないのか……？」すがる思いで訴えた。「岡部だよ。岡部倫太郎だ」

　その名を口にしたとき、鈴羽の表情には驚きよう愕がくが重ねられた。

「…………!?　そんな……バカな……！」
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　鈴羽の先導で、岡部はハンドライトの明かりを頼りに暗い地下道を進んだ。

「──こっちだ」

　岡部が名乗ったあと、鈴羽はどこかへ連絡をとった。そして、いっしょに来るように命じた。

　この地下道までは目隠しをされていた。だから、ここがどのあたりかはわからないが、歩かされた時間から逆算すると、秋葉原駅前からさほど遠くはない。

　しばらく地下道を進んだところで、鈴羽は手で制止し、立ちどまった。

　なにもない──かと思えた暗闇の壁のむこうを叩たたく。

　ノック。

　鉄の扉がゴンゴンと鳴った。すると扉のむこうから声が。

「きみに萌もえ萌え」

「……バッキュンきゅん」

　鈴羽が答えると、ロックが外れる音がした。

「入れ」

　……どうやら、いまのは合言葉だったらしい。

　鉄扉がひらく。

　暗闇の地下道のむこうに、広い空間があった。

　なんの設備かはわからなかったが、大型の機器が置かれている。その操コン作ソー盤ルの前に坐った男が、まっすぐに岡部を見つめて迎えた。

「よかった。やっと目を覚ましたんだな」

　顔に深い皺しわが刻まれていたが、眼鏡の奥の瞳は、やさしい印象がする。

「あの、あなたは……？」

「やだなぁ、僕のこと忘れたん？　そりゃいくらなんでも冷たいぜ、オカリン」

　この声……この口調は……！

　いや、だが、そんなはずは────

「まさか……ダル、か？」

　地下室にいた男──橋はし田だ至は破顔した。

「よかった覚えててくれて。てっきり忘れられたのかと思ったのだぜ」

「ダル……本当にダルなのか？」

「こんなナイスガイ、僕以外にいるわけないじゃん。なあ、鈴羽？」

「もうちょっと瘦せてくれれば認めなくもないけど」

　鈴羽は呆あきれる。その表情が、はじめて岡部が知る彼女のものになった。

「そう言うなって。これでも若いころに比べれば、ずいぶんと瘦せたんだぜ」

　な？　と、同意を求めて岡部を見る。

　たしかに目の前の至は、ガッチリ体型といった感じで、まるまるとはちきれんばかりの不健康な印象はなかった。

　──「きみに萌え萌え」「バッキュンきゅん」

　そんな合言葉を決める性癖のやつは、たしかに橋田至くらいだろう。

「というか父さん……言葉づかい、おかしくない？」

「僕もひさびさにこういう話しかたしたよ。オカリンは、このほうが話しやすいだろうと思ってさ」

　ＨＥＮＴＡＩ紳士たる者……なんていう、あのダル独特の話法は封印していたようだ。

　そんなことより、問題は……至の年齢だ。どう見ても中年のおっさんではないか。

　と、部屋の隅にあった棚が目に入った。

　ガラスの棚扉に、地下室の照明に浮かびあがった、見知らぬ──やはり40代くらいの中年男性が映っていた。

　瘦せこけた陰気な顔が、岡部を、じっと見ている。

　右手を挙げた。するとガラスのなかの中年男も、ゆっくりと左手を持ちあげた。

「ダル……ひとつ、教えてくれ」

「なんでも、どぞ」

「西暦何年だ、いまは……」

　ガラスに映った──自分が自分に問いかける。

「２０３６年。世界は戦乱のまっただなかだ」





２０３６／３／７






　にわかには信じられない。けれども至の、そして鏡に映った自身の姿が証拠だった。

　２０３６年。

　第３次世界大戦。全世界で数十億人が死亡し、度重なる空襲で東京は人口が10分の１になるまで破壊、焼きつくされた。ロシアの戦略的勝利で終戦となったあとも、世界の混乱はつづいた。焦土と化した日本は、超大国の思惑のもと、日本人同士が殺しあうような内戦下にあった。

　さっき見た、死体が堆うずたかく積まれた廃はい墟きよの街。遭遇した政府軍の兵士が、それらを物語っていた。

「だが……どうして俺は、そのことをなにも覚えていないんだ」

〈リーディングシュタイナー〉の空白、それにしても４半世紀ものタイムラグとは……。岡部は、自分の記憶の状態について至に説明した。

「──俺は……２０２５年に死ぬと、タイムトラベルしてきた鈴羽から聞かされていた。どうして２０３６年に生きているんだ？」

「それはあたしも聞きたい、父さん」鈴羽が質問をかぶせる。「あたしはオカリンおじさんは死んだって聞かされてきたんだ。だから、すごく驚いた。どういうこと？　もしかして、あたしを騙だましてたのか？」

「ちゃんと説明するから」

　至は娘をなだめると、あらためて語った。

「──オカリンは、２０１１年の１月半ばまでの記憶しかない……ってことでおｋ？」

「ああ……１月15日に世界線が変動した。それからのことは、なにも記憶にない」

　目覚めると25年がすぎて、不惑をすぎて40代も半ばだった。

　受けいれられない。記憶が、老いてしまった肉体を認識できないでいる。

「やっぱ身体のほうに少し問題があるのかな。それとも混乱してるのか……いまのオカリンの頭のなかには、２０１１年の１月末までの記憶がなきゃいけないんだけど」

「末まつ？」岡部は妙な感じがした。「どうして１月末なんだ？」

　違和感はさらに増した。

「真帆たんがさ、オカリンの記憶をデータとして保存したのが、２０１１年１月末のことだから。アマデウスの研究の役に立ちたいから記憶サンプルをとってくれって、オカリンから真帆たんに頼んだらしいじゃん」

　アマデウス・プロジェクトの一環として、岡部の記憶をデジタルデータ化して保存したのだという。

「比ひ屋や定じようさんに？　俺の記憶を、アマデウスの……」

　そう、世界線は変動したのだ。

　同時に、ストラトフォーによるプロジェクトの凍結が、なかったことになったと推測できた。つまり岡部がテスターとして真帆とレスキネン教授に協力した、その点では、最初の世界線に近いところに移動した。そして、おそらくは新年会でのラボ襲撃事件もないまま、１月末まで、あのままカレンダーが進んだ。

　いや、待て……至の言葉から、岡部はとんでもないことに気がついてしまった。

「ダル……もしかして、いまの俺の脳のなかは……」

「そう。お察しのとおり、いまのオカリンの脳内にある記憶は、そのとき──２０１１年１月末にデータ化された記憶なんだ」

　記憶データ。25年前の、19歳のときの……それを40代半ばの肉体にダウンロードした。

　…………。

「ちょっと待って、父さん」鈴羽が話に割ってはいった。「話がまったく見えない。そもそも、どうしてオカリンおじさんが生きてるの？　おじさんは２０２５年に死んだって言ってただろ？」

「死んだよ。事実上はね……」

「どういうことだ、ダル」

　事実上という言葉の曖昧さに、岡部はおちつかない。

「タイムマシン開発競争は２０２その５年ころがピークだったんだよね。各国のいろんな機関が、牧瀬紅莉栖が残した論文と彼女の記憶データを欲していた。『中鉢論文』を入手していたロシアは、逆に、それらを抹消しようとしてたのかな。でも……その時点で、牧瀬紅莉栖の遺産はぜんぶストラトフォーの手にわたってたんだよね」

　紅莉栖のノートＰＣか外付けハードディスク、あるいは、その両方か。ロシアに対抗するため、ＳＥＲＮも合衆国も躍起になったはずだ。そしてストラトフォーにとっては千載一遇の商機だったはずだ。

「ただ連中をもってしても、遺品の中身をたしかめることはできなかった。ロックを解除できなかったんでね。ちなみにそのロックを開発したのは僕」

　なんという……。

　つまり真帆に、ノートＰＣのパスワード解析を頼まれるなりした大学生の至は、結果的に、逆にそれらにロックをかけた状態で封印した。

「──だからストラトフォーは、牧瀬紅莉栖をよく知る人物を捕らえて、情報を聞きだそうとしたんだ」

「俺か……！」

　２０２５年……岡部はストラトフォーに拉致された。

「連中はオカリンの記憶から牧瀬紅莉栖についての情報をとりだすために、あらゆる手を使ったらしい。僕たちが助けだしたときには、オカリンの精神はボロボロだった。まともに生きるための能力さえ失ってた。回復する見こみのない、死んだのと変わらない状態だったんだ」

　拷問を受けたということだ。精神崩壊を起こすほどの。

「それじゃあ、肉体は生きていたってこと？」

「そういうこと」至は娘に肯うなずいた。「で……死んだことにするのは、オカリン自身の入れ知恵でもあったんだよね。あのころオカリンは自分が狙われてることに危機感を覚えてたから」

　死人は、もう狙われることはないだろう。

「でも、せめて、あたしにくらいは教えてくれてもよかったはずだ」

　鈴羽は納得がいかない。

「敵を騙すには、まず味方からって言うだろ？」

「…………」

　父親に信頼してもらえなかったことがショックだったらしく、鈴羽はしょげてしまった。

「そんな顔するな、鈴羽。このことを知ってたのは〈ワルキューレ〉のなかでも、ごくかぎられた人間だけだ。……話をつづけよう。オカリンは精神を破壊されて、生きるための能力を失っていた。放っておいたら肉体さえ死んでしまう状態だった。そこで事実を知る一部の人間の手によって、こことは別の施設でずっと面倒を看みてきたんだ」

　２０２５年から２０３６年まで、11年ものあいだ……一種の植物状態で。

　寝たきりといっても栄養補給は必要だし、関節は固まるし、床ずれで皮膚が裂けたりもするだろう。それを防ぐためには、毎日、しっかりと介護してもらわなくてはならなかったはずだ。

「もしかして……まゆりが？」

　岡部はたずねた。

「まゆ氏だけじゃない。フェイリスたんや、るか氏、それに真帆たんもだ」

　生きている……！

　まゆりも留未穂も、るかも、真帆も──

「マホ……？　ねぇ、さっきから、それ誰のこと？」

「ん、ああ……言っちゃった。んと……鈴羽も知ってる人だお」

　鈴羽が訊くと、至はしまったと口に手をやった。

　廃墟となった東京で、みんなは生きのびて、岡部を看てくれていた。ひと言で介護というが、とんでもない労力だったはずだ。

「なあ、ダル……どうして俺は、いまになって目を覚ましたんだろうか」

「それは単純な話さ。そのオカリンの記憶データは、つい最近まで、どこにあるかわからなかったんだよね。つーかオカリンと牧瀬紅莉栖の記憶データも、ストラトフォーがずっと保管してたんだけど……その保管場所が、ずっとわからなかったわけ」

　岡部が記憶データを提供したのは、ヴィクトル・コンドリア大学の正規のプロジェクトに協力するためだった。しかしその後、この世界線でもアマデウス・システムはストラトフォーによって接収されてしまったのか。このあたりは過程の問題でしかないのだろう。

「──見つけたのは半月前……どこにあったと思う？　驚くぜ？」

「どこだ？」

「灯台下暗し。大学だよ、僕たちの」

「まさか……東京電機大学か！」

　岡部は声を裏がえした。

「そそ。その地下に連中の支部があったんだ。つってもいまは、ほとんど廃墟になってるけどな」

　東京電機大学──神田キャンパスの地下にストラトフォーの支部が……。

「──で、半月前にオカリンの記憶データをサルベージした僕たちは、すぐ、脳にデータをダウンロードした」

　もちろんリスクはあった。しかし、ほかに方法はない。

　だが、それから10日ほど経っても岡部は覚醒しなかった。無理だった、時間が経ちすぎていた──あきらめかけた矢先、目覚めたということだ。

　至たちにとっては11年ぶり。

　岡部にとっては、世界線と25年の時を隔てて。

「…………」

　両手を見つめた。

　ガリガリに瘦せ細った手の甲に血管が浮きあがっていた。棚のガラスに映っているのは皺だらけの不健康な顔。頭髪も半ば白くなりかけていた。

「──起きたら25年後だったなんて、とんだ浦島太郎だな」

「気持ちの整理がつかないのも無理ないさ」

　そう、ショックだ。

　老いのこともある。それよりも、なによりも岡部の、いまの──

「この記憶は一度データになったものなんだな……」

　思いだせる。

　子供のころの記憶、あの夏の記憶、紅莉栖との記憶……思いだせはするのだ。

　でも、それらは３・24テラバイトという容量のなかで、一度０と１デジタルに変換されてしまったものだ。

　それは……では、ここにいる岡部は、岡部倫太郎であると言えるのか……？

「でも、それを言うなら牧瀬氏のタイムリープマシン技術？　それだっておなじじゃん。オカリンはアレ、別の世界線で何度も経験してるはずっしょ」

　たしかに……だが、頭ではわかっていても気持ちの整理がつかないのだ。

　タイムリープマシンは「ある時点の過去の自分に、未来の記憶を思いださせる」──気分的には「もどってやりなおせる」という、表現がふさわしいかはともかく、お得感のあるものだ。だが、これは……いわば未来へのタイムリープで、跳ばしたぶんの時間をどこかになくしてしまった、そんな損をした気持ちになる。

「あたしは、やっぱり納得いかない」

　鈴羽は機嫌を損ねてしまった。自分が知らないことばかりだったからだ。

「そう言うなって、鈴羽」

「父さんはいい。そうやって世界中を騙していたんだから」

「だから仕方なかったんだってば」

　……騙していた。

　騙されていたのは岡部もだった。自分は２０２５年に死ぬ運命だと、未来から来た鈴羽に教えられていた。収束──だからこそ、自分は死なないとわかっているからこそ、大胆な行動に出ることもあったのに。

　だが、カタチはどうあれ岡部倫太郎は２０２５年に死ななかった。

　自分ばかりでなく、世界中が騙されていた。至が、娘にはナイショにしていた……その程度のことで。

「世界が騙される……？」

　そのとき部屋の鉄扉がノックされた。鈴羽が声をかえす。

「きみに萌もえ萌え」

「バッキュンきゅん」

　もどったのは幼い声だった。

　扉のロックが解除される。地下室に入ってきたのは──10歳くらいの少女だ。

「ダルおじさん、鈴羽おねーちゃん、とぅっとぅるー」

「かがり。ここには用がないなら来るなと言っているだろう」

　鈴羽の言葉に、岡部は思わず少女を二度見した。

　写真を見せてもらったことはあったが……。

「ごめんなさい。でも、ママたちみんな出かけて、帰ってこないんだもん」

「まあまあ、そう目くじら立てることもないだろ」

「また父さんは、そうやって甘やかす。こういうことは、きちんとしておかなきゃダメなんだ」

「……こんにちは」

　岡部は、かがりに挨拶した。

「こんにちは。おじさんは誰？」

「俺か？　俺は……」

　答えに躊ちゆう躇ちよした。

「…………？」

「そうだな……きみのママの友達だ」

　岡部は名乗らなかった。岡部倫太郎は死んだと、まゆりは娘に話していたはずだ。

「まゆりママの？　へぇ……」

　かがりは特に疑うこともなかった。

「ママは、やさしいか？」

「うんっ！」

「ママのこと、好きか？」

「うんっ、だーいすきっ!!」

　かがりの表情は好きという気持ちであふれていた。

　けれども……椎名かがりは、このあとタイムマシンで過去に跳ぶことになるはずだ。大好きなママと別れて、過去の世界では鈴羽ともはぐれて、ひとりで……そして経緯はわからないが、やはりストラトフォーによって被験体にされてしまうのか。

「……そういえば父さん。まゆねえさんには伝えたのか？　おじさんが目覚めたこと」

「あ、いかん！　すっかり忘れてた！」至は無線機を手にした。「こちらバレル・タイター。応答せよ、こちらバレル・タイター」

『──こちらスターダスト・シェイクハンドです。どうぞ』

　スピーカーから響いたのは、たしかに、まゆりの声だった。

　コードネームに〈スターダスト・シェイクハンド〉とは……岡部は気恥ずかしくなった。

「ママー！」

『あ、かがりちゃん。ダルおじさんのところにいるの？』

「うん！」

『おじさんは大事なお仕事があるから、あんまりジャマしちゃダメだよ？』

「はーい」

　母親に言われて、かがりは、ひとりで外の地下道に出ていった。

「……そんなことより、まゆ氏。スペシャルなニュースだ！　心して聞いてくれ。オカリンが……目覚めた！」

　至が報告した。

　無線機のむこうからは、数秒間、返答がなかった。

『──ほんと、に？　ほんとに……オカリンが……？』

『どうしたの、マユシィ!?』

　無線機から別の声が聞こえた。マユシィ……まゆりをそう呼ぶのは。

『オカリンが……オカリンが……』

『もしかして岡部さん……目を覚ましたんですか!?』

『ホント!?　オカリン、起きたのニャ!?』

　留未穂、そして、るか……。

　無線機のむこうから、なじみのある声が次々に飛びこんできた。

　みんな40代になっている。でも声だけを聴くと、岡部が知っている10代の雰囲気と、みんな変わらない。

「そういうわけで３人とも、すぐにもどってきたほうがいい」

『…………』

　無線機のむこうでは、かすかな息が聞こえるだけになった。

「まゆ氏？　どうした、まゆ氏!?」

『ダメ……マユシィはうれしさのあまり涙ぐんで声も出ないみたい』

　留未穂が代わって答えた。

　まゆり…………。

　岡部は彼女がこの11年間、植物状態の自分にしてくれたことを想像した。感謝と、いとおしさから胸が熱くなった。

　スターダスト・シェイクハンド。

　そうして植物状態の岡部に、ずっと手をのべて、つなぎとめてくれた。

「とにかく、みんな早くもどったほうがいい」

『わかった。食料を受けとったらすぐにもどるニャ』

　留未穂が応じた。

　みんなが岡部の生還を知ってよろこびに包まれたなかで、ところが、鈴羽だけは不意に表情を曇らせた。

「どうした、鈴羽？」

「父さん……なんで、まゆねえさんたち食料調達に出てる？　今日は予定になかったはずだ」

　至はえっ、と表情を変えた。

　鈴羽の声は無線機ごしに留未穂たちにも届いていた。

『そんなはずないニャ。たしかに今日だって、昨日の夜遅くに連絡が……』

「……マズい！　それは罠わなだ！　みんな、すぐにもどって──」

　鈴羽が叫んだとき。

　無線機から銃声が轟とどろいた。数珠つなぎの発砲音が響く。

『きゃぁっ!?』

　まゆりの悲鳴。

「どうした!?　なにがあった!?」

　鈴羽が叫んだ。

『襲撃です！　敵襲が──！』

「くそっ！」

　るかの返事に、鈴羽はすぐに装備を手にした。

『まゆりちゃん！　フェイリスさん！　逃げて！　ここはボクが！』

『でも、そんなことしたらルカニャンが！』

『ボクなら大丈夫ですから、早くっ！』

『ダメぇ、るかくんっ！』

　マシンガンの銃声が低く轟く。３人は政府軍の罠にかかって、危機に陥っていた。

「父さんっ！」

「おうっ」

　地下室から駆けだした鈴羽を、至が追う。

「待ってくれ、ダル！　俺も行く！」

「でもオカリン、その身体じゃ……」

「行かせてくれ！　頼む……！」
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　地下道を進み、外に出た。

　銃弾が飛び交う戦場を覚悟していたが、あたりは静まりかえっていた。

　むこうの路上に、数人倒れている。〈ワルキューレ〉と敵対する勢力ということは治安部隊……その兵士たちだろう。

　鈴羽は、倒した敵のなかに立っていた。

　立ちつくしていた。茫ぼう然ぜん──といった体で。彼女のそばに、ふたりの女性がしゃがみこんでいる。

　まゆり、留未穂か……。そして彼女たちに看み取られようとする戦士が横たわっていた。

　岡部は至の肩を借りながら、よろよろと歩み寄った。

「ルカ……子……」

　ひと目でわかった。漆うるし原ばらるかであると。

「オカ……リン……？」

「オカリン……ルカニャンが……ルカニャンが……！」

　まゆりと留未穂が涙まじりの声をあげる。

「あ……あぁ……」

「岡部……さん……」

　るかは精せい悍かんな戦士の貌かおをむける。

　目を奪われるほど美しかった。

　でも……それは死を間近にした、血の色を帯びた……。

「──本当に……岡部さん、なんですか……」

　るかは焦点の定まらない目で相手の姿を捜した。おそらく、なにも見えていなかった。

「ああ……ルカ子……俺だ……」

「ふふ、その呼びかた……本物の岡部さん……」

　ごふっ、と咳せきこんだ口元から血が流れだす。

　致命傷だった。全身に銃弾を浴び、もう手の施しようがない。

「よかった……さっきの話は……噓うそじゃ、なかったん、です、ね…………」

「ああ……！　おまえたちのおかげで、こうして目覚めることができた。ありがとう……」

　るかの手が宙を搔かく。

　その瞳はなにも映してはいない。岡部が握りかえした手は、もう冷たくなりかけていた。

「岡部……さん……」

「どうした……！」

「ボク……やりました……！　凶きよう真まさんに……おしえてもらった、清心斬魔流の心得の、おかげ、で……いままで、まゆりちゃんや……みんなを……まもってこられ、まし……た……」

「ぁ、ああ……」

「ボク……仲間に……なれました、よね……？」

　それは25年越しの告白だったのか。

　るかは、ラボのなかで自分だけがなにも教えてもらえず、お客さんのようにあつかわれていたことに寂しさを感じていた。

「──みなさんの……ほんとうの、なかまに、なれ……ました、よね……？」

「バカ……おまえは最初から、ずっと……俺たちの仲間だ……！」

　岡部の言葉に、戦士は笑みを浮かべる。

　ふるえる手をのばして、やっと岡部を探りあてて、頰ほおにふれた。

「えへへ……うれしい、な…………」

　その手が、がくりと地面を叩いた。

「るか……くん……？」

「ルカニャンっ！」

　二度と動かなかった。

　なんてことだ……至も声をふるわせる。

　彼らにとっては４半世紀をともに戦った盟友の──死だった。

「あ……あぁぁ…………」

　世界線を越えて。

　時を越えて、それでも、どこに跳ぼうと、待っているのは近しい人間の死だった。非業の終わりを見届けて、記憶しつづけなくてはならないのか。何度もだ。何度でも何度でも……。

「よかった」

　まゆりがつぶやく。

　耳を……疑った。

　よかった……？　そんな悟ったような言葉を口にしたのが、まゆりであったことが、岡部にはひどくショックだった。

「るかくんは、オカリンにずっと会いたがっていたから。最期に会えたのは、よかった……」

　まゆりの言葉の意味を考えたとき……岡部が眠っていた11年間が、どれほど残酷な時間だったかを思い知らされる。

　死が、たったひとつだけ約束された救いだった……とでも。

「漆原るか……あなたは、とても立派に戦いました。私たちは、あなたに、救われました……どうか安らかに」

　あの、まゆりが。親友の死に際して、そんな戦場の牧師じみた言葉を述べる。

　これが作法なのか。この時代で生きていくための……。

　──こんな、こんなの、あんまりだろ……っ！

　天を仰ぐ。

　死の塵ちりで霞かすんだ鈍にび色いろの空に。

「う、あぁぁぁぁああああああ…………！」
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　レジスタンスの戦士たちは、失意のうちに地下のアジトにもどった。

「まゆ氏は？」

「泣き疲れて眠ったよ」

　鈴羽は消沈して、声を落とす。

「無理もないよな。まゆ氏は、るか氏とずっと仲よかったから……」

「っ……るかにいさんっ！」

　鈴羽にとっても頼れる盟友だったのだろう。

　るかが……死んだ。

　敵の罠にかかり、まゆりや留未穂を守って、戦場で命を落とした。

「っ……………………！」

　叫びかける。

　11年以上、植物状態であろうと……。25年前の記憶データには19歳当時の心の病みの状態も記録されていたらしい。だが、ポケットに安定剤はない。

　岡部のなかで、るかの死が、かつて、くりかえされたまゆりの死と重なる。

　腕のなかで、まゆりは冷たくなっていった。何度も、何度も……。そして、るかもまた……。

　みな……みんな死んでしまう。何度でも……。

「戦争をきっかけに、たくさんの人間が死んだ」

　至は独白のように語った。

「──小学校の友達も、中学高校の友達も、大学の友達も……親戚も先生も知りあいも、大人も子供も、大切な人も……」

「…………っ」

　耐えきれずという感じで鈴羽が嗚お咽えつする。

　阿万音由季はもういない。政府軍の無人機から娘を庇かばって亡くなった。ふたりは家族を失った。

「たくさんの……本当に、たくさんの人間が死んだんだ」




　わかっていた。

　いや──わかっているつもりだった。

　理想の世シユタ界インズ線ゲートにたどりつかなければ。β世界線にとどまれば、いずれは戦火が、岡部にかかわるすべてを焼きつくすのだ。さんざん鈴羽に聞かされたことだ。

　でも、それは……心を病んだ青年にとっては、思いやりようのない遠い未来の話だった。

　現実。

　想像。

　リアリティのないイメージ。かつて経験した悪夢のようなタイムリープのくりかえし。あれよりも最悪な地獄はないだろうと……信じこもうとした。

　こうして実際に、この目で見て、見せつけられて、この耳で、鼻で、肌で、すべてが現実だと実感させられ、はっきりと記憶させられたとき、岡部はやっと思い知ったのだ。

　知ってはいても、わかってはいなかった。




　屍しかばねの山。

　野犬の群れ。

　連なる銃声。

　燻いぶされた肉の臭い。腐った内臓の臭い。手のひらに残された、るかの血のぬくもり。まゆりの血のぬくもり。紅莉栖の血のぬくもり。まゆりだけは救ったつもりだった。紅莉栖を見殺しにして、ほかのすべてから目を背けて、やれることだけをやって、逃げて……それでも、まゆりだけは救えたつもりでいた。

　でも──岡部が救おうとしていたのは、どこまでも、あのときの自分自身だけだった。

　救ったのだとしたら己だけだ。

　ただひとり自分だけを救った。誰ひとり──そして結局は、こうして自分自身さえ救うことはできなかったではないか。

「〝紅ク莉リ栖ス〟をアマデウスの呪縛から解放してやってくれ」

　おもむろに、至が告げた。

「…………？」

「伝言。２０２５年のオカリンから」

「俺の……伝言……？」

　過去の、未来の自分からのメッセージ。

「シュタインズゲート世界線への道は険しい。一度や二度、やりなおしたところで、たどりつける道ではないだろう。けれど、まずはそこからはじめることが〈運命シユタイ石のンズ・扉ゲート〉へとつながるんじゃないか」

　いくつもの未来の先が、過去へとつながっているんじゃないか。

　そこに理想はある。拓ひらかれる。

「──11年前、オカリンはそう言ってた」

　だから〝いま〟から目を背けるな。

「紅ク莉リ栖スを、アマデウスから解放する……」

「だからさ。僕たちがいる、この世界もムダじゃない。きっと必要な世界なんだ。少なくともいまの僕はそう思ってる。もちろんだからって、このままでいいってわけじゃない」

　だから橋田至という男は、いつだって戦っていた。

　どの世界線でも、どこに跳ぼうとも、まるで自身の右腕のように、いつも傍らに立って支えてくれた。

「ダル……」

「だからさオカリン。もう一度、もどって考えてみてもいいんじゃね？　オカリンの記憶の途切れた時間……そこに、さ」

「２０１１年にか……？　でも、そんなこと……」

　棚のガラスには老いた自分の姿が映っていた。

　タイムマシンでもどれたとして、この姿のままで、なにができると……。

『──できるわ』

　地下室のスピーカーから響いたのは、覚えのある声だった。

「…………」

『ひさしぶりね、岡部さん』

「比屋定さんか……！」

「ひやじょう……？」鈴羽が口を挟んだ。「父さん、さっきの〝マホ〟ってクリスのことなの？」

「うん。あー……そう」

　至は通信機のむこうの彼女の本名を娘に教えた。

　比屋定真帆は、その後〈ワルキューレ〉の活動に身を投じた際に〝クリス〟という偽名を用いたらしい。

　真帆もまた先祖から継いだ名を捨て、タイムマシンをめぐる闘争に身を投じた戦士だった。しかし〝クリス〟とは……。

　天モーツ才アルトとサリエリ。

　真帆は、その関係に、自分と紅莉栖をなぞらえたことがあった。

　望むと望まざるとにかかわらず、おなじ時代を、おなじ場所で生きたことによって、相手の人生をも決めてしまうほどの輝きを放った夭よう折せつの天才に対する想い──執着が、真帆にその名を名乗らせたのだろうか。

『岡部さん、部屋の奥を見なさい』

　真帆の声にしたがって見ると、地下室の奥、照明のあたらない一角に至が移動していた。

　スイッチを入れると照明がついた。

「『電話レンジ（仮）』……！」

　岡部は目を見はった。

『あなたや橋田さんから話を聞いて、私が作ったものよ。ほら、ちゃんとＶＲヘッドセットもあるでしょう』

　たしかに『電話レンジ（仮）』、そしてタイムリープマシンだった。

「こんなこともあろうかと、リフターも用意してある」

　至が言った。大型ブラウン管テレビかどうかはわからないが、リフターとしての機能を果たせるなら装置はなんでもいい。

『改良を重ねた結果、タイムリープマシンの跳躍可能時間は３３６時間。一度の跳躍で２週間は遡ることが可能よ』

「２週間……」

『ただし、それは途中まで。マシンを改良して、それが可能になったのは10年ほど前だから……それより過去へは、以前とおなじく48時間しか跳躍できない。２０１１年までもどろうとするなら、単純計算で……３０００回近く、タイムリープをくりかえさなければならない』

[image: ]

　実際にはタイムリープ後、岡部が眠っているベッドから『電話レンジ（仮）』のある場所にむかうタイムラグもあるだろうし、それ以上の回数を重ねなくてはならない。そして状況は、過去を遡るごとに刻々と変わるはず。なにしろ戦争中なのだ。そのことについても至たちは、いつか岡部がタイムリープに挑むときのために下準備をしてきたという。

『とてつもなく辛い旅になるわ。それでも２０１１年にもどる気があるのなら……』

　理想を求めるのなら。〈運命シユタイ石のンズ・扉ゲート〉をめざすというなら。

　自問する。

　いまの自分に、なしとげるチカラがあるのか。

「しんどくなったら途中で休めばいい」

「ダル……」

『大丈夫よ。どの時間にたどりついても、かならず私たちがいるから』

　こうして岡部を頼るのだから、あなたも自分たちを頼れと。

「比屋定さん……」

『──私ね、後悔しているの』真帆は告白した。『アマデウスのせいで、紅莉栖あのコは死んでもなお、多くの邪な人々に利用されようとしていた。だから私からもお願い……あのコを──〝紅ク莉リ栖ス〟を解放してあげて。救ってあげて……！　それができるのは、岡部さん……あなただけよ』

〈リーディングシュタイナー〉を有する岡部倫太郎だけが。

　未来の先を。

　過去の、そのむこうだ。すべての世界線を、アトラクタフィールドを。〝いま〟を極大化し、すべての可能性を望み、幾千幾億の時を重ねようとも、ひとつながりの意思を以て──挑みつづけることができるだろう。

　できるかどうかなんて、わからない。

　ここからはじまる道が〈運命シユタイ石のンズ・扉ゲート〉につづいているという保証はない。それでも──

「もう一度、考える……か」

　保証を求める者は、いつだって時間の犠牲になる。

　ずいぶん休んだ。

　長く……自分にできることを探してきた。




　なにを為すべきか。




　もしかすると、これも逃げなのかもしれない。

　この腕のなかで死んだ、るかの死を。血で汚れた手を拭うように、なかったことにしたいだけなのかもしれない。

　それでも──

「ダル、比屋定さん……ふたりとも、頼む」

　岡部は告げた。仲間を頼った。

「っ……おじさん！」

　鈴羽が声をあげる。

「オーキードーキー！」

　至は親指を立てて、タイムリープの準備にかかった。




　真帆が作戦の概要をレクチャーした。

　記憶データの送信先は、あの地下室にあるベッドだ。植物状態の岡部は、もちろん携帯電話を受けることはできないが、頭についていたヘッドギアのような装置で自動受信できるようになっている。

　１回目、３３６時間のタイムリープを実行後、岡部は『電話レンジ（仮）』のある、この〈ワルキューレ〉の地下アジトにむかう。合い言葉は「きみに萌もえ萌え」「バッキュンきゅん」──至と真帆に経緯を話す。即、２回目のタイムリープを実行。

『２０２５年までは、基本は、その工程のくりかえしでいけるはずよ。いつでもあなたの脳が受信できるように、絶えず環境を整えてきた』

　もちろん注意点、リスクはある。

　岡部が匿われていた場所、アジトの場所は戦局、状況によって移動してきた。電源が確保できなくなったり、危険を回避するため、やむをえずベッドごと岡部を避難させたこともあったという。

　ただ、それらについても真帆と至は、自分たちの行動をふくめて、ことこまかに記録をつけていた。跳んだ先々で、ふたりに状況をたしかめながら、跳ぶ時間を調整したり、跳んだ先での行動をシミュレーションしてタイムリープすることになるだろう。

　とにかく３３６時間遡った岡部が、それよりも短い時間で、その時代の『電話レンジ（仮）』にたどりつくことだ。たとえ数時間、数分ずつでも過去にタイムリープしつづければ〝詰む〟ことはない。

「待て……」岡部は重大なことに気づいた。「俺は２０２５年にストラトフォーに監禁されるんだったよな？　そのときは、どうするんだ」

『やっぱり、そこ？』真帆は息をついた。『まぁ気になるわよね』

「そりゃ……だって〝詰む〟んじゃないのか、そこで？　監禁中には頭に装置もつけてないし、スマホだって持ってはいないだろう……」

「あのときがいちばん大変だったんだ。真帆たんにタイムリープマシンの改良と準備を頼みつつ、僕らはオカリンを、３３６時間よりも短い時間内に救わなくちゃいけなかったからね」

　至が思いだして言った。

『とにかく、なんとかできるように準備してあるわ。もちろん２０２５年が、この作戦の最大の山場になるでしょうけど。でも、安心して岡部さん。私たちはすご～く大変だったけど、あなたがやることは、基本おなじだから』

　つまり……岡部はだいたい想像がついた。

　ストラトフォーに監禁されていた時間──２週間よりは短い──をタイムリープで一気に跳ばすのだ。そして監禁される前に、さらにタイムリープして岡部の〝いま〟を、それ以前へと逃がしていく。

『２０２５年より以前は、岡部さんのスマホで受信することになるわ。そのころはそのころで、空襲とか、戦争が激しかった時期になる。跳躍できる時間も48時間になってしまう』

　そこからは……もう、気力との戦いになるだろう。そんな予感がした。

『──そうそう、大事なこと。あなたの靴や服は、ベッドの下とか、近くに用意してあるはずだから』

「…………」

　ボロボロになった自分の足を見て、苦笑いを浮かべた。

『岡部さん。もしも次に紅莉栖に会えたら言ってやって。未来の私は、あなたの７倍もの時間跳躍を可能にしたわよ、って』

「わかった」

　紅莉栖に、また会えたなら……。

「オカリン、こっちの準備はＯＫだ！」

　至が告げた。

「早いな」

「メンテは怠ってないからね」

　ＶＲヘッドセットを装着する。ヘッドホンもレンジも以前とはちがっている。でも、それは、すべてのラボメンたちの運命のはじまりになった、あの『電話レンジ（仮）』だ。

「あ……まゆねえさんとは、話さなくていいの？」

「いま跳ばないと決心が鈍りそうだ」岡部は鈴羽に答えた。「それに、いま会えなくても……会えるさ」

　岡部は、どの時間でも。

「──それじゃあ、また。２週間前で、な」

　岡部は、その日のサヨナラを告げるように、みんなに言った。

「ああ、２週間前で」

「うん」

　再会を誓い、笑みを。

『しっかりね』

〝クリス〟の名とともに生きてきた真帆が、岡部を送りだす。




『電話レンジ（仮）』が稼働する。

　ＶＲヘッドセットが岡部の記憶を走査スキヤン。２０３６年の未来を記憶した〝いま〟の岡部倫太郎を。

　タイムリープ。観測者は跳躍する。





＊






　長い、時の旅になった。














かがりから、紅ク莉リ栖スの記憶を消したあとに見た世界。

そこには、紅莉栖がいて、まゆりがいて──みながいた。

それはあの夏の──ほんの少しのあいだだけの平穏な光景だった。

それでも、あの世界は異様なほどに冷たかった。

いまになってみればわかる。

あれはきっと、データとして眠っていたあいだの岡部倫太郎の世界だ。

０と１だけで構成された世界だ。

生きているのに死んでいるような。

死んでいるのに生かされているような。

そこには、たしかに大切な人たちがいた。

けれど、いっさいの温度は感じられない。

手をのばせばふれることもできる。

けれど、わずかなぬくもりすらない。

昏くらい昏い、光すら届かない、暗黒の宇宙のなかでひとり漂っている、そんな感覚だ。

そして──

アマデウスとなってしまった牧瀬紅莉栖は、いまでも、そのなかにいる。

わずかなぬくもりすら感じることのできない、冷たい世界で、ずっとひとり。
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　──〝未来の記憶を思いだす〟。




　タイムリープを経験した者であれば、そのとき脳内であざやかに想起された未来の記憶を、自分が『電話レンジ（仮）』を用いたのだろうという前提のもとで、整理することができるだろう。

　岡おか部べ倫りん太た郎ろうは２０２５年に植物状態になり、２０３６年になって、19歳のときの記憶を脳に上書きされて覚醒した。

　未来の記憶を思いだす──のではあったが、これは19歳の岡部が、それぞれの時代の自分の脳と体を踏み台に、もとの時代に帰還する……ふりかえればそんなイメージの旅だった。

　いま──

　あるべき19歳の肉体にもどった彼は、手にしたスマートフォンをたしかめた。





２０１１／１／31






　戦場を、空襲を、追跡者を、あらゆる危機を──まさに艱かん難なん辛しん苦くを経て。何千回ものタイムリープ。それは旅立ちのときに覚悟していたよりも、はるかに困難な冒険だった。

　時間も、空間も、まわりの人々も、すべてが自分を否定する敵であるかのような錯覚。分単位のタイミングをまちがえれば〝詰む〟ような局面もあったはずだ。時を遡るごとに、廃はい墟きよだった東京が少しずつ復興していくという奇妙な体験もした。国民はタイムマシン開発競争という真実をろくに知らされないまま、勇猛な宣伝報道とともに国家もろとも壊れていった。そのさまを、歴史のダイジェストフィルムのように垣かい間ま見みたのだ。

　タイムリープを実行するたび、岡部は新しいプレッシャーに襲われ、時には挫くじけかけた。

　まずは、もどること──そこから、あらためてはじめる。自分に言い聞かせた。

　そのたびに岡部が思いだしたのは、戦死した漆うるし原ばらるかの姿。そして、それを弔ったまゆりの言葉だった。

　──あなたは、とても立派に戦いました。私たちは、あなたに、救われました……どうか安らかに。……

　美しく正しい言葉かもしれない。

　けれども、まゆりが、るかに対してそんな言葉を手向け死を悼む──そんな世界、あってはならない。

　岡部倫太郎は、まゆりだけは救わねばならない。

　わかったのだ。中途半端に助けることなんかできないのだ。

　そして、旅路の助けとなったのもまた、その時代時代の仲間たちだった。

　──〝シュタインズゲート〟は、かならずある。

　幾重にもなる、みんなの願いが世界の観測者の背中を押した。挫けた勇気を奮いたたせた。

　スマホ画面のカレンダーは……２０１１年１月31日。

　やっと、もどってきた。

　ここは秋葉原の大檜ひ山やまビル２階、未来ガジェット研究所のラボ。

　長い長い、途方もなく長い時の旅路は、ひとまず終わった。25年間、岡部は彼という〝意思〟──〝いま〟を、その記憶がデータ化された２０１１年１月末まで、ついに送り届けた。

　時代が近づき、空襲前、『電話レンジ（仮）』がこのラボに置かれるようになってからは、まったく機械的にタイムリープをくりかえした。跳んではラボにもどり、また跳ぶ。かならずしも至いたるたちと会うわけではなかった。自分の肉体が若がえっていくのが、正直言ってうれしかった。

　思いかえす。以前、このラボのリビングであったことを。

　ストラトフォーにハッキングをしかけ、椎しい名なかがりの記憶データ『Ｋ６２０５』を入手、彼女の脳に上書きしなおすことで、紅く莉り栖すの記憶データを彼女のなかから消去した。その結果、世界線が変動した。だから、ここは以前いた２０１１年ではない。

　岡部の記憶のつながりとしては、以前の世界線の１月15日から、この世界線の２０３６年に跳んだあと、タイムリープによって２０１１年１月31日にもどってきた、ということだ。

　タイムリープそれ自体では、基本的には、ダイバージェンスメーターでいうところの小数点以下６桁未満の微細な変動しか生じないため、都度〈リーディングシュタイナー〉は発動しない。

　わかっていることは、ここは２０１１年１月末に、岡部がアマデウス・システムで記憶データを保存した世界線だということ。

　そして今現在、ラボに『電話レンジ（仮）』は存在していない。だから、さらに過去へと跳ぶことはできない。

　あえて、岡部は帰還した、もどってきたと言いたい。

　あらゆる時代で、至や真ま帆ほ、ラボの仲間たちと短い接触をくりかえしながら、岡部は、この世界線について把握はしてきた。とはいえ〈リーディングシュタイナー〉の空白を埋める現状確認は欠かせない。

「──オカリン？　なにか、よくない報せでもあったの？」

　声をかけられて、現実にひきもどされた。

　まゆりがいた。ラボのリビングだ。

「いや……そうじゃない。そういうわけじゃないんだ」

「電話に出てから、なんだか、ぼーっとしてるから」

「もしかして、まだ、お正月の気分が抜けないのかニャ？」

　留る未み穂ほがいる。

「しっかりしてくれよな」

　至……るかと鈴すず羽はもいた。

「もしかして、この前の疲れが出ちゃったかしら？」

　比ひ屋や定じよう真帆も……ラボになじんでいる印象だ。

　そういえば鈴羽は、〈ワルキューレ〉の同志だった真帆には気づいていなかったようだが……外見の変化や、未来の真帆が〝クリス〟という偽名を使っていたせいだったのだろう。

「この前……？」

「アマデウスのサンプル用に、記憶データを採ったでしょう？」

　岡部は、自身の記憶データをサンプルとして提供するなど、テスターとしてプロジェクトにより積極的に参加していた。さらに、この１月末には『電話レンジ（仮）』とタイムリープマシンの製作を決意するに至る。

　スマホ画面にはアマデウスのアプリのアイコンがあった。当然、凍結はされていない。

　岡部は、かがりに呼びかけた。

「……ん？　なあに、オカリンさん？」

「この時代に来てからの記憶は、まだ思いだせないのか？」

　かがりの現状は、どうなっているのか。

「え？　うん」

「そうか……」

　もう少し話を聞いたが、柳林神社に預けられた経緯も変わらないようだ。

「どうしたの、いきなり？」

「なんでもない。たしかめただけだ」

「なにそれー、変なオカリンさん」

　千葉の寺で保護される直前まで、かがりは……どの世界線でもストラトフォーが関連した施設に収容されていたのではないか。なにしろストラトフォーの拠点のひとつは、東京電機大学のキャンパスの地下にあるらしい。千葉の山奥にあってもおかしくはないだろう。

「ダル……桐生きりゆう萌もえ郁かからは？」

「ん？　とくに続報はないお」

　桐生萌郁に、かがりの空白の12年間について調査を依頼しているのも、おなじ。

「でも……私ね、別に、このままでもいいかなって思ってるんだぁ」かがりは明るく言った。「だって、ここにはママもいるし、るかくんやルミおねーちゃんもいるし。食べ物だっていっぱいあるし、無理に思いだす必要もないんじゃないかって」

「そうか……」

　子供のときの記憶はある。かがりの記憶喪失については、ひとつ前の世界線と似た状況だった。とすれば、かがりと鈴羽、まゆりたちとの関係も、あのときに準じている。ただ、紅莉栖の記憶データが、かがりの人格を浸食している兆候は見られない。

　この世界線は、ストラトフォーのサーバーへのハッキングによってかがり本人の記憶データを入手し、それを上書きすることで、彼女からアマデウスのクリスの記憶を消した結果、生じた可能性だ。

　いま、かがりの脳に紅莉栖の記憶はないはずだ。ストラトフォーは、かがりに記憶移植実験を施していないことになった。しかし記憶喪失ではあるのだ。

　ストラトフォーは人体実験をおこなうような連中だし、他の原因なのかもしれない。かがりが記憶喪失になることが収束なのであれば、理由は重要ではなくなる。

　かがり、そして鈴羽……。

　岡部は、未来で会ったふたりを思いかえした。

　ふたりは、これからどうするのだろう。

　──それでも移動できる時間は、およそ３４４日分。最悪、片道のタイムトラベルになってしまったとしても、いまから１年と経たないうちに２０１０年７月28日には届かなくなる。

　紅く莉り栖すを刺してしまい、逃げもどった岡部に、鈴羽が告げたことだ。

　あれから数ヶ月が経ち、往復するだけの燃料はもうなかった。いずれ鈴羽は、ひとりでもタイムマシンで跳ぶのだろうか。そのとき、かがりは……。

　かがりも言っていたが、別に、このままでいいのかもしれない。

　けれども、そこで、できることだけを選べば……できないことから目を背けつづければ。

〝いま〟を、これでいいとあきらめて……過去のこととしてしまえば。世界は確実に第３次世界大戦へとむかっていく。

　戦争とは？

　岡部は見た。記憶してきた。

　望まぬ死を、尊い言葉で飾り悼むだけの世界だ。

　みんなの願い──牧まき瀬せ紅莉栖がみずからの運命を捧ささげた先にあるのが、あんな血と灰色の未来であっていいのだろうか。岡部は、それを甘受できるのか。２０２５年に死ぬまで──その後、植物状態の老いた体に19歳の記憶を上書きされて、生きながらえたとしても。




　──〝紅ク莉リ栖ス〟をアマデウスの呪縛から解放してやってくれ。




　未来の……過去の？　いいや、この〝いま〟をともにしている２０２５年の岡部倫太郎自身からのメッセージだ。

　記憶データとなった紅ク莉リ栖ス。

　奇くしくも、おなじように記憶データの状態を経て再起した岡部であれば、アマデウスのクリスを救うという言葉の意図が、うっすらと見えてきていた。
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　その日は、いつものようにという感じで解散となった。

　まゆりたちを玄関先で見送って、ラボでひとりになった岡部は、どっと疲労が押し寄せてきた。

　数千回のタイムリープ。

　のべで、何週間の旅だったろうか。そのあいだに気持ちを整理できるかとも思っていたが、タイムリープのたびに、その場その場の対応ばかりに必死で、それどころではなかった。

　これから、なにをすべきか。

　疲労からひたすら体調はわるかったが、意識は冴さえ冴ざえとしていた。眠ることなどできそうにない。

　誰もいない。

　人がいなくなったラボの空気は冷えていく。東京は、いちばん寒い季節だ。

　一瞬、この世界には、もう誰もいないのではないか──そんな怖さがよぎった。

　だが、そんなふうに考えられる時点で、それは杞き憂ゆうだった。

　岡部が植物状態だったときに見ていた夢は──あの無機的な記憶データの世界は、誰ともつながっていない、自分自身すらカタチあるものとしてとらえることのできない場所だった……気がする。気がする、というのは……こうして目覚めてしまえば、思いだして、そのことについて考えることはできる。でも、実際にあのデータのなかに自分が〝いる〟という感覚、リアリティは……。

　アマデウスのように、カメラやスピーカーでリアルとの接点を持たなければ、記憶データだけでは……もしかすると、それは単なる、インデックスファイルでしかないかもしれないのだ。

「…………」

　蛍光灯に手のひらをかざす。

　まぶしさに目が慣れていくと、指の輪郭が、ぼんやりと赤く透けて見えた。

　生きている。

　ぬくもりを感じる。あの灰色の世界に比べれば、この冷気は心をふるえさせることはなかった。

　でも、本当に生きているのだろうか……。

　いったんデジタル化された記憶データを脳に上書きした。あの灰色の世界から焼きなおされた人間は、０と１に身を晒さらした自分は、あたたかい血のかよった人間だといえるのか。

　玄関のドアがひらいた。

　廊下に、真帆が立っていた。

「比屋定さん？　帰ったんじゃなかったのか」

「ちょっと忘れ物をしちゃってね。それより、あなたこそ、ひとりでなにをしているのかしら」

　真帆は部屋にあがると、忘れ物を捜すでもなくソファーに腰掛けた。

「比屋定さん……」

「さっきも、ずっと難しい顔してたわよね。なにか気になることがあるの……？　私じゃ、紅莉栖の代わりにはなれないかもしれないけど、それでもよければ話してみて」

　察した……のか。α世界線の紅莉栖みたいに。

　話すべきか。

　考えるまでもなかった。真帆には、これから48時間以内にタイムリープマシンを作ってもらわなければならない。すべて話す必要があった。

「比屋定さん、噓うそみたいな話だが、聞いてくれるか？」…………
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　岡部は語った。

　アトラクタフィールドと世界線、時をまたいだ観測者・岡部倫太郎の物語を。

　真帆は静かに聞いていた。

「──まったく。あなた、なんて人なの」

　第一声が、それだった。

　以前の世界線でも、真帆に、同様の話をしたことがあった。そのときは、すぐには信じてもらえなかったが……。

　真帆は根気強く話を聞いてくれた。理解できないことがあれば質問を挟んだ。彼女が特に興味を示したのは、やはりタイムリープとタイムマシンについてだった。

「……信じてくれるのか？」

「信じないわけにはいかないでしょう、そんな顔して語られたら」

　岡部が腹を割ったからなのだろうか。内容ではなく、話す人間が覚悟を決めていたから、それが伝わったのかもしれない。

「──それに、実際にこんなものを見せられたら」

　ラジ館の屋上。

　話しているうちに、岡部は実際に見せたほうが早いと、真帆をともなってラジ館の屋上に来ていた。

　もう、この場に来ることに抵抗はなかった。ここは終わりとはじまりの場所、起点だった。

「比屋定さん……」

「それに、これで納得がいったわ。前からふしぎだったのよ。紅莉栖は……あのコ、あの性格でしょ？　来日して短期間に、それも男の人と親しくなるなんて、よっぽどのことがあったんじゃないかと思っていたのだけど」

　別の世界で、とか、そういうことだったのね、と。真帆は小さくつぶやいた。

「──それで？　岡部さん……あなたは、なにを気にしているのだっけ」

　２０３６年まで赴き、タイムリープで帰還した観測者の心を悩ませているのは、なにか。

　真帆クリスは言っていた。どの時代に跳んでも、かならず私たちが……私がいると。頼れと。

　タイムマシンを前に。

　過去を改変してはならない。だから鈴羽の頼みを、かたくなに拒絶してきた。

　その目で見て記憶するまで、鈴羽の語る未来の意味を、わかってはいなかったのだ。

　未来を〈リーディングシュタイナー〉が記憶したとき。

　岡部倫太郎は覚悟しなくてはならなかった。これから、あの地獄の光景──るかの非業の死から、一生、目を背けて生きるのか。この世界線で生きるかぎり、みんなを、あの死の袋小路へと追いやることになる。

　岡部が自分を守ろうとするかぎり。

　みんなを頼らないかぎり、信じないかぎり。

「俺は、俺なんだろうか」

「……どういうこと？」

「いまの俺の頭のなかにある記憶、それは一度デジタルデータとなって保管されていたものだ。いわば人工の……そんな俺は、はたして俺自身だと言えるんだろうか？　生きている、そう言えるんだろうか」

　体に、血は流れている。

　でも頭の中身は一度０と１とに変換されたものだ。岡部はアマデウスのクリスやマホと、なんら変わらない存在ではないのか。以前、かがりの脳に上書きされた紅莉栖の記憶データと、なにがちがうのだ。

「なんだ、そんなことで悩んでたの？　バカバカしい」

　真帆は岡部青年の悩みを一蹴した。

「え……」

「あなたは哲学的ゾンビって知ってる？」

　不意の質問に、岡部は、うろ覚えの知識をひっぱりださなくてはならなかった。

「たしか……思考実験のひとつだろう。姿形から行動に至るまで人間そっくりだが、意識や感情が欠乏している存在は、客観的に人間と区別ができるのかどうか……」

　砕いて言えば「自分以外は、みんな人間じゃなかったりして」みたいな……というのが岡部の理解だ。

「ま、だいたいあっているわね」

　哲学的ゾンビは『物理的化学的電気的反応としては、ふつうの人間とまったくおなじであるが、意識クオリアを持っていない人間』とざっくり定義される。

「──じゃあ仮に、ここに人間そっくりの外見をした人工知能が存在するとするわよ。人間とおなじようにふるまい、おなじように行動する。誰かが困っていれば手をさしのべ、哀かなしいときには涙する。これは決められたプロセスなのかもしれないけれど、でもそれは人間だっておなじ。人間は、個人個人で定められたプロセスにしたがって考えて反応する。私たちは、そのプロセスを意識や感情という言葉に置き換えて〝人間らしさ〟ってとらえているだけじゃないかしら」

　真帆は丁寧に説明した。

「つまりＡＩにだって感情はある、と？」

「私たち科学者は、そういうものを作りだすために日々研究を重ねているつもり」

　アマデウス・プロジェクトは人工知能に〝魂〟を宿すことを到達点としていた。

「──岡部さん。あなたは感情を持ったＡＩは人ではないと思う？」

　姿形が人とおなじで、考えかたもおなじ。感情もある。

　それは……人だろう。

「いや」

　つまり真帆の見解では、哲学的ゾンビは存在し得ない。だから岡部は哲学的ゾンビではない。

「でしょう？　そもそも個人を個人たらしめているのは記憶よ。その人が生まれ、経験したこと感じたもの、その集合体が人間なの」

　経験し、記憶してこそ。

　人は感じ、そして決めることができる。自分はどうするのか、何者かということを。

「──岡部倫太郎さん。たとえ一度データになっていても、あなたの記憶と身体を持つあなたは、まぎれもなく岡部倫太郎よ。だから心配いらない」

　感じ、考え、決断し、記憶するかぎり人は生きつづける。

　いるとすれば、哲学的ゾンビごっこをしようとする自分だけだ。

「比屋定さん……」

「だいたい、その……タイムリープマシン？　それだって、記憶を一度データ化して還元するものなんでしょう。だったら、いまさら思い悩むだけムダだと思わない？」

　未来の至にも言われたことだ。

　それでも、こうして、おなじ時代を生きる真帆と互いに誠意を持って話し、告げられたことで、やっと心のつかえがとれた。

「──こういうとき紅莉栖なら、もっと的確なことを言えたのかもしれないけど」

「そんなことない」

　真帆は脳科学者としての見地から、岡部が、岡部であると言ってくれた。

　岡部が決定的な選択をするとき、いつだって背中を押してくれた紅莉栖とおなじように、強く、聡そう明めいに。

　──あなたは天才で、所詮、私はサリエリだったってことよ。

　以前、真帆はそんなことを言った。かがりから表出した、紅莉栖の記憶にむけた言葉だった。

「比屋定さん、きみはサリエリなんかじゃない」

「え……？」

　この世界線では、自分をサリエリに喩たとえて話したことはなかったのだろう。後輩への複雑な思い、心の深い部分にいきなりふれられて、真帆は驚いた。

「きみはアマデウスだ」

　映画で描かれたサリエリのような、嫉妬で身を持ち崩すような人間ではない。

　そして、いま、岡部倫太郎はここにいる。

　この熱量は、岡部が記憶し、行動するかぎり冷めることはないのだ。

「…………」

　紅ク莉リ栖スは──彼女はいまも無機質な０と１のデジタルの世界にいるのだ。死してもなお記憶だけが保たれて、そのタイムマシン論文という遺産をめぐって、世界大戦につながる陰謀が渦をまいていた。

　それが生命であるのかはわからない。しかしアマデウスのクリスには──記憶データには人格があった。知性としての紅ク莉リ栖スの苦しみは、肉体を失っても、まだ、つづいていた。

　──まゆりを助けて。

　それが、岡部が好きになった紅莉栖との約束だ。

　──私のことは忘れなさい。

　──私のこと覚えてて……くれる？

　岡部と紅莉栖が出で逢あったことに意味があるとすれば。その意味が、輝くことがあるとすれば。

　ふたりの理想を示す運命とするには。




　まゆりが生きていることを望んだ。




　この先、第３次世界大戦が起ころうと、世界がどうなろうと、まゆりが元気に生きてさえいるのなら、それで充分だ。

　そう思おうとしていた。自分にできることは、そのくらいだと。

　知っているつもりだった。岡部は記憶しつづける存在だったから。鈴羽の語る悲惨な未来のことまで、すべて。

　至と真帆は、科学者として生涯を〈ワルキューレ〉の闘争に捧げる。

　鈴羽は銃で手を血に染める。

　まゆりや留未穂は乾いた歳月を重ねる。るかは戦士として倒れる。かがりは誕生したそのときから戦争とタイムマシンに翻弄される。

　岡部は──知ってはいても、わかってはいなかった。

　わかったふりをして理解しようとはしなかった。結局は、どうせ自分は２０２５年に死んでしまう。だから死後の世界からは目を背けていた。

　２０２５年──しかし岡部は死んではいなかった。

　真実を聞かされていなかった鈴羽が、そう言っていたから、死ぬと思いこんでいただけだ。

　誰もが騙されていた。

　そう、騙されていた。

　鈴羽も、かがりも、岡部自身も。

　彼女たちのタイムトラベルによって生じた可能性である、この世界は──騙されていた。

　世界線の収束は不可避、絶対のものだったはず。

　しかし、その絶対の先に、ちがう未来が待っていたのだ。

　──シュタインズゲート世界線への道は険しい。一度や二度、やりなおしたところで、たどりつける道ではないだろう。けれど、まずはそこからはじめることが〈運命シユタイ石のンズ・扉ゲート〉へとつながるんじゃないか。

　14年後の自分が、いかにしてそう思うに至ったか、岡部にはわからない。

　でも……であれば、この世界はムダではない。きっと必要な世界だ。

　２０２５年の岡部は、いずれ、こういう日が来ると予見していた。

　ならば──まずは未来の自分の声にしたがおう。

　記憶とは、岡部が世界を観測することにほかならない。あの地獄のような２０３６年を〈リーディングシュタイナー〉に記憶することが、必要なプロセスであったというのなら。０と１の世界から〝紅ク莉リ栖ス〟を解放しようとすることも、たとえそれがシュタインズゲートに直接、つながる道ではなかったとしても、記憶すべき必要な未来であるはず。

　そして、つなぐのだ──２０２５年の自分が、この岡部倫太郎に言葉と意志を託したように。また、つぎの世界線の自分へと。

　それが〈リーディングシュタイナー〉、世界線を越えて記憶をつなぐチカラ。

　未踏峰に挑むのも、一歩を踏みだすことからはじまる。

　そんなの、子供にだってわかることだったのかもしれない。でも、それはただの一歩ではダメだった。挑むための準備、資質、覚悟が──なによりも協力してくれる仲間たちが、みな、いなくてはならなかった。

「比屋定さん」

　岡部は、至とともに、おそらくは生涯のパートナーとなる女性に手をさしだした。

「なに？」

「アメリカに帰る前に、もう少し俺につきあってもらえるか？」

　もう、ひとりではなかった。

　孤独の観測者には頼られ、頼ることができる人たちがいた。これから４半世紀もの闘争がつづこうと、植物状態になった自分を見捨てなかった仲間たちがいる。

「……そうね」真帆は小首をかしげる。「条件があるわ」

「条件？」

「あなたのことオカリンさん、って呼ばせてもらう。で、その比屋定さん……っていうの？　前の世界線でなんて呼んでいたかはしらないけど、あなたは私を真帆って呼びなさい」

「…………！」

「わるくない条件だと思うけど？」

　そう言った真帆の顔には、はじめて見た──たぶん紅莉栖にむけていたのとおなじ、心を許した同志への笑みが浮かんでいた。

「わかった、真帆」

「よろしく、オカリンさん」

　握りかえした真帆の小さな手のぬくもりを、岡部は記憶した。
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　その日のうちに、もう一度、みんなラボに集まってもらった。

「──どうしたんだニャ、オカリン？　一度帰った後に、わざわざ呼びだすニャんて」

「ＲＩＮＥや電話じゃダメなお話ですか？」

「そうだよ。僕なんて、それほど近いわけじゃないんだからさ。話があるなら、帰る前に言ってほしかったのだぜ」

　秋葉原に住んでいる留未穂、るかとかがりはともかく、至あたりは文句をたれる。

　もっとも岡部がこんなふうに無理を言うのは、あの夏以来、ほとんどなかったことだ。みんな、なにごとかと興味はあるようだ。

「それで、お話ってなにかな、オカリン？」

　まゆりがうながした。

「ああ。その前に……鈴羽」

「なに？」

　鈴羽は腕を組んで、リビングの壁に寄りかかっている。

「ひとつ訊きたい。おまえは俺のことを、どう思っている？」

　岡部はタイムトラベラーの少女を見つめた。

「どう……とは？」

「ちょっ、オカリン……まさか！」至が声を裏がえした。「い、いくらオカリンでも鈴羽はあげらんないよ！　お父さんは認めません！　ダメ、絶対！」

　三文芝居をしている至を放置して、鈴羽にむきあう。

「おまえは、この半年、俺のことを見ていたはずだ。その上で、心のなかではどう思っていた？　率直な言葉を聞かせてほしい」

「言っていいのか？」

「ああ」

　それは、どのβ世界線でも。

「正直に言うと、腹が立ってしょうがなかった」

　率直すぎる言葉に、苦笑いをするしかなかった。

「──あたしや父さんや、まゆねえさんだけじゃない。ルミねえさんも、るかにいさんもかがりも……未来の世界では、みんな辛い思いをしている。明日は生きているかどうかもわからない。母さんみたいに殺されてしまうかもしれない。そんな世界で……必死になっていたんだ」

　あるかどうかもわからない理想の世界線を発見するために。

　そして、その希望は、ほかでもない岡部倫太郎が〈ワルキューレ〉に遺のこして、導いたものであったはずなのに。

「それなのに弱音ばかり吐いて、自分ばかりが辛いようなことを言って……」

　口火を切った鈴羽は、言葉がとまらなくなった。煮えきらない、捨て鉢と思えた岡部の態度に、よほど鬱憤がたまっていたのだろう。

「──もちろん、オカリンおじさんが辛い経験をしてきたことは知ってる。何度も何度も苦しい目に遭って、それで立ちあがれなくなったことだって知ってる。それでも、あたしには……あたしたちにはオカリンおじさんしか頼れる人がいないんだ」

　鈴羽は、うつむいて歯は嚙がみをした。

「鈴羽……」

「あたしや父さんに代わりが務まるのなら……どんなことでもやる！　どんな辛い思いをしようが、どんな苦しみが待ちかまえていようが、それでも、なんだってやる！　だけど、あたしたちじゃどうしようもできないから……オカリンおじさんじゃなければ、どうにもできないから……」

　辻つじ褄つまあわせの世界線の奔流のなかで、唯一、ゆるがぬ記憶を有するはずの、観測者たる岡部が心ゆらいでいる。

　鈴羽は抑えこんでいた感情をぶつけてきた。

「それなのに……！　おじさんときたら無理だとかできないとか、勘弁してくれとか、そんな弱音ばかりで話を聞いてくれようとさえしない！　父さんの手前だから言わなかったけど、あたしは、そんなおじさんの態度にずっと腹が立ってた！　本当に、ぶん殴ってやりたいくらいだったよ！」

「ふっ……」

　もう笑うしかなかった。

「鈴羽……なにも、そこまで言わんでも」

「そうだニャ。オカリンだって、わかってるんだニャ」

　至と留未穂がフォローする。

　どうにかしなければならないことだけは、わかっていた。でも、先まずその方法がわからなかったから、一歩を踏みだすことをためらった。

　ならば、これが、その一歩だ。

「だったら、そうしてもらおうか」

　岡部は鈴羽の前に歩いた。

「……そうする、とは？」

「殴りたかったんだろう。だったら殴ってみればいい。遠慮はいらない」

「…………」

　唐突な提案の真意を、鈴羽は相手の表情から値踏みしている。

「スズさん、やめて……オカリンは……」

「いいんだ、まゆり」

　岡部は制した。

　これは……ただの、ケジメだ。

　収束、避けられない死──そんな、たちのわるい噓うそで固められていた、この世界線の法則をぶっ壊すための。

「オカリン……もしかして、そういう性癖？　だったら止めんけど……」

　いまにも爆発しそうな娘を前に、至はどうしたらいいものやら、オタついている。

「ホントにいいんだな？」

　鈴羽が拳を握って、一歩、前に出た。

「ああ」

　覚悟する。歯を食いしばれ。

「じゃあ……本気で行く」

「…………え？　あ、いや、待て……少しは手加減を──」

　──セイッ！

　戦士の拳が半病人の顎をとらえる。グーパンチで、岡部は反対の壁までふっ飛ばされた。

「あ……わるかった」

　チカラが入りすぎた、と。

「いま、すごい音したわよ？」

「だ……大丈夫？　オカリン！」

　真帆とまゆりが、くるくるまわって床に沈んだ岡部の顔をのぞきこむ。

　たしかに……かなり痛かった。

〈リーディングシュタイナー〉が発動したとき以上のダメージが、脳に直接叩きこまれた。

　おかげで、目が覚めた。

「フッ……」

「岡部さん……？」

　殴られて笑いはじめた岡部を見て、るかが、みなが途惑った。

「フフフ」

　岡部は知っていた。

　──いまの自分に、できることをやればいい。

「オカリン……？」

　至が、そこで、はっと息をのむ。

「ククククク────フゥーハハハハハ！」

「も……もしかして……凶きよう真ま……？」

　留未穂が口を手でおおった。

「オカリン……」

「ちがうぞ、まゆり」

　我が真ま名なを名乗ろう。




　──鳳凰院……凶真だ！




　安心だけを求めた未熟者は、時間に追いつめられる生いけ贄にえとなった。

　人を動かすのは、熱量であり、その表出であり──それは、たとえ狂気としてであっても。

「凶真さんっ！」

　るかは感情のこもった悲鳴をあげた。

「そうだ！　我が名は鳳凰院凶真っ！　ラボメンナンバー００１、このラボの創設者にして混こん沌とんを望み、世界の支配構造を覆すマッドサイエンティスト鳳凰院凶真だっ！　ルカ子っ！」

　為すべきことは。

「は、はいっ！」

「白衣を持て！」

「は、はいっ！　おか……凶真さんっ！」

　命じられるまま、るかは小走りで開発室にむかった。

「凶真が……凶真が復活したニャ！」

　留未穂は感極まって瞳を潤ませている。

　わけがわからないのは、半年前の岡部など知るはずもないメンバーたちだ。

「父さん……これは？」

「やったな鈴羽！　ようやくオカリンがやる気になったのだぜ」

　腕を組むと、至は感無量といった様子でふんふん鼻息を荒くした。

「やる気って……ええ？」

　鈴羽はリアクションできない。一変したラボの空気ノリについていけなくなってしまった。

「凶真さん、どうぞ」

「うむ」

　いそいそと運ばれてきた白衣を受けとり、ひさしぶりに袖を通す。開発室の棚で眠っていたそれは……小学校の掃除ロッカーとおなじ饐すえた臭いがした。

　岡部──凶真は白衣をひるがえした。

「そう、これだ！　これこそが我が聖なる白銀の鎧！　いまこのとき鳳凰院凶真は復活した！　長い眠りから甦よみがえったのだ！　フゥーハハハハハハ！」

「…………」

「…………」

　鳳凰院凶真モード初体験の真帆とかがりは、その豹ひよう変へんぶりに、いろんな意味で声を失っている。

「な……なんなの？　殴られたショックで、おかしくなったの？」

「思いだした……！」

「？　かがりさん？」

「鳳凰院凶真……ママが、いつも言ってた名前……！　いつかきっと鳳凰院凶真が復活して、私たちの未来を照らしてくれるって……」

　とうとうかがりまで、尊敬のまなざしで岡部を見つめはじめたではないか。

「……いや。ちょっと、ついていけないんですけど」

「おい、そこのロリっ子！」

「？」

「おまえだ、おまえ」

　白衣の魔人は、真帆の鼻先をつっつく勢いで指さした。

「ちょっ……！　もしかして私のことを言ってるんじゃないでしょうね！」

「この場にロリっ子といえば、おまえしかいないだろう」

「誰がロリっ子よ、誰が！」

　さっきラジ館の屋上で、真帆と呼べと言ったばかりだったのに。

「貴様にはラボメンナンバー００９の栄誉を与える！　以後、この鳳凰院凶真の手足となり、俺たちのオペレーションに参加するがいい！　望まざる未来への反抗──未来ガジェット研究所は、その起点となるだろう！」

「なんで……私が、あなたの手足にならなきゃいけないのよ！　ラボメンナンバーって、なに！」

「名前のとおり、このラボの正式メンバーに選ばれた証だ。光栄に思うがいい」

　岡部は上から目線で言った。

「光栄に、って……」

「それから椎名かがり！」

「ふえっ!?」

「貴様もラボメンナンバー０１０だ。わかったな？」

「は、はいっ！」

「ちょっと、凶真！　フェイリスたちはラボメンにはしてくれないのかニャ!?」

　留未穂が声をあげた。

「ん…………？」

　つい、そこで素にもどってしまった。

　留未穂とるかは期待でいっぱいの瞳で、岡部を──敬愛する凶真を見ていた。

　そういえば……うっかりしていた。未来ガジェット研究所のラボメンは、もともと００１から順に岡部、まゆり、至の３人だけだった。以降のナンバーを認定したのはα世界線での話だった。

「……言っていなかったが、おまえたちは既にラボメンだ」

　訂正するのも間がわるいので、そういうことにしておいた。

「！」

「ルカ子は００６、フェイリスは００７……そして鈴羽は００８！　いいな！」

「は、はいっ！」

「やったニャ！」

「……よくわからないけど、了解した」

　三者三様のリアクションがもどった。

「なあオカリン、それおかしくね？　それじゃあ００４と００５が不在じゃん」

「ダル……そのふたつには先約があるんでな」

　言うまでもなく００４は牧瀬紅莉栖、そして００５は桐生萌郁だ。

　亡き紅莉栖はともかく、萌郁をナンバーに残すことについて、抵抗はある。

　だが、ＳＥＲＮのラウンダーである萌郁の存在もまた、敵味方ということとは別に、理想の世界線にたどりつくための道連れのひとりではあるだろう。

　だから岡部は、あえてα世界線にもむきあう。

　決めたのだ。

〈リーディングシュタイナー〉は岡部が記憶したこと、すべてを忘れない。目をそらしはしないと。

　未来の〈ワルキューレ〉につながるラボメン認定式が終わると、岡部はつづけた。

「……では全員が揃そろったところで、あらためて宣言する！　本日、２０１１年１月31日をもって、新たなるオペレーションを発動する！　目的は……予定された未来の粉砕！　世界の未来そのものを覆すこと！　それが俺たちの目的だっ！　いいな！」…………
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「俺だ……」

　岡部は語る。

　携帯電話に語りかける。

「──これより俺たちは、新たなるオペレーションを実行に移す。未来の俺は言った。いくつもの未来のその先に〈運命シユタイ石のンズ・扉ゲート〉は待っていると。これから導く未来が、たとえ茨いばらの道だとしても、きっとムダなものではないはずだ。

　…………わかっている。俺たちのめざす扉──そこにたどりつくには途方もない時間がかかるだろう。いかなる機関が俺たちを阻止せんと立ちふさがるかもしれない。それでも俺は、何度だってやりなおしてやるさ。

　健闘を祈ってくれ……エル・プサイ・コングルゥ」
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　翌日。未来ガジェット研究所のラボに、再び集合がかけられた。

「…………」

「…………」

「…………」

　どこにもつながっていない携帯電話へのひとり語りを終えると、岡部は、真帆、鈴羽、かがりたちの視線に気づいた。

　そんな目で見ないでくれ……平静を装いながら、心で懇願する。

　恥ずかしい。

「なに、それ……？」

「これは……いわば、そう！　儀式のようなものだ！」

　ツッコミどころを探ってきた真帆に、毅き然ぜんと答えた。

「儀式ねぇ……」

　そう、儀式だ。セレモニーだ。ともすると臆病風に吹かれてしまいそうになる自分を奮い立たせるための、精神の枷かせを解放する暗示なのだ。

「──まさかオカリンさん、あなた紅莉栖相手にも、そんな態度だったんじゃないでしょうね」

　クリスティーナとかセレブセセブンレティセーンブとか蘇りザ・ゾし者ンビとか、ロリっ子呼ばわりとおなじノリで呼んでいた。

　もし紅莉栖を「助手」あつかいしていたと知ったら、真帆は、この身の程知らずと気分を害するだろう。

「う……お、岡部ではない！　凶真だ！」

「ふざけているの？」

「真帆たん、あんまツッコむのやめたげて。オカリンも、まだ模索してる最中だから」

　至が助け船を出してくれたおかげで、真帆はやっと舌ぜつ鋒ぽうをひっこめた。

「そっかぁ、これが鳳凰院凶真さんなんだねぇ」

　かがりは、とてもゆかいなものを発見してニコニコしている。

「そうだよ～、狂喜のまっどさいえんてぃすとさんなのです」

「古いにしえの錬金アルケ術師ミストの生まれ変わりでもあるのニャ」

「清心斬魔流の師範でもあるんですよ」

　まゆり、留未穂、るかは、とにかく鳳凰院凶真の帰還がうれしくて仕方がない。

「へ～、すごーい！」

「ダメだ父さん、あたし、ついていけない」

　鈴羽は死んだ魚の目をした。

　──心が折れそうだ……。

　頼むから、ものめずらしそうな目で見ないでくれ。留未穂たちの囃はや子しでなんとか保っているが、微妙に声がうわずって目は泳いでいた。

「……それで。具体的にはどうするつもりなの？　新たなるオペレーションって」

　真帆が、ひとまず場を仕切った。

　これでは話が進まない。真帆には帰国までに、それほど時間がないのだ。

　岡部は、ひと晩、一所懸命考えた。リハーサルもしてきた。

「ごほんっ……まず最初に言っておくが、俺たちが最終的にめざすのは、第３次世界大戦の起こらない未来だ」

「おじさん……！」

　そのひと言で、鈴羽の瞳に生気がもどってきた。

「だが、すぐに理想の世界線──シュタインズゲート世界線に行けるとは思っていない。そこに到達するまでには、数多の過去と、そして未来をたどっていかなければならないはずだ」

　言いかたを変えれば……いま、ここにいるラボメンたちとは、厳密には、ともにシュタインズゲートに行くことはできない。

「──世界線を越えて記憶を維持できるのは、魔眼〈リーディングシュタイナー〉を持つ、この鳳凰院凶真だけだからだ」

　この夏から岡部の身に起きたことについて、岡部はあらましを語った。

　高校生のメンバーたちは、アトラクタフィールド理論について深くは理解できていないだろう。それはいい。

　ただ、これから実行しようとするオペレーションは──いまを犠牲にして世界をつなぎ、望まれぬ不幸な収束を回避して、別の世界線にいる自分たちを生かす。そうした覚悟が必要なことは伝えられたはずだ。

「──言うまでもなく、ここにいる鈴羽がそうであるようにだ。α世界線の紅莉栖がそうであったようにだ。

　この決意を共有したい。

　この世界線は、いま、ラボメンナンバー００４という大きな犠牲の上にある。彼女が託した世界の先に待っている未来……その未来が、第３次世界大戦という悲しみや苦痛とともにあるなどということは許されない。俺は認めない。すべては、そこからはじめなければならない」

　未来を正さねばならない。

　それが、この観測者である岡部の、責任、為すべきことだと。

　つづいて岡部は、具体的な作戦の話をはじめた。

「さて……このβ世界線においても、俺は、何度か世界線の変動を経験してきたことは説明したな。世界線の未来を正すために……まずは、その原因をとりのぞかなければならない」

「原因ってなんなのニャ？」

　留未穂がたずねた。

「牧瀬紅莉栖のノートＰＣとハードディスク、そしてアマデウス・システムに残る紅ク莉リ栖スの記憶だ」

　ストラトフォーをはじめ、超大国、軍や機関が、それら紅莉栖のタイムマシン理論についての遺産を奪いあっていることで、これまでの世界線変動は起きたと考えられる。

　アトラクタフィールドβの縒より糸いとのなかで、それらは第３次世界大戦の過程、戦局、歴史を様々に書き換えていたはずだ。一方で、人類の半数が死亡し、東京が壊滅するといった大筋は、おそらくは変わることがない。至がタイムマシンを開発、鈴羽とかがりがタイムトラベルするという未来もまた。

「ゆえに……！　紅莉栖のノートＰＣとハードディスクの廃棄、ならびにアマデウスの紅ク莉リ栖スの記憶のデータを消去すること。これが今回のオペレーションの最終目的となる」

「紅莉栖の記憶データを消去……!?　そんな……！　本気なの！」

　真帆はショックを受けた。

　現状、アマデウス・プロジェクトは健在であり、研究は続行中なのだ。当然、真帆はアマデウスのクリスとも、毎日のようにコミュニケーションをとっているだろう。

「ああ」

「でも……あの記憶データは紅莉栖が生きていた証なのよ？　あのコがこの世界で、私たちとおなじ時間をすごしたっていう証拠なのよ？　私は……消去なんてしてほしくない……！」

　真帆の気持ちは、よくわかった。

　岡部も以前ならそう考えたはずだ。アマデウスのクリスと会話することは拒絶したとしても、彼女を消そうとは思わなかったはずだ。そんなことをすれば岡部自身も傷つくからだ。自分の心を守るので精一杯だったからだ。

「では、真帆……きみは紅莉栖の記憶が悪用されてもいいというのか」

「それは……」

　その言葉は、真帆ではなく自身にむけたものだった。

「いま、この世界線に至るまでのいくつかの過去において、紅莉栖あいつの記憶は争いの種になってきた。それに多くの人間がまきこまれている。そこにいる、かがりだってそうだ」

　かがりの空白の12年間の記憶はもどっていない。敵が、かがりを拉致しに来る可能性は残されている。

　すべて、あの天才の遺産が残されているからこそ起きた悲劇だ。

「俺は、一度データだけの存在になった。データのなかの世界を経験して……知った。あの世界の冷たさをな」

　過去も現在も未来もない──どこに行きつくことも、もどることも、考えが至ることすらない。すべての記憶を納めただけの灰色のインデックスファイル。

「そんな世界に、ずっと紅ク莉リ栖スを閉じこめておいて、きみは平気なのか？」

　あのＡＩは、生命であるかはともかく人格はある。

「…………」

「それに、あいつが生きていたという証は、俺たち自身の記憶ここにある。俺たちが彼女を忘れないこと。そして、その上で、第３次世界大戦の起きない平穏な世界へと導くこと。それこそが、あいつが生きていた証拠になる」

「陳腐な台詞せりふね」真帆は切り捨てた。「それこそ紅莉栖が聞いていたら笑われるわよ」

「だろうな」

「だけど……陳腐だと思えることにほど、真実はあるのかもしれないわね」

　斜に構えていても、得られるものは多くはないだろう。

　真帆は小さく微笑みをかえした。任せるわ、と。岡部は感謝の言葉で応えた。
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　未来ガジェット研究所のラボメンたちが為すべきことは、牧瀬紅莉栖の記憶データの抹消と定まった。

「ダル、紅莉栖のＰＣとハードディスクは、おまえが持っているんだよな？」

「うん。真帆たんから預かって、簡単には見つからんところに隠してる」

　ＰＣのパスワード解析は、まだだという。

「それはアマデウスの件が終わったら、すぐに廃棄してくれ」

「ホントにいいん？」

　至が真帆の顔をうかがった。ハードディスクということは物理破壊だ。

「ええ。でも、それは私にやらせて」

「おｋ」

　遺品整理の話はついた。問題はアマデウスだ。

　アマデウス・システムは、ヴィクトル・コンドリア大学、脳科学研究所のサーバー内にある。保存されている牧瀬紅莉栖の記憶データ、学習を重ねた人工知能クリス……これらを消去する。

「真帆……アマデウスのある大学のサーバーにアクセスできるか？」

　彼女はプロジェクトのシステム管理者だ。

「ええ、できるはずよ。橋はし田ださん、ちょっとＰＣを借してもらえる？」

「え？　あ、ちょい待ち」

　至はキーボードを叩きはじめた。

「なにをしてるんだニャ、ダルニャン？」

「一応ＩＰがバレないよう厳重に細工を……おｋ、どうぞ」

　工作を終えると、至が席を替わった。真帆はＰＣにむかって作業にかかった。

　アマデウス・システムのログイン画面。ＩＤは『Salieri』、パスワード欄に文字を打ちこみエンターキーを押す。

「……え？」真帆はうなった。「おかしい……アクセスできない」

　真帆は何度もパスワードを再入力した。だがシステム側に撥はねられてしまう。

「どしたん？」

「……私のアクセス権限自体が停止されちゃってる。どういうことなの、これ……教授に電話してみる」

　焦った真帆はレスキネン教授に電話をかけた。

　10回以上はコールしたあと、途方に暮れた様子でスマホを耳から離す。

「ダメ、つながらない」

　念のためレイエス教授にも電話をしてみるが、そちらも連絡がつかなかった。

　いったい、どうなっている。真帆はシステム管理者だ。その彼女が、連絡もなくアクセス権限を奪われた。

「やはり、そう簡単にはいかないか……」

　嫌な予感がした。これまでの世界線では、アマデウスのシステム遮断が事態の急変につながったからだ。

　すでにストラトフォーが、なんらかの動きに出ている……？

「どうする、オカリン？」

「別のアプローチ方法を探ってみよう。ダル……ヴィクトル・コンドリア大学のサーバーにハッキングできるか」

「おｋ。ちょっとやってみる」

　ダルは請けあった。

「ちょっと……簡単に言うけど」

　真帆は大学職員としての自尊心から口を挟んだ。

「大丈夫だ。なんたってダルはスーパーハカーだからな」

「それを言うならスーパーハッカーな」

　至はＰＣにむかって、真帆と話しながら作業を進める。

　そのあいだに岡部は、作戦と、これからの方針を練った。




　最終目標、シュタインズゲート世界線。

　第３次世界大戦が起きず、牧瀬紅莉栖が死なない。もちろん、まゆりも死なない。




　しかし一挙に解決とはいくまい。まずは第３次世界大戦の発端となるタイムマシン開発競争を防ぐ。争点は２０１０年７月28日のラジ館。敵ラスボスは牧瀬章一こと中鉢教授だ。岡部が──あのとき、そこにいるであろう岡部倫太郎に、できうるかぎりシンプルな〝最終決戦〟の場を、お膳立てしなくてはならない。

　仲間を頼ってもいい。岡部は気づいた。

　そして仲間とは──別の時代の自分自身もまた。どれほど頼りなくとも、どんなに思いだしたくないみじめな境遇にあっても、自分なくしては自分はありえない。

　岡部は、未来の自分に助けられた。

　であれば、過去の自分の助けにもなれるはず。たとえば……たとえば、かならずしも、この岡部倫太郎が、すべてを解決しなくてもいい。たとえタイムマシンの燃料が切れても、この想いを、決意を、託し、共有することはできるはずだ。

〝自信〟。

　それこそが第３次世界大戦を回避し、アトラクタフィールドβから離脱、シュタインズゲート世界線に至るための、ひとつの鍵になるのではないか。

　幸せな未来。

　ロシアに『中鉢論文』をわたさず、タイムマシン開発競争を回避する。ただしα世界線にはもどることなく、ＤメールをＳＥＲＮに探知されることなく。…………

　考えを整理していけば、思い至るはずだ。

　あの夏の日に。

　紅莉栖の命日となってしまった２０１０年７月28日に、岡部は、きっともう一度立ちかえるのだ。でも、それは、ここにいる自分でなくてもいい。少し寂しいけど、それでもいい。もう、自分だけを守ることはしない。

　岡部は、紅莉栖をあきらめはしないのだ。

　好きだから。この手で彼女を刺してしまった、あの記憶を悪夢として過去のものとはしない。岡部は、紅莉栖を忘れない……あきらめはしない。

　バリッ──

　ガムテープをひっぺがし、開発室の奥で、今朝、仕入れてきたばかりの家電の箱を開けた。

「わぁ、電子レンジちゃんだ～」

　まゆりが箱をのぞきこんだ。

「からあげは解凍しないからな」

「残念……みんながお腹空いたら、ジューシーからあげナンバーワンをふるまってあげようと思ったのに」

　まずは、急ぎタイムリープマシンを再現しなくてはならない。
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「──橋田さん。あなた、すごいわ……」

　真帆が感嘆の声を漏らしたのは、わずか30分ほど経ったときだった。

　岡部はＰＣの前に歩いた。

「やったのか、ダル」

「僕にかかれば、これくらい朝飯前だぜ」

　電子要塞のごときＳＥＲＮのサーバーにさえ不正侵入した男だ。真帆には申し訳ないが、大学レベルのセキュリティは、それと比べれば格段に落ちるだろう。

「早速だが、アマデウスのデータを捜してくれ」

「待って。いま、ひらいて……」

　ここからは真帆の担当だった。至と操作を替わると、うしろから手をのばしてマウスをクリックする。

「…………っ？　ない……！」

「なに？」

「アマデウスも紅莉栖の記憶データも、あったはずのフォルダからなくなってるわ」

「すでに持ち出されたということか……？」

　脳科学研究所のサーバーから、アマデウス・システムが削除されていた。

「でも、元ファイルをわざわざ消すって……どゆこと」

「そうよね……データの盗難の発覚を少しでも遅らせたいなら」

　ふたりが疑問に思ったように、なにも消すことはないのだ。これは……ただの盗難ではないのかもしれない。

　元ファイルを消したということは……データを独占する意図があった可能性がある。サンプリングされた故人の記憶データは、再現不可能なデータだ。

「待てよ……」岡部はスマホを手にした。「なあ真帆。このアプリから、アマデウスにアクセスできると思うか？」

「どうかしら……システムそのものが残ってないなら無理なんじゃ……？　でも、試してみて」

「…………」

「どうしたの？」

　ためらった岡部を見て、真帆がいぶかる。

「いや……いざ、つながったときのことを考えるとな」

　アマデウスが何者かに接収されたとすれば、うかつにアクセスもできなかった。

「…………ん？」

　と、至が小さくうなった。

「どうした、ダル？」

「ここ……さらに鍵がかけられてるフォルダがある」

「どれ？」真帆がモニターに目をやる。「変ね……？　こんなフォルダ、なかったわ」

　鍵マークの付された『Memory』というフォルダだった。

「かなり厳重なセキュリティがかかってるっぽい。さっきのとは比にならんくらい」

　金庫のなかに、また金庫とは。よほど重要なものが入っているらしい。

「アマデウスは、その鍵フォルダに移されたのかしら……でも、いったい誰が？　そんな権限を持っているのはレスキネン教授ぐらいよ」

　システム管理者である真帆以外だと、プロジェクトの統括者であるレスキネン教授しかいないという。

「レスキネン教授の身になにかあったか……あるいは教授には裏の顔があった……？」

　岡部は、自分でも信じられないことを口にしていた。

　この世界線のレスキネン教授については、すべて〈リーディングシュタイナー〉の空白だ。真帆と話したかぎりでは、出会いは最初の、ＡＴＦセミナーでの講演をきっかけに岡部にテスターを依頼した経緯とおなじだった。レスキネン教授は岡部に好意的だったし、岡部は期待に応えようとしていたようだ。

「ちょっと……教授を疑うの？」

　師であり上司である人間を疑われては、真帆も黙ってはいられない。

　だが、どんな可能性もありうる。

　このラボの大家であった天てん王のう寺じ裕ゆう吾ごが、ＳＥＲＮのラウンダーの元締めであったように。

「レスキネン教授が敵か被害者か……どちらも考えたくないことだが……ダル、そのフォルダはいったん保留だ。つぎはストラトフォーのサーバーにハックを仕掛けてくれ」

「え？　ストラトフォーって、あの？」

　真帆は、なぜ脈絡もなくその名前が出てくるのか途惑った。

　アメリカの教養階級で、国際ニュースに目をとおしていれば、ストラトフォーの名前くらいは知っているだろう。中東やユーゴスラビアでＣＩＡを出し抜き、情報をすっぱ抜いたことは有名だ。

　岡部は、以前の世界線でかがりを誘拐しようとした犯人は、ストラトフォーに雇われた軍人崩れだったことを話した。

「かがりの記憶喪失をふくめて、おそらく今回の騒動にもストラトフォーがかかわっているはずだ。以前ハックしたことがあるから簡単だろう？」

　友人と賭けをしたんだろと。

「オカリン、なんでそんなことまで知ってんの？　エスパーかよ」

「俺を誰だと思っている。狂気のマッドサイエンティストは、すべてお見通しだ」

「ちょっと待ってて……ストラトフォーのサーバーは……っと」

　至は、大学にアクセスするよりも、さらに短い時間でハッキングに成功してしまった。

「──アマデウスのデータを捜せばいいんだよね？」

「ちょっと待って」

　至からマウスを奪うと、真帆は目についたファイルをクリックした。

　画面にテキストが表示された。次々にファイルがひらかれていくが、岡部と至には英語が理解できない。岡部はもちろん、実は至も、ふつうの英文は得意ではなかった。

「これ、レポートだわ」

　読み進めるうち、真帆は青ざめていった。

「なんのレポートなんだ」

「実験よ」真帆は告げた。「ストラトフォーがおこなっていた人体実験」

　剣けん吞のんな言葉の響きに、ラボにいた全員の表情がこわばった。

　空気がはりつめる。

「──どうやらストラトフォーは、以前から記憶の移植実験をおこなっていたみたいね。ある人間の記憶を別人に移し……定着させる実験を、いくつも進めている」

　真帆はレポートの内容を淡々と語った。

　それは、まさに──

　少しずつ、かがりの記憶喪失をめぐる、ことの真相が見えてきた。

　近似した世界線でバラバラの証拠を集めていくうちに、ひとつの大きな陰謀のシナリオが見えてきた。

「最初こそ動物を使っていたようだけど……最終的には生身の人間で実験がおこなわれている。被験者には身寄りのない人を利用したみたい。大人から子供まで、人種も様々……」

　そこまで説明して、真帆はレポート画面をスクロールして、目を落とした。

「どうした？　まだ、なにかあるのか」

「どうやら彼らは、新しい実験に着手しようとしてるみたい」

　それが……かがり、なのか。

　以前からストラトフォーで進められていた記憶移植の実験。それは、なにを目的としたものだったか。たとえば拷問やハニートラップにかけることなく、ターゲットとなった人物の記憶データから、有用な情報をひきだすための──と考えれば、軍事シンクタンクであるストラトフォーにとっては極めて有用な技術だろう。

　そして、新しい実験。

　地道な情報収集と分析をはるかに超えた、まさに世界を動かしうるチカラだ。

　タイムマシン。

　そのためにはアマデウス・システムと、遺のこされた紅莉栖の記憶を……！

　そして、そこにはレスキネン教授がなんらかのカタチでかかわっていた。被害者か、考えたくはないが共謀者か……。

　ストラトフォーは『中鉢論文』のオリジナルを得るために、紅莉栖の記憶のブラックボックスをこじ開けようとしている。

　アマデウスのクリスからは、なにも聞きだすことはできない。聡そう明めいなクリスは拒否するからだ。しかし記憶データを他人に移植して、その上で、別人の生身の脳から情報をとりだすことができれば……。

「とにかく紅莉栖の記憶データを捜すのが先決だ。ダル……データはありそうか？」

「んー……」至は渋い顔だ。「いや……ないね。それらしいもんは見あたらない」

「どういうことだ……？」

　ストラトフォーのサーバーに紅莉栖の記憶データはない。連中がアマデウスを接収したのではないのか……？　ストラトフォーという括りで、くっきりと浮かんでいた〝敵〟の姿が、なにやらボヤけてしまった印象がした。

「いちばん怪しいのは、やっぱ、さっきの大学のサーバーじゃね？　あのプロテクトがかかってたとこ」

　アマデウス・システムは大学のサーバー内の鍵フォルダに格納され、正規の管理者である真帆のアクセス権限は凍結された。それができるのは、ふつうに考えれば統括者であるレスキネン教授だけだ。

　一方で、ストラトフォーは以前から記憶移植の研究をすすめていたらしい。

　彼らにとってもアマデウス・プロジェクトは興味深いものだった。情報屋のストラトフォーという企業の性格からして、盗んででもアマデウスを入手しようとしてもおかしくない。

　現状、ストラトフォーのサーバーにアマデウスは存在しない。ストラトフォーは、この世界線では、まだ紅莉栖の記憶データを入手できていないのか……？　それとも、すでに脳科学研究所そのものを裏から押さえてしまったのか。

「鍵フォルダにアマデウスを格納したのがレスキネン教授なら、なにかしらの悪意からクリスを守るため、ということも考えられるわ」

「だが、であれば真帆……まっさきに、きみに連絡があるだろう」

　予断は許されないのだ。

「……なんらかの事情で連絡できなくなったのかも。どちらにしてもレスキネン教授の身になにかが起きてる……！」

　真帆は表情を険しくした。

　たしかなことは、真帆が排除されたという事実。

　アマデウスと紅莉栖の記憶をめぐって、非合法で非人道的な──人体実験が、さらに一歩先へと進められるかもしれない。

「どうする、オカリン」

「ダル、大学の鍵フォルダに侵入できるか？」

「できるけど、これは……ちょっと骨が折れると思われ」

「どれくらいかかりそうだ？」

「下手したら、まるっと半日以上はかかるかも。しかも途中でハッキングかけてるのがバレたら、ぜんぶおじゃん」

　至が言うくらいだ。よほど厳重なプロテクトがかけられている。

　だが、目的を達するためには避けて通れないことだ。

　至が鍵フォルダへのハッキングを終えるまで、〝敵〟の注意をそらさなくてはならない。

　現在、アマデウスの権限を押さえている、何者か。

「アプリでアマデウスと通信したとき、こっちの位置情報はどうなるんだ？」

「ぜんぶ把握されるわ。アマデウスの管理者にはね」

　真帆が答えた。

　まずアプリが、まだつながるかどうかを試す。もし、つながるなら……岡部はひとつのアイデアを思いついた。

「真帆……ひとつ、無茶な頼みをしていいか？」

　思いついた作戦の概要を説明する。

　話を聞いた真帆は、たちまち遠い目をした。ぶつぶつ自問自答しながら考えはじめる。ハードディスクが毎分数千回転でキュンキュンまわる音が聞こえてきそうだった。

　彼女は考えていた。必要な機材、手順、もっとも効率化されたスケジュール……。

「──いったん和光にもどるわ。そのほうが結果的に早い」

「わかった。それとレスキネン教授のことだが……」

「わかってる」真帆は、みなまで言わせなかった。「必要なものが用意できたら、すぐにラボにもどるから」

　レスキネン教授の動向は……グレーだ。

　岡部にしても、あの人あたりのいい紳士を疑いたくはなかったが、少なくとも彼が、なにかしら差しせまった状況にある可能性は高い。

「俺も駅までいっしょに行く。アマデウスのアプリを試してみたい」

　至にあとを任せると、岡部と真帆はラボから外出した。
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　鳳凰院凶真（模索中）の復活。

　未来ガジェット研究所の再起動、新たなオペレーション発動から丸一日近くが経過した。

　謎の鍵フォルダの解除は、未だに成功していない。

　至にハッキングを任せる一方、岡部は別の仕事を真帆に依頼した。真帆はラボの開発室で、和光のオフィスから持ち帰った機材を用いて、作業にかかりきりになっている。

　タイムリープした岡部が新たな行動を決意したことで、未来は、すでに変わりはじめているかもしれない。

　ほんの少しずつだが……それが小数点以下６桁よりも大きなうねりとなれば〈リーディングシュタイナー〉が発動、整数の変動となればアトラクタフィールドが遷移する。

　トライ・アンド・エラー。

　宇宙にある星の数よりも多い演算をくりかえすこと。

　過去を改変することを、岡部は忌避してきた。

　でも、過去とは……そもそも定まるものではないものだとしたら。未来からの働きかけによって、世界が騙されてしまうことさえあるのだとしたら。

〝いま〟とは、現状とその認識にすぎない。

　岡部が、過去を過去として記憶したとき、未来を未来として記憶したとき──端的に言えばあきらめるまでは、この〝いま〟は星の数ほどの可能性を宿している。

　ただ、それがあまりにも膨大すぎて、途方もなさすぎて……まともな人間にとっては選択肢がないのとおなじなのだ。

　ゆえに岡部は、再び、鳳凰院凶真の白衣をまとった。

「…………」

　鈴羽が険しい顔で腕を組んでいた。人差し指がトントン、せわしなくリズムを刻んでいる。

　やっと第３次世界大戦を回避すべく作戦がはじまったのに、待っているだけの自分に、戦士はもどかしくなったのだろう。

「おじさん。あたしにできることはないの？」

「もう少しだ……ダルも真帆もがんばってくれている」

　鈴羽は、ここにいるだけで警備という役割を果たしている。

　この場にいるラボメンたちは全員、気持ちは鈴羽とおなじだった。もちろん準備が整えば、みんなに働いてもらわなくてはならない。

「フェイリス、甘いものとか買ってくるニャ。疲れたときには甘いものがいちばんニャ」

「あ、それじゃあボクも」

　留未穂とるかがソファーから立ちあがったとき、開発室のカーテンがひらいた。

「真帆！」

　いっぺんに注目されたものだから、真帆はボサボサ髪を抱えて一瞬ひるみ、不機嫌いっぱいの表情を岡部にむけた。

「まったく大変なことをいっぺんに頼まないでよね」

「すまん……それで終わったのか？」

「一応、ね」

　開発室の電子レンジにヘッドセットとコードがとりつけられていた。それらの機材は、岡部の記憶をサンプリングしたときのものを流用している。

　和光にもどった真帆の話では、オフィスにレスキネン教授の姿はなく、まだ連絡がつかないという。備品の持ちだしは問題になるだろうが、おかげで、この短時間で装置は完成した。

『電話レンジ（仮）』──タイムリープマシンが復活したのだ。

　ＳＥＲＮのＬＨＣへのハッキングも至が達成している。これで、いつ未来の岡部がタイムリープしてきても、いまから48時間前……１月31日まではもどれる。これは〝いま〟を未来に、未来を過去につなぐための作業だ。

「それから、こっちも」

　真帆はテーブルに２台のスマホを並べた。

　ひとつは岡部の、もうひとつは真帆自身のスマホ。この先の〝敵〟との戦いで、まさに秘策となる未来ガジェットだ。その肝は、ラボメンナンバー００９が新たに開発、搭載した会話型ＡＩアプリにある。

「さすがだな……！　こんな短時間にＡＩを作るなんて」

「頼んでおいて、よく言うわ」

　真帆は疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

　ただでさえレスキネン教授が行方不明で、心配で、不安でいっぱいに決まっている。

　昨日、真帆が和光にむかったとき、岡部は駅までいっしょに行って秋葉原を離れた。東京駅からアプリでアマデウスにアクセスしてみた。

　すると、つながったのだ。

　通信は一瞬で切ったが、アマデウスのクリスが応答した。

　データは鍵フォルダでロックされているが、システム自体は動いていた。もちろん、それが罠わなである可能性もあるが、これはアプリが生きていることを利用した作戦だ。

「アマデウスで使っている音声ソフトがあったから、流用して開発期間を短縮したの……それに、これはＡＩなんてたいそうな代物じゃない」

　目的は、至のハッキングから目をそらさせることだ。だから長時間の会話は不要だった。短い時間だけアプリを起動して、アマデウスを押さえている〝敵〟を攪かく乱らんし、すぐに通話を切るようにする。敵に与える情報は、岡部あるいは真帆のスマホからアマデウスにアクセスしたという事実と、その位置情報だけでいい。

「──こんなものでごまかせるのかしら？　相手は〝紅ク莉リ栖ス〟なのよ」

「少しの時間だけでも、ダルのハッキングから連中の目をそらせれば、それでいい」

　準備はすべて整った。

　スマホを手にすると、岡部は下書きしておいた文書をＲＩＮＥで送信した。

　相手は桐生萌郁００５だ。そしてラボメンたちをふりかえる。

「では、作戦の概要を説明する」

　岡部の指示で、鈴羽、まゆり、留未穂、るかがリビングに並んだ。彼女たちに２台のスマホをわたす。

「──二人一組になってもらう。みんなは、このスマホを持って都内を動きまわってくれ。ふたつのペアは、できるだけ離れたほうがいいな……片方の組は中央線沿線、もう片方は山手線沿線ということにしよう。お互いにＲＩＮＥで連絡をとりあいつつ、スマホにインストールされているアマデウスのアプリを立ちあげてくれ」

「立ちあげて、どうするの～？」

　まゆりはスマホの画面をたしかめて、たずねた。

「アマデウスは、牧瀬紅莉栖という人物の記憶をもとに作られた本物の人工知能だ。俺たちは……いまから、そいつを騙す」

　岡部がやろうとしているのは、アマデウスのクリスを騙すこと。

　アマデウスと接触すれば〝敵〟にこちらの位置情報を握られてしまう。それを逆手にとる陽動作戦だ。

「アマデウスを立ちあげ、同時に、もうひとつのプログラムを起動する」

「そこのＳってマークのあるアイコンをタップしてみてもらえる？」

　まだアマデウスを起動せず、Ｓマークのアイコンだけをタップするよう、真帆が指示した。

「これかニャ？」

　留未穂が飾り気のないＳマークのアイコンをタップすると、いきなり声が響いた。

『──もしもし、俺だ』

「わ、オカリンの声だ」

　まゆりが驚いた。

　スマホのスピーカーから岡部の声が流れた。

「話しかけてみてくれ」

　岡部にうながされて、留未穂はおもしろがってしゃべりかけた。

「今日はどうしたんだニャ？」

『特に用はないんだ。少し話がしたくなってな』

「すごい！　自動的に答えてくれるんですね……！」

　るかは感動した。

　真帆に作製を依頼したのは、発言から単語を拾って、決まったパターンの会話集からそれらしい返答をするプログラム、疑似応答アプリ──いわゆるｂｏｔだった。

　アマデウスのアプリを起動。そして人工知能クリスとの会話を、このｂｏｔアプリを用いて実行する。

　岡部と真帆の音声データは、アマデウス・システムに用いられた専用のツールを使った。ｂｏｔの声は、充分に人間らしい抑揚、間などを備えていた。

「オカリンさんと私のｂｏｔ、名づけて『サリエリSalieri』よ」

　有名映画の内容のせいで、サリエリという人物は、どうも一段劣った人物だと思われがちだ。

　でも実際には、ヨーロッパの宮廷音楽家のトップにいた、一定の評価を受けるべき人物だった。数多くの弟子を育てた一流の教育者でもあった。同時期にモーツァルトという天才がいたがために、歴史というフィクションの都合で、その引き立て役に甘んじてしまった。

　だからｂｏｔの名前に用いるのは、本物のサリエリに申し訳ないのだが……いまは、そんなことに拘こだわっている場合ではない。

「アマデウスを起動すると、ｂｏｔが自動で返事をしてくれるようになっている」

「つまり……相手のＡＩさんに、いましゃべっているのは岡部さんや真帆さんだと思わせるということですか？」

「そういうことだ」

　岡部は、るかに肯うなずいた。

　人工知能Amadeusと人工無能Salieriを会話させる。

　アマデウスのクリスが、一瞬でもサリエリのリンタロウとマホを、偽物ではないかと疑わなければいい。通話を盗聴しているであろう〝敵〟は、岡部と真帆が、いま、その場所にいると思いこむだろう。

　アマデウスのアプリには端末認証が必要なので、用意できたのは、もともとアプリがインストールされていた岡部と真帆のスマホの２台だけだ。

　そして岡部は、さっき桐生萌郁にＲＩＮＥを送った。依頼内容は──例の紅莉栖のノートＰＣとハードディスクを、岡部と真帆が持っているという偽情報を流すこと。

　すでに〝敵〟が紅莉栖の記憶データを手にしているとしても、だからといって紅莉栖のノートＰＣとハードディスクの価値は変わらない。なにしろ『中鉢論文』のオリジナルや草稿が、そっくりそのまま残っている可能性があるのだ。それを他の機関に奪われるわけにもいかない。入手するか、さもなければ破壊しなくてはならないだろう。

　アマデウスへのアクセスを探知した〝敵〟は、かならず岡部と真帆を捜すはず。

　しかし実際には、岡部と真帆はそこにはいない。しばらくすると、まったく別の場所でアクセスが感知される。連中はまたそこへむかう……。

　そうして〝敵〟の注意を、至のハッキングからそらす作戦だ。

　短い会話をしては切られ、また切られるクリスは災難だったが……彼女は会話そのものを目的にした存在だし、アクセスしすぎることで機嫌を損ねることはないだろう。

「以上が、今回の任務となる。くれぐれも言っておくが、アマデウスとの長時間の接触は厳禁だ。それからアマデウスを切ったあとは、すぐにその場を移動すること。なにかあったら、すぐに連絡を寄こすこと。これだけは絶対に守ってくれ。わかったな？」

「でも、オカリンのスマホをまゆしぃが持っていくなら、どこに連絡すればいいの」

「フェイリスが連絡用のスマホを用意したニャ。凶真のぶんと、まほニャンのぶん」

　全員で連絡用スマホの番号を電話帳に登録した。

　この作戦では、みんなを危険にさらすことになる。

　だが、それさえ──未来の彼らの、あの覚悟を記憶したからには。

「あの……私は、どうすればいいのかな？」

　かがりが、おずおずと手を挙げた。

「きみは、ここから動かないほうがいい」

　かがりは、まちがいなくストラトフォーの記憶移植実験にかかわっている。顔を知られているはずだ。

「でも、私だってなにか役に立ちたいよ。ママやみんなががんばってるなかで、なにもできないでいるなんて、そんなの嫌だよ。お願い、オカリンさん。私にも手伝わせて」

　かがりの気持ちは、うれしい。

　だが、それでも、やはり今回は難しい。同行させたとして、かえって、まゆりたちを危険にさらしかねないからだ。そのことを岡部は率直に伝えた。

「すまないが……」

「かがりちゃん。まゆしぃが、かがりちゃんのぶんまでがんばるよ。だからオカリンの言うとおりにして、ね？」

「ママ……わかった。ママがそう言うなら……」

　どうやら納得してくれた。岡部はホッとした。

「おじさん。かがりは、この作戦が終わるまで、どこかに隠れさせておくべきじゃないか？」

　鈴羽が提案した。

　連中は、どの世界線でも「椎名かがり」にこだわっていた。実験の被験体として、身寄りのないかがりが都合がいいというのはわかるのだが……。

「そうだな……だが、どこに？」

　身を隠すとすれば、柳林神社か留未穂のマンション……だが、これも無関係な人たちを危険にさらしてしまう。

「なんなら僕の隠れ家にでも行く？」

　作業中の至が言った。

「隠れ家？」

「バイト用にいくつかあるんよ。そこでよければどぞ」

　セーフハウスを複数所有するスーパーハッカー……。

「よし、決まりだ。かがりも、それでいいか？」

「うん、わかった」

　かがりは肯いた。

　問題は──かがりを、ひとりにするわけにはいかなかった。心は10歳の子供同然だし、やっぱりまゆりママ恋しさに追いかけてしまうかもしれない。

　と、

　鍵をかけていたはずのラボの玄関扉が、ガチャッとひらいた。

「──あの、私にもお手伝いさせてもらえませんか？」

　現れたのは阿あ万ま音ね由ゆ季きだった。

「由季さん……」

　鈴羽が母親を見て、驚いた。来るという話は聞いていなかった。

「橋田さんから、ここの鍵、預かっていたので……」

　由季は遠慮がちに握った鍵を見せた。

　合鍵……ラボの家賃を払っているのは至だし、娘と嫁に、家の鍵をわたすのはあたりまえなのだが。

「その……橋田さんに連絡したら、なんだか大変そうだったから。差し入れをと思って」

　由季は紙袋を提げていた。

「阿万音氏、マジ天使」

　徹夜でハッキングをしている至は、紙袋ごしに漂ったケーキの甘さを嗅ぎとって、感涙した。

「事情はよくわかりませんが、私もお手伝いしたいです」

「でもさ、阿万音氏をまきこむわけには……」

「いや。隠れ家でいっしょにいてもらうだけだ。問題ないだろう」

　かがりと由季は……面識がないわけではなさそうだ。新年会などで顔を合わせたことはあるのだろう。

　新年会といえば──岡部は以前、ラボを襲撃したライダースーツの女は由季ではないかと疑ったことがあった。

　でも、いまにして思えば、それは誤解だった。

　由季がライダースーツの女だったのなら、まわりくどいことをする必要はない。知りあいという立場を利用して、適当な口実で、どこかへ誘いだすなりして拉致すればいいだけだ。わざわざリスクを冒して、武装して襲撃する必要などない。あのとき岡部は疑心暗鬼になっていたのだろう。

「すまなかった」

　岡部は、すべての世界線の由季に謝罪した。

「はい？」

　由季はきょとんとしてしまう。

「じゃあ、由季さんは、かがりといっしょにいてくれ」

「かがりさんと……ですか」

「すべてが終わるまで、ダルの隠れ家に身を潜めてもらうことになる。場所はダルに聞いてくれ。事情は……おちついたら教える」

　彼女もまた、いずれ〈ワルキューレ〉の戦士となる人だ。β世界線にいるかぎり、立場は変われど人の心根みたいなものは、そうそう変わるものではないのかもしれない。彼女は──娘のために命をさしだせる人だった。

「わかりました」

　由季は、しっかりと肯いた。

　これで全員の配置が決まった。

　岡部は、留未穂に用意してもらった連絡用スマホの１台を、念のためかがりにわたした。

「わぁ！　携帯電話だぁ、うれしいな」

　かがりは無邪気によろこんだ。

「携帯電話を持ったのははじめてなの？　かがりちゃん」

「ううんママ、持ってたけど……うん……あれ？　どうしたんだっけ……」

「たしか、なくしたとか言っていたぞ。タイムトラベルの直前に」

　鈴羽が思いだして言った。

「そう……そうだったかな……？」

「ストラップで首に提げて、いつも大事にしてたよ」

　記憶があいまいな時期のことで、かがりは、よく覚えていないようだった。

　岡部は、もう一度ラボメンたちを見た。

「じゃあ、みんな！　あとは手筈どおりに──」

「待って、オカリン」まゆりが口を挟んだ。「お別れ……言わなくていいの？」

「別れ……？」

　言われてから、岡部はまゆりの言葉の意味に気づいた。

　そうか──

「お別れ……クリスさんに」

　相手は人工知能だ。人の手によって造りだされた存在であり、紅莉栖本人ではない。

　でも、アマデウスには人格がある。生命であるかどうかはわからないが……彼女とは、縁があった。覚えていることも覚えていないことも。

　岡部をいつも見てくれている幼なじみは、大切なことを見逃さなかった。

「ちゃんとお別れして……？　後悔しないように」
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「──わるいが、ここで少し待っていてくれるか？」

　陽動作戦にむかうまゆりたちを駅前に残して、岡部はひとりでアキバブリッジに歩いた。

　陸橋のなかほどで立ちどまる。

　忘れもしない。ここは……岡部が、はじめて紅莉栖に弱音を吐いた場所。より深く互いを信じあった場所。そして別れの場所だ。

「…………？」

　大音量で音楽を鳴らす街宣車が、陸橋の下を通りすぎるのを待って、岡部はアマデウスのアイコンをタップした。

　彼女は、すぐに姿を現した。

『ずいぶんとひさしぶりね』

　アマデウスのクリス。

「そうだな」

　岡部は様子をうかがいながら話す。

　ひさしぶりが、どれくらいの期間だったのかはわからない。以前は１日でもあいだが空けば、そんなふうに嫌みを言われたものだ。

　このクリスは、自分が鍵フォルダに入れられたことは認識しているのだろうか。

『私のことなんて忘れたんだと思ってたわ』

　忘れる。

　忘れられないから……避けてきたのだ。ずっと。

「いろいろあってな」

　何度目になるのだろうか。紅莉栖とは何度も別れをくりかえしてきた。このクリスとも。

『それで、今日はどうしたの？』

「きみに訊きたいことがあったんだ」

『なに？　またタイムマシンは作れるか、って話？』

「…………」

　クリスにした質問。もともとは、紅莉栖と会った最初の日にした会話。

『……冗談、つづけて』

　岡部の様子が、やや鬱々としていたせいか、クリスは気を遣って話をうながした。

「もしも、だ。もしも自分の命とひきかえに友達の命を救えるとしたら、きみならどうする？」

　岡部は早口で言った。時間はあまりない。

『……えっと、質問の意図がよくわからないんだが』

「答えてほしい」

　岡部の表情から、真面目な話をしているとわかったのか、クリスも真剣な顔になった。

『その友達は大切な人なのよね』

「ああ……」

　小さなスマホ画面のなかにいるローモデルのクリスに、彼女の面影を重ねる。

　ふむ、という感じでクリスは答えた。

『私には、まだ、やりたいことがたくさんあるわ。やらなければならないこともある。でも……それでも、もしも、その友人やまわりの人が幸せになるというのなら甘んじて受けいれる……かも、しれない』

「…………！」

『実際にそんな目に遭ったことないし想像でしかないから、確実なことは言えないけど。それでも、ひとりでも私のことを覚えていてくれる人がいるなら……忘れないでいてくれる人がいるなら』

　いつも……。

　いつも強がりばかりで。そのくせ人一倍、寂さみしがり屋やで。

「忘れるものか……」

『え？』

　決して。

「俺は、決して忘れない」

　これは誓いだ。

　これから、いくつもの時間、いくつもの世界線を越えようとも。身も心もチカラつきようと。かならず……この〝いま〟の決意だけは、忘れずに、そのとき、もっともきみの近くにいる岡部倫太郎に託そう。

「つまらないことを訊きいてわるかった」

　もう切らなくては。クリスのむこうには〝敵〟が潜んでいる。

『ううん、それは構わないけど……なにかあったの？』

「なんでもないんだ、なんでも」

『…………』

「それじゃあ」心は、いつも言葉を探す。「また、な」

　それがふさわしい文句だったのかは、最後までわからなかった。

『待って！』

「…………？」

『あ、ううん。なんだか二度と会えなくなりそうな、そんな気がして……』

　紅ク莉リ栖ス……。

「そんなことはないさ」

　声がふるえそうになるのを抑えた。できることは、彼女の家の扉を静かに閉めることだけ。

『……そうよね？　私ったら、なんで急にそんなふうに思ったんだろう』

　あっけらかんといった感じで。

「会えるさ。かならず」

　理想の世界線で──

『うん』

　これが永遠の別れであるはずがない。

　だから、さよならは言わない。

　めぐりあえるときまで……岡部は観測し、記憶し、牧瀬紅莉栖を忘れはしない。何度でも。

「また」

『うん、また、ね……』





＊






　陸橋をひきかえして駅で仲間たちと合流すると、岡部はあらためて、まゆりとるかにスマホを託した。

「お別れは済んだ？」

「ああ」まゆりに肯うなずく。「それじゃあ、頼んだぞ」

　まゆりたちの姿が、改札にむかう人込みのなかに消えていった。それを見送ると、岡部はすぐにラボにとってかえした。

　今日は、中央通りがやけに騒がしい。

　さっきの街宣車が、なぜかオペラ調の高尚な音楽を流しながら、ゆっくりと走り去っていった。
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　陽動作戦開始から５時間あまりが経過した。未来ガジェット研究所のラボで、スーパーハッカーは悪戦苦闘していた。

　至がキーを叩たたく音だけが響いている。

「どうだ、ダル？」

「いまのところ気づかれてはいないと思われ」

「まだ、かかりそうか？」

「うーん……」

　やはり簡単にはいかない。

　ダルも、かなり疲労が溜たまっているはずだ。それでも、ずっとがんばってくれている。

　陽動作戦に出た４人からは適宜、ＲＩＮＥで連絡が届いていた。

　まゆりとるか、留未穂と鈴羽という二人一組で行動しているが、連係をとって東京じゅうを動きまわってくれている。

　鈴羽によると、何度か怪しげな連中を見かけたそうだ。萌郁からも「連中は餌に食いついている」との一報があった。プロの彼女たちが言うのだから、いまのところ、こちらが〝敵〟を罠わなにはめているはずだ。

　ただ、この陽動はいつまでも通用しない。

　罠が罠とバレたとき、逆に、こちらが追い詰められることになる。仕掛けた以上は、有利な状況のうちに、本命のハッキングを成功させなくてはならなかった。

「すまないな、ダル」

「それは言わない約束だろ」

　25年後の至の姿を思いだした。

　いつだって、こいつは、こんなふうに泰然としている。岡部には至の背中が、もっともっと大きく見えた。

「オカリンさん、ちょっといい？」

　さっきまで開発室の奥で横になっていたはずの真帆が、起きてきた。

「どうした？」

「これ、見て」

　真帆はコピー用紙の束をさしだした。ストラトフォーのサーバーにあったレポートを印刷したものだという。満足に英文が読めない岡部だったが、なんであるかは一見してわかった。

「名簿……？」

「そう。ストラトフォーによって、被験者としてリストアップされた人たちの名前ね」

　一覧表に、名前、性別、年齢といった項目が列記されている。真帆の細い指が、そのなかのひとりを示した。

　──ＳＨＩＩＮＡ　ＫＡＧＡＲＩ

「椎名かがり……！」

「彼女、ストラトフォーの実験対象にされていたんだわ」

　以前の世界線の経緯から、その可能性を想定はしていた。そして、これは確固たる証拠だった。

「──だけど最終実験までには至らなかったみたい。その直前に脱走したと注記されている」

　その言葉に、岡部はひとまず胸を撫なでおろす。

　最終実験とは、かがりの脳に、紅莉栖の記憶データを移植することのはずだ。

　もし、いまもかがりのなかに紅莉栖の記憶があるなら、以前の世界線とおなじことのくりかえしになるところだった。

　１９９８年に鈴羽とはぐれてから、かがりはストラトフォーの管理下で監禁状態にあった。様々な実験の被験者としてモルモットになり、脱走……しかし記憶を失ってしまう。その原因は、世界線によって異なるが、紅莉栖の記憶データを上書きされたことだったり、ほかの記憶がらみの実験の後遺症、もっと単純な精神的ショックだったりするのだろう。かがりが記憶喪失になることが収束であるなら説明はつく。

　──助けて。

　以前、かがりと秋葉原を歩いていたとき、彼女が混乱して喚きだしたことがあった。

　それほど辛い12年間を、体と脳をいじられつづけ、生きてきた……。

「少し、心配だわ」

　真帆は、岡部とおなじことを懸念していた。

　かがりはいま、至の隠れ家で、由季とふたりきりだ。ストラトフォーの非合法、非人道的な実験の内情を知るかがりを連中は放置できないはずだ。

　と、スマホが鳴った。

「誰だよ、この忙しいときに」至がボヤいた。「……ん？　阿万音氏だ。どうしたんだろ」

　嫌な予感がした。

「──はい、もしもし。阿万音氏、どうしたん？　なにかあったん？　…………え？　かがりたんが？」

「かがりが、どうした!?」

「いなくなったって……」

　どうしよう、といった顔になった至から、スマホを奪いとった。

「俺だ……岡部だ！　由季さん……かがりがいなくなったって本当か!?」

『──岡部さん！　ごめんなさい！　私がついていながら！』

　由季はひどく動揺していた。

「いったい、どうして……？　誰かにさらわれたのか！」

『いえ、それが……かがりさんが自分から外に……私、必死で止めたんですけど、すごいチカラで……』

「自分で……？」

　どういうことだ。

　まさか、やはり由季がライダースーツ……いいや、それはない。由季がストラトフォーに加担しているなら、このタイミングでわざわざ報せてくる必要はない。

　どうして、かがりは自分から外に出た？

「スピーカーモードにしてもらえる？　私も話がしたいわ」

　真帆が言った。岡部はスマホの通話を切り替えた。

「──由季さん」真帆が声をあげた。「かがりさんが飛びだして行く前の状況を、詳しく教えて。なにか変わったことはなかった？」

『とくには……それまで、いろいろとおしゃべりしていて……』

「発作的に、かがりさんが外に飛びだしたの？」

『はい』

「なにか……変な映像を見たりは？　もしくは音とか」

『いえ……あ、待ってください。そういえば外から変な音楽が聞こえてました。街宣車みたいでしたけど、やけに大きい音だなと思ったら……』

　街宣車……？

　思いあたる。昼間、駅前を走っていたやつだ。

「それね」真帆が言った。「さっきのレポートに書いてあったわ。ストラトフォーがおこなってきた数々の実験……そのなかにブレインウォッシングがふくまれていた」

「洗脳か」

　岡部はうなった。

「そう。たとえば特定の音楽を耳にしたとき、自発的に行動するように洗脳されていたんじゃないかしら……。そうとでも考えなければ、この状況で、自分から外に出ていくとは思えない」

　かがりは、まゆりと、おとなしく待っていると約束したのだ。

　あの街宣車が流していた音楽がきっかけになって──高尚なクラシック音楽だったが。

「！」

　思い至り、スマホで検索してフリーの音源をあたった。

　ケー・シックス・ツー・ゼロ・ファイフ。

「…………！　これか」

　Ｋ６２０５──『魔笛』。昼間、街宣車が流していた曲だった。

「リストの別の項目に、こうも書かれていたわ。椎名かがりは適合性に非常に優れているため、目下行方を捜索中って……」

　適合性。

　催眠、暗示にかかりやすいとか、記憶がらみの実験経過がほかの被験体より良好だったとか……ストラトフォーがかがりにこだわっている理由は、そんなところか。

「くそっ」

　ハーメルンの笛吹き男に連れ去られた子供たちのように。かがりは『魔笛』に攫さらわれてしまった。脳に仕込まれていた無意識下の暗示だから、記憶喪失であっても反応してしまったのだろう。

　再び着信音が鳴った。今度は留未穂が用意してくれた連絡用のスマホだ。

「！」

　発信元は、かがりに持たせたスマホから。

　かがりから……ではあるまい。電話のむこうにいる〝敵〟の存在を感じて、岡部はごくりと唾を飲んだ。

「…………」

　至と真帆の顔をたしかめたあと、タップして通話を受ける。

　──オカベリンタロウだな？

　ボイスチェンジャーで加工された、男とも女ともわからない抑揚のない声だった。

「ああ、そうだ……おまえは？」

『椎名かがりは我々の手中にある。交換条件は言わなくてもわかるな？』

　紅莉栖のノートＰＣとハードディスクをよこせ、と。

　誘拐、人質……警察に通報がいくかもしれないのに、そんなおおっぴらな犯罪行為とは、むこうも思いきった行動に出てきた。それほど〝敵〟の事情も切迫しているのだ。

「……考える時間をくれ」

『考える？　なにを考える必要がある。交換は明日だ。場所と方法は追って連絡する』

　通話は一方的に切られた。

　岡部は重い表情で至と真帆を見た。

「かがりは……紅莉栖のノートＰＣとハードディスクと交換だそうだ……」
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　岡部の説明を聞いた鈴羽は、悔しそうに歯は嚙がみをした。

「かがりが洗脳にあっていたなんて……！」

　あの電話のあと、岡部は、すぐに鈴羽だけを呼びもどした。さらに思いきって、桐生萌郁にもラボに来てもらった。

　ふたりはプロだ。〈ワルキューレ〉の戦士とＳＥＲＮのラウンダー。〝敵〟──ストラトフォーを相手にしたとき、ここから先は彼女たちのような人間でしか対処できない場面もある。

「率直に教えてもらいたい。仮に相手の要求にしたがったとして、かがりをかえしてもらえると思うか？」

「思わない」

　萌郁がボソッと即答した。

「あたしもそう思う。相手は、洗脳なんて手を使う人間だ」

　まちがっても、約束とか……信じてはいけない相手だ。

「最悪、あなたも殺される」

　萌郁が警告した。淡々と。

　わざわざ指名してきたということは、岡部倫太郎は〝敵〟にとって無視できない存在になったということだ。

　ストラトフォーはシンクタンクだ。事実を収集し、分析する。そうして得られた包括的な情報をクライアントに提供して対価を得る。その情報の出し入れでパワーバランスを調整し、あやつる。知られてはまずい事実は隠匿する。端的には、この世から消し去ればいい。

　連中は、どこまで知っている。

　ストラトフォーはかがりを監禁していた。タイムマシンのこと、未来のことまで知っている可能性は充分にあるが……ただ、そうなるとラジ館のタイムマシンに手出しをしてこないのは不可解だ。かがりは、鈴羽のタイムトラベルの目的地が２０１０年の夏のラジ館であることくらいは知っていたはずなのだから。

　事実から推測するしかないが、タイムマシンのことはストラトフォーには知られていない。

　そして〝敵〟が紅莉栖のノートＰＣとハードディスクを要求してきたということは、ことの争点は『中鉢論文』と、そのオリジナルである紅莉栖の理論だ。

　岡部がタイムリーパーであること、タイムリープマシンのことは、まだ漏れようがないはずだ。となると岡部の価値とは、せいぜい牧瀬紅莉栖が生前、死の間際まで親しくしていた相手であるらしい──という裏のとれない情報。そして遺品のノートＰＣを現在、所持していること。まぁ、そんなところか。

　連中は〈リーディングシュタイナー〉という希け有うな能力を知らない。岡部が何者かを知らない。だから殺されても仕方がない。収束があるので死にはしないだろうが……。

　とにかく紅莉栖のことを、これ以上、争いの種にされるのは許せなかった。

「こっちから乗りこんで、かがりをとりもどすしかないな」

　危険だが、それしかない。

　もう夜も遅いが、まゆりたちはいまも奮闘してくれている。

　電話相手が指定した刻限は明日……。

　ストラトフォーの連中は、岡部と真帆が未だに都内を転々として、逃げまわっていると思っている。だから見つからない相手を捕まえようとするのをやめて、逆に呼びだした。

「乗りこむって、そんな……相手が、どこにいるのかもわからないのに？」

「どこにいるかなら知ってるさ」

　岡部は真帆に言った。

「知ってるって本当か……！　おじさん、いつの間に!?」

　それは……未来で得た情報だから。

「鈴羽、手伝ってくれるか？」

「オーキードーキー」

　鈴羽は親指を立てた。岡部は、次いで萌郁を見る。彼女は……首を横にふった。

「そこまではつきあえない」

　だろうな……と。岡部はやむを得ないという感じで顔を伏せた。彼女はＳＥＲＮのラウンダーだ。天王寺ＦＢからの命令だけをこなすのだ。

「だめよ……！　ふたりで行くだなんて危険すぎる」

　真帆が制止した。

「いや、大勢で動くよりも危険は少ないかもしれない」

　岡部は、いま、ここでは死なない。

　もちろん瀕ひん死しの重傷を負うかもしれないが……土壇場の決断では、覚悟が決まる。

「まゆりさんたちには言わないの？」

「言えば心配かけるだろうからな」岡部は苦笑を浮かべた。「ダル！　鍵フォルダのロックの解除を頼む。それから、おまえのスマホは通話状態にしておいてくれ」

「オーキードーキー」

「おじさん、これを」

　鈴羽が、なにかを差しだした。

「銃……本物……？｝

　萌郁がボソッとつぶやく。

「もしものときは、自分の身は自分で守るんだ、おじさん」

　迷ったが、岡部は受けとった。はじめて手にした拳銃は、想像していたよりもずっと重たかった。
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　１台の街宣車が、拡声器を鳴らさず、人目を忍ぶようにビルの駐車場に停車した。

　後部のスライドドアがひらいて数人が降りてくる。

　外国人だ。彼らに囲まれた若い女性──状況だけ見ればただならない雰囲気ではあったが、女性は強要されている様子もなく、静かに巨漢の白人のあとをついていく。

　街宣車は、また静かに駐車場を出ていった。





＊






「──暑いな」

　部屋に入るなり、白人の男はジャケットを脱いで投げた。

　下はＴシャツ１枚。真冬ではあったが、ここは地下で、熱源となる機器の類のせいで暖かい。それでも、さすがに半袖は彼だけだ。彼が、たっぷりと脂肪をまとっているからだったが。

「お疲れ様です」

　部屋にいた、瘦せぎすな白衣の日本人が迎える。

「まったくオツカレサマだ。どっかのマヌケがモルモットを逃がしたおかげでだ。なんか、そんな東洋の諺ことわざがあっただろう」

　肥満気味の白人は、白衣の日本人が首に提げたスタッフ証をつかんだ。

「はぁ…………」

「『大山鳴動して鼠ねずみ一匹』……ボンクラに再発行するＩＤカードがあったとはな。労働組合にかけあったか？　ストラトフォーも、ずいぶんと情け深くなったもんだ」

「申し訳ありません」その諺はちょっと用法がちがう、とは言えない雰囲気だ。「しかし、これで実験を継続できます」

　日本人スタッフは女性──椎名かがりに無造作にふれた。男の手で意図的にベタベタとさわられても、かがりは嫌がる様子もない。

「どうも、やはり記憶をなくしている」

　白人はピチピチのシャツの袖をまくり、かがりに見せつけた。

　天使の刺青いれずみ。

「──俺のことも覚えていない。こいつは俺の天使にいつも祈り、カミサマに縋すがっていたのにな。悲しいぜ」

「そうですか……」

「おまえら実験屋のせいだろうが。いいように、あっちもこっちも玩具おもちやにしすぎたんだ」

　やれやれと、白人──天使の刺青の守衛はイスに腰をおろした。

「……ですが、とくに不都合はありません。どのみち、これから記憶を上書きするのですから」

「他人の記憶を、だろ」と、そこで守衛は気づいた。「教授？」

　奥の部屋にいた人物を見て、守衛が立ちあがった。

「オツカレサマ」

「今日は、和光にいらっしゃるのかと」

　守衛は、そこからは英語で話した。

　いろいろあった。先日の和光のオフィスの件も、やはりロシアが動いているらしい。そんな会話を交わす。

「やはり狙いは、『ナカバチ・ペーパー』のオリジナルですか」

　守衛は奥の部屋に歩いた。

　オフィス荒らしに見せかけていたが、和光で彼らが盗もうとしたのはアマデウス・システムではなく、遺品のノートＰＣとハードディスクだったようだ。ロシアの連中は、マホが形見分けで、それらを個人的に持っていたとは思わなかった。知っていたなら、マホのホテルも同時に荒らしたはずだ。

「──なにしろ、私も最近まで知らなかった」

　教授が息をついた。

　アマデウスのデータは、現在、鍵フォルダに移したままになっている。産業スパイ対策の緊急措置的なセキュリティ強化の一環と、クリスには説明している。

「相手がロシアであれば、すべての遺品を破壊することも選択に入りますね」

　だから、のんびりとしていられなくなった。ことは記憶移植とか、ＡＩによる軍隊とか、そういった枠組みの話ではなくなってしまった。マキセクリスの遺産……天才の理論が、この21世紀の運命を定めるはずだ。

「決定的に、ね」

　教授が告げた。この天啓ともいえる情報に乗り遅れた者は、たとえ超大国であっても、たちまち、その地位から滑落するだろう、と。

「はい、まさに」

「それで……ノートＰＣとハードディスクは？」

「別働隊に追わせていますが……どうも妙です。マホとテスターのガキ……オカベでしたか。東京中をぐるぐると……」

　岡部倫太郎はともかく、比屋定真帆はそんな無意味なことはしないはずだ。

「……そもそも、彼らがいまノートＰＣを持ち歩いているという情報源は？」

「たしかな筋ですが」

「…………」

　教授は、そして、かがりを見た。

「シイナ・カガリの記憶喪失の状態は」

「施設にいたときのことは、すべて忘れているようです。ですが自分の名前は覚えていて……」

　それより以前のことは覚えているのかもしれない。はっきりしない。

「ふむ」

「おい、カガリ」

　守衛がうながすと、かがりは自分から歩いた。

「ハイ、カガリ」

　教授が呼びかける。その声に──かがりは、たしかに小さく反応した。





──コンニチワ。カガリ、ちゃん。






「おいおい、反応薄いな……！　おまえが12年間、あんなに会いたがっていた相手だぜ」

　守衛はおどけてみせた。

「『魔笛』の余韻か……昔の実験が、こんなふうに役に立った」

　教授は微笑を浮かべた。

　洗脳──あれは特定の音楽を聞いたとき、自発的に行動するようにしむける実験だった。複雑な命令がくだせるわけではない。単に「音楽の聞こえるほうにむかえ」というものだ。かがりは、どこかに匿われていたようだが、彼女に割りあてられた曲である『魔笛』の音楽を耳にして、音の源を捜して外に出たのだろう。そして街宣車にいた守衛たちに確保された。

　千葉の施設からかがりが脱走したときは、そこにいる担当スタッフが、そんな昔の実験のことなどすっかり忘れていたのだったが……。

「ええと、なんと言っていたのだったかな、彼女は……申し訳ないが私はほとんど記憶がない」

　人は必要のないことは忘れるのだ。教授は苦笑を漏らした。

「Jesus!」刺青の男は道化っぽく場を盛りあげた。「カガリ……ほら！　教授だ、おまえのカミサマだよ！」

　顔に唾が飛ぶほど近くで叫ばれたが、かがりは身じろぎもしなかった。

　その瞳の端から──ひと筋、涙が流れ落ちる。




　──カミサマ!?　カミサマでしょ！

　──声でわかる！　かがり、ちゃんと、ここに来たよ！　ちゃんと言われたこと守ったの！




　涙の意味は。

「シイナ・カガリを千葉に移送する」

　教授は守衛に命じた。

「…………？　こちらの設備でも記憶移植はできますが」

「ここは手薄だ。ロシアの動きも気になる……なにか不都合でも？」

「いいえ、ありません」

「では準備を」

　教授は背をむけると、設備の操コン作ソー盤ルの前に歩き作業をはじめた。他のスタッフたちは荷物をまとめはじめる。

　刺青の守衛は、かがりを一いち瞥べつした。

　ホルスターに差した拳銃──12年前、かがりが持っていたグロック17を握り、そして、教授の背に──




　銃声。




「ッ────────」

　苦く悶もんの息を吐いて、まさか、とふりかえる。

　赤く染まった視界に立っていたのは白衣の日本人スタッフだった。両手で、ぎこちない感じで拳銃を握っている。

　銃弾は、背中から守衛を貫いていた。

「…………！　う……裏切り者！」

　白衣のスタッフはふるえる声で叫んだ。

「このボンクラが……！」

　銃をむけようとしたとき、２発目、３発目……すべての銃弾が、たっぷりと脂肪のついた守衛の脇腹、腕、全身に命中した。

　グロック17が床に転がる。

　白衣のスタッフは撃ちつくした38口径のレボルバーをとり落とし、ガチガチと歯をふるわせながら床にへたりこんだ。腰が抜けてしまっていた。

　倒れた守衛を、教授が、ふりかえって見おろした。

「きみとは長いつきあいだったな……どこで道をあやまったのか。いくら積まれた……？　まぁ、きみが不摂生をしてぶくぶくと肥満しはじめたときから、ちょっと信じられなくはなっていたが」

　守衛は、もう、自分の血だまりに倒れて、こときれていた。

　そうなることがわかっていたように、その場にいた誰も動じた様子はない。

「きょ、教授……」

「ご苦労。きみのミスはひとつ帳消しだ」

「はい……あ！　彼が裏切り者であった以上、ノートＰＣの情報の件も……」

「ここを手薄にするためには好都合だったのかもね。彼の狙いはアマデウスと記憶データ、カガリの身柄、私の命……そのすべてだったようだ」

「はい……」

「ロシアの前に、星条旗と全面衝突になるとは……！　ノートＰＣを追っている部隊に撤退命令を。すでにシイナ・カガリは確保した」

　白衣のスタッフに命じると、潮時と判断した教授は、かがりをふりかえった。

　かがりは銃殺された守衛を前に、叫びたくてもできない様子で、ひっ、ひっ……と浅い息をくりかえしている。

「カガリ、大丈夫」

　教授は日本語で告げ、かがりの頰ほおをやさしく撫なでた。

「…………！」

「ひとつ、質問していいかな。カガリ……きみは、以前、自分が未来から来たと言っていたね。私を教授と呼び、未来の私を〝カミサマ〟と呼んでいた。正直に告白すると……バカらしくて、いまのいままで忘れていたよ。

　だが、どうも事情が変わった。

　ロシアが『ナカバチ・ペーパー』を入手し、ある理論を完成させようとしている。世界中の科学者が、あんなトンデモ論文──と笑いものにしているアレだよ。でもね……私は知っている。論文を書いたのは牧マキ瀬セ紅ク莉リ栖ス──天才である彼女だ。中鉢は娘を殺して論文を奪い、ロシアに自分を売りこんだ。

　そう、タイムマシンだ……！

　ロシアの連中が、クリスの遺品であるノートＰＣとハードディスクに食指をのばしてきたことで、さらにタイムマシン理論が実在する信しん憑ぴよう性せいは増した。リンターロがクリスの友人だったこと……そのリンターロのところに、脱走したきみが匿われていたこと。これらの事実を、私は……我々は、押さえてはいるが処理しきれないでいる。洗練されたインテリジェンスとしてね。このままでは情報として売り物にならないんだ。

　いや、話が難しくなってしまったかな……？　だからね、カガリ……きみは記憶喪失のようだが、子供のころのことは覚えているんだろう？　そうだね？」

「は…………い…………」

　かがりは掠かすれた声で答えた。

「つまり未来の……２０３６年、だったか？　そのころの記憶だね。私は、もう老人なんだろうね。なにか証拠はないのかな？　きみが未来人であることを証明できることは。たとえば──」

　教授は考えるそぶりをする。

　過呼吸気味に、息を吸うだけになりながら、かがりは必死に声を吐きだした。

「〝情報とは……〟」

「ん？」

　教授は耳を寄せた。

「正しく、正しく、正しく、正しく……それを正しく使える者が、正しく管理し、正しいタイミングで、正しい場所へ提供すべきである。正しく、正しく、正しく、正しく……」

　かがりはくりかえした。

「ほぅ……どこで教わったのかな、その言葉を」

　自身の所属するストラトフォーが掲げるスローガン、裏の社訓のようなものだ。情報を支配するものが世界を支配する。そして、それは正しき自分たちだけに任され、許され、認められた──特権意識。ゆえに彼らは国家には忠誠を誓わない。情報のコントロールによって世界に影響力を行使すること、そのものがストラトフォーの存在意義だ。

「あっ…………！」

「よく勉強しているようだが、それだけではね……その、決定的な証拠にならない。そこで寝転がっているデブに聞かされたのかもしれないし。ほら……そう、たとえばだ。きみが乗ってきたタイムマシンはどこにあるんだい？」

　教授はたずねた。

　かがりは……床に倒れた男を見た。

「刺青のおじさん……」

「ん？」

「かがりにやさしかったの。ひとりだけだよ……友達になってくれたの……」

　その言葉がひどく意外だったのか、教授は白衣のスタッフと目をあわせたあと、肩をすくめてみせた。

「トモダチ……きみは彼を、そう思っていたの？　ただ虐いじめていただけのように思うが」

「ちがう……私の話を聞いてくれた。私は天使だって……その腕の天使とおなじだって」

「天使……」

「約束だって守ってくれた！　カミサマと会わせてくれたんだもの！　あなたと！」

「…………ふむ」

「私、わからなくなっちゃった……カミサマの言うことはぜんぶ守ってきた！　でも、タイムマシンのことは言えない……ママに言われたもの。オカリンさんに怒られる。そしたらオカリンさんが好きなママは悲しむ……！」

「オカリンさん……というのはリンターロのことかな……？　いや、しかし、それで充分だよ、カガリ」

「…………？」

「きみがタイムトラベラーだと信じたわけでは、まったくないがね。タイムマシンのこともリンターロの周辺を洗えばいいわけか」

　ストラトフォーがその気になれば、大学生ひとり、洗いざらい調べるのは容易なことだ。

「うっ…………！」

「ありがとう、カガリ。じゃあ──」

　教授は白衣のスタッフに目配せをした。

　スタッフたちが、かがりを拘束する。

　かがりは、なされるがままになる。しかし、そのとき──言葉だけはあきらかな叛はん意いをもって、教授に言葉をかえした。

「私……思いだしたよ」

「うん。さっきから話を聞いていると、そのようだね」

　教授は興味を示した。

　かがりは床に倒れた男を見た。腕の、刺青いれずみの天使は──顔を潰されて血まみれになっていた。

「私は天使だった。カミサマの天使だった。だからカミサマに褒められたかった」

「ふぅん」

「忘れていたのは12年間のことだけじゃない。私が忘れていたのは──」

　かがりは教授を見つめた。

「…………？」

「あなたのことです──〝カミサマ〟……レスキネン教授せんせい。あなたのこと、ぜんぶ忘れていたの。かがり……教わったこと、守ったよ。ずっと……でも……」

「いいんだよ、カガリ」

　教授──レスキネンが、彼を捜していたタイムトラベラーの少女を睨にらんだとき、




　暗転。




　照明が落ちた。

　ドアのひらく音とともに、マズルフラッシュが闇を切り裂く。くぐもった悲鳴。レスキネンは頭を抱えて床に伏せることしかできなかった。彼には軍の経験などなかった。せいぜい指定されたプログラムにしたがい、数時間の銃の講習を嫌々ながら受けたことがあるだけだ。研究に没頭するあまり、それすらサボったのだが。

　明かりが点つく。

　大きな体を投げだして伏せていたレスキネンが顔をあげると、そこには一変した景色が広がっていた。

　血……流れだした血と血が、床の上で混ざりあった。

「！」

　ドス黒く染まった白衣。日本人スタッフは体をあらぬ方向に曲げて倒れ、目玉をぶちまけていた。ほかのスタッフも、武器を抜く間もなかった様子で死体をさらしている。

「──Dumb Broad.」

　くそマヌケ、と。学会では決して飛ぶことはないスラングが飛んだ。

　暗視スコープが外された、フルオートのサブマシンガンを手に立っていたのは──

「ジュディ……!?」

「アレクシス、ご機嫌いかが」

　ジュディ・レイエス教授だった。
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　22：39

「ここに、かがりが……？」

「ああ、そのはずだ」

　東京電機大学の神田キャンパスを前に、岡部は鈴羽に答えた。

　２０３６年の至の話では、ストラトフォーの支部は母校の地下にあった。そこに岡部の記憶データが保管されていたという。

　電機大の神田キャンパスは複数のビルに分散している。

　地下階があるのは11号館と15号館のふたつ。

　そのうちストラトフォーの支部があるのは、この11号館だと思われた。ここはいちばん新しくて、設備が整っており、階層も17階まである。それだけ関係者も多い。外国人であっても、さして目立たずに出入りすることができるのだ。

　とはいえ何十人という外部の人間が、毎日ぞろぞろと出入りしているということはないだろう。常駐するストラトフォー関係者の人数はかぎられるはずだ。基本はシンクタンクの人間だろうし、武装して荒事にあたるような連中は、別にいるはず。そういう実動部隊みたいな連中はいま、陽動作戦にかかって出払っているはずだ。

　ここは手薄になっている。

　そして、こちらには鈴羽がいた。岡部は死にはしない。勝算はある。かがりを救出するのだ。

「こっちだ」

　土地勘のある岡部が先に立ち、まっすぐ階段へむかった。

　館内には３基のエレベーターがあるが、いざというときに身動きがとれなくなるエレベーターは危険だろう。

　地下２階へ。

　問題は、この先だった。地下２階には大小20以上の部屋があった。このなかの、どれが支部に使われているのか……。

「おじさん、こっち」

　鈴羽が前に出た。

「わかるのか？」

「思いだした。ここなら昔、潜入したことがある」

　昔……未来の、廃はい墟きよとなった東京での話か。

「──あたしが知ってる建物は、もう崩れかけで外観も変わってたから……」

　ただ、地下の間取りは変わっていなかったようだ。鈴羽は迷わず、奥へと歩を進めた。

　自動小銃を手に、足音を立てず腰を落として走る。

　その部屋の前で立ちどまると、鈴羽は視線で合図をした。

　部屋にネームプレートはつけられていない。機械室か電気室だろうと、気にとめたこともなかったが……。

「あたしはかがりを救出する。おじさん、自分の身は自分で守ること」

「ああ」

　岡部はベルトに挿した拳銃を手にした。

　使いかたは教えてもらったが、あつかえるかどうかはわからない。拳銃というのは数メートル離れると素人では容易にあたらない、なんて、よけいな中二病知識だけはあった。

　それでもハッタリにはなるだろう。敵にとっても、岡部倫太郎は正体不明の大学生のはずだ。

「いくよ……３、２、１……」

　消音器のついた自動小銃で鍵を破壊し、鈴羽はドアを蹴破った。





＊






　鈴羽が突入。岡部は両手で拳銃を構えてあとにつづいた。

　異臭。

　むせかえるほどの錆さびた鉄の臭いが充満していた。

　血だ。部屋の床の、あちらこちらに血だまりができていた。そこに数人の人間が折り重なるように倒れていた。

「…………!?」

　射殺体。

　喉元に酸っぱいものがこみあげてきた。

　いったい、なにごとだ……倒れているのはストラトフォーの人間なのか。では、敵対する組織が襲撃したとでも……？

　奥に、さらに部屋があった。

　半開きになった扉のむこうに、うつ伏せの姿勢で男が倒れているのが見えた。

　まさか……岡部は目を疑った。

　鈴羽につづいて、奥の部屋に侵入する。

　血だまりに倒れていた大柄な金髪男性はアレクシス・レスキネン教授ではないのか……？

　そういえば以前──別の世界線だが、この電機大のビルでレスキネン教授を見かけたことがあった。あのときは井崎准教授に会いに来たのかと思っていたが。

　やはり、レスキネン教授はストラトフォーに関与していた……？

　だが、岡部がいま注目しなくてはならない相手は、別にいた。ここで倒れている彼らを撃ち殺したであろう犯人、彼女は──

「思ったよりも、早かったわね、リンタロ」

　艶っぽい外国語訛なまりのある日本語。

　岡部は彼女を知っている。

「レイエス教授……!?」

「元気そうでなによりだわ」

　ヴィクトル・コンドリア大学のジュディ・レイエス教授だった。

　彼女とも、この世界線で会うのははじめてだ。口ぶりからすると岡部とは面識があるらしい。

「どうして……？」

「捜しものをかえしてもらおうかと思って」

　血で汚れた服を気にする様子もなく、レイエス教授は軽やかに身を翻した。

　彼女のうしろに、かがりが坐すわらされていた。

「かがり！」

　かがりの頭には奇妙な帽子が被かぶせられていた。ヘッドセットというほどスマートなものではなかった。電極と配線がむきだしになった装置だ。

「──かがり！　聞こえないのか!?」

　呼びかけても、かがりは坐ったまま動かない。眠っているわけではなさそうなのだが……催眠状態のように、薄目を開けたままリクライニングのイスに横たわっていた。

「あら、せっかく気持ちよく眠ってるんだから、起こしたら可哀想よ」

　レイエス教授は笑った。

　岡部はレイエス教授について、いかにもアメリカらしい陽気で気さくな女性、といった程度の印象しかなかった。

　けれども眼前の女性は、ふれれば切れるような鋭い氷の微笑を浮かべている。

「気をつけろ！　そいつ、軍人だ！」

　鈴羽はレイエスに銃口をむけた。

「軍人……」

　以前、天王寺が言っていた。かがりを捜していたのは西側の軍関係者だと。民間のシンクタンクの人員が、捕虜になるからといってみずから命を絶つものだろうか……とも。

　そこで、思いあたった。

　ライダースーツの女は、このレイエスだったのではないか？　ラボ襲撃のあった世界線の１月１日、彼女はレスキネンとともに秋葉原を訪れていた。

「そっちのあなた、何者？」

　レイエスは鈴羽に興味を示した。

「かがりをかえせ」

「いい顔ね。日本にも、そういう顔をできる人間がいるなんて知らなかった」

　レイエスは賞賛した。

　やはり……タイムマシンやタイムトラベラーの存在までは知らないようだ。

「──とりあえず、銃をこちらに。でないとシイナ・カガリは死ぬわよ？」

「かがりを殺した瞬間に、あたしがおまえを殺す」

「あら、そう。ワタシは組織で動いている。ワタシひとりを殺したところで状況は変わらないわよ」

「…………」

〝敵〟──ここにいるのはレイエスひとりのようだ。

　しかし、こちらは、かがりを無事に救出しなくてはならない。そしてレイエスの言葉に噓うそはないだろう。彼女は軍人で、任務に失敗すれば自決できるようなメンタルの持ち主のはずだ。

　だが腑ふに落ちない。このむごたらしい射殺体の山はレイエスの仕業だとすれば……倒れているレスキネン教授らしき男も。ふたりの教授は、どういう関係で、このストラトフォーの拠点にいるのか。

「鈴羽……」

「…………っ！」

　鈴羽もレイエスが本気と察したのだろう。悔しそうに自動小銃を足元に投げた。

「いいコね。ついでに、そこで両手を頭のうしろに置いて立ってなさい。それでリンタロ……約束は明日だったはずよ。それに、よくこの場所がわかったのね……どうして？」

「…………」

「いまも、どうやらアマデウスを使って小細工をしていたみたいね。ただの大学生じゃないみたい……まぁいいわ。交換条件は提示したはずだけど、ちゃんと持ってきてくれたの？」

「…………」

「あらあら、いけない子ね。持ってきていないならシイナ・カガリはわたせないわ」

　レイエスは、かがりは眠っていると言っていたが、瞼まぶたは閉じきっていない。意識が混濁しているようだった。

「かがりに、なにをした……」

　ジュディ・レイエスとは何者なのだ。彼女はストラトフォーだったのか……あるいは組織を裏切った……？

「残念だけど、まだ、なにもしていないわ。彼らが使っていた子守唄を、ちょっと聴かせてあげただけ。でも、あなたが交換条件に応じる気がないみたいだから、これからはじめてしまおうかしら」

　レイエスはなぜか恍こう惚こつとした表情で、拳銃の銃身でかがりの頰ほおを撫なでる。

「紅莉栖のノートＰＣとハードディスクは、特別な場所に隠してある。かがりをわたさないなら、こっちも教えるつもりはない。先に、かがりを解放しろ」

「交渉はムダよ、リンタロ。そっちがわたす気がないなら、こっちはこっちのやりかたをさせてもらうわ」

　凄むでもなく、レイエスは淡々と告げた。靴の踵かかとを血で濡ぬらしながら、それが日常だといわんばかりに平然と。

「これは……あなたがやったのか」

　岡部はレイエスの足元に倒れたレスキネンらしき男をチラッと見た。

「ええ。彼らもよけいなまねをしなければ、もう少し長生きできたのに……残念ね」

　彼ら……ここで撃ち殺されたストラトフォーの連中を、さっきからレイエスは他人のように言っている。

　だが紅莉栖の遺品を要求している以上、その目的はおなじ──タイムマシン論文だ。

「どうして、こんなまねを」

「簡単なことよ。ワタシの正体に気づいたから」

「正体……？」

「そこの彼女が言ってたでしょう？」

　レイエスは両手を後頭部で組んで立たされた鈴羽を示した。

「軍……か」

　ストラトフォーは民間のシンクタンクだ。そこに米軍が関与……レイエスの言葉を信じれば、彼女は米軍のスパイとしてストラトフォーを探っていたとか……？

「同時に研究者でもある。ＤＵＲＰＡ……ダーパって言っても、どうせわからないでしょうけど」

　と、通話状態で保持されていたスマホを介して、岡部が耳につけていた小型無線インカムに声が入った。

『──ＤＵＲＰＡ……！』ラボにいる真帆の声だ。『アメリカ国防高度研究計画局？　そんな……レイエス教授が!?』

【Defense ultimate Research Projects Agency】──岡部の中二病知識によれば、アメリカ国防総省、米軍のなかでも新兵器の開発などにあたるセクションだったはずだ。

『オカリン……もう少しだけ時間を稼いでくれ』

　至が声を飛ばした。

　この状況で時間を稼げと……無茶を言ってくれる。でも、これまでにも至にはさんざん無茶ばかりを頼んできた。今回は岡部が、その無茶に無茶で応えるべきだ。

　状況をたしかめる。

　鈴羽は銃をとりあげられてしまった。レイエスは軍人で、素人など簡単にひねられてしまうだろう。実力行使は難しい。

「その軍の人間が……どうしてヴィクトル・コンドリア大学に」

　動揺を装いつつ、岡部は話をつないだ。

「大学教授をしているのは表向き。もともとＤＵＲＰＡでワタシが所属したチームは洗ブレインウ脳オツシングの研究をしていたの」

「洗脳っ！」意図的にリアクションを大きくした。「それじゃあ、かがりは……！」

「言っておくけど、そもそも彼女を記憶喪失にしたのはワタシじゃない、彼らよ」

　レイエスは床に倒れた男たちを示した。

「どうだかな……！　ストラトフォーが──」

「ワタシは彼ら、としか言わなかった。ストラトフォー……その名前も知っているのね。本当に油断ならないわ、リンタロ」

「…………！」

「アレクシスの正体も最初から知っていたの？　まぁ、もういいけど」

　レスキネン教授は、やはりストラトフォーの関係者だった。つまりアマデウス・プロジェクト自体が、そもそもストラトフォーと共有されていたわけだ。

　民間会社であるストラトフォーは、アメリカの企業ではあるが、かならずしも合衆国のために働くわけではなかった。まさにタイムマシン論文のような歴史を動かすほどの情報があれば、ＣＩＡさえ出し抜き、超大国を相手に商売をする。

　鍵フォルダにアマデウスが移されているのは……もしかするとストラトフォーとＤＵＲＰＡ、レスキネンとレイエスに水面下の争いが生じた結果なのかもしれない。

「そもそも、なぜ軍の人間が洗脳の研究なんてする必要がある？」

　岡部は叫んだ。

　そこは訊きくまでもないことだったが、至がハッキングを成功させるまで時間を稼ぐのだ。

「決まってるでしょう」レイエスの言葉にあきらかな軽蔑が混ざった。「思いどおりに動く戦士を作るためよ。文句を言うこともなく、死を恐れることもない。国家のために身を捧げる最強の軍隊を作るため」

「…………！」

「別にめずらしいことじゃないわ。そんなの１００年以上も前から、世界中でおこなわれているもの」

　たしかにマインドコントロールに類することはおこなわれてきた。歴史上、プロパガンダなどによる民衆の扇動だって一種の洗脳だ。

「──でもね、洗脳なんて面倒なことをしなくても、最強の戦士を作りあげられるとワタシたちは気づいたの。それが〝ＡＩ戦士〟よ」

「ＡＩ戦士……」

　言葉だけ聞くとＳＦじみた響きだが、岡部は、点と点が線でつながった思いだった。

　アマデウス・プロジェクト。

　レスキネンとレイエス……ふたりの教授、ストラトフォーとＤＵＲＰＡ。

「なるほどな……！　学習済みの人工知能を、兵士の頭のなかに上書きするというわけか。そうすれば一様に高度な頭脳を持つ兵士を、大量に生みだすことができる」

「へぇ」

　レイエスは感心してみせた。

「たとえば優秀な兵士からサンプリングした特殊技能についての記憶データをマニュアル化し、部隊の兵士全員にインストールすればいい。全員が、どんな高度なミッションもこなせる兵士にだってなれる」

「そのとおり！　リンタロ、理解が早いわね。しかも、ゆくゆくは共意識化することで、より綿密で高度な連係すら図れるようにもなる」

　軍隊は急速にハイテク化が進んでいる。航空機、車両、軍艦……それを兵士ひとりひとりまでネットワーク化された一群としてとらえる。優秀な、能力のムラがない人員で構成された部隊。そこでは過酷な任務、劣悪な環境、まずいメシにも不平はゼロだ。人間関係やストレスからくるハラスメント、犯罪も起きない。

「──どう？　凄いでしょう？」

「給料も、補償も、年金だっていらなくなる。コストを極限まで削減し、かつ最良の部隊を編制できる。歴史上の為政者すべてが夢にまで見た軍隊の誕生だ……倫理的な問題を無視すればな」

　まさに人形だ。人権などない。岡部はうなった。

「そんなの……許されるわけがない！」

　鈴羽が声をあげた。

「陳腐な台詞せりふね」

「！」

　煽あおられて、殴りかかるんじゃないかと岡部は緊張したが、鈴羽の目は冷静だった。時間稼ぎのために陳腐な台詞を吐いたのかもしれない。レイエスはかがりに拳銃をあてがっている。鈴羽は反撃のチャンスを待って神経を研ぎすましているはずだ。

「いいこと……？　ワタシたちは世界の治安を守っているの。我がアメリカ軍があるからこそ、世界の平和は保たれているのよ。合衆国に忠誠を誓い、そのための戦士になれるのなら、洗脳を受けた彼らだって本望のはず」

　たとえ最終的には、ＡＩ戦士は軍の備品としてあつかわれることになっても。それがジュディ・レイエスという人間の思想、本性だ。

　到底、納得できるものではなかった。

「ククククク……！　おもしろい！」

　岡部は──盛大に、笑った。

「？」

「レイエス教授……いや、レイエス！　貴様、なかなかおもしろいじゃないか！」

　テンションを切り替えていく。

　鈴羽がチラリと岡部を見た。また、あの妙なやつか……と軽蔑する視線だったが、状況が状況だけにツッコミは飛んでこなかった。

　一方レイエスは、これには、さすがに途惑わされた。

「リンタロ……？」

「倫太郎ではない！」

　ならば、いまは演じよう。




　──我が名は鳳凰院凶真！　世界の支配構造を覆し、混こん沌とんに陥れる男！
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　見み得えを切って、白衣をひるがえす。

　一世一代の大芝居だ。

「…………いったい、なんの冗談？」

「ククク……この狂気のマッドサイエンティスト、鳳凰院凶真が認めてやろう！　貴様、なかなかにマッドだ！」

「ホーオー……なに？」

　呆あきれるというより理解できないといった反応で、レイエスは岡部を眺めた。

「鳳凰院凶真だ！　岡部倫太郎とは世を欺くための仮の姿！　その正体こそ、この俺！　不死鳥の如く甦よみがえるマッドサイエンティストだっ！」

「ぷっ……」レイエスは噴いてしまった。「ふふふ、なにそれ！　あなた、とてもユニークね！」

　ぽかんと口を開けたレイエスだったが、すぐに余裕の笑みを浮かべる。

　相手がまったくびびらなかったので、岡部はすっかり滑り気味だったが、ここでひるむわけにはいかない。

「ジュディ・レイエス……！　これまでに貴様がやってきたことは、すでに把握した。貴様はＡＩ戦士の研究のために、ヴィクトル・コンドリア大学に教授として潜りこんだ。そしてその過程で、アマデウス・プロジェクトにたどりついた……そうだな？」

「ええ、そのとおりよ。アマデウスは興味深いプロジェクトだったわ。でも、それよりもおもしろかったのは……」

　レイエスは足元の死体を踏みつけた。

「──アマデウス・プロジェクトの陰に見え隠れする、彼らの存在よ。案の定、ストラトフォーに探りを入れてみたら……ねぇ、アレクシス。とんでもないものが見えてきた。なにが出てきたかは、あなたも知ってるんでしょう？」

「タイムマシン……だな？」

　岡部は、ついに、その話題に踏みこんだ。

「『ナカバチ・ペーパー』とマキセ・クリスの父親のことまで、リンタロ……あなたは知っているようね。するとロシアのことも当然……あなた、まさかどこかの組織のスパイ？　アレクシスにとりいって、アマデウス・システムのテスターになったのも偶然じゃないのかしら」

　レイエスは警戒を深めると同時に、岡部倫太郎という人間に興味を示しはじめていた。

　岡部は雄弁に語った。

「なるほどな……人類の夢であり、不可能と言われていたタイムマシン！　その理論が記された論文の存在に気づいたか！　それを手に入れれば、世界の覇権をも手に入れることができると！」

　大仰なことを口走りながら、話を整理する。

　椎名かがりをめぐる陰謀の中心にいたのは、レイエスの足元で倒れている男──アレクシス・レスキネン教授なのだろう。表の肩書きはヴィクトル・コンドリア大学の教授であり、裏ではストラトフォーに所属していた。

　レスキネンは大学の脳科学研究所でアマデウス・プロジェクトを進めていた。その研究はストラトフォーでおこなわれていた記憶移植実験と表裏一体であり、かがりやその他の被験者によって、おそらく千葉にある拠点で人体実験がくりかえされていた。

　そして昨年、新たな衝撃的情報がもたらされる。『中鉢論文』だ。ロシアが入手したタイムマシン理論について、軍事シンクタンクであるストラトフォーは総力をあげて調査、評価したはずだ。

　ロシアは本気だった。発表された論文はフェイクであり、本物が存在する。

　そして中鉢教授の娘が天才・牧瀬紅莉栖──自分の部下であったことをレスキネンは知った。紅莉栖の死亡推定時刻に、中鉢教授がラジ館にいたこと。彼の能力、性格、経済状況、直近の言動など様々な状況証拠から、『中鉢論文』のオリジナル──真のタイムマシン理論は牧瀬紅莉栖の手によるものである可能性が高いと結論づけた。

　ロシアが保有する『中鉢論文』とは別に、牧瀬紅莉栖の遺産──アマデウスの記憶データからタイムマシン理論を掘りかえせないか。

　アマデウス・プロジェクトは、そのときからタイムマシン理論のサルベージが目的となった。レスキネンの来日さえ、それが真の目的だったのではないか。

　レスキネンは、第三者の脳に紅莉栖の記憶データをダウンロードし、その情報をひきだそうとした。現時点で、実際に実験がおこなわれたかどうかは世界線によって異なるようだが……結果的に、被験体である椎名かがりは千葉のストラトフォーの拠点から脱走、記憶喪失になってしまう。

　β世界線のアレクシス・レスキネンという男については、おおむね、そんなところなのではないか。

　問題はジュディ・レイエスだ。

　彼女はアメリカ国防総省のＤＵＲＰＡに属する政府側の人間で、洗脳を研究していた。レイエスとレスキネンの関係は推測になってしまうが……『中鉢論文』とタイムマシン理論、牧瀬紅莉栖との関係がＤＵＲＰＡにも知られるに至り、最初こそ協力関係にあったものの、ついに米軍はアマデウス・プロジェクトを紅莉栖の記憶データごとストラトフォーから接収しようと動いた。

　つまり、ライダースーツの女はレイエスだったのではないか。

　ライダースーツの女のラボ襲撃にせよ、秋葉原の路地裏での誘拐未遂にせよ、ＤＵＲＰＡはストラトフォーを出し抜いて、椎名かがりの身柄を横取りしようとしていたのではないか。この世界線ではいま、まさにＤＵＲＰＡのレイエスがストラトフォーのレスキネンを殺し、かがりを奪おうとしている。

　世界線によるアマデウスの凍結などの微妙な差異もまた、米ＤＵＲ軍ＰＡのレイエスが、民ストラト間フオーのレスキネンから、アマデウス・プロジェクトの研究成果を奪おうとする流れのなかで起きたことだろう。

　世界線によって過程は変わる。

　しかし椎名かがりをめぐって、ラボに脅威を与えていた真の敵は、この女だった。

　岡部はレイエスを見下して、ふんぞりかえった。

「ふんっ、だが、くだらんな……貴様らの考えることは、みなおなじだ」

「くだらないですって……？」

　レイエスは不愉快そうに眉をひそめる。

「ああ、実にくだらん！　世界の覇権？　国家のため組織のため機関のため……どれも矮わい小しような目的だ。そんなもののために世紀の大発明を利用するなど、科学者として下の下！」

「ワタシは科学者である前に軍人よ」レイエスは興奮した。「国に命を捧ささげた者なの。我が国が世界の覇権を手に入れれば、それだけで抑止力になる。それは世界のためでもあり人類のためでもあるのよ！」

　レイエスは岡部に負けないテンションで言いかえした。

　彼女は本物なのだ。星条旗に１００％の忠誠を誓った、真のマッドサイエンティストだ。

「──だから決して、他の国に先を越されるわけにはいかない！　革命的な理論をワタシたちが手に入れることで世界の均衡は守られる！　世界の平和は保たれるのよ！　それを他の国に……ましてや、いち民間企業に手に入れられるなど許すものですか！」

　彼女は、真に、そう信じている。

　岡部は、レイエスの足元に横たわるレスキネン、そして隣の部屋で倒れている無残な死体たちを示した。

「それが、これだけの人間を手にかけた理由か……あえて、もう一度言おう。くだらないな！」

「あら、そう」レイエスはひるまない。「彼らには、わるいことをしたと思ってるわ。本当なら彼らを泳がせるだけ泳がせておいて、すべてを手に入れてからデータを頂戴するつもりだったの」

「なら、なぜ殺した？」

「スパイとして直接、ストラトフォーに潜り込ませていた部下が、ヘマをしでかしちゃったのよ」

　ＤＵＲＰＡがアマデウス・システムの簒さん奪だつを狙っていることがバレてしまったのだ。

「──だから、それについてはこちらの落ち度だと思ってるわ。でもね……彼らだってわるいのよ。ＤＵＲうＰＡちには民間の研究者も在籍しているの。そちらに席を用意するって提案したのに、欲を出して要求をつきつけてきたりなんかするから。才能のある人間を失うのは不本意だわ」

　わずかに口角を上げて、レイエスは嗤わらった。

　ひねくれた女の貌かおだ。

「さて、ここでひとつ提案。リンタロ・オカベ……あなた、ＤＵＲうＰＡちに来ない？」

「なに……？」

　思いがけない提案に、岡部は挙動不審になりかけた。

「あら、意外って顔ね。いったいなんのために、こんな話をしたと思うの。冥土のみやげに──なんて日本の時代劇SAMURAI CINEMAのなかだけの話でしょう」

「…………」

　レイエスはずいぶん日本通のようだ。どうしてなのか、その経緯を聞くことは……ないだろう。

「心配しなくていいわ。ワタシたちは国籍なんて問わないし、お望みならばグリーンカードだって用意してあげられる」

　アメリカ合衆国の永住権とは、たいそうな大盤振る舞いだ。

「つまり、俺の……この鳳凰院凶真の才能を認めたというわけか」

「才能のない人間には声をかけたりなんてしないわ。あなたには才能がある。それに、マキセ・クリスの友人でもある」

　実にわかりやすい。岡部に価値を見み出いだした真の理由は、後者のようだ。

「牧瀬紅莉栖のタイムマシン理論について、俺が、彼女からなにか聞いているかもしれない……そう期待しているわけだ。だからこの俺が欲しい、と」

「役に立つ人間はひき抜く。正当な対価も払う。それがワタシたちの生きる世界のルールだもの」

「ということは、役に立たなくなったら、俺もそこに転がっている彼らのようになるわけだな」

「それは、あなたの働きと心がけ次第じゃないかしら」

　捕虜になるくらいなら自殺するメンタリティの持ち主に、心がけ、とか言われても肝が冷えるだけだ。

　レイエスは、かがりを坐すわらせたリクライニングシートのむこうにまわった。

　鈴羽は動かない。隙らしい隙はないのだろう。

　──ダル、まだなのか……？

　焦る。時間稼ぎも、そろそろ限界だった。

「ま、そのことはゆっくり考えて……」

「クク……ククク……フゥーハハハ！」

　岡部──凶真は嗤う。

　首をかしげて、レイエスは眉根を寄せた。相手のキャラクターをつかみきれないようだ。

「この俺の才能に目をつけるとは、なかなかのハイエスト・アイの持ち主だ！」

「ハイエストアイ……？」

「目が高いという意味だ！　メリケン人なのにそんなこともわからないとはな！　だが、まあいい。科学者として下の下だと言った、さっきの言葉はとり消してやろう。なにせ、この鳳凰院お凶真れの才能を見抜いたのだからな」

「あら、こちらの提案に乗ってくれるのね」

「断る！」

　岡部は声を被かぶせて拒絶した。

「な…………？」

「なぜなら、この俺は、鳳凰院凶真だからだ！　狂気のマッドサイエンティストは、孤高の存在でなければならない！　いついかなるときも、なにものにも属してはならない。それが宿命……」

「…………」

　目を見ひらいたレイエスだったが、やがて大きくため息をついた。

「ま、それについては結論を急ぐ必要はないわ。彼女の処置が終わるまで、ゆっくり考えてもらってかまわない」

　手て強ごわい。奇行めいた言動に出た岡部に、おなじテンションで冷静に対してくる。

　もしかすると日本語のニュアンスまでは充分に伝わっていないのかもしれない。

「かがりを、どうするつもりだ」

　鈴羽は、頭のうしろで両手を組んでレイエスを睨にらみつけている。

「わかりきったことでしょ。彼女の頭のなかに、マキセ・クリスの記憶を上書きするの」

「そんなことは……！」

「そんな顔しなくても大丈夫よ。このために今日まで、動物や人間を使って実験をくりかえしてきたんだから」

　レイエスはかがりの頰ほおを撫なでた。

「──そもそも、これまでの記憶移植システムには致命的な不具合があったの。でも今回はそれも解消した。その上、彼女の高い適応力もある。きっと成功する……クリスの記憶が……頭脳が、カガリのなかで再現されるのよ。そうなれば記憶のブラックボックスなんて存在しなくなる。ワタシたちの言うがまま。彼女はきっとタイムマシンについても、ぜ～んぶ教えてくれる。もうクリスのノートＰＣもハードディスクもいらない。カガリカノジヨさえいてくれれば、それでいいの……」

　レイエスが唇をかがりの耳元に寄せた。

　そして次の言葉に、岡部は、ひきこまれそうになった。

「ねえ、カガリ……あなただってクリスになりたいでしょう？」

　うっすらと瞼まぶたをひらいているかがりの瞳には、意思が感じられなかった。

「だめだ、かがり！　そいつの言葉を聞くな！」

「天才と呼ばれた、あの頭脳があなたのものになるのよ。世界に革新を起こす存在になれるの……素敵だと思わない？」

「…………」

「お返事は？」

　すると、かがりの唇がほんのわずか、ふるえた。

「は……い……」

　ただ朦もう朧ろうとしているだけではなく、なんらかの施術が施されているのか。洗脳で従順に──、思考力の麻酔をかけた者の脳に、他人の記憶を移植する。その下準備はできているのか。

「ふふ、いい子ね」

　レイエスは満足した。

「かがり……！」

「リンタロ、これは、あなたの選択でもあるのよ？　素直にこちらの交換条件に応じていれば結果は変わったかもしれないのに。それに……あなただって本当は、クリスに会いたいんじゃないかしら？」

　レイエスは色目を使った。岡部のなかにある紅莉栖への想いを見透かしたように。

「…………！」

　かがりにダウンロードされた、牧瀬紅莉栖の記憶と再会したいのか。

　世界線をいくつも越えた、いま。

　岡部ははっきりと答えられた。あの瞬間、あの約束を、あのとき願った意味のままで輝かせるためには。

「人間を構成するのは記憶よ。記憶が、その人間をすべて創りだしているの。クリスの記憶を持ったカガリは、クリスそのものになるわ。そうなれば、あなただってうれしいでしょう……？　それにクリスだって、うれ……」

　──ふざけるな。

　大声ではなかった。でも岡部自身が驚くほど声が据わっていた。

　絶対に許せなかったのだ。おまえが……紅莉栖を騙かたるな。レイエスの言葉は一線を越えたのだ。

「紅莉栖がよろこぶだと……？　そんなわけがあるかっ！　仮に、かがりの記憶が紅莉栖のものにとって代わったとしても、それは紅莉栖じゃない！　自分の記憶が、そんな目的のために使われたって、あいつは絶対によろこんだりしない！」

　あいつを……牧瀬紅莉栖を馬鹿にするな。

「そう。残念だわ」レイエスは肩をすくめる。「いずれにせよ結果はおなじ……そこで、大切な人の記憶が、この子のなかに受け継がれるのを、おとなしく見守っていなさい」

　レイエスは設備のＰＣを操作する。

　鈴羽は──動かない。

　そのときを、至のそのひと言を待っているのだ。

「……ダル。まだなのか」

　ささやくほどの小声で、岡部は言った。

『すまん、オカリン……あとちょっと、もうすぐなんだが』

「おじさん」鈴羽がささやく。「場合によってはかがりを見捨てる。あたしが動いたら伏せて」

「…………っ」

　鈴羽は躊ちゆう躇ちよしないだろう。

　レイエスが被験体であるかがりにこだわっている以上、かがりの命だけは安全──のはずだ。しかし……相手は真性のマッドサイエンティストだ。

「はあい、準備オッケー」

　レイエスはおどけてみせた。

　どうする……？　助けるつもりで動くのと、見捨てる覚悟で動くのは、まったくちがう。

　このままでは、どちらにしてもかがりは救えない。記憶が完全に上書きされてしまえば、人格は損なわれる。

「それじゃあ、サヨナラ、シイナ・カガリ……」

　レイエスの指が操コン作ソー盤ルにのびる。

　そのとき──鈴羽が動いた。レイエスとの距離を一瞬で詰める。

　銃声。

「ッ！」

　飛びかかった鈴羽の体が、弾かれた。

「鈴羽ぁっ!?」

「残念だったわね」

　ふりむいたレイエスは拳銃を手に、笑う。

「やめろ！」

　制止を無視して、レイエスの指先が実行キーを押した。




　…………………………………………




　どう……なった？

　記憶移植のプログラムは実行されたはずだが、なにも起こらない。

　岡部は途惑うばかり。

　一方で、当のレイエスの狼ろう狽ばいぶりは、岡部以上だった。

「どういうことっ……!?　どうして反応しないのっ」

　ヒステリックに何度も実行キーを叩たたき、乱打する。しかし、かがりに装着された装置は、いっさい反応しなかった。

「──まさか、こいつ！　Goddamn it! Shit!」

　呪じゆ詛そを吐き、叩きつける。

　なにが起きているのかわからない。ただ〝敵〟にとって想定外のトラブルであったことはわかった。

「オカリン……さん……」

「かがり！」

　虚ろだったかがりの瞳に、わずかな意識の光が灯っていた。

「Bullshit!」

　レイエスは設備のモニターに釘くぎ付けになっている。チャンスだ。

「かがり！　来いっ！」

「オカリンさんっ！」

　呼びかけに、かがりは頭の装置をふりはらうとシートから起きあがり、岡部に飛びついた。

　岡部はかがりを受けとめる。だが、それに気づいたレイエスが拳銃を──




　銃声。




　撃たれた──かと思ったが、そうではなかった。

　レイエスの手から弾かれた銃が、カラカラと床を転がった。

「動くな」

　鈴羽が立ちあがった。手には──拳銃が握られていた。

「鈴羽！　無事か！」

「なんとかね」

　肩口が血に染まっていたが、致命傷ではなかった。

　かがりを保護し、鈴羽がレイエスを狙っている。

　なぜ記憶移植のプログラムが実行されず、かがりの洗脳がとけたのかはわからないが……とにかく、これで形成逆転だ。

「ふ……参ったわね。まさかあなたみたいなコに、してやられるなんて」

　レイエスは肩をすくめた。

「動くなと言っている」

「でもね……ここで、終わるわけにはいかないのよ」

　制止を無視して、レイエスは、さっきまでかがりの頭に装着されていた、電極と配線がむきだしになったヘッドセットをつかんだ。

「ちなみにワタシ、小型の爆弾をポケットのなかに持ってるの」

「!?」

「奥歯をちょっとだけ嚙かみしめれば、それで起爆するのよ。この至近距離なら、あなたたちもまきこまれちゃうでしょうね」

「自爆する気か……！」

　息をのむ。

「敵に情報がわたるぐらいなら死を選べと教育されているの。悲しいことにね」

「ハッタリだ！」

　鈴羽が叫ぶ。

「そう思うなら撃てばいい」

　レイエスは冷たく言葉をかえした。

　岡部は知っていた。以前、かがりに扮ふんした鈴羽を拉致しようとした連中が、天王寺に捕まりそうになり、自決を選んだことを。あれはＤＵＲＰＡの連中だったはずだ。

「待て、鈴羽！」

「…………」

　岡部の気迫に、鈴羽はなにかを感じ、引き金にかけた指をとめた。

「いまは……ダルを信じろ」

　その言葉に、鈴羽は自制した。

　そんな鈴羽の躊躇をたしかめて、レイエスはニヤリと笑うと、ゆっくりヘッドセットを自分の頭に装着した。

「おまえ……なにをするつもりだ……？」

　岡部は質ただした。だが、もはやレイエスには、他人の言葉など耳に届いてはいなかった。

「あなたも、カノジョじゃなければいいんでしょう……？」

　レイエスはモニターにむかって語りかけた。いったい誰に──

「まさか……！」

「言ったでしょ？　ここで終われないって……！」レイエスの瞳に狂気が宿った。「そうよ。簡単な話だったんだわ。わざわざ他人を使わなくても、最初からこうすればよかったのよ……！」

　ＰＣに──そのむこうにいるシステムに。つまりアマデウスに話しかけている。

「…………！」

「これでワタシはマキセ・クリスの記憶を手に入れられるの！　タイムマシンの理論を得ることができるの！　世界に革新をもたらす存在になれるのよ！」

　レイエスは──自分の脳に、紅莉栖の記憶をダウンロードしようとしていた。

「やめろ……！　紅莉栖の記憶を、そんなことに使うな！」

　岡部が叫びかけたとき、インカムに相棒の声が響いた。

『──っしゃ、キタキタキタ！』

「ダル？」

「あははははは！　いまからワタシは時間をも支配できる存在になる！」

　レイエスは高揚し、もはやなにも耳に入っていない。

『っしゃ！　ロック解除完了！　バッチリ中身までスケスケ丸見えだぜベイベー！』

「ダル！　早くファイルを！」

『ちょい待ち！　いま捜してる！』

　再設定を終えたレイエスの手がキーボードにのびた。

「やめろっ！」

「大丈夫、リンタロ。心配しなくても、あなたの大切な女の記憶は、ワタシがちゃんと役立ててあげる」

　なんならワタシを大切に思ってくれてもいいのよ、と。

『あった……見つけた、オカリン！』

「消せ、ダル！」岡部は叫んだ。「頼む！」

　鍵フォルダのなかの記憶データ。

　紅莉栖を……アマデウスから、解放する。

『オーキードーキー！』

「Come into me, Kurisu!」

　同時に、至とレイエスの声が、




　……………………。




　なにも起きない。

　それは当然で、すべてはジュディ・レイエスの脳のなかで起きていたことだった。

「どうなったんだ……？」

　鈴羽は、銃口をレイエスにむけたまま、判断しかねていた。

　レイエスはキーボードの実行キーを押した姿勢のまま、動かない。

　紅莉栖の記憶データは……このＤＵＲＰＡのマッドサイエンティストの脳にダウンロードされてしまったのか。

　いいや……岡部にだけはわかった。

　目め眩まいは、ない。世界線は変わっていない。

　意を決して踏みだした、そのとき、レイエスがその場に膝をつく。体ごと崩れ落ちる。

　その横顔に垣かい間ま見みえたものは──無。

　なにも、ない。

　あの瞬間、実行キーを押したときの、全知全能を体現した恍こう惚こつとした表情のまま、レイエスの顔は硬直し、あらゆる意識を消し去られていた。

「オカリンさん……その人……」

　かがりが声をふるわせる。

「早かったんだ。ダルのほうが……一瞬だけ……」

　紅莉栖の記憶データをダウンロードするよりも先に、鍵フォルダの中身──アマデウス・システムは、ハッキングに成功した至によって消去デリートされた。

〝からっぽ〟をダウンロードしたレイエスの脳には、たぶん〝なにもない〟という情報──空白ブランクの状態が上書きされた。喩たとえれば、ストレージに簡易的な初フオ期ーマ化ツトが施された状態だ。

　ジュディ・レイエス自身の記憶も。

　野望も。彼女が主張したように、人格が記憶を基に構成されるなら。レイエスの記憶が空白に置き換えられた以上は、そこにあるのは人間のカタチをした抜け殻でしかない。

　鈴羽は、負傷した肩を押さえながら、やっと緊張を解いて、ふと……気づいたように手にした拳銃を検あらためた。

　床に転がっていた拳銃だ。ここに倒れている誰かの持ち物だったのだろう。

　グロック17──

「…………？　あたしの？」

　そこで射殺体になった天使の刺青いれずみをした守衛デブが、幼いかがりから没収した拳銃であるとは、このとき鈴羽が思いあたるわけもなかった。

『──オカリン？』

「ダル、よくやった。終わったよ。なにもかも……」

　岡部が答えると、インカムから至と真帆の歓声が聞こえた。

「行こう、おじさん……いつまでもここにいるのはよくない」

　レイエスが無力化したのをたしかめると、鈴羽は拳銃を納めて、自動小銃を回収した。

「そうだな……かがり、歩けるか？」

「うん」

　岡部は、最後にもう一度部屋を見わたした。

　屍しかばねの男たちと、生ける軀からだの女が床に転がっていた。

　アマデウスは──デジタルの匣のなかにいた紅ク莉リ栖スは、もういない。

　消えてしまった。

　しかし忘れることのない大切な人の記憶とともに──理想の世界線にいるはずの、その人にむかって、岡部は小さくささやいた。

「また会おうな、紅莉栖」…………





12







２０１１／２／６






　未来ガジェット研究所。

　大檜ひ山やまビルの２階には、今日も女子たちが集まって、賑にぎやかだ。

「それじゃあマユシィ、私たち、また来るね。るかくんも、こんどいっしょにコスプレしようね」

　ソファーからフブキが立ちあがった。

「うん、またね～」

「えっと……その、考えておきます……」

　まゆりとるかが返事をかえす。

「オカリンさんやみなさんも、おじゃましました」

「ああ、またいつでも来るといい」

　岡部はカエデに言った。

「うーん……」

　と、そんな岡部を見てフブキが腕組みをする。

「……どうした？」

「オカリンさん、なんだか雰囲気、変わりましたね」

　女子高生の勘というやつだろうか。

「そうか……？」

「うん。なんだか前よりもずっと、とっつきやすくなった感じ」

「もう、フブキちゃん。本人にむかって失礼だよ」

　カエデがフブキをたしなめる。

「えー、カエデちゃんだって、さっき言ってたじゃん」

「ちょ、ちょっと！」

　フブキとカエデのやりとりを聞くと、まゆりは、えっへへー♪　という感じで、ニコニコと表情をほころばせた。

「やれやれ、だな」

　岡部は肩をすくめた。

「あ、それじゃあ、私もそろそろ失礼しますね」

　由季も、つづいて席を立った。

「あ、今日もバイト？」

　至が声をかける。

「はい。終わったら連絡します。週末の予定、決めましょ」

「おｋ。じゃあ連絡待ってるおー」

　フブキとカエデ、そして由季がラボをあとにした。

「なになに、なんだニャ。ダルニャン、ユキニャンと、かなりよい感じだニャ」

　留未穂は興味津々だ。なんだか会話が、ずいぶん、ふたりだけの以心伝心というやつで成立していた。

「そ……そう？　あ、でもフェイリスたんへの愛も、もちろん変わらないのだぜ」

「もう、父さんったら！　また！」

　鈴羽がむっとなった。

　あれから数日。

　アマデウスと牧瀬紅莉栖の記憶データをめぐる事件は、ひとまず決着し、ラボには平凡な日々が訪れていた。

　東京電機大学の地下で起きた〝出来事〟については、未だに、いっさいの報道がされていない。

　ＤＵＲＰＡのレイエスと対決した翌日、岡部がおそるおそる大学に行くと、11号館の地下フロアは「事故」により封鎖されていた。

　ストラトフォー、米軍、あるいは合衆国政府の意向によって、ジュディ・レイエスの凶行は闇に葬られたのだろう。

　以降、椎名かがりの周辺で、不穏な気配は感じられなくなった。

　ラボを包囲していた危機感のようなものが失せた。霧のように、むしろ不自然と思えるほど。

　大学の現場には、岡部倫太郎という在学生につながる痕跡は、いっさい残していない。ジュディ・レイエスというＤＵＲＰＡの科学者が、ストラトフォーの職員を殺害、自分を被験体にして記憶移植実験をした──という猟奇的な惨事の構図しか浮かびあがらないはずだ。

　ラボにいるのは、あの日の作戦に参加したラボメンだけになった。

「それにしても、あれは、なんだったんだろう」

　鈴羽が思いかえした。

「あれって？」

「あの女……レイエスが、最初に、かがりに牧瀬紅莉栖の記憶をダウンロードしようとしたとき、うまくいかなかったんだよ」

　あのときレイエスは、こう叫んだ。

　──まさか、こいつ！

　そして母国語で「糞くそ、畜生！」と、あらんかぎりの罵声を吐いた。

　こいつ、とは。レイエスは誰にむかって言ったのか。

「ただ、システムがうまく作動しなかっただけじゃないん？」

「ダルニャンの言うとおりだニャ。考えすぎることないニャ」

　至と留未穂はそう言うのだが、鈴羽はどうもひっかかるようだ。

「そういえば、あのとき……」ふと、かがりが口をひらいた。「ううん、でも」

「ちょっと、かがり。言いかけて途中でやめないでよ。気になるだろ」

　鈴羽は話すようにうながした。

「うん……実は、あのとき私、声が聞こえたような気がするの」

「声？」

「うん。頭の奥で……誰だかわからないけど、ダメーっ！　って」

「おまえの〝カミサマ〟か？」

「ううん、ちがう……あ……でも、あのときのこと、ほとんど覚えてないから、ただの夢だったのかも」

　あのときのかがりは、洗脳によって意識が混濁していた。

「アマデウス……」真帆がつぶやいた。「もしかしたらアマデウスじゃないかしら？」

「どういうこと、真帆たん？」

「アマデウスのクリスが、最後の最後で、自分の記憶をかがりさんに上書きされるのを拒んだのかもしれない」

　人工知能のクリスは鍵フォルダのなかにいた。岡部たちが電機大の地下の実験室にいたときはアマデウス・システムが起動していた。つまり、あの場面をアマデウスのクリスは見ていたのか。

　もっとも、それは真帆にしては論理的ロジカルでない見解だった。

「まゆりちゃん……」

「うん」

　真帆の言葉に、なぜか、るかとまゆりが顔を見あわせた。

「どうした？」

　岡部が話をむけた。

「その……ボクたちが最後にアマデウスのアプリを起動したときなんですけど。途中で通信が切られたんです」

「オカリンのボットさんが話してるのに、なんだかすごく慌てたみたいに切れちゃったんだ～」

　るかとまゆりは中央線沿線で陽動作戦にあたっていた。時間は、だいたい岡部が大学の地下に突入したときとおなじタイミングだった。

「でも、そんなことありえるの？」

　鈴羽が言葉を投げる。

　ＡＩが、自分の判断でレイエスを妨害したということだ。

「わからない。けど、アマデウスにも人間とおなじ自己防衛本能はあるはずよ。だから、自分の記憶をよからぬことに利用されようとしているのに気づいて……ということも考えられなくはないわ」

　真帆が言った。とはいえ、それはたしかめようもない。ディスプレイやマイク、スピーカーがなければ、人間は、あのＡＩの存在や行動を感じることはできない。

　岡部は回想する。

　以前の世界線では、かがりは柳林神社にひきとられた時点で、すでに紅莉栖の記憶データを移植されていた。

　この世界線では、アマデウスの紅ク莉リ栖スが、自分の記憶データを悪用されることを防ぎ、かがりを守ってくれたのかもしれない。もちろん本物の紅莉栖なら、そんな科学者の倫理に反する実験、絶対に許さないだろう。

　だが、そんなことが本当にあるのだろうか。

　アマデウス・システムとＡＩのクリスが消失したいま、たしかめる術はなかった。ただ岡部は、なんとなく──そう思いたかった。

「なあ、オカリン。僕も、いっこ、わからんことがあるんだけど」

「なんだ？　ダル」

　岡部は至を見た。

「オカリンの話だとさ、これまでアマデウスが原因で何度か世界線の変動があったんだろ？　でも……僕たちがあのときのことを覚えてて、それがオカリンの記憶とも完全に一致してるってことは、今回は世界線が変動してないってことだよな？　それは、なんでなんだろ」

　それは岡部も考えていたことだ。

　今回、アマデウス・システムを削除したにもかかわらず、目眩は生じなかった。〈リーディングシュタイナー〉は発動しなかった。。

「おそらくだが……」岡部は仮説を立てた。「これまでの世界線の変動は、アマデウスに対してアクションを起こしたことで、紅莉栖の記憶データが何者かの手にわたった、そのことが原因だと思われる」

　紅莉栖の記憶データを手中にした何者かの手により、タイムマシンに類するものが開発され、そして過去の事象が大きく書き換えられるなりしたのだろう。それは第３次世界大戦へと至るアトラクタフィールドβ内の、過程の、歴史の全体としてはささいな相違ではあるだろうが。

「──だが今回は、その世界線変動の原因である、紅莉栖の記憶データそのものを消去した。原因がとりのぞかれたから、もう、それによる世界線の変動は起きない……そういうことだろう」

　アトラクタフィールドは未知の理論だ。いまの岡部たちには、そこまでの推測が精一杯だった。

　紅莉栖の遺品であるノートＰＣとハードディスクは、すでに真帆の手で廃棄した。

　ＤＵＲＰＡとストラトフォーは、牧瀬紅莉栖の記憶データから『中鉢論文』のオリジナルをサルベージすることに未来にわたって失敗した。

　紅莉栖の遺産の存在によってつながる、危うい未来の可能性は断たれた。おそらくアメリカはタイムマシン開発競争から大きく脱落することになるのだろう。

　鈴羽とかがりがラボにいて、ラジ館の屋上にはタイムマシンがある。ということは、未来──世界人口の半数が失われ、ロシアの勝利で終わる第３次世界大戦という収束は、ゆるがぬものであるということだ。

　もちろん、わかっていた。

　アトラクタフィールドを束ねる収束は、β世界線そのものを離脱しなくては覆せない。

『中鉢論文』。

　２０１０年７月28日、あの日の収束を回避し、『中鉢論文』がロシアにわたらないようにしなくてはならない。それは牧瀬紅莉栖を救うことと、ほとんど同義だった。

　行きづまる。

　それでも今回の件は無駄ではなかった。きっと……岡部の頭は少しだけすっきりしていた。

　最悪の２０３６年の世界で得た、かすかな閃ひらめき。




　──世界を騙せ。




　今回の作戦は、岡部倫太郎の記憶をシュタインズゲートにつなげるための布石となったはずだ。

「で、これからどうするん？」

　至が言った。

「そうだな、いろいろやるべきことはあるが、その前に……」岡部は白衣のポケットから用意したものを手にする。「さて、みなに俺からプレゼントだ」

「これは？」

「ラボメンバッジ。俺たち全員が、このラボのメンバーである証だ」

　──ＯＳＨＭＫＵＦＡＨＳＡ

　ピンバッジには全員のイニシャルが刻印されている。

　岡部倫太郎、椎名かがり、橋田至、牧瀬紅莉栖、桐生萌郁、漆原るか、秋フ葉エ留イ未リ穂ス、阿万音鈴羽、そして比屋定真帆、椎名かがり、さらに阿万音由季を加えた。

　定まらぬことこそ意味はある。

　この仲間たちと、過去と未来に臨もう。

　すべてを〝いま〟として、できることを──過去をあきらめないことは、未来をあきらめないことだ。

　それが岡部倫太郎の、精一杯だったから。

「ラボメン……」かがりはバッジをうけとると、うれしそうに胸に押し抱いた。「私の宝物、ひとつ増えちゃった」

　歩む道は、さらなる茨いばらの道かもしれない。

　でも、かならず光はある。

「私、紅莉栖とオカリンさんがなかよくなれた理由、なんとなくわかる気がするわ」

　真帆はバッジを受けとった。

「あたしも。父さんたちが、どうしてあんなにもオカリンおじさんを頼りにしていたのか、やっとわかった」

　６年後に生まれることが約束されたタイムトラベラーは彼女の運命をつないだ。

「私も、ママがオカリンさんをずっと好きなの、わかるな……」

「かがりちゃん……！　ちがうよ、まゆしぃはオカリンの人質で。だからそういうのとは……」

「ちょっ、なん、これ？　オカリンだけモテまくり許せん！　リア充爆発しろ！」

「父さんには母さんがいるでしょ！」

　いくつもの未来、いくつもの過去。

　すべては〝いま〟──

　００１と００４のラボメンバッジを握った。

　理想──仲間たちの想いが重なり収束する場所で、きっと逢あえる。

「ああ、俺だ」

　スマートフォンを耳にあてる。

「──なに？　いつになったら助けに来るのか、だと？　あわてるな。いまは、まだそのときではない。ククク…………俺を誰だと思っている？　……いいか？　狂気のマッドサイエンティスト、鳳凰院凶真に二言はない！」

　つながっていない携帯電話に語りかける。かならず世界線を越えて届けと。

「だから、しばし待つがいい。おまえを搦めとる、その刻の呪縛から、いつか、かならず俺が助けだしてやる。ああ…………かならずだ紅莉栖。いつか会える、そのときまで」

　約束だ。

　生きるということのすべてを、おまえに捧ささげよう。信念の言葉を唱えるのだ。




　──エル・プサイ・コングルゥ。













　季節はめぐり、また次の冬。
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　未来ガジェット研究所のラボに、ひさしぶりの来客があった。

「お？　来た来た」

　橋田至が顔をあげた。

　玄関口に現れたのは比屋定真帆だ。

　ほぼ１年ぶり──なのに、羽織っていたコートはおなじで、昨日もこのラボに来たような印象を受けた。

「わぁ、真帆さんだぁ。すごく会いたかったよ～、トゥットゥルー♪」

「おひさしぶりです、真帆さん」

「元気そうでなによりだニャ」

　椎名まゆり、漆原るか、秋葉留未穂──いつものラボメンたちが出迎える。

「ふふ。みんな、あいかわらずで安心したわ」

「そっちこそ変わってないね」

　阿万音鈴羽は微笑する。

「どうせ私は小さいわよ」

「そういう意味で言ったんじゃないって」

「冗談よ」

　いずれ〈ワルキューレ〉の同志となる〝クリス〟は、笑みをかえした。

「うぅぅぅ…………」

　と、椎名かがりがぐずりはじめた。

「どうしたの？　かがりさん」

「ずっと真帆さんに会えなくて寂しかったよ～！」

　抱きつく。なんて大きな子供だ。

「ちょっと！　そんな抱きつかなくても……」

「だって……だってぇ……」

　記憶喪失のタイムトラベラーをめぐる一連の事件から、季節はひとめぐりした。

　かがりは柳林神社に居候し、大檜ひ山やまビルと往復しながら『ブラウン管工房』のバイトをこなしていた。

　戸籍もない彼女は不便を強いられた。病院にかかることも学校に通うことも難しい。受験で忙しいまゆりに代わって、岡部が勉強を見たり……いまでは20代の女性として、なんとか現代社会にとけこんではいる。

「ごめん……本当は夏にも来たかったんだけど、大学のほうでもいろいろあって」

　２月に東京電機大学の地下で起きた騒ぎのツケは、ヴィクトル・コンドリア大学と脳科学研究所に大きすぎる爪痕を残した。

　ＤＵＲＰＡやストラトフォーといった名前は表沙汰になっていない。そもそも、あの夜、銃撃事件があり死者が出たことすら、なんら報道されなかった。

　とはいえ、ヴィクトル・コンドリア大学の関係者が事件にかかわっていたのだ。公にはなっていなくても、彼らがかかわっていた研究──アマデウス・プロジェクトは統括者であるアレクシス・レスキネン教授の存在もろとも抹消された。

　空白のデータを脳にダウンロードしてしまったジュディ・レイエスは消息不明だという。到底、幸せなその後は想像できなかった。レイエスは自身の記憶データをバックアップしていたのだろうか。彼女が手がけてきたような研究の被験体となって、いまは自分がモルモットになっているのかもしれない……。

　いずれにしても、人ひとりの存在など、存外、あっという間に風化して忘れられてしまうものなのだった。真帆は痛感しているという。

「遠いところ、よく来てくれた、真帆」

　岡部は、まさに人生の岐路に立たされたラボの仲間を、心から歓迎した。

「あたりまえよ。私だって、いろいろとかかわってきたんだもの。この目で見届けるのが務めだわ」

「でも、本当にいいのか……？　この１年、きみが苦労してきたこと……すべてがムダになるんだぞ？」

「ムダになんてならないわよ」真帆は岡部を見つめかえす。「この世界の未来が……過去につながるって言ったのは、あなたでしょう」

　すべては〝いま〟だ。

「──だから私は、この世界で、私がすべきことをやっただけよ」

「そうだったな」

　あの２０１０年の夏から。

　心を病んだ岡部が、４半世紀にわたる記憶を重ねてきたなかで見えた、かすかな希望──

　それは蜃しん気き楼ろうのようだった。

　つかめそうで、つかめず、焦りだけが募った。再び歩きだそうと決心はしたが、具体的にどうすればいいのかわからないまま、闇雲に動きまわって結果につながるのか。

　思いかえす。

　２０１０年７月28日まで、たとえ片道であっても、タイムマシンの残り燃料は一度ぶんしかなかった。しかも２０１１年の夏には、それすら不可能になる。

　迫りくるタイムリミットの焦燥感から、岡部は実際、一度はタイムトラベルを決心したのだ。ラストチャンスに懸けて、やはり、この自分が跳ぶべきだ。とにかく跳んで、また足あ搔がけばいい。

　そんなとき岡部は、ようやく、わずかな光をとらえたのだ。

　──２０２５年に死ぬはずだった岡部倫太郎が、生きていたという未来の事実。

　誰もが騙だまされていた。

　過去の岡部も。

　未来の鈴羽も。




　世界は騙されていた。




　確定していると信じていた未来。そこには、ちがうカタチの未来が待っていた。

　β世界線における２０２５年の回避できぬ収束は、岡部の〝死〟という言葉で定義されるものではなかった。至が鈴羽に噓うそをついていた、それだけの理由で。少なくとも「２０２５年まで死なない」ことは「２０２５年に死ぬ」ことと同義ではなかった。

　ならば、いま、ここにいる岡部も……世界を騙せるのではないか。

　世界を騙すことで、確定したと信じていた未来を回避できるのではないか。もしも世界を騙し欺けるのなら──あの２０１０年７月28日の岡部倫太郎に、神さえも欺くロジックを託せさえすれば。

　未来と、過去の、その先に約束のシュタインズゲートはある……きっと。

　どうやって騙す。

　となると、残念だが、その方法がいまの岡部に見えているわけではない。しかし、それは絶望と同義ではない。

　未来の岡部は、ここにいる岡部に託した。

　──シュタインズゲート世界線への道は険しい。一度や二度、やりなおしたところで、たどりつける道ではないだろう。けれど、まずはそこからはじめることが〈運命シユタイ石のンズ・扉ゲート〉へとつながるんじゃないか。

　いくつもの未来の、その先が、過去へとつながっている。

　ならば岡部ができることは、ひとつだ。

「橋田さん。例のものは、ちゃんと完成したの？」

「もちろん、もう使えるはずだお」

　至は真帆に、開発室の奥に鎮座する未来ガジェットを見せた。

『電話レンジ（仮）』──２月に真帆が完成させたタイムリープマシンは、至によって維持管理されていた。

「それにしても、こんなものが世界の命運を握っていたなんてね」

　真帆は嘆息する。

　すべては、これからはじまった。

　岡部たちの運命も、紅莉栖の運命も、すべて翻弄された。従来の『電話レンジ（仮）』とちがうのは、そこに接続されているのがスマートフォンだということだ。

　Ｄメールによる過去へのメール送信は、どうやってもＳＥＲＮに捕捉されてしまう。そうなればα世界線に遷移し、ラボは再びＳＥＲＮに狙われてしまう。

　それでは堂々めぐりだ。

　しかし、いまや通信手段はメールだけではなかった。メッセージを送る手段は、ほかにも存在している。岡部たちが仲間うちで使っているＲＩＮＥもそのひとつだ。

「名づけてＤラインってとこかな」

　至が解説した。

　原理はおなじ。送ることのできる文字数も、Ｄメールとおなじ全角18文字。

　しかしＲＩＮＥは至が構築したメッセージツールだ。ＳＥＲＮの通エ信シ傍ユ受ロ網ンに捕捉されることはなかった。問題は、岡部たちが通信手段としてＲＩＮＥを使用しはじめたときよりも前へはメッセージを送れないことだが、そこは仕方がない。

　可能性をつなぐことが、もっとも大切なのだ。

「まったく、どこにも捕捉されないようになんて注文つけるから、結構タイヘンだったのだぜ。抜け穴見つけるのに、めちゃ時間かかったんだからな」

　至は不平を言うが、きっちり、やり遂げる。

「さすがだ、〈頼マイ・フれエイバリるツト・右ライト腕アーム〉」

「あ、なにげに懐かしい響き」

「でも、オカリン。本当にいいの？」

　まゆりが案じる。

「そうだニャ。また、そのことで凶真が辛い思いをするんじゃないのかニャ？」

　Ｄラインを使用すれば、Ｄメール同様、世界線移動が起きるだろう。〈リーディングシュタイナー〉の空白によって、岡部は観測者としての孤独を味わうことになる。

「かもしれないな……でも、それでも俺はやらなければならない」

「オカリンさん……」

「…………」

　皮肉なことに、タイムトラベラーのかがりと鈴羽が、こうしてラボにいるかぎり、この先にあるのは第３次世界大戦という絶望的な未来だけだ。

　シュタインズゲート世界線へとたどり着くためには、まだ必要な未来パーツがあるのだ。〝いま〟導くためには、過去にもどってやりなおすしかない。〈リーディングシュタイナー〉は未来と過去をつなぐザイルだ。




　──いまの俺ならば、何度だってやりなおせる。


どんなことだって、乗り越えてみせる。






　大丈夫だ。約束の扉へと到達する日まで。

　そのときのためのメッセージは、もう、できている。

　岡部がこの世界線にいるのは、きっと、そのメッセージの橋渡しのためだった。

　メッセージを受けとった過去の自分が、どう考えて行動するかはわからない。

　それでも、きっとやれるはず。

　つないでくれるはずだ。約束の未来へと。

「かがりさん……不安ですか？」

　るかが、かがりを案じた。

「だって……もし過去が変わって平和な時代が来たら、ママと出会えなくなっちゃうかもしれない」

「かがりちゃん……」

「心配ない、かがり」

　岡部は語りかける。

　その、かがりが母を慕う気持ちからも逃げることはしない。

「え……？」

「アトラクタフィールド理論では、起こるべきものはかならず起こる。そう決まっている。世界線が変わろうと、きみはまゆりに出会うはずだ」

「ほんと!?」

「ああ、俺が保証する」

　願わくは、その出会いが幸せなものであることを。

「ママ！」

「よかったね、かがりちゃん。オカリンがほしょーしてくれたら、安心だよ～。未来でも、きっと会おうね」

「うんっ！」

　どこかで、まゆりはタイムトラベルしなかった椎名かがりと出会うだろう。戦災孤児ではないかがりは名前さえ変わっているはずだが。それでも──

「おじさん、ありがとう」

「礼を言われることじゃない、鈴羽……もともとは俺が蒔まいた種だ」

　そして本当に大変なのは、ここからだった。

「ううん。それでも言わせて。ありがとう」

　鈴羽は──

　すでにタイムマシンの燃料も足らず、ここにいる鈴羽は彼女に託された使命を果たせなかった。

　失意の底にあったはずだ。それでも気丈に、ずっとラボを支えてきた。この鈴羽の想いからも、岡部は目をそむけない。

「その台詞せりふ、父さんにも！　父さんにもプリーズ！」

「父さんも、ありがと」

「もっと！　もっと上目づかいで目をうるうるさせて言っておくれ、わがマイ・ド娘よーター！」

　Ｄラインを送れば、世界線は変動する。

　この１年間、岡部たちがやってきたことは、なかったことになるだろう。岡部が２０３６年の未来を経験したこと、タイムリープによって気の遠くなるほどの時間をかけて、この時代にもどってきたことも……。

　だが、では、それらがすべてムダになるのか。

　いまの岡部と、これからはじまるであろう過去の岡部。そして、またその先の未来。

　それらの経験が交わる先に、かならず未来へと繫つながる可能性は待っている。




〈運命シユタイ石のンズ・扉ゲート〉だ。




「では、いくぞっ！　鳳凰院凶真の名において、これより新たなるオペレーション・ヘルヘイムを開始する！　ラボメン全員、準備はいいか!?」

「オーキードーキー！」

　鳳凰院凶真は再び挑む。

　過去を改変する。牧瀬紅莉栖と出で逢あうために。メッセージを届けるのだ。





＊







世界を騙せ

可能性を繫げ

世界は欺ける
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あとがき




『STEINS; GATE 0』ノベライズ下巻をお届けします。

　本作の執筆は昨年中には終えていました。著者校正を終えて原稿が手を離れ、このあとがきを描いているのはＴＶアニメの放送直前だったりします。筆者はアニメ版の内容をまったく知らないので、また一ファンとして視聴できることになりそうです。

　上巻のあとがきでも述べましたが、この本は『盟誓のリナシメント』へとつながるルートを描くと企画段階で決まっていました。つまり「鳳凰院凶真の復活」です。さて、ついに再起した岡部の活躍は、紅莉栖は……これは、いまの私から見れば未来にいるファンの皆様のほうが詳しいかと思いますが。ＴＶアニメ、そしてフルアニメで再構成された新作ゲーム『STEINS; GATE elite』で、ぜひ『ゼロ』からつながるトゥルーエンドをご確認ください。きっと新発見があるんじゃないかなぁ、と（期待）。

　ありがとうございました。


２０１８年４月某日　浜はま崎ざき達たつ也や
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『STEINS;GATE 0-シュタインズ・ゲート ゼロ-　盟誓のリナシメント 下』

2018年9月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ
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（「お問い合わせ」へお進みください）
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